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序

　私たちの郷土熊谷には、祖先が営々と築いてきた貴重な文化財が多数あります。なか

でも原始・古代の集落跡や中世の館跡等の埋蔵文化財が、熊谷市内に広く分布すること

が知られています。

　こうした文化財は、熊谷市の発展やその過程を物語る証であるとともに、子孫の繁栄

の指標ともなる先人の貴重な足跡であります。私たちは、こうした文化遺産を継承し、

次世代へと伝え、さらに豊かな熊谷市の創造のための礎としていかなければならないと

考えております。

　本書は、準用河川新奈良川に付属する調節池の建設に伴い、平成10年6月から平成11

年3月に実施された一本木前遺跡の第一次調査の成果をまとめたものです。今回の調査

によって、古墳時代から平安時代にかけて生活が営まれた複合遺跡であることが確認さ

れ、中でも、古墳時代の土器を用いた祭祀跡の中心から馬頭骨が発見されたこと、平安

時代の住居跡から銅製の瑞花鴛鴛八二鏡が発見されたことなど、貴重な資料が確認され、

非常に重要な成果として注目されているところでございます。

　本書を、文化財の記録の保存のみならず、郷土の歴史解明、学術研究の資料、あるい

は学校教育や社会教育の参考資料として広くご活用いただければ幸いと存じます。

　最後になりましたが、文化財保護法の趣旨をご理解いただき、発掘調査から本書の刊

行に至るまで、ご協力をいただきました熊谷市建設部河川課、ならびに地冗関係者各位

に厚くお礼申しあげます。

平成12年3月

熊谷市教育委員会

教育長飯塚誠一郎

亙
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例　言

本書は、埼玉県熊谷市大字東別府字一一本木前！390番地他に所在する一本木前遺跡第1次調

査（平成10年度分）の発掘調査報告書である。

発掘調査は、新奈良川第3調節池掘削工：事に伴う事前調査であり、熊谷市教育委員会が実

施した。

本事業の組織は、怠学章3のとおりである。

発掘調査：期間は、平成10年6月1日から平成！1年3月31日であり、整i理報告書作成作業期

間は、平成11年6月1日から平成！2年3月31日である。

発掘調査は、寺社下痢、佐々木健策、市川康弘、整理報告書作成作業は寺社下がそれぞれ

担当した。

発掘の写真撮影は、寺社下、佐々木、市川が行い、遺物の写真撮影は、寺社下が行った。

出土品の整理及び図版の作成は、市川及び小林貴郎、越前谷理の協力を得て、寺社下が行

った。

本書の執筆は、寺社下が行った。

銅鏡の取上と保存処理については、（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団野中仁氏の指導助

言を得た。

火山灰分析は、パリノサーヴェイ　（株）に委託した。

遺跡の基準点測量と航空写真は、（株）東京航業研究所に委託した。

本書の編集は、寺社下が行った。

本書にかかる資料は、熊谷市教育委員会が保管する。

本書の作成にあたり、下記の方々及び機関等からご教示、ご協力を賜った。記して謝意を

表します。（敬称略、五十音順）

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課、埼玉県立埋蔵文化財センター、

（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団、大里郡市文化財担当者会

m



凡　例

本書における挿図指示は、次のとおりである。

1　遺構の略記号は、次のとおりである。

　　J　住居跡　　D　溝跡　　E　井戸　　X　性格不明遺構

2　各遺構の番号は、発掘調査時に付したものを、整理時に調査区の北か西へ・北から南への順

　序で付け直した。

3　遺構挿図の縮尺は、原則として次のとおりである。

　　遺構全面図　1／200　　遺構平面図　1／60　　遺構i断面図　1／60

　　カマド平面図　1／30　　遺物出土状況平面図　1／30

4　遺構挿図中のスクリーントーン等は、原則として次の内容を示す。

　　　笏地山　ぐ）灰　〆、焼土　ii糠炭化物　■　鉄津

5
ρ
0
7
8
9

10

1！

遺構挿図中のレベル基準線は、標高29、000mで統一した。

遺物挿図の縮尺は、原則として！／4である。他の縮尺は、その都度示した。

遺物挿図中のスクリーントーンは、灰紬のかかった範囲を示す。

遺物観察壷中の単位は、全て。憩を示す。なお、実測できず、推定復元した場合については推

定値として（）で括って表示した。

遺物観察中の胎土は、肉眼で観察できる次のような包含物質について、多い順に数字で示し

た。

①白色粒子②黒色粒子③赤色粒子④片岩粒子⑤白色針状物質　⑥礫

遺物観察表中の焼成は、次のように3段階に区分して、数字で示した。

①良好（良く焼きしまっている）　②普通　③不良（脆く、崩れやすい）

遺物観察表中の色調は、『新版標準土色帖』儂林水産省農林水産技術会議事務局監修・！998

年版）に照らし、最も近似した色相を表示した。
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1発掘調査の概要

1　醐査に至る経過

　平成9年エ0月9日、小林一夫熊谷市長から熊谷

市教育委員会教育長に対して、熊谷市大字東別府

1390番地誌地内の、面積約61．280m2に及ぶ準用

旧規新奈良川第3調節池開発事業における文化財

の所在及び取扱いについて協議があった。

　この協議に対して、開発予定地が周知の遺跡

（別府条里遺跡、遺跡番号59・一49＞縁辺部にあた

り、遺跡の存在する可能性が非常に高い地域であ

るため、事前に埋蔵文化財の所在を確認する試掘

調査を必要とする旨、平成9年！0月15日付け聖教

蜜蝋第597号をもって回答した。

　この回答に対し、熊谷市長から平成9年10月30

日付けで、埋蔵文化財の所在を確認するための試

掘調査の依頼を受けた。

　そして、平成9年12月1日から9日に試掘調査

を実施した結果、古墳時代より平安時代に及ぶ復

合遺跡であることが確認された（一本木前遺跡

遺跡番号59－115）ため、当該地は、現状で保存

するか、または埋蔵文化財に影響を及ぼさない方

法での開発が望ましい旨、平成9年12月19日付け

紅教社収第643号で回答した。

　その後、保存策について協議を重ねたが、調節

池の掘削という工事の性格上、緊急性のある点、

また埋蔵文化財へ影響を与えない工事が不可能で

ある熱病、工事計画の変更は不可能であると判断

されるに至ったため、やむを得ず記録保存の措置

を講ずることとなった。

　発掘調査は、平成10年5月27日、熊谷市と熊谷

市教育委員会問において、新奈良川改修地内の埋

蔵文化財に関する協定書を締結し、同年6月1日

より実施することとなった。

　発掘調査に先立って、熊谷市長から文化財保護

法第57条の3第！項に基づく埋蔵文化財発掘の通

知が、平成10年4月！5日付飛躍発第！3号で提出さ

れた。これに対して埼玉県教育委員会教育長から

周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等につ

いて、平成10年4月27日付け教懸樋3・一42号をも

って発掘調査実施の指示通知があった。

　熊谷市教育委員会教育長は文化財保護法第98条

の2第／項の規定に基づく埋蔵文化財発掘調査の

報告を平成！1年4月2日付け熊教導発第10号で提

出した。

　なお、発掘調査は、平成10年度A地区、平成11

年度A地区の北域、A・B地区間道路部分、　D・

E区、平成ユ2年度にはB地区南域とF地区、B年

度以降にC地区とB地区北域を実施することとな

った。

2　発掘調査・報告書作成の経過

　一本木前遺跡の平成10年度調査（第1次調査）

は、平成10年6月1日から平成11年3月31日にか

けて実施した。調査対象面積は、A地区のうち

10，000m2である。

　発掘調査は、重機による遺構確認面までの削平、

遺構確認、遺構掘り下げ、遺物取り上げ、実測、

写真撮影と、一連の調査を繰り返した。

　この間、夏期には大雨による冠水が数度あり、

この復旧作業にずいぶん手間どつたものである。

　整理・報告書作成作業は、平成10年度中に遺物

の洗浄と注記の80％を終え、平成11年6月1日か

ら残りの洗浄と注記、復元、遺構の図面と写真の

整理と進めた。7月に入っては遺物実測、拓本、

遺構レ遺物の版組みトレースを行っていった。そ

の後10月からは、遺構写真図版、遺物写真撮影・

図版、原稿執筆、割付等を併行して行い、平成12

年！月に印刷業者を決定した。その後、2～3月

にわたって校正を行った後、本報告書を刊行した。
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3　発掘調査、整理・報告書刊行の組織

主体者　熊谷市教育委員会

（ユ）　発掘調査（平成！0年度）

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長

主任

主任

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

飯塚誠一郎

坂巻篤

氏家保男

鈴木敏昭

北俊明

金子正之

寺社下博

渡邉操

吉野健

松田哲

佐々木健策

市川康弘

秋本太郎

（2＞整理・報告書刊行（平成11年度）

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長

主任

主任

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

飯塚誠一郎

坂巻篤

氏家保男

浅野晴樹

北俊明

金子正之

寺社下博

渡邉操

吉野健

松田哲

市川康弘

小林貴郎

越前谷理
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皿遺跡の立地と環境
　一本木前遺跡は、熊谷市大字東別府字一本木前

1390番地他に所在し、JR高崎線籠原駅の北東約

3。Ok磁、荒川から北へ約5．2k鶉α、利根川から南

へ約5．2k鑓の、両河川のちょうど中問に位置す

る。

　本遺跡の所在する東別府地区は、熊谷市の北西

部に当たり櫛挽台地の北東端及びその北から北東

に展開する妻沼低地上に立地している。櫛挽台地

は、寄居町末野付近を扇頂に、洪積世に形成され

た荒川扇状地の荒川左岸一帯を示す総称である。

妻沼低地は、利根川及びその支流によって形成さ

れた沖積地であり、熊谷市の大半に及ぶ新荒川扇

状地（沖積扇状地、熊谷低地と呼称）と相接して

いる（第1図）。

　本遺跡は、まさにこの両低地の接する位置にあ

り、標高30m、水田地として利用されていた所で

ある。遺跡は、関東造盆地運動による地盤の沈降

及び荒川・利根川の河川氾濫等によって、約ユ．

5mの砂・粘土で覆われていた。

　さて、本遺跡をとりまく、妻沼低地・熊谷低

地・櫛挽台地における歴史的環境の概略をみてい

くこととする（第2図〉。

　旧石器時代から縄文時代の遺跡は、きわめて少

ない。旧石器時代に該当する遺物は、籠原遺跡

（47）で平安時代の住居跡覆土中から出土した、

黒曜石製尖頭器が、唯一知られるのみである。縄

文時代前期の遺跡は、三ヶ尻遺跡内林遺跡（37）、

寺東遺跡（15）など、櫛挽台地東縁部に散見され

るのみである。

　縄文時代中期には、同じ三ヶ尻遺跡内の天王遺

跡（36）、寺東遺跡と同様、櫛挽台地の北縁に立

地する石田遺跡（8＞と、前代同様の分布状況を

iiiiiiiiiiiiii三i山地
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示している。後期に至ると、寺東遺跡をはじめ、

入川遺跡（3）や深町遺跡（4）などで豊富な土

器群が検出され、妻沼低地への進出が窺えるので

ある。この状況は、深谷市内でも同じで、原遺跡

（65）、前遺跡（67＞などが妻沼低地の自然堤防上

に展開され、低地への展開が大規模に成されてい

ったことを示している。

　縄文時代晩期から弥生時代前期にかけては、遺

物は散見されるものの、実態は把握されていない。

　弥生時代申期・須和田式期に至ると、再葬墓を

中心に広い展開がみられるようになる。櫛挽台地

上では三ヶ尻遺跡内上古遺跡（38）、妻沼低地上

では、再葬墓16基が確認された横間栗遺跡（6）、

関下遺跡（5・住居跡）、深谷市の明戸東遺跡

（64）、妻沼町飯塚北遺跡（50）、飯塚遺跡（51）、

飯塚南遺跡（52）等が群在している。

　一方熊谷低地上では、北島遺跡（29）、前中西

遺跡（31）が所在する。北島遺跡では再葬墓群と

土堰墓群が、また前中西遺跡では再葬墓と方形油

溝墓という二つの葬送形態が混在し、特異な様相

を呈している。また、前中西遺跡に近在する平戸

遺跡（所在地不詳）でも同時期の遺物が出土した

と伝えられている。

　後期の遺跡としては、深谷市明戸東遺跡、妻沼

町弥藤吾新田遺跡（53＞等、妻沼低地において大

規模な集落が営まれるようになってきている。

　古墳時代に入ると、こうした傾向は継続され、

増加・拡大されてくる。

　前期には、妻沼低地上に横間栗遺跡、根絡遺跡

（7）、中耕地遺跡（21）、深谷市の面戸東遺跡、

東川端遺跡（69）、妻沼町の弥藤吾新田遺跡、熊

谷低地上には、北島遺跡、天神遺跡（28）等、比

較的大規模な集落が営まれてくるのである。この

うち北島遺跡では、当該期の木製農工具が出土し

ている（北島遺跡の東に隣接する東沢遺跡でも同

期の木製鋤・鍬等多量の木製農工具が出土してい

る）。また、東川端遺跡ではパレススタイルの大

型壷を伴う2号墓を中心に、方形周溝墓群の存在

が確認されている。

　中期の遺跡は、熊谷市上申条一帯に広がる中条

　第1表第2図掲載遺跡一覧表く周辺の主要遺跡〉

＜熊谷市＞

　1一本木前遺跡　2別府条里遺跡　3入川遺跡　4深町遺跡　5関下遺跡　6横間栗遺跡　7根治遺跡

　8石田遺跡　9西別府館跡　憩西方遺跡　慧西別府廃寺　12西別府祭妃遺跡　13別府氏館跡　14別府城跡

　15寺東遺跡　16稲荷東遺跡　17新ケ谷戸遺跡　18水押下遺跡　19天神下遺跡　20土用ケ谷戸遺跡

　21中耕地遺跡　22西通遺跡　23東通遺跡　24横塚山古：墳　25奈良東耕地遺跡　26光屋敷遺跡　27赤城遺跡

　28天神遺跡　29北島遺跡　30藤之宮遺跡　31前中西遺跡　32不動ノ腰遺跡　33社県南遺跡　34社裏遺跡

　35社裏北遺跡　36三ケ尻天王遺跡　37三ケ尻林遺跡　38三ケ尻上古遺跡　39三尻中学校遺跡　40若松遺跡

　騒黒沢遺跡　42上辻遺跡　43下辻遺跡　44樋の上遺跡　45東遺跡　46堂西遺跡　47籠原裏遺跡

　48在家遺跡　49原遺跡　　　A別府古墳群　B玉井古墳群　C中条古墳群　D肥塚古墳群　E石原古墳群

　F坪井古墳群　G広瀬古墳群　H三ケ尻古墳群　至籠原裏古墳群　∫在家古墳群　　＊奈良神社

く妻沼町＞

　50飯塚北遺跡　51飯塚遺跡　52飯塚南遺跡　53弥藤吾新田遺跡　54道ケ谷戸遺跡　55鵜森・入胎遺跡

　56東城遺跡　　K飯塚北古墳群

＜深谷市＞

　60ウツギ内遺跡　61砂田遺跡　62柳町遺跡　63城北遺跡　64明戸東遺跡

　68宮ケ谷戸堀ノ内遺跡　69東川端遺跡　70城下遺跡　　1、上増田古墳群

65原遺跡　66居立遺跡

M木の本古墳群

67前遺跡
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遺跡群（ほぼ中条古墳群と同範囲で、出現期カマ

ドを検出した権現山遺跡、常光院東遺跡、滑石製

模造品が出土した雷電遺跡等が含まれる）や北島

遣跡、剣形滑石製模造品を伴う土器祭祀跡が検出

された東川端遺跡等が知られているが、全体の様

相は、いま一一つ不詳である。

　古墳時代後期に至ると、櫛挽台地上と低地帯の

自然堤防上を問わず、遣跡数は増大し、その規模

も拡大してくる。また、その後継続して奈良・平

安時代まで集落が営まれる場合が多い。

　櫛挽台地東縁部及びそれに接する熊谷低地西端

部では、天王遺跡、三尻中学校遺跡（39）、上辻

遺跡（42）、下辻遺跡（43）、樋の上遺跡（44）と、

大規模な遺跡が集中する様子がうかがえる。

　また低地でも、同様な集中傾向を示している。

一本木前遺跡に東接する天神下遺跡（19・中期の

遺物も確認）、根絡遺跡、深谷市の砂田遺跡（61＞

柳町遺跡（62＞、城北遺跡（63）、原遺跡（65）、

居立遺跡（66＞、妻沼町の飯塚南遺跡、道ヶ谷戸

遣跡（54）、熊谷市北島遺跡等が知られており、

中でも城北遺跡では、住居肚内から馬骨が人骨と

共に出土しており注目されている。

　当地の古墳は、妻沼低地と熊谷低地の境界上に

出現してくる。B種横刷毛の埴輪を有する横塚山

古墳（24）を噛矢とし、須恵器高杯型器台・高杯

を中心とした墓前祭祀跡の検出された鎧塚古：噴、

女塚1号墳をはじめとした中条古墳群（C）と続

く。そして、こうした埴輪祭祀全盛の古墳群が櫛

挽台地縁辺部に展開されていく。三ヶ二心：墳群

（H）、別府古墳群（A）、深谷市の木の本古墳群

（M）などである。なお、これらの古墳群は、埴

輪消滅後まで継続している。

　…方低地帯では、肥塚古墳群（D）、石原古墳

群（E）、坪井古墳群（F）、妻沼町の飯塚北古墳

群（K）など、埴輪衰退時に開始された古墳群が

存在するようになる。そしてさらに、籠原古墳群

（1＞、在家古墳群（J）、玉井古墳群（B）、広瀬

古墳群（G）等々、埴輪消滅以後に開始された古

墳群が台地上、低地上に広く展開されていくよう

になるのである。

　このうち、玉井古墳群中の新ヶ谷戸！号：墳は、

川原石使用の胴張型横穴式石室前庭部周辺から良

好な土器が出土しており、当地での埴輪消滅の時

期を知る大きな手がかりとなっている。籠原古墳

群も同様な川原石使用の胴張型横穴式石室を有す

る古墳群であるが、六角形・八角形を呈する墳丘

の存在が確認され、終末期古墳の様相を知る上で

重要な位置を占める古墳群である。また広瀬古墳

群は、熊谷商業高校地内古墳から出土した蕨手刀

の存在や、上円下方墳といわれる宮塚古墳（崩落

した裾部の石組を観察すると、下方部は方ではな

く、多角形を呈する可能性が高い）の存在など、

やはり、当地での終末期古墳の性格を語る上で、

欠くことのできない：重要な古：噴群であるといえ

る。

　こうした古墳とは別に、櫛挽台地の東北端部・

西別府では、8世紀初頭に創建されたとされる、

西別府廃寺（11）が、二度の発掘調査によって確

認されている。墓壇跡・瓦溜まり等から軒丸瓦・

軒平瓦・丸瓦・平瓦・瓦塔：等が大量に出土し、そ

れらから8世紀初頭から9世紀後半まで継続した

と考えられる。県内でも寺谷廃寺（滑川町）に次

ぐ古さをもつ初期寺院である。なお、先述した籠

原古墳群とは、直線距離で！．5R碧aの位置である。

　この西別府廃寺北西200mの湯殿神社裏（櫛挽

台地北端崖面直下の湧水地）に所在する西別府祭

祀遺跡（12）では、古墳時代後期から平安時代に

わたる須恵器・土師器と共に、櫛形・馬形・下形

をはじめ約160点の滑石製模造品が出土しており

水辺祭祀のあり方を示す好例となっている。

　櫛挽台地の北東端から東縁端にかけては、在家

遺跡（48）、籠原裏遺跡（47）、堂西遺跡（46）な

どの遺跡が加わり、奈良・平安時代の集落遺跡が

集中して営まれる地となるのである。
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皿遺跡の概要

1　調査の方法

　発掘調査は、遺跡全体の北東隅を基点として、

一一ﾓ10mのグリッド方式をとり、北東隅をA－0

グリッドとして南へB・C・D……、西へ1・

2・3……と呼称した。また南へのZ以降の呼称

はAA・AB・AC……とした。このうちN－2

ポイントを、国家座標X＝2L100。000、　Y＝

42。410．000に合わせて設定している。

　98年度調査区域は、南北N～AE、東西2～10

の範囲に含まれる。なお遺跡発掘調査予定区は、

水田の区割りに合わせてA・B・C・D・E・F

の6区に分割し、98年度調査区域は、A区に該当

している（第3図・4図）。

　発掘調査は、遺構確認面の上位30cmの保護層を

重機によって削除し、上記のグリッド設定を行う

ところがら開始した。

　その後、人力によって遺構確認のための精査を

実施し、確認された各遺構の手掘りでの掘り下げ

を行った。途中、検出された土器等の遺物は、写

真撮影・測量をした後、慎重に取り上げ、収納し

た。また遺構においても、掘り下げ途中で、必要

に応じて、あるいは完掘時に写真撮影・測量を実

施した。

　このうち、ACライン以南では、遺構が上下に

重復し、遺構の平面形を確認するのに手間どつた。

　遺構の測量は、グリッド基本杭を基準として、

水糸による！mメッシュを設定した簡易遣り方の

方法をとった。しかし、遺跡の40％を占める1号

溝については、航空写真による5cmコンターの測

量とした。

　なお、1号土器祭祀跡の東方に広がる入江状の

落ち込みは、調査終了時に確認されたため、重機

によって形状を確認したものである。

　こうして、最後に遺跡全体の空中写真撮影を行

い、本調査を完了した。

2　検出された遺構と遺物

　調査区の全域にわたって、住居跡・土坑・溝等

が、また一部区域では、土器祭祀跡・井戸・道路

状遺構等が検出された。

　住居跡は、ACライン以南の南区域、グリッド

V～Z・4～7の中央区域、グリッド2ラインに

沿ってQ～Vの北区域という、3区域に分割集中

して、総数71基が検出されている。

　総数229基の土坑についても、住居跡と同様な

3区域分割集中の傾向を示して検出されている。

　溝は、46条検出されているが、幅20mを超える

1号溝の屈曲に合わせた形状を示し、強い関連性

をうかがわせている。

　土器祭祀跡は、中央区域と南区域の問に3ヶ所

検出されている。

　井戸跡は、中央区域の一辺部に4基が検出され

ている。

　道路状遺構は、井戸跡と同様、中央区域の山辺

部で検出されている。

　住居跡からは、須恵器・土師器の各器品、刀

子・曲刃鎌・角釘・鍛などの鉄製品やスラッグ・

砥石、臼玉などの石製模造品、土錘・面訴等が出

土している。中でも13号住居跡からは、鋼製瑞花

鴛驚八稜鏡が出土し、注目される。

　溝や土坑からは、須恵器・土師器・陶器・土例

言が出土している。

　土器祭祀跡からは、土師器杯を中心として須恵

器杯・無爵・甕・土師器甕・壷、臼玉や未製を含

む滑石製模造品等が出土している。このうち！号

土器祭祀跡では、その中心部から馬頭骨が出土し

土器祭祀の性格を知る上で貴重な資料となってい

る。

　なお、本遺跡の基本土層は、標高30。Om付近に

現耕作土（厚さ約1m・3層に分離）が堆積し、

その下位に浅間A火山灰層を含む暗黄褐色粘土層

がみられる。そして、地域によって高低差がある
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ものの、標高29．Omをはさんで遺物を包含するシ

ルト層が3層堆積している。A地区ではそれ以下

（第X層以下）の土層には遺物は確認されていな

い○

第5図

一本木前遺跡基本土層

36乙　〃〃〃z刀

2置，9．〃〃〃zη

28　〃〃〃z刀

2Z　〃〃〃〃

　　　1
・
丑

皿

　IV－
V｛．

～

履

X
1
型
ノ
璽
熈

0　　　　　　　　　　　　　1m
ヒ＝＝＝＝＝ゴ＝＝＝＝＝ゴ1：40

1　にぶい黄褐色（10YR4／3）粘土。

　小礫を多く含む。

H　黒褐色（2．5YR3／2）粘土。小

　　礫を多く含む。

皿　黄褐色（2．5YR5／3）粘土。小

　　礫を多く含む。

W　暗黄褐色（λ5YR5／2）粘土。浅

　　間A火山灰、酸化鉄分を多量に含む。

V　オリーブ褐色（2．5YR4／3）粘土。

　　炭化物粒を多く含む。

VIにぶい黄褐色（10YR5／4）シルト

　　質粘土。酸化鉄分を多量に含む。

孤　黒褐色（7．5YR3／1）シルト質粘

　　土。上部では5α駐幅の酸化鉄層が見ら

　　れ、本船の上面で覆水した可能性があ

　　る。遺物包含層。

鴨　黒褐色（10YR3／1）シルト質粘土。

　　炭化物粒、焼土粒を全面に含む。W層

　　よりシルト化している。遺物包含層。

IX　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト

　　質粘土。炭化物粒、焼土粒を全面に含

　　む。遺物包含層。

X　暗灰黄褐色（2．5YR5／2）シルト

　　質粘土。P（層よりシルト化している。

　　5醗大の炭化物粒を下位程多く含む。

XI褐灰色（10YR6／1）粘土。酸化鉄

　　粒を多く含む。

X五罪灰色（10YR6／1）シルト。酸化

　　鉄町を多く含む。

X璽にぶい黄褐色（10YR4／3）砂。　X皿

　　層との間に1～5㎝幅の炭化物層をは

　　さむ場合が多い。
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lV遺構と遺物

1　住居跡（付図2）

　住居跡は、前述したとおり、北・中央・南の3’

区域に分割集中して検出されている。北地域8基、

中央地域20基、南地域4ユ基、単独に2基、計71基

を数える。

　時期的には、5世紀代から！2世紀前後まで断続

して構築されたと考えられる。

1号住居跡（第6図）

　Q－2グリッドに位置する。東半部分が調査区

『外に及び、南隅は2号土坑と重復している。新旧

関係は、2号土坑によって本住居跡が切断されて

おり、2号土坑より古いとされる。

　全体の規模は不明であるが、平面は、やや台形

状の方形を呈すると考えられる

　主軸長は、4．08mを測り、主軸方位はN－30。

一Wを示す。

　カマドは、北西壁を50cm掘り込んで設置されて

いる。火床は、30c組程床面上に張り出して赤黒色

に焼け、灰が3～4cmの厚さで堆積している。底

面は、緩いスロープを描いて奥壁に至る。煙道部

は、確認されていない。

　床面は、やや起伏をもつものの概ね平で、付属

設備は確認されていない。

　遺物は、土師器杯、石子、土錘が出土している。

“ ／
ノ

／

2号土坑

〔｝　　　　し＝29．　G（｝◎m　　　　 2r郭

一二＝ゴ蓬；60

1号住居赫

7
／

第6図　1号住居跡及びカマド

調査区外
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霊号注繕跡カマド±層

1　黄幽艶（2．§Y5／4）シルト質。焼士粒子（微蟻）混入。

2　暗赤褐亀（7．5R3／3）／麟が被熱により変色したものと考えられる。

3　極暗赤褐魚（7．5R2／2）しまりは非常に悪い。炭化物（少量）混入。

4　赤黒色（10Rl．7／！）灰魍。炭化物が充填されている。

5　オリーブ褐色（2．5Y4／4）ややしまりが悪い。炭化物・焼土粒子（少

　量）混入。
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2号住居跡

26号溝

22号溝

　7

／
2陽藩

25号土坑
3号住居蹉・

調査区外

〉

＼、

B
　

A
一

B’

5一．－ 5

4号住居跡

7

8

9

6

み
’
　
　
／
A
一

　
　
　
5
乙

2号住居跡土層（A－A’）

1

2
3
45
6
7
8
9
1
0

黄褐色（2．5Y5／4）しまり良い。焼土ブロック・炭化物（少鐙）混入。

カマド天井部。

黒褐色（7．5YR2／2）焼土粒子・炭化物（少量）混入。しまり悪い。

黒褐色（7，5YR2／2）焼土粒子（多量）混入。しまりは非常に悪い。

極暗褐色（7，5YR2／3）焼土粒子・炭化物（多量）混入。しまりは良

くない。

黄褐色（2．5Y5／3）シルト質。鉄分を少量含む。

緑灰色（10GY5／1）粘性は非常に強い。混入物皆無。

灰オリーブ色（5Y5／2）粘性は強い。下層の8層の土が多く混入する。

暗青灰色（10BG4／1）粘性は非常に強い。

オリーブ褐色（2．5Y4／4）混入物皆無。粘性は非常に強い。

灰オリーブ色（7．5Y5／2）鉄分を含む。粘性あり。

3号住居跡土層（B－Bつ

－
乱
2

9
0
」
4
r
D

オリーブ褐色（2．5Y4／4）シルト質。

オリーブ褐色（2．5Y4／4）ややしまりが悪い。焼土粒子・

炭化物（少量）混入。

黒褐色（2．5Y3／2）しまり悪い。焼土粒子（少量）混入。

黒褐色（2．5Y3／2）しまり悪い。地山ブロックが混入する。

黄褐色（2．5Y5／4）シルト質。鉄分を多く含む。

第7図 2・3号住居跡
06

m2
1

一12一



2号住居跡（第7図・8図）

　S－2グリッドに位置する。3号、21号、22号、

26号溝、25号土坑、3号住居跡と重復している。

本住居跡は、これら重復する全ての遺構に切断さ

れており、この中では最も古いとされる。

　東西（北辺）、南北（西辺）共に6．16mを測り、

平面正方形を呈する。主軸方位は、：N－！50－W

を示す。

　カマドは、北壁中央やや西寄りに設置されてお

り、床面上に長さ70cmの両袖をもつ形態を示す。

燃焼部は、全て床面上に張り出し、火床は、！0cm

程窪み、緩いスロープを描いて奥壁に至り、さら

にスロープが緩くなって煙出しへと連続している。

　床面は、やや起伏をもつものの概ね平で、付属

設備は確認されていない。

　遺物は、全面回転ヘラケズリの須恵器杯、土師

器椀、土錘が出土している。

3号住居跡（第7図・8図）

　S－2グリッドに位置する。東半部分は調査区

外に及び、西隅は2号住居跡、南半部分は4号住

居跡と重復している。また、北西部では26号溝と

も重復している。

　本住居跡覆土のオリーブ褐色シルト層は、2号

住居跡のわずかに鉄分を含む黄褐色シルト層を切

断し、4号住居跡の鉄分を含む黄褐色シルト層に

は切断されているところがら、2号住居跡より新

しく、4号住居跡より古いとされる。また3号溝

にも切断されており、同溝より古いとされる。

　カマドは四壁に設置されている、焼成面は残存

しておらず、詳細な平面形態は不明である。断面

は、カマド前の床面より一段高く、煙道部のみが

残存していたと考えられる。奥壁は、ほぼ直立し

ている。

　床面は、概ね平である。カマド前に位置するピ

ットは、焼土粒子を含む黒褐色粘土層を覆土とし、

住居跡覆土のオリーブ褐色シルトを含まないとこ

ろがら、本住居跡より古いピットであるとされる。

　本住居跡の形態・規模共に不明である。主軸方

（土入控は住蟹銃圭穏漂にi｝遜じ）

方、
｛
量
｝
4

第8図

註鞠

勿、＿＿＿同じ）

　2・3号住居跡カマド 03m
－
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位はN－250－Wを示す。 遺物は、土師器杯が覆土中より出土している。

第2表　　1号住居跡出土遺物観察表　（第11図）

翫 器　種 法　量（cm） 宇土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯

二二（11．8）
寘a@　3。9
鼬a

④
①
③
② にぶい燈

i7．5Y薮6／4） 1／2
ロ縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
ﾌ部内外面煤付着。

2 土　錘
最大径　1．4
ｷさ　　8、0
E径　　0．6

一部欠

3 石　錘
最大径　6．0
ｷさ　1◎。3
№鼬a　5．0

完　形

第3表　　2号住居跡出土遺物観察表　（第11図）

臨 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 須恵器

t
ロ径

S高
鼬a　　6。5

①
② ② にぶい黄榿

i10YR　7／2）
底　部
ﾌ　み

回転ヘラケズリ

2 土師器

t
鼠径（12．0）
寘a@　5．6
鼬a

③
①
④
②

榿（5YR　6／6）

1／2
内面全面ナデ。

O面口縁部横のナデ。体部外面ケズリの後ナ
f、黒斑。

3 土　錘
最大径　2．9
ｷさ　　5．0
E径　　0．8

完　形

第4表　3号住居跡出土遺物観察蓑　（第貸図）

翫 器　種 法　量（c醗） 胎土 焼成
色　　調
i±1琶帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

t
ロ径（10．3）
寘r
径�

⑥②

@
�

�
（5YR　7／6）� 　半1
^2�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

号住居跡（第9図）

S－2グリッドに位置する。炉辺部は調査区外

及び、北東隅は3号住居跡、北西隅は25号土坑、

半は5号住居跡と回復している。

3号住居跡との新旧関係は、前述したとおり、

住居跡が新しい。また5号住居跡との新旧関係

、本住居趾覆土の明黄褐色シルト層及びにぶい

色シルト層が切断されているところがら、本跡

古いとされる。同様に25号土坑にも切断されて

り、25号土坑が新しいとされる。

本住居趾は、このように切断されており、形

・規模共に不明である。主軸方位はN－200－

を示す。

カマドは北壁に設置されている。燃焼部は、住

四壁ライン上に位置し、ほぼ水平面をもって奥

に達する。奥壁はわずかに傾斜する。

床面は、起伏をもって安定しない。

遺物は少なく、わずかに土師器二二が出土した

みである。

5表　　4号住居跡出土遺物観察表　（第11図）

� 　種� 　量（c研）� 土� 成�
　　調（

y色帖）� 存率� 整　・手法の特徴等

� 師器甕

�
径（24．7）山
r鼬
a�

④①

E②
�
�

（5YR　6／6）� 縁部の　み�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面縦のケズリ。

14一



ノ

◎

3号住居跡

’

25号±坑

◎ 4号住居跡

○・

〆

讃董綾ζ外

8
一

讐一－

4・5号柱居跡土濁

1　灰黄褐色（／0Y裂5／2）粘士質。旗化物・焼土粒（

　微量）混入。

2　黄褐色（2．5Y5／4）シルト質。醸化物（微量）混入。

　下部は被熱によるものか、暗赤褐蝕（10R3／3）に

　変色している。

3

4
r
O
ρ
0
7
n
6

暗赤灰魯（10R3／圭）しま珍は雰常に悪い。炭化物・

焼土粒子・ブロック（多量）混入◎燃焼部堀形。

にぶい温州（2．δY6／4）シルト質Q

明黄褐色（2，5Y6／6）シルト質。

黄褐色（2．5Y5／4）シルト質。鉄分を微量含む。

オリーブ褐魚（2．5Y4／4）シルト質。鉄分を少量含む。

オリーブ褐魯（2．5Y4／4）ややしまりが悪いσ

5男｛主居鋏

06
研
ー回

5号住居跡カマド止綴

～ 1　黄褐色（2遇Y5／6）シルト質。蓉墜の鉄公を含む。

2　暗赤褐色（2．5YR3／6）基本的に、1屡と圏質で

　　あるが被熱により赤色化。

3　極暗赤褐色（7．5R2／2）炭化物。焼土粒子を多量

　　に含む。しまりは悪い。

4　暗褐色（10YR3／3）炭化物・焼土粒子を多量に

　含む。雰常にしまりが悪い。

5　黒謁色（10YR3／2）炭化物・縫土粒子を多量に

　含む。奔常にしまりが悪い。

6　赤黒色（2．5YR2／1）炭化物を多量に、焼土粒子

　を少量含む。しまりは悪い。

7　赤黒色（2．5YR2／1）炭化物・焼土粒子・ブロッ

　　クを多量に含む。しまりは悪い。下癒の地山は被熱に

　より赤色イヒ。

8　黄褐色（2．5Y5／4）シルト質。鉄公を多く含む。

9　オリーブ褐魚（2．5Y4／4）ややしまりが悪い。

9り

」
①黙

03
照｛000　P92瓢し0

一

第9図 4・5号住居跡及び5号晶晶マド
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5号住居跡（第9図）

　S一一2からT－2グリッドにかけて位置する。

東隅は調査区外に及び、北辺で4号住居跡と重復

している。

　4号住居跡との新旧関係は、前述したとおり、

本住居跡が新しい。

　東西3．50m（北辺〉、南北3．54m（西辺）を測

り、平面ほぼ正方形を呈している。主軸方位はN

一一R0。一Wを示す。

　床面は、多少起伏はあるものの、安定しており、

付属設備等は検出されていない。

　カマドは北辺中央やや東寄りに設置されてい

る。燃焼部は、完全に壁外に張り出す位置にあり、

東（右）一方に膨らみをもつ。火床は12cm程窪め

られ、奥壁に向けて水平面をもって移行している。

奥壁直下に径18膿、深さ9c搬のピットがあり、そ

こから傾斜をもって上るとみられた。しかし、奥

壁と考えられた個所は、炭化物・焼土粒子を多量

に含む暗赤褐色（吸熱・吸炭によってできた土）

で、崩落した煙道部と考えられるに至ったもので

ある。

　遺物は、土師器杯・壷・甕・土錘の他、覆土中

からS字口縁台酒甕の破片、及びスラッグが出土

している。

第6表　　5号住居跡出土遺物観察表　（第11図）

甑 器　種 法　量：（cの 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯

賢母（11．0）
桃a@　3．9
鼬a

②④

B
①

② にぶい榿
i7．5YR7／4） 1／3

口縁部横ナァ（2段）◎
ﾌ部内面横のナデ、外面ケズリ。

2 土師器

@壼

ロ径　　（9．0）

桃r
径�

②④

B
�

� 褐色（
TYR　5／8）� ／4�

面ナァ。内面に輪積痕。

� 師器　

ﾙ�
量器

r鼬
a　　5　0�

①③

E④
�
� 労灰色（

V．5Y殺7／4）�
　部の

@み�

面全面ナデ。外

ﾊケズリ、黒斑。

�
師器　

P�
径（20．8）器
r鼬
a�

④
②
�
�

（7．5YR7／6）� 縁部の　み�
縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊナデ、外面横のケズリ。

� 師器　

P�
径（18．6）器
oB
a�

④①

B
�

�
（2．5YH5／6）� 縁部の

@み�

字状ロ縁。

� 　錘�
大径　1．4長
ｳ　　4．4孔
a　　0．6�

　形�

16一



6号住居跡（第10図）

　S－4グリッドに位置する。1号溝の東斜面に

在り、上面を1号溝によって削平されている。こ

のことから、本住居跡は1号溝より古いとされる。

　北東辺2．54m、南東辺2．18m、南西辺2，50m、

北西！．94mを測り、平面段違いの長方形を呈する。

主軸方位はN－130◎一Wを示す。

　床面はほぼ水平で安定しているが、付属設備等

は検出されていない。

　カマドは南西辺中央やや北西寄りに設置されて

いる。平面形は概ね三角形を呈し、北西壁が南東

壁より長く、そのまま住居の壁へ移行しているた

め、カマド右側の住居壁が張り出す形となったも

のである。床面は奥壁に向けて緩やかにカーブを

描いていく。

　遺物は、土師器杯・甕等が出土している。

6号住居跡土厨

1

2

3

的

N

◎　　　 L＝29，　0eOm　　　　2蒲

黄灰色（a．5Y4／1）砂粒（少鐙）混入。

暗黄灰魯（2、薮Y4／2）砂粒・焼瀧粒子（少量）混入。

賠黄灰魯（2語Y4／2＞焼土粒子・ブロック（多量）混入。

しまむは笄常に悪い。

第10図　6号住居跡

第7表　6号住居跡出土遺物観察表　（第11図）

晦 器　種 法　量（服） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯
ロ径GO．4）
寘r
径�

④①

E③
�
�

（2．5YR6／8）�

　位�
縁部横ナデ（3段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

ﾙ�
径（22．0）器
r鼬
a�

④①

E③
�
�

（5YR　6／6）� 縁部の

@み�

外面ナデ。

� 師器　

P�
径（ま9．6）器
r鼬
a�

④③

E①
�
�

（5YR　7／6）�

　位�
縁部内外面ナァ。胴

箔燒ﾊ横のナデ、外面縦のケズリ。

� 師器　

P�
径（16．0）器
ai34．5）底
a（　8．◎）�

④②

E③
�
�

く2．5YR6／8）�

／3�
縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊナデ、外面上位横のケズリ、中位～下
ﾊ斜のケズリ。丸底。
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7号住居跡（第12図）

　S－6グリッドに位置し、他遺構との重復はな

い○

　東西（北辺）2．24m、南北（西辺＞2．46mを測

り、平面ほぼ正方形を呈する。主軸方位はN－

96。一一Eを示す。

　床面は中央部が最も窪み、四壁に向けて緩やか

にカーブを描いて盛り上る。カマド左脇、北東隅

には、径55cm程、深さ15cm程のピットがみられる。

覆土には、住居跡最下面覆土と同一の暗オリーブ

褐色シルト層が堆積しており、本住居跡に伴う施

設と成し得る。

　カマドは、東壁の北東隅近くに設置されている。

燃焼部は床面上に張り出し、20c憩程掘り窪められ

ている。奥壁に向けては緩やかな傾斜をもつ。

　遺物は少なく、わずかに土師器甕を出土したの

みである。

婦

7号住居跡土層

1　オリーブ褐色（2．5Y4／4）シルト質。

2　オリーブ褐色12．5Y4／6）シルト質。鉄分（少量〉漉入。

3　暗オリーブ褐色（2。5Y3／3）粘性やや強い。

4　灰オリーブ色（？，§Y4／2）熱性奔常1こ強い。焼土粒子（微量）混入。

5　灰オリーブ色（？．5Y4／2）しまり非常に悪い。焼土難子・炭化物

　（多量）混入。

6　赤黒色（2．5YRL？／圭）羨化物。焼土粒子。ブ窟ック（多量）混入。

1

O　　　 L罵29．　000m　　　　2　m 0　　　　　　　　　　　　　10c田

一雀；4
第12図　7号住居跡及び出土遺物

第8表　　7号住居跡出土遺物観察表　（第12図）

撫 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 土師器

@甕

ロ径（19．2）
寘r
径�

③
④
�
�

GOR　5／8）� 　部1
^3�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊ横のナデ、下位ナデ付け。外
ﾊ縦のケズリの後ナデ、内外面吸炭。

19一



8号住居跡（第13図）

　T－2グリッドに位置する。東転部は調査区外

に及び、北西隅は27号・28号土坑と、東南部では

35号土坑と重復している。27号・28号土坑には切

断されているものの、35号土坑を切断している。

よって、新・27号、28号土坑→本住居量→35号土

坑・．古という新旧関係となろう。

　規模は、南北6．46mを測るものの、他は計測不

能であり、形態も不明である。

　床面は、中央部及び周辺部が一段高くなり、そ

の間の部分が低い状態であったが、全体として安

定した面を成している。中央北壁寄りに、径50cm、

深さ15cm程のピットがあり、灰・炭化材・焼土粒

の混在層が堆積していた。

　覆土は、明黄褐色粘土・炭化材・焼土・灰が混

在し、投入土の観を呈している。また、ピットと

北壁の間では、特に灰と焼土の分布が密であった

が、形を成さず、壁の掘り込みも検出できなかっ

た。カマドの存在は不明である。

　遺物は、須恵器蓋、土師器杯・鉢・甕、土錘、

砥石、鉄釘（角）等、多量に出土している。

　　　　　、，肚坑．ノ

　　　　　　　／／

▽／一
　1　　　　＿＿

　　　　％一

～

〆

8号住居跡土層

1　明黄褐色（2．5Y6／6）粘土質。灰黄褐色（2．翫Y5

　／1）炭化柑・焼土。灰が混在すう。

2　炭化材を主体として、焼土粒・炭が混在する。

3　1層と嗣様であるが灰の混在率が高い。

4　1層の基本粘土田荘属Q3層との間に純炭化材が分布。

5　明黄褐色（2、5Y6／6）炭化材粒・焼土粒。灰（熊体）

　粘土粒混在層。

6　明黄褐色（主体ブロック）。炭化材粒・焼土粒・灰（主体）

　ブロック）粘土混在層。

7　5層とほぼ同一一。

8　炭化材粒。焼土粒（主体）・灰混在層。

9　炭化材粒。二二粒・灰（主体）瞬黄褐色粘土混在鰯。

1§　焼土粒・灰（三体）・明黄褐色粘土（主体・ブロック〉

　混在層。

11　5層とほぼ同一・であるが焼土粒5㎜大のものが多い。

　　（炭化物もやや多く全体で黒ずむ）

12　5層目ほぼ同一㌔

13灰（主体）・明黄褐蝕粘土（主体）混在層。

14　13層とほぼ同一であるが、わずかに焼土粒・炭化一粒を

　含む。

15　明黄褐色（2．5Y6／6）粘土ブロックを主体にして焼

　土粒・炭化物糠・灰を混在する。

1§　5層とほぼ織一協

17　15層とほぼ隅一．．．噂

18　5層とほぼ問一㌔

19　15・17・20層とほぼ同一であるが、最下面に11溜とほぼ

　同一層を混在する。

20　15層とほぼ「司一一。　　　　・

調査区外

35暑土坑

G6m
筆

｛llIで161套蓄4｝・　12鷲

2e

§蕃 8　6 4　　2
5

／
窒

勿笏 笏 第13図　8号住居跡
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17 第M図　8号住居跡出土遺物

第9表　　8号住居跡出土遺物観察表　（第14図）

晦 器　種 法　量（c暇） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 須恵器

@蓋

口径（1◎．8）

寘a@　3．6
V井径（3．6）

①
②
③
①

灰（餐　　4／）

1／6
ロクロ整形。天井部回転ケズリ。

2 須恵器

@蓋

ロ径（15．4）
寘a@　2．8
V井径（6．6）

②
① ②

灰白
i5Y　8／1） 1／5

ロクロ整形。天井部糸切り。

3 土師器

t
口径（11．0）
寘r
径�

①
③
�
� 赤褐（

Q．5YR5／6）� 　位�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。表面黒赤褐。

� 師器　

t�
三（13．3）器
r鼬
a�

①
③
�
�

（2．5Y裂6／8）�

／2�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ後、放射状暗文。外
ﾊケズリ。

2！一



晦 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

5
土師器

@杯

内径　12．1
寘a@　3．9
鼬a

②④

@
③

② 浅黄榿
i10YR　8／3） 完　形

口縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ。外面ケズリ、黒斑。

6 土師器

@杯

口径（　9．8）
妺ｺ
鼬a

①
③
②
②

明赤褐
i2．5YR5／8） 1／5

口縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。内外面吸炭。

7 土師器

@杯

口径（11．2）
S高
鼬a

④③

A
①

② 浅黄榿
i10YR　8／3） 1／3

口縁部横ナァ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。内外面吸炭。

8 土師器

@杯

ロ径（11．4）
囈ｼ　　（3．7）

鼬a

②③

@
④

②
褐灰
i7．5YR4／1）

ロ縁部

P／4

ロ縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。内外面吸炭。

9 土師器

@杯

底径（11．6）
轟a
寘

①
④ ②

七赤褐
i2．5YR5／8） 1／4

口縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
O面煤、内面炭化物付着。

10 土師器

@杯

ロ径　ll．1
寘a@　3．0
鼬a

②
①
③
②

浅黄榿：

i10YR　8／3） 1／2
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。内外面吸炭。

11 土師器

@鉢

口径（14．2）
寘a@11．0
鼬a

②④

@
③

② にぶい榿
i7．5YR7／4） 1／3

ロ縁部横ナデ。

ｷ部内面横のナデ、外面横のケズリ、一部縦
ﾌケズリ。底部ケズリ。ケズリの丸底。

12 土師器

@甕

口径　20。6
寘a@33．5
鼬a

②④

@
③

②
榿（5YR　6／8）

3／4
口縁部横ナデ。

ｷ部内面横のナデ、外面縦のケズリ。
＆t着。

13 土　錘
最大径　1．4
ｷさ　　4．1
E径　　0．4

完　形

14 土　錘
最大径　1．6
c存長　4．2
E径　　0。6

1／2

15 角　釘
長さ　　9．4
寛ｨ
鼬a

完　形
鉄製。

16 砥　石
長さ　　8．1
搆
冾
ｳ

一部欠
4面使用。

17 砥　石
長さ　　8．0
掾@　　5．0
冾ｳ　　4．5

一部欠
6面使用。

9号住居跡（第15図）

　U－2グリッドに位置する。カマド煙道部の一

部が調査区外に及ぶ。また、北西隅は現代の掘削

によって一部破壊を受けている。

　北西側2．90m、南西側4．76m、南東辺3．16m、

北東辺4．80mを測り、略長方形を呈する。主軸方

位はN－65。一Eを示す。

　床面は安定せず、起伏がはげしい。他の付属設

備は検出されていない。

　カマドは、北東壁北寄りに設置されている。燃

焼部は全て壁外に位置し、奥に向けてにぶい黄褐

色粘土を貼って一段高い面を作り出している。奥

壁は緩やかな傾斜をもつ。

　遺物は、須恵器杯・椀、土師器杯・甕等が出土

している。なお、周辺部ヘラケズリの須恵器椀底

部には「土」字の墨書が認められる。また、スラ

ッグ、羽口残片も出土している。

一22一



調査区外

口置

9馨往縷蹉土層

1　褐灰色（10YR4／1）明赤褐穂ブロック（5YR5／8）
　多量に含む。炭化物．、やや多く禽む。土師器片含む。

2．黄褐色（10YR5／6）
3　黄掲色（｝OY沢δ／6）・黒褐色ブロック（5Y狼3／1）

　やや多く含む。やや粘性あり。

4　にぶい黄褐色（10YR4／3）・黒褐色ブロック（5YR
　　3／1）。黄灰色ブロック（2．5Y4／1）を含む。粘性あり。

5　明黄褐色（10YR6／6）・黄荻色（2．5Y6／1）粒、

　多量に含む。

6　黄褐色（10YR5／6）・黄茨色（2．5Y6／D粒、
　多量に含む。炭化物やや多く含む。

7　にぶい黄褐色（10YR5／3）・褐灰色ブロック（10Y

　　R4／D赤褐亀粒（2．5Y4／8）含む．

8オ萎穿一プ褐魯（2．5Y透／6＞・荻色粒（5Y5／1）多

　量、炭化物・機色粒（5YR6／8）少量含む。

9　黄灰色（2．5YR4／1）・黄褐色ブロック（5YR5／6）

　多量に含む。炭化粒、やや多く禽む。ややシルト質。粘性なし。

％i笏 笏 彪 ◎　　　 L鵯29．　00◎船　　　　2絹

◎　　　下篇29． goe撒　　　　窪頴

第15図 9号住居跡及びカマド
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第10表　　9号住居跡出土遺物観察表　（第16図）

ぬ 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 須恵器

@杯

口径（12．6）
寘a@　3．5
鼬a（　7．5）

⑤
②
①
①

灰白
i聾　8／10） 1／4

底面回転ヘラケズリ。

2 須恵器

@杯

ロ径　11．8
寘a@　3．1
鼬a　　7．0

②
① ② 灰白

i7．5Y　7／） 一部欠
底面糸切り後、周囲回転ヘラケズリ。

3 須恵器

@杯

十能　12．0
寘a@　3。3
鼬a　　7．0

②
① ② 灰白

i翼　　7／）
一部欠

底面糸切りのまま。

4
須恵器

@椀

ロ径　15．7
寘a@　6．2
囃噤@　8．5

②⑤

@
④

②
青灰
i5P3　6／1）

体　部

S／5
@欠

底面糸切り後、周囲回転ヘラケズリ。
齧ﾊに墨書「土」有り。

5
土師器

@杯

底径　12．4
��@　2．0
寘a@10．0

②⑥

@
③

②
にぶい榿
i5YR　6／4） 1／2

ロ縁部横ナァ。

燒ﾊ剥離。体部外面ケズリ。

6 土師器

@杯

ロ径（12．1）
寘r
径�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

縁部1
^3�
面剥離。

�
師器　

P�
径（14．6）器
r鼬
a�

④①

A
�

�
（5YR　6／6）� 縁部1
^3�

縁部横ナデ。胴
箔燒ﾊナデ、外面肩横のケズリ、中位斜のケ
Yリ。
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⑳号住居跡（第り7図）

　V－2グリッドに位置する。本住居跡確認面の

上層に16号溝が存在する。

　長辺5．38m、短辺は北辺が3．16m、無辺が2．82

mを測る。東南隅が丸味をもって変形しているも

のの、概ね平面長方形を呈している。主軸方位は

N－70。一Eを示す。

　床面は平坦で安定している。二才直下で一部窪

みがみられたが、溝等の形を成してはいない。

　カマドは、東壁北寄りに設置されている。切り

残しの両袖をもち、燃焼部は壁内に位置する。奥

壁部に向けて緩やかに傾斜し、奥壁に至ってこの

傾斜を強めている。

　遺物は、土師器杯、滑石製臼玉、鉄（釘と思わ

れるが本体の残存状態が悪く、取り上げできなか

った）等が出土している。

93
襯
｛

　　10号住居跡土層

　　1　明黄褐色（2、5Y6／6）シルト質。焼土粒子・炭化物を少爆含む。

　　2　黄褐色（2．5Y5／4）粘性強い。炭化物を少量含む。

　　3　灰黄飽（2．5Y7／2）粘牲極めて強い。炭化物を極微量含む。

　　4　浅黄色（5Y7／4）粘性強い。炭化物・焼土粒を微量含む。

　　5　暗赤褐色（2．5YR3／3）しまりは非常に悪い。焼土ブロック・

　　　焼土粒子・炭化物を多量に含む◎

　　6　踏赤褐色（2．5YR3／3）5顧とほぼ局質だが、焼土粒子・焼土

　　　ブロック・炭化物の混入がやや少なく、さらにしまりが悪くなる。

　　　　　　O　　　 L罵29．　e◎Om　　　　2矯

＿．@　　　一1、6G1

笏
第17図　10号住居跡及びカマド
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第11回忌10号住居跡出土遺物観察蓑　（第16図）

甑 器　種 法　量（c田） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1
土師器

@杯

ロ径（14．6）
寘r
径�

④①

A
�

� 　榿（
TYR6／6）�

縁部1
^3�

縁部横ナァ（3段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内外面三炭。

� 師器　

t�
径（13．9）器
a@　3．1口
a　　7．0�

④③

I①
�
� 　榿（
TYR6／6）� ／4�

外面剥離。体

矧O面ケズリか。

� 師器　

t�
径（14．3）器
r鼬
a�

④①

B
�

� 　榿（
TYR6／8）�

縁部1
^6�

唇部横ナァ。ロ縁部内外面ナデ。体
矧O面ケズリ。

� 　玉�
大径　0．5厚
ｳ　　0．4孔
a　0．15�

　形�
石製。

号住居跡（第18図・20図）

V－3からV－4グリッドにわたって位置す

。

長辺（南辺）3．46m、短辺（西辺）2．44mを測

、平面長方形を呈する。主軸方位はN－84。一

を示す。

床面は凹凸をもち、特にカマド前が一段低くな

ている。中央から西・南寄りには4つのピット

2つの小ピットが穿たれている。一一番中央寄り

ピットは、平面略方形を呈し、深さ20cmを測る。

化鉄を含む淡黄褐色粘土と灰色粘土の混在層で

居跡全体の覆土より灰色粘土ブロックが大きく

ったものである。本島の上層は、多量の焼土・

化材粒と共に、多量のスラッグ、羽ロ残片、鉄

が集中して検出されている（第20図中濃いアミ

分〉。また、東南部分を除いて周溝がみられる。

カマドは、東壁中央やや南寄りに設置されてい

。残存状態が非常に良く、当該期の指標となる

のである。燃焼部は全て門外に張り出し、方形

呈する。両壁はほぼ垂直で、2cm以上の厚さの

土面を成している。幅44cm。奥行42cmを測る。

床は固く吸炭し、濃い小豆色を呈している。煙

部の床面はほぼ水平であるが、天井部が奥に向

て徐々に低くなるため、煙道自体が細くなって

く。なお煙道の壁はそれほど変化せず移行する

、最奥部（E－E■）に至って少し蛇行し、急

狭くなる。煙出しは約520の傾斜で作り出され

おり、壁全体が吸炭して小豆色を呈している。

マド全体の長さは、1．74mを測る。

遺物は、灰粕杯（No．！）が西南部、中央寄り

ピットからは土錘（No，4）、ピット脇からは土

質杯（内面に二次加熱を受け、煤が付着してい

一No．3）、カマド内を中心に、内黒処理された

師器椀（No、2）が出土している。また、幅3

程の細い棒状鉄製品が2点出土したが、いずれ

残存状況が悪くサビのみで、取り上げは不可能

あった。
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　　　　　　　　　滴

ぴ

δ◎
　驚 〆

　　　　　　　　誓号住居鉢±履

　　　　　　　　工　淡黄褐色（2、5Y8／4）粘土質。

　　　　　　　　　灰色（5Y5／1）粘土混在層。
　　　　　　　　　酸イヒ鉄粒を含む。
　　　　　　　　1凋主体は1層と岡一であるが、吸炭し

　　　　　　　　　ている部分、酸化している部分が含

　　　　　　　　　まれる。
＿一ここ○一一2主体は1層罐…であるが・趾・
　　　　　　　　　炭化材粒を含む。
　　　　　　　　2’2層のうち、特に焼土壁・灰が集中。

　　　　　　　　2”2ρ層と同様であるが、灰を多量に

　　　　　　　　　含む。
　　　　　　　　3　1層と局様であるが、灰色結土の含

　　　　　　　　　有率が高い。金佑で灰色感が強い。

　　　　　　　　4　1層と同様であるが、淡黄褐色粘土

　　　　　　　　　の含有率が高い。全体で淡黄褐色感

　　　　　　　　　が強い。
　　　　　　　　5　1層と同様であるが、ブロックが大

　　　　　　　　　きくなり、全体で纏層よりさらに淡

　　　　　　　　　黄褐色感が強い。
　　　　　　　　6　灰層。

第18図　11号住居跡
06m

璽

2mOOO921L
0

＿／
　　　　1

へ＼ご
無風
　　　　2

＼ヨξフ、

肩号住居跡

　
ぐ
（
∪
⑨

τ　　12号住贋跡

第19図　11・12号住居跡出土遺物
0　　　　　　　　　　　10㎝

ピー＝二」1；4

第12裏　11号住居跡出土遺物観察表　（第19図）

甑 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 第三壷
ロ径

寘r
径　　（8、4）�

�
� 灰白（
�V／◎）�

部1
^4�

クロ整形。

� 師器　

o�
径（13．9）器
a@　3．1一
ｼ　　7．0�

③
②
�
�
黄褐（
P0YR　7／6）� ／2�

黒。口縁部外面ナデ。体
萩yび底面外面ケズリ、内面磨き。

� 師器　

t�
径（10．7）器
a@　2．4底
a　　6．0�

③
④
�
� 黄榿（P0Y薮8／3）�

縁部一部欠� 縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ回転ナデ、糸切り底。

� 　錘�
大径　1．0残
ｶ長　2．8孔
a　　0．3�

　形�

27一



ノ．

　、．。織　　　、
　0　　　　　　　　　　0

D　　　　　　　　　　　　　　　O

　ワ　　　　　　　　　　　
ノ

ヒ　 　ニノ

ほ　　　　　ビノ

ゑ　　　　ぴ

ヨ　　ヘヨノ

ゑ　　　　 へ　　ざ

ヒ　　 　ヒダ

　　　　　　　　ド

（土属洗は住摺跡土層注に購じ）

O　　　　L．＝離29．　000m　　　　 lm

一一一…一黷k30
第20図　！1号住居跡カマド及び遺物出土状況



12号住居跡（第21図）

　U－6からV－6グリッドにかけて位置する。

南端から北端にかけて38号土坑と重復している。

　本住居跡の覆土である、マンガン粒を多量に含

む黄灰色粘土層の上面に、焼土粒・炭化材粒をわ

ずかに含む（マンガン粒は多量に含む）黄灰色粘

土層を覆土とする38号土坑の北端部（38号土坑は

4号溝の北端部に位置する）が存在し、本住居跡

が土坑より古いことを示している。

　北西辺3．44m、南西辺推定5。20m、南東辺推定

3．58m、北東辺4．96mを測る。平面は、不整形で

はあるものの概ね長方形を呈する。

　床面は、緩やかな起伏をもち、安定していない。

　　　　1

壁は、北西辺西隅寄りと北東辺四隅に張り出し部

分をもつ。前者は他部分と同一土層であったが、

後者部分は、焼土粒・炭化材粒が混在しており、

カマドが存在していた可能性がある。

　しかしながら同様の覆土をもつ深さ5c磁の土坑

が北東壁外に存し、あるいは同様の土坑が住居跡

北隅に存した可能性もある。いつれにしても、土

層断面からは確認できなかった。

　一応北隅の張り出しを本住居跡のカマドと考え

ると、主軸方位はN－57。一Eを示す。

　遺物は、土師器椀、甕等の他、！6×6．5cm大の

長円形礫が7点出土している。

愚1

～

～
、、嚇噛、

38丹土坑

　’
　’
ノ

〆

　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

第13表　12号住居跡出土遺物観察表　（第19図）

12弩住居跡土層

1黄灰色（2．5Y避5／！）結±碧。マンガ

　ン粒を多量、焼土粒・炭化材粒を少量含む。

2　黄灰色（2，5YR6／工）粘土層。マンガ

　ン粒を多量に含む。

3　焼上・炭化材混在層。

06m
1

第2！図　12号住居跡

蜘 器　種 法　量（C隈） 撃壌　焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

o
ロ径　14．0
寘a@　6．0
鼬a

①④

A　　②
B

明赤褐
i2．5YR5／8） 2／3

口縁部横ナデ。

ﾌ部内面放射状の磨き様ナデ、外面ケズリ。

2 土師器

P
口径

寘r
径　　4．8�

③①

@　②②
�

ぶい榿（
V．5Y嚢6／4）�

部のみ

�
面全面ケズリ。内

ﾊナデ。
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噛3号住居跡（第22図・23図）

　V－5からV－6グリッドにかけて位置する。

北端は、削平されている。

　長軸4．35m、短辺2．90mを測り、隅の丸い長方

形を呈する。主軸方位はN－125。一Eを示す。

　覆土は、浅黄色粘土を主体として、マンガン粒、

焼土粒、炭化材を含み、その含有量で分層された。

　床面は、起伏はあるものの固くしまり、安定し

ている。カマド前には、一辺40cmの方形（底面長

方形）を呈するピットが穿たれ、上面には、カマ

ドから連続する純工臨が堆積していた。底面は概

ね水平で、深さ14cmを測る。また、カマド右脇

（南側）には、二言方形（底面円形）を呈するピ

ットも確認されている。西から南斜面には、純炭

化材、木炭が流入していた。径40cm、深さ12cmを

測る。このカマド脇ピットから住居跡西隅にかけ

て、純炭化材層が床面直上に分布している。木炭

の状態を維持したものも多かった。また炭化材層

には多量のスラッグが含まれており、特に集中す

る部分には第23図中濃いアミをかけて表示した。

本層下の床面には他の施設は検出されていない。

　カマドは、南東辺中央より、北東に寄った位置

に設置されている。右袖は28cm程住居二二に張り

出し、内側（燃焼山側）を羽釜（No．4）で補強

していた。左袖は7cm程の張り出しで補強はされ

ていない。燃焼部の火床は、左右袖の凹凸に合わ

せて、S字状に広がる。火床最奥部に包み込まれ

る位置には自然石が立脚し、上面に右記に使用さ

れた羽釜の一部と椀（No．2）が被せられ、三脚

として利用されていた。この燃焼部から平面形は

三角形と変化し、最奥部でさらに細まる。この間

の床面は緩い傾斜をもって上昇しており、純灰層

が堆積している。

　遺物は、上記の他、カマド内から羽釜（No．5）、

カマド右脇ピットから高台椀（No．1）、炭化材上

から椀（No．3）、床面中央部から砥石、滑石製臼

玉等が出土している。また、住居跡西隅から北寄

りの、壁直下純炭化二三中から、鏡面を上に向け

ほぼ水平の状態で、銅鏡が出土している。

　銅鏡の背面には、1～L2mm間隔で編み上げら

れた麻布状の繊維痕が、背面文様の凹凸に合わせ

て、涙れた状態で付着していた。さらに鏡の下面

には、漆塗木片が検出されている。

bI

◎

O　　　L＝29．000m　　　 2m
ヒ＝＝＝＝＝＝土＝＝＝＝＝＝＝ゴ1160

△～

、

、

、

A

B

～△

　　A73＿＿

　B’

笏
13号住居踵土層

1　浅黄色（5Y7／4）粘土・マンガン粒を多量、焼土粒

　・炭化材粒をわずかに含む。

2　浅黄色（5Y7／4）吸炭ブロック。粘土混在層。

3　浅黄色（5Y7／4）粘土・焼土粒・炭化材粒を多量に含む。

4　純灰層。

5　浅黄色（5Y7／4）粘土・焼土粒を含む。

6　純炭化材層。スラッグを含む（集中する部分もある）。

　　　第22図　13号住居跡
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第23図　13号住居跡カマド及び遺物出土状況

熱
紛
　

礁
遷

　純炭化材

羅スラッグ

一31一



　　　　　　i・

　　　　2

0　　　　　　　　　　　　　　5㎝

ヒ＝＝＝＝に＝＝＝＝ゴ1：2

◎

　6
⑬

一フ

…一國

胴旧 …

…　閲 恥

國…

4

第24図　13号住居跡出土遺物 0　　　　　　　　　　　　　10㎝

14号住居跡（第25図＞

　V－7グリッドに位置する。西半部分を！号溝

によって切断されている。また、残存した大部分

で2号溝と重復している。

　2号溝覆土は、軽石粒を含む黒褐色粘土（1号

溝覆土と同一）であり、本住居跡覆土浅黄色土層

の上面を占める。

　規模・形態共に不明であるが、残存する壁の平

面形から、方形を呈するものと思われる。主軸方

位はN－44。一Eを示す。

　床面は安定せず、起伏が大きい。カマド前では

深さ2G～25c搬に窪むが明確な形状を示さない。

　カマドは北東壁に設置されている。床面上に70

～85cm張り出した両袖をもつ。両袖内土層は安定

せず、炭化材・焼土粒・灰・天井及び壁体（吸炭

土）が混在する。燃焼部の最奥部は住居跡壁より

7cm程張り出すが、煙道部等、奥の構造は確認さ

れていない。

　遺物は、カマド内や床上から、土師器杯、甕、

甑、土錘等が出土している。
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第14表　　13号住居跡出土遺物観察表　（第24図）

瓶 器　種 法　量（醐隣） 胎土 二成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

1
須恵器
i軟　質）

q苻o

ロ径（14．4）
寘a@　6．2
V井径　8．6

③
④ ③ にぶい榿

i7．5YR7／4） 1／2
表面剥離。付け高台。

2
須恵器
i軟　質）

q苻o

臼径　12．4
寘a@　4．6
鼬a　　5．4

①④

A
③

③
明赤褐
i5Y盆’5／8） 1／2

ロクロ整形。糸切り底。付け高台。

3
（軟　質）

@椀

ロ径（13．1）
寘r
径�

④③

@
�

� 黄榿（
P0YR　8／3）�

縁部1
^5�

クロ整形。内面吸炭。

� 　釜�
径（24．2）器
r鼬
a�

⑥③

@
�

� ぶい榿（
V．5YR7／4）�

　半1
^2�

クロ整形。内

ﾊ炭化物、外面煤付着。

� 　釜�
径（19．0）器
r鼬
a�

⑥①

A
�

� 赤褐（
Q．5Y盆5／8）�

縁部1
^4�
外面ナデ。輪夏蔦を残す。

� 　玉�
大径0．45厚
ｳ　　0．4孔
a　　0．2�

　形�
石製。

� 　石�
存長　8．2幅
@　　7．7厚
ｳ　　4．9�

／2�
縄岩製。1面使用。

� 　鏡�
　　　9．0縁
冝@0．26重
ｳ　　489�

　形�
さ内区0。15　　表面に布目痕。　

O区0。20銅
ｻ瑞花鴛鴛八稜鏡。

．雪
尋

1

1

餐

診

l

i

　　　　　　　G　　　　 ＝29，　000rn　　　　2　m

　　　　　　　一歪＝60
4号住摺跡土贋

　黒褐色（2．5Y3／1）粘土魍。軽石層を含む。

　浅黄色（2．5Y7／4）粘土層。多量の砂粒、わずかなマンガン粒を含む。

　浅黄色（2、5Y7／4）シルト層Q

　浅黄色（2、5Y7／違〉砂層。

　　 層に炭イヒ材力噌混在0

　2層に灰が混在。

　2層に焼土粒・炭化材が混在。

　2層に焼土。吸炭材が混在。

25図　！4号住居跡及びカマド付近遺物出土状況
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第15表 14号住居跡出土遺物観察表　（第26図）

晦 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1
土師器

@杯

ロ径　12．2
寘a@　4．3
鼬a

③④

A
①

② 明赤褐
i2。5YR5／6） 2／3

表面剥離。

S分が剥落し、多くの孔が見られる。

2 土師器

@杯

ロ径（14．0）
寘a@　4．1
鼬a

①④

B
②

②
橋（2。5YR6／8）

完　形
内面剥離。

精助秤｡ナデ（2段）。
ﾌ部外面ケズリ。

3 土師器

@杯

口径　17．0
寘a@　6．6
鼬a

②①

B⑥
C
② にぶい鐙

i5Y殺　6／3） 1／2
口縁部横ナデ（2段）。体部内面ナデ、外面
Pズリ。胎土はマーブル状を呈する。二次加熱。

4 土師器

@杯

口径　13．5
寘a@　5．2
鼬a

②④

@
③

② 明赤褐
i2．5YR5／8） 一部欠

ロ縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
部ﾁ。

5
土師器

@杯

ロ径（18．2）
寘r
径�

⑥③

C
�

�
（2．5Y獄6／8）� 　半1
^2�
縁部横ナデ（2段）。体部内面ナデ、外面ケ
Yリ。胎土はマーブル状を呈する。二
汢ﾁ熱。

� 師器　

P�
丁　18．2器
r鼬
a�

③
②
�
�

（2．5YR6／8）� 縁部の

@み�

縁部横ナァ。胴

箔燒ﾊ横ナデ、外面横のケズリ。黒
ﾁ。

� 師器　

P�
径（17．2）器
ﾊ　28．8中
�

④②

B
�

�
（5YR　6／6）�

／3�
縁部横ナデ、外面縦のナデが加わる。胴
箔燒ﾊナデ、外面刷毛目整形。内
ﾊ炭化物、外面煤付着。

� 師器　

P�
径　18．0器
r鼬
a�

②
③
�
�

（5YR　7／6）� 　半の

@み�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊ横ナデ、外面縦のケズリ。内
O面吸炭。

34一



晦 器　種 法　量（覇照） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

9 土師器

@甑

口径（20．6）
寘r
径�

④①

B
�

�
（2．5YR6／8）�

部欠�
唇部横ナァ。胴

拍續ｼ内外面ナデ。下
ｼ内面ナデ、外面刷毛目整形。

�　錘�
大径0．95長
ｳ　　3．◎孔
a　　0。3�

　形�

号住居跡（第27図）

W－5からW－6グリッドに位置する。

遺物は浅黄色シルト層に含まれており、基盤と

る土層とほとんど区別がつかなかった。このた

、規模・形態共不明であるが、遺物が同一レベ

から検出されたこと、さらにこの面で炉が検出

れたことから、固い床面を構成しているもので

ないが、住居跡と判断したものである。また、

物の広がりが北西から南東に長く（約5．7m）、

西から北東方向に短い（4．Om）ことから、こ

した長短をもつ長方形を主体とした形態が推定

れる。同様に、炉の形態から、主軸方位は：N－

40。一E前後を示すと推定される、，

炉は、推定長軸方向に25cm、同短軸方向に53cm

広がりをもつ。中央部が最も火床が厚く、7cm

厚味が計測された。また火床上から高杯々部

No．4）が出土している。

遺物は、炉脇から高杯・甕、推定中央部から

・寸寸、同炉対辺部から甕が出土している。

壌6表　壌5号住居跡出土遺物観察表　（第28図）

� 　種� 　量（躍）� 土� 成� 　　調（y色帖）� 存率� 整・手法の特徴等

� 師器高

@杯�
径　18．0器
a@16．1底
a　エ1．0�

④①

E③
�
� 黄榿（

V．5Y　8／4）� 　形�

面剥離。脚部内面ヘラによるナデ付け。ホゾ接合。

� 師器高

@杯�
径　15．1器
a@15．3底
a　13．6�

②①

E④
�
�

（2．5Y　7／8）�

　形�

面剥離。脚部内面ヘラによるナデ付け。ホゾ接合。

� 師器高

@杯�
径　16．7器
a@14．8底
a　12．2�

④②

B
�

� ぶい橦（
ｨY盆7／2）� 部欠�

部外面縦のナデ、内面ヘラによるナ
f付け。

� 師器高

@杯�
軸　18．2器
r鼬
a�

⑥④

B
�

�
（5YR　6／6）� 　部の

@み2
^3�

面横のナデ。外面縦のケズリ様ナデ。

� 師器高

@杯�

径器

r鼬
a　12．8�

③
④
�
�

（2．5YR6／8）� 　部の

@み�

面ナァ。内面ヘラによるナデ付け。ホ
]接合。

� 師器　

x�
径　13．8器
a@15．4底
a　　4．1�

④②

B
�

�
（2．5YR7／8）�

部欠�
縁部横ナァ。下位縦のナァ。鵬
秤｡のナデ。底面及び胴部下位横のケズリ。外
ﾊ一部朱塗。

� 師器　

�
径　10．2器
a@　9．0底
a�

②④

@
�

�
（5YR　7／8）�

部欠�
縁部横ナァ。胴

矧O面縦のケズリ後、ナデ。内
O面黒斑。

� 師器　

P�
径（20。0）器
r鼬
a�

④①

E③
�
�

（7．5YR7／6）� 縁部1
^4�

縁部横ナァ。胴

矧O面横のケズリ。

� 師器　

P�
径器

t㈹
a　　6．0�

③①

C
�

�
（5Y殺　6／6）� 縁部　

�
部上位斜のケズリ、中位横のケズリ、下位縦
ﾌケズリ。内面横のナデ、炭化物付着。籾
k圧痕。外面煤付着。

0� 師器　

P�
径　16．4器
a@26．1底
a　　7．6�

④②

B
�

�
（5YR　6／4）�

部欠�

縁部横のナデ。胴部外面上位、下位縦のケズリ、中位横のケズリ。煤付着。内

ﾊ斜のナデ。炭化物付着。
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16号住居跡（第29図・30図）

　W－6グリッドを中心に、北隅・カマドの一部

がV－6グリッド、西隅がW－7グリッドに位置

する。西隅は4号溝、三隅部で46号溝と重復して

いる。いずれの溝共、本住居跡より新しい。

　東辺5．30m、南辺5．40mを測り、ほぼ正方形を

呈している。主軸方位はN－330－Wを示す。
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　床面は、カマド前と南隅に窪みをもつが、比較

的固くしまり、安定している。北隅（カマド右脇）

には、径66cm、断面は一一旦7cmほどで平になり、

中央部のみがさらに窪む形態を示すピットが穿た

れている。最深部は18cmを測る。浅い落ち込みは

中央部北東寄りに2ヶ所みられる。いずれも深さ

6cmを測る。径は、壁寄りが65cm、中央寄りが

45cmを1則る。

　住居跡四隅からの対角線上には、4本の柱穴が

配されている。径22～34c醗で、深さは35c田前後

1

／ 1

轟

／

4号溝

／

〈
つ

（）

46号溝

／

i

う

◎

16号住居跡土層

1　黄褐色（2．5Y5／4）粘土を核にして、黄灰磁シルト（2，5Y6／1）

　マンガン粒（多量）・焼土粒（少量）含む。

2　マンガン粒・黄灰色砂（2．5Y6／1）混在麟。

3　マンガン粒．・黄灰色砂シルト（2，5Y6／1）混荘騰。

4　3層に焼土粒を多量に含む。　（一部灰を含む）

5　3層に炭化材粒を多量に含む◎

6　3層とほぼ同一であるが、マンガン粒が多い。

7　灰層。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　 し抑29．　0◎Om　　　　2撚
　　　　　　　　　第29図　16号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一社60
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（北隅穴は42c㊧を測る。いずれも、南から北へ、

わずかな傾斜をもつなど、4穴の共通点が多い。

　カマドは、北西辺中央やや北寄りに設置されて

いる。両袖は住居内に張り出すが、左右で大きく

異なる。右袖は幅18cm、長さ46cm、左袖は幅55cm、

長さ62cmを測る。左回は、火床を包み込むように

その前面に廻り込む形態をとっている。この両袖

の前面には、長さ！．00m、幅0．90m、平面卵形の

窪みがみられ、炭化材粒が多量に堆積していた。

両袖の問から奥へは緩やかに上昇し、最奥部で急

傾斜となる。この角度変換部手前56c鶏問は天井部

が残存し、幅15cm、高さ4～6cmとなっている。

また、最奥（煙道）部から手前！。04mの所では屈

曲し、中軸線は直線とならない。全体では2．08m

　　　　　　　　　　！
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第30図　16号住居跡遺物出土状況
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を測る，，逆くの字形を示す長大なカマドであると

いえる（手前土坑を入れると2．97mになる）。

　また、南西辺中央には、長さ1。15m、幅O．34m

の掘り込みが、住居床上に15cmの高さから壁外に

穿たれている。覆土は住居跡覆土第1層と同…で

あったが、焼土粒が多量に含有されており、本住

居跡第一次カマドの残がいと考えられる。なお住

居跡には施設は残存していない。

　遺物は、全体から土師器杯・高杯が出土してい

る。カマドの右脇には土師器甕が集中する様子を

みせ、また、カマド対辺壁下では須恵器杯・砥石

が出土している。さらにカマド左脇では、14×5

c瓢前後の長円形礫が12個集中して出土しており、

編物石であった可能性を示している。なお、カマ

5

勾　c 4

7

03m
1

㍗㌻

……………鼈鼈鼈鼈鼈鼈

　　　（

＝こコニ

「《、
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0　　　　　　　　　　　　　等Oc冊
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一璽

第31図　16号住居三三マド及び出土遺物
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ド燃焼部内では、骨片も出土している。

第17表　16号住居跡出土遺物観察表　（第31図）

撫 器　種 法　量（㈱） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 須恵器

@杯

ロ径　　9．9
寘a@　4。6
鼬a　　3．1

①
② ①

青灰
i53　5／D 3／4

内外面、ロクロ整形。
燒ﾊ底部布目圧痕（水式）。外面下位～底部
�]ケズリ。

2 土師器

@杯

ロ径（11．0）
寘a@　3。0
I量

①
② ③

機（2．5YR6／8）

1／2
内外面剥離。

ﾌ部外面ケズリ。

3 土師器

@杯

ロ径（12．0）
･賊　　3．8
鼬a

②④

@
③

② 明赤褐
i2．5YR5／8） 1／4

ロ縁部横のナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面横のケズリ。
部ﾁ。

4 土師器

@杯

ロ径（1◎．6）
寘a@　4．3
鼬a

①
② ② 明赤褐

i2．5YR5／8） 1／3
ロ縁部横のナァ（2段）。
ﾌ部内面横のナデ、外面ケズリ。
S面獣炭。

5 土師器

@杯

ロ径　10．8
寘a@　3．9
鼬a

②

③
榿（5YR　6／8）

3／4
ロ縁部横ナァ（2段）。
ﾌ部内面ナデ。
O面一定方向のケズリ。

6 土師器

a@杯
口径　12．7
寘r
径�

④①

B
�

� 褐（
TYR　5／6）�

　部　

�
部内面ナァ。ロ

O部横ナデ。体部外面及び脚部外面縦のケズ
梶B脚部内面横のナデ。

�
師器高

@杯�
径　12．6器
a@　5．6底
a（　9．8）�

④①

B
�

�
（7．5YR7／6）�

部欠�
部上位横ナァ。内面下位ナデ。外面下位～杯
拍繹ﾊ縦のケズリ。脚二部横ナデ。内面横のナデ。黒斑。

� 師器高

@杯�
径　11．8器
r鼬
a�

④①

B
�

�
（7．5YR7／6）�

部欠�
部上位内面全面横ナァ。外面下位～脚部上位
cのケズリ。裾部外面下位、内面全面横ナデ
B中央部指頭によるナデ付け。黒斑。

� 師器　

P�
径　17．7器
r鼬
a�

①
③
�
� ぶい赤褐（

TYR　4／4）�
縁部の

@み�

縁部横のナァ。胴
矧O面縦のケズリ、内面横のナデ。全
ﾊ吸瓢。

◎�
師器　

P�
径　16。4器
r鼬
a�

②
③
�
�

（7．5YR6／6）� 縁部の

@み�

縁部横のナァ。胴部内面横のナデ、外面横のケズリG外

ﾊ一部吸炭。

1� 師器　

P�
径　21．2器
r鼬
a�

③④

A
�

�
（5YR　7／6）� 半部の

@み�

縁部横ナァ。内

ﾊ横のナデ。鯛部外二二ケズリ、

2� 　石�
さ　　7．1幅
@　　6．1厚
ｳ　　3．0�

面使用。花

ﾁ岩製。

7号住居跡（第32図・33図）

W－5からX一一6グリッドにわたって位置して

り、西側では3号溝と重復している。

3号溝覆土（砂層であり酸化面によって分層さ

る）が、本住居跡覆土である砂・マンガン粒・

土粒を含む浅黄色粘土層を掘り込んでいるとこ

がら、3号溝が新しいといえる。

南北5．90m、東西5，90＋αmを測り、ほぼ正方

を呈すると推定される。主軸方位はN－170－

を示す。

床面は、やや起伏があるものの、北町マド三等

固められた面をもつなど、安定しているといえ

。床中央東南寄りに径37c撮のピットがあるが、

cmと浅く底面も安定していない。

カマドは、北辺中央に設置されている。両袖が

行して90cmの長さで設けられ、幅28cm、奥行

0c田の燃焼部を形成している。底面は緩斜面を形

している。燃焼部奥では段をもって煙道部へと

く。煙道部はさらに緩やかな傾となり、幅も狭

って最奥部へと移行している。一北カマドー

一方、南辺中央やや東寄りにもう一基カマドが

4！一



設置されている。完全：に壁外に張り出して設けら

れている。燃焼部幅29cm、奥行63cm、煙道部幅

27cm、奥行1．03mを測る。底面は全て緩斜面を成

すが、燃焼部と煙道部の境は段を成している。

　遺物は、北カマド前から長脚の土師器高杯脚部

（No．3）、右脇から土師器杯（No．1・2）、同甕

（No．4）が出土している。このうち脚は、割れ口

にホゾ接合の痕が明瞭に観察できる。またNo．1

3号溝

／

〆 ～
～

ミ

◎
F

§

／

ミ
婆

ノ
N
　
　
　
d

◎り

～

　　物’
17号住居跡土履

1　浅黄色（2．5Y7／4）粘土・砂混在層（マンガン粒・焼土粒を含む）

1’！層と同様であるが、粘土分が密でしまる。

2　1層と岡様であるが、砂分が多く、焼土粒・炭化材粒を含む。

2’2層と同様であるが、焼土はブロック状を呈する。

3　暗灰黄色（2．5Y5／2）粘度。砂混在層。マンガン粒を含む。

4飯色（2曾5Y5／1）蠣。 @　　　　　　第32図 17号住居跡
O　　　Lコ29，000m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝ゴ：＝＝＝＝＝＝ゴ1・60
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～4の東脇でNo．5・6の甕も出土している。

　このような状況から、南カマドを第一次カマド、

北カマドを第二次カマドとし、南から北へ移設さ

れたものと推定している。

第18表　17号住居跡出土遺物観察表　（第33図）

晦 器　種 法　量（c鵬） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師器

@杯

ロ径（11．8）
寘a@　3．7
鼬a

①
④ ①

褐（7．5YR4／4）

1／2
ロ縁部横ナァ。
ﾌ部内面水拭き、外面ケズリ◎

2 土師器

@杯

謄本（12．0）
寘a@　3．8
鼬a

①④

A
③

②
明赤褐
i2．5YR5／8） 3／5

内面は榿（7．5YR　6／6）。
拷助秤｡ナデ（2段）。
ﾌ部内面剥離、外面ケズリ。

3 土師器

a@杯

ロ径

寘s
三（！9．σ）�

④
� �

褐α
?xR　5／6）�

　部の

@み�

面は二丁褐（5YR　5／6）。脚
矧O面縦のナデ、内面放射状ナデ付け、裾
秤｡ナデ。ホゾ接合。二部内面ナデ。

� 師器　

P�
径（16．◎）器
w竚
a�

④①

E③
�
� 赤褐（

TYR　5／6）� ／5�
縁部横ナァ。胴
箔燒ﾊ横ナデ、外面斜のケズリ◎内
O面に吸炭。

�
師器　

P�
径　19。5器
r齧
ﾊ�

④②

E③
�
�

褐（
P0YR　5／6）�

縁部の

@み�

縁部横ナァ（3段）。胴
箔燒ﾊ横ナデ、外面横のケズリ。二
�B

� 師器　

P�
径器

r鼬
a　　6．8�

③①

E④
�
�

（5YR　6／6）� 　部の

@み�

面は褐灰（10YR　4／1）。胴

箔燒ﾊ斜のケズリ、外面縦のケズリ。底
ﾊ内外面ナデ付け。内面は全面骸炭。

8号住居跡（第34図・35図）

W－6、X－6、W－7、W－8の4グリッド
わたって位置する。中央部を南西から北東にか

て46号溝1と、北隅で47号土坑と重復する。

46号溝は、本住居跡覆土の浅黄色シルト層の上

に位置し、本跡より新しいといえる。47号土坑

、プラン確認時にわずかに重復が確認されたも

であるが、本跡覆土の一部が削り取られている

ころがら、本跡の方が古い遺構であるといえる。

床面は、起伏はあるものの安定している。しか

、南隅とカマドの問は、壁から55cm程方円形に

り出し、この床面も凹凸がはげしい。

本住居跡覆土である浅黄色シルト層は、灰白色

土やマンガン粒を多量に含むが、下位では、灰

色粘土の粒が細かくなり、より一層シルト化し

土層となって床面を覆っている。この両層の間

は、炭化材粒が多く分布し、所によって三層で

積（第34図中アミ部・第5層）している。

本住居跡は、沢辺5．66m、東辺5，08m、北辺

．38m、西辺5．30mを測り、方形を基本とはして

るものの、不整形を呈している。主軸方位は

N－115．一Wを示す。

カマドは、南辺中央東寄りに設けられている。

居跡床面より13～！5cm程高く、幅30cmで、奥行

0c鑓に及ぶ火床が形成されている。ただし前面の

0c題分には袖が及んでいない。底面は同一水平面

さらに30cm続き11cmの段差をもって煙道へ移行

る。煙道最奥部は上面を46号溝に削られており

状ははっきりしないものの、緩斜面をもって上

しているようである。袖先端から30c憩奥の、袖

囲まれた火床中央部には、高杯（恥．23）が伏

られた状態で立っており、支脚として利用され

いた。

遺物は、カマド周辺から張り出し部、及び北壁

央部に集中して出土しされている。このうち、

者からは、17個の滑石製臼玉が純炭材層中（第

4図D－Dノライン部・第3層上）から出土して
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いる。しかしながら本日玉は、盗難にあって現存

していない。また、この臼玉群から東南に2mの

位置からは、滑石製双孔円板の未成品（No、43）

も出土している。

　出土土器は全て土師器で、杯、椀、高杯、柑、

甕、甑等が含まれている。
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第19表　18号住居跡出土遺物観察表　（第36。37図）

㎞ 器　種 法　：量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

1 土師器

@杯

口径（13．1）
寘r
径　　3．1�

④③

A
�

� 回褐（
Q．5YR5／6）� ／3�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。内
ﾊに炭化物付着。

� 師器　

t�
径（15．4）器
r鼬
a�

④②

@
�

�
（2．5YR6／8）�

／2�
外面剥離。

� 師器　

t�
径　14．6器
a@　6．8底
a�

①
④
�
�

（2．5YR6／8）�

／2�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。

� 師器　

t�
径　13。1器
a@　6覧0底
a�

①
②
�
�

（5YR　6／6）�

　形�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。朱
h。

� 師器　

t�
径（14．8）器
u站
�

④②

@
�

�
（2．5YR6／8）�

／3�
外面剥離。

� 師器　

t�
径　13．0器
a@　6．3境
_�

②
①
�
�

（5YR　6／8）�

部欠�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。黒斑。

� 師器　

t�
径　12．7器
a@　6．4底
a�

②
①
�
�

（5YR　6／8）�

部欠�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。

� 師器　

t�
径（13．0）嵩
r鼬
a�

①
②
�
�

（5YR　6／6）�

／4�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。内
O面三炭。

� 師器　

t�
径　13。1嵩
a@　5．9塩
�

③
� �

（2．5YR6／8）�

部欠�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。内
O二二炭。

0� 師器　

t�
径　12．5嵩
a@　6．4底
a�

④
①
�
�

（2．5YR6／8）�

部欠�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。

1� 師器　

t�
径　12．2嵩
a@　5．1底
a�

②
①
�
�

（5YR　6／8）�

部欠�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。二
汢ﾎ熱。

2� 師器　

t�
径　13．0嵩
a@　5．1底
a�

②
③
�
�

（2．5YR6／8）�

部欠�
縁部横ナァ。外面に籾圧痕。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

3� 師器　

t�
径（12．2）嵩
a@　6．2底
a�

①
� �

赤褐（
Q．5YR5／8）� ／3�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

4� 師器　

t�
径　13．0嵩
a@　6．0底
a�

④③

@
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）� 部欠�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。

5� 師器　

t�
径　12．2器
a@　5．7諸
ﾋ�

①
③
�
�

（7．5YR6／6）�

　形�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面は剥離。内
O面に黒斑。

6� 師器　

t�
曇　12．4器
a@　5．8底
a�

④①

A
�

� ぶい榿（
TYR　6／4）� 部欠�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横ナデ、外面ケズリ。朱
h。

7� 師器　

t�
径　12．7器
a@　5．7底
a�

④②

B
�

�
（2．5YR6／8）�

部欠�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横ナデ、外面ケズリ。

8� 師器　

t�
径　12．0器
a@　5．1底
a�

①
②
�
�

（2．5YR6／8）�

部欠�
］縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリの後ナデ。布
ﾚ痕。朱塗。

9� 師器　

t�
径（13．2）鼓
J底
a�

②
①
�
�

（5YR　7／6）�

／3�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ。外面ケズリの後ナデ。黒
ﾁ。

0� 師器　

t�
景（17．8）器
xb
a�

②
③
�
�

（2．5YR6／8）�

／4�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ。外面ケズリの後ナデ。

1� 師器　

t�
径　12．8器
a@　6．3底
a�

①
� �

赤褐（
Q．5YR5／6）� ／4�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊ横のナデ。外面ケズリの後ナデ。

2� 師器高

@杯�
径　15．5器
a@12．0底
a（ll．3）�

④①

A
�

�
（2．5YR6／8）�

／2�
部横ナデ。底面ナデ。脚
箔燒ﾊ放射状ナデ付け、外面ナデ。裾
秤｡ナデ。内外面当付着。ホゾ接合。
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晦 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

23 土師器

a@杯
ロ径　15．7
寘r
径�

④③

A
�

� 赤褐（
Q。5YR5／6）� 部欠�

部横ナァ。底面ナデ。内面全面朱塗。脚
拍cのケズリの後ナデ。内面ナデ付け。外面吸炭。

4� 師器　

�
径器

wｦ
a�

③
①
�
�

（5YR　6／8）� 　部上
@半の
@み�

外面ナァ。内面に接合痕。

5� 師器　

x�
径（13．2）器
a@10．0底
a�

①
②
�
�

（2．5Y盆5／6）�

／3�
縁部横ナァ。飼

箔煌O面ナデ。二
汢ﾁ熱。

6� 師器　

�
径（14．6）器
r鼬
a�

�
�

（7．5Y麹6／6）�

／3�
外面木口状工具によるナデ。炭
ｻ物付着げ内
ﾊに種子圧痕。

7� 師器　

�
径（19．2）器
ai20．0）底
a�

②
①
�
�

（2．5Y麗／8）�

／4�
唇部横ナデ。ロ縁部内面横ナァ、外面縦のナ
f。胴部内面横のナデ、外面横のケズリ。朱塗。

8� 師器　

ﾙ�
径（19．0）器
r鼬
a�

④①

A
�

� 赤褐（
Q。5Y獄5／8）�

縁部1
^3�
縁部横ナァ（2段）。

9� 師器　

P�
径　10．1器
a@11．5底
a　　5．5�

④①

B
�

�
（5YR　6／6）�

　形�
縁部内面ナデ、外面刷毛目。胴
箔燒ﾊ横のナデ、外面刷毛目、底面ケズリ。口縁と胴部の接合痕が外面に顕著である。

0� 師器　

P�
径（13．2）器
r鼬
a（　5．0）�

④③

A
�

� 赤褐（
P0YR　6／6）� ／4�

外面木ロ状工具によるナァ。内
O面炭化物付着。

1� 師器　

P�
径　18．5器
a@31．5直
a　　7．0�

④②

@
�

� ぶい榿（
V．5YR6／4）� 部欠�

縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面縦のケズリ
A下半斜のケズリ。底面ケズリ。内外面炭化物、外面煤付着。二次加熱。

2� 師器　

P�
径　14．1器
a@19．8直
a　　5．3�

③
⑥
�
�

（10R　5／6）�

部欠�
縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面斜のケズリ
B底面ケズリ。内面炭化物、外面煤付着。二次加熱。

3� 師器　

P�
径　16．8器
r鼬
a�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5Y殺5／6）� ／2�

縁部横ナデ。胴部内面横のナデ、外面ケズリ
ﾌ後ナデ。内外面炭化物、外面煤付着。二次加熱。

4� 師器　

P�
径　14．0器
r鼬
a�

②⑤

B
�

� 褐（
Q．5YH4／8）�

　半1
^2�

縁部横ナァ。胴部内面横のナデ。輪積出有り。外面縦のケズリの後ナデ。内

O面炭化物、外面煤付着。二次加熱。

5� 師器　

P�
径　17。7器
r鼬
a�

②
③
�
�

（7．5YR7／6）� 　半の　み� 縁部横ナデ。胴
箔燒ﾊケズリ様ナデ、外面縦のケズリ。内外面謹言。

6� 師器　

P�
径　18．0器
u｢
?

④②
B
』
�
� 赤褐（

Q．5YR5／8）�

　半の　み� 縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面斜のケズリ
A内外面一部吸炭。二次加熱。

7� 師器　

P�
径（20．0）喧
宦i29．3）底
a�

③①

C
�

� ぶい榿（
TY殺　7／4）�

　半1
^2�

a　39と同一個体か。口縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面斜のケズリ。内

O面一部二二。

8� 師器　

P�
径　21．2器
r鼬
a　　7．0�

④①

B
�

�
（2．5Y獄6／8）�

　半�

部内面ナデ、外面横のケズリの後ナデ。底面ケズリ。内外面炭化物、外面煤付着。二次加熱。

9� 師器　

P�
径器

ai29．3）底
a　　7．6�

③①

C
�

� 赤褐（
Q．5YR5／6）� 　部�

部内面ナデ、外面横のケズリ。底
ﾊナデ付け。内
O面吸炭。外面黒斑。

0� 師器　

P�
径工

pﾏ
ｫ　　7．3�

③
④
�
�

（10R　5／6）�

　半�

部内面横のケズリ様ナデ、外面縦のケズリ。内面炭化物、外面煤付着。二次加熱。

1� 師器　

�
径　18．9器
a@14．8底
a　　4．8�

③
②
�
� 赤褐（

Q．5YR5／8）� 部欠�
汢ﾁ熱。

2� 師器　

�
径　25．7器
a@29．0悪
?@　8．8�

③
④
�
�

（5YR　6／6）�

　形�
縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面縦のケズリ
B外

ﾊ黒斑。孔の内面横のケズリ。

3� 　孔円

@板�

さ　　3．4幅
@　　3．3厚
ｳ　　0．5�

製品。滑石製。
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19号住居跡（第38図・39図）

　X－4グリッドに位置し、4号溝1、5号溝i、54

号土坑と重復している。

　重復する全ての遺構は、本住居跡上層の明黄禍

色粘土層の上部を掘り込んでおり、明らかに本跡

より新しいといえる。

　北西辺4．48m、南西辺2．10m、東南辺4．08m、

北東辺2．92mを測る。隅が丸味をもち、長方形を

主体とした不整形を呈している。主軸方位はN－

46．一Wを示す。

　本住居跡の覆土は、マンガン粒が班状に入り、

さらに黄灰色砂・炭化材が混入した暗灰黄色シル

ト層であり、．ヒ層には同様の含有物をもつ黄褐色

粘土層（第6層との区別がつきにくく、含有物量

の差で分層）が堆積している。このうち暗灰黄色

シルト層は投入上の特徴を示し、本住居廃棄後、

多量の土器群と共に投棄されたものと判断され

た。

　床面は緩い凹面を呈し（特に北西壁は、直立し

ない〉安定していない。

　カマドは北西辺中央やや北寄りに設置されてお

り、袖は住居内に張り出さず、全て壁外に設けら

れている。燃焼部は、幅42cm、奥行47cmの箱形を

呈し、火床は水平面を成して焼土化し、大量の炭

化材・灰をのせている。この燃焼部から段差をも

って煙道部へ移行する。煙道部は燃焼部側の幅

30cmから煙出し部幅20cmに向けて、徐々に幅を狭

めていく。底面は緩斜面を成して上昇し、煙出し

部で急斜面を成している。段差から最奥部までの

長さは1．50mを測る（全体では2mの長さに達す

る〉。

　遺物は、北から南にかけて一括投入された状況

を呈し、須恵器壷・甕、土師器杯・高杯・鉢・

甕・甑・土錘等、大量に出土している。

合～ 4号溝

／

5号溝

．∫

～

54号土坑 　　　19号｛霊屠跡土層

　　　！　曙灰色（N3／）粘土層を主体として、明

　　　　黄褐色（2．5Y6／6）粘土ブロック・軽
　　　　石懸（浅間ブロック）混在層。

　　　2　明黄褐魯（2，5Y6／6）粘土層。
　　　3　黄掲｛急（2．5Y5／4）粘土層。砂・マン

　　　　ガン貌が斑状を呈する。
　　　4　賠灰黄魚（2．5Y4／2）シルト質。マン

＼　　　ガン粒が蹴を呈する・黄灰色砂α5Y
＼、　　　A　　　6／⇔　・炭化材がブロック状に入る。

h～　一ロ　　　　　ら　ヨの　のしド　　

ノ　　6轍難（2．5Y4／2）粘土層・砂塵｝や

　　　　マンガン粒を含む。
　　　7　オリーブ褐色（2．5Y4／6）風土礪。砂

　　　　発が多い。マンガン粒を含む。
　　　8　オリーブ褐魯（2，5Y4／6）シルト質。

　　　9　明黄褐免（2．5Y6／6）粘土鰺｝oマンガ

　　　　　ン粒を含む。
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第20表　19号住居跡出土遺物観察表　（第40。41図）

晦 器　種 法　量（㎝） 盛土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯

ロ径（12．6）
寘r
径�

③②

@
�

�
（5YR　6／6）�

／4�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。内
O面炭化物付着。

� 師器　

t�
径　10。6器
a@　4．2底
a�

③①

C
�

� 記褐（
Q。5Y盈5／8）� 部欠�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

t�
径　10。8器
a@　5．0底
a�

②①

B
�

� ぶい榿（
V．5YR6／4）� 部欠�

部外面ケズ婆、他は全てナァ。内
O面黒斑。

� 師器　

t�
径（11．◎）器
r鼬
a�

③②

C
�

� 褐（
Q．5YR4／6）� ／3�

縁部横ナァ（2段）◎体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。外
ﾊ煤付着。

� 師器　

t�
径（12．2）器
r甯
a�

①④

B
�

� ぶい赤褐（
TY8　4／3）� ／4�

縁部横ナァ（2段）◎体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。内
O面煤付着。

� 師器　

t�
室（11．0）器
r鼬
a�

①
③
�
� 認褐（

Q．5Y盆5／6）� ／4�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面隠付着。

� 師器　

t�
径　11．4器
a@　7．0底
a�

④①

E③
�
� ぶい燈（

V．5yR7／4）� 部欠�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊ横の磨き様ナデ、外面ケズリ。内
O面黒斑。

� 師器　

t�
径　12．2器
rﾟ
｢�

�
� 褐（

V．5YR5／2）� ／4�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面吸炭。

� 師器　

t�
径　12．8器
a@　4．4底
､�

①
④
�
� 白（

P0YR　8／2）� ／4�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。内
O面煤付着。

0� 師器　

t�
径　13．2器
a@　4。6節
�

④①

E③
�
�

（2．5YR6／8）�

／2�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

1� 師器　

t�
径　12．2器
a@　4．8底
a�

①
④
�
� 白G
揩x詮7／D� 部欠�

縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面一部吸炭。外面黒斑。

2� 師器　

t�
径（11．5）聡
d　　5．0底
a�

④①

E③
�
� 褐（

Q。5YR4／8）� ／5�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

3� 師器　

t�
径　薫2。8器
a@　4．1重
O�

④③

@
�

�
（2．5YR6／8）�

部欠�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

4� 師器　

t�
径　ユ2．7器
a@　4．2底
､�

③
� �

（5YR　7／8）�

　形�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面毒忌。

5� 師器　

t�
径（11．2）器
a@　4．0底
a�

③
①
�
� ぶい黄榿（

P0YR　7／4）� ／3�
縁部表面剥離。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面吸炭。外面黒斑。

6� 師器　

t�
径　11．7器
a@　5。4底
a�

③
①
�
�

（2。5Y86／8）�

　形�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。内
O面一寸寸炭。外面に黒斑Q

7� 師器　

t�
径　14．1器
p｣
a�

①
③
�
� ぶい黄橋（

P0YR　7／2）� ／2�
縁部横ナァ。体部内面横のナァ、外面ケズリ
B剥離部分が多い。内
O面吸炭。外面黒斑。

8� 師器　

t�
埜（13．6）器
a@　4．4底
a�

③②

@
�

� ぶい黄榿（
P◎YR　7／2）� ／3�

縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊ磨き様ナデ、外面ケズリ。

9� 師器　

t�
径　12．2器
a@　4．2底
a�

②①

B
�

�
（7．5YR6／6）�

／3�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。外
ﾊ一部吸炭。

0� 師器　

t�
径　11。2器
a@　4。2底
a�

③
④
�
�

（5Y盆　6／6）�

／3�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。体
矧O面煤付着。他面に吸炭。’

1� 師器　

t�
壁（14．0）農
t沫
�

④③

@
�

�
（5YR　7／6）�

／6�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。内
ﾊ煤付着。二次加熱。

2� 師器　

t�
径　12．2器
a@　5．0高
a�

①
④
�
� ぶい黄燈（

P0YR　7／2）� ／2�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O十徳炭。

3� 師器　

t�
径　13．8器
a@　4．7底
a�

④
� �

黄榿（
P0YR　8／3）� ／2�

縁部横ナァ（2段）。体部内面ナデ、外面ケ
Yリ。内外面吸炭。外面黒斑。内
ﾊ烈点状剥離。
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晦 器　種 法　量（c擶） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

24 土師器

a@杯
ロ径　12．4
寘a@　7．0
鼬a　　9．1

②④

B
①

②
明治褐
i2．5YR5／8） 一部欠

二二縁部横ナァ（2段）。体部内面ナデ。
O面横のケズリ。脚部にかけて縦のケズリ。
r部裾横ナデ、脚部内面横の連続ケズリ。

25
土師器

a@杯

ロ径（10．7）
寘a@　7．3
鼬a　　9．1

③
①
④
②

機（2．5YR6／8）

2／3
杯口縁部横ナァ（2段）。体部内面ナデ。
O面横のケズリ。脚部にかけて縦のケズリ。
r部裾横ナデ、脚部内面横の連続ケズリ。

26 土師器

a@杯
口径　13．2
寘r
径�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

　部1
^3�

α27と同一個体か。口

助秤｡ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面剥離。

7� 師器高

@杯�

量器

r鼬
a　　9．0�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

　部の　み� 26と同一個体か。外面上部にかけて縦のケズ
梶B裾横のナデ。内面横の連続ケズリ。内
ﾊ黒斑。

8� 師器高

@杯�
径　13．4器
r鼬
a�

④①

B
�

� 赤褐（
TY薮　5／6）�

　部1
^4�
29と同一個体か。口縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面横のケズリ。

9�
師器高

@杯�

径器

r鼬
a　　8．6�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

　部の

@み�

a28と同一個体か◎外面杯事にかけて縦のケ
Yリ。裾横ナデ。内
ﾊ横の連続ケズリ。

0� 恵器　

�
大径16．4残
a@12．0底
a�

⑥
� �

青竹（
TPお　3／1）�

縁部　

�
に一条の三線。上

ﾊロクロ整形、下位回転ケズリ。

1� 師器　

P�
径　14．3器
r鼬
a�

②
③
�
�

（2．5YR6／8）� 　半の

@み�

縁部横ナァ（3段）。胴
箔燒ﾊ横のナデ。炭化物付着。外
ﾊ剥離。二次加熱。

2� 師器　

P�
径（12．9）器
l煙
a�

⑥①

C
�

� 門（
Q。5Y　4／1）�

　半1
^6�

縁部横ナァ。胴

箔燒ﾊ横のナデ。外面横～斜ケズリ。全
ﾊ吸炭。

3� 師器　

ｫ�
径　21．9器
a@12．6底
a�

④①

B
�

� ぶい門燈（
P◎Y殺7／3）� 部欠�

縁部横ナァ。腸

箔燒ﾊナデ、外面横～斜のケズリ。全
ﾊに群舞。

4� 恵器　

P�
径　32．0器
r鼬
a�

②
� �

青灰（
TP8　4／1）�

　部1
^6�
面ナァ、外面ナァの後、櫛描波状文（
Q段・中間に一条の沈線）。胴部外面平行叩
ｫ。断面三角形の補強帯をもつ。

5� 師器　

P�
径　17．8器
r鼬
a�

④①

E③
�
� 褐（

TY程　4／6）�

縁部の　み� 外面壁のナァ。煤付着。

6� 師器　

P�
径器

l煙
a　　7．0�

④②

E①
�
�

（2。5YR6／8）� 　部の

@み�

面ナァ、外面斜のケズリの後ナァ。甲
?A黒斑。

7� 師器　

P�
盤（22．5）器
r鼬
a�

④②

E③
�
� 黄褐（

P0YR　7／6）�
　位1
^6�
縁部横ナァ。胴部内面ナァ、外面斜～縦のケ
Yリ。二

汢ﾁ熱。

8� 師器　

P�
塁（18．2）器
r鼬
a�

③①

E④
�
� ぶい褐（

V．5YR6／3）�
　位1
^3�
縁部横ナァ。胴部内面ナァ、外面斜のケズリ
B二

汢ﾁ熱。

9� 師器　

P�
径（19．8）器
r鼬
a�

④①

B
�

� ぶい機（
V．5YR7／4）�

　位1
^4�

縁部横ナァ。胴

箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ。

e� 師器　

P�
玉器

r鼬
a　　4．2�

④①

E③
�
�

（5Y澱　6／6）� 　半の

@み�

面は豊里（10YR5／1）。飼鳥内面ナデ、吸
Y、外面斜～縦のケズリ。底部付近面取り状
ﾉ斜のケズリ。木の葉山。二次加熱。

1� 師器　

�
径（23。5）器
a@34．5孔
a（11．8）�

⑥①

B
�

� ぶい榿（
V．5Y獄7／4）� ／5�

縁部横ナァ。胴部内面ナァ、外面縦のケズリ
B煤付着。角
�c手。孔底水平のケズリ。

2� 師器　

�
径（16．4）単
?i19．2）底
a　　（8．0）�

③
� �

黄榿（
P0Y避8／3）� ／5�

の転用甑。ロ縁部横ナァ◎胴部内面ナデ、外
ﾊ縦のケズリ。底部付近、一部横のケズリ。底
�№｢た後馬に整形。孔径6．0。

3� 師器　

�
壁（18．2）単
R　16．7底
a　　7．0�

③④

@
�

�
（2．5YR6／8）�

／3�
縁部横ナァ。胴部内面上位ナデ、下位放射状
iデ。外面縦のケズリ。底
ﾊケズリ。外面黒斑。孔径4．2。

4� 師器　

�
径（　5．8）単

?@15．5底
a　　6．0�

②④

E③
�
� 赤褐（

TYR　3／2）� ／2�
縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面斜～横のケ
Yリ。底面ケズリ。穿孔後外面からの調整な
ｵ。全面吸炭。孔径2．2。

5� 師器　

�
径　18．0器
r鼬
a�

⑥①

A
�

�
（2．5YR6／8）� 　半1
^2�

縁部横ナデ。胴
箔燒ﾊナデ、外面上位横、下位縦のケズリ。一部群賊。

6� 　錘�
大径　2．1長
ｳ　　5．2孔
a　　0．3�

　形�
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甑 器　種 法　量（㎝） 寸土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

47 土　錘
最大径　1．3
ｷさ　　5．4
E径　　0．3

完　形

48 土　錘
最大径　1．5
c存長　4．7
E径　　0．4

2／3

20号住居跡（第42図）

　X－4からY－4グリッドにわたって位置して

いる。カマドの煙道部が4号溝と重復している。

　4号溝覆土除去後、本住居跡カマド煙出しプラ

ンが確認されており、蝉吟が4号溝より古いとさ

れる。

　東辺4．10m、北辺2．42m、西辺3．66m、南辺

2．00mを測る。平面形は長方形を呈すると思われ

るが隅は全て丸く、不整形といわざるを得ない。

主軸方位はN－102．…Eを示す。

　床面は摺鉢状を呈し、特に西側では、壁と床面

に括れが見出せないほどである。カマド左前には

60×43cm、深さ25cmのピットが穿たれ、カマドと

連続する焼土粒・灰混在層と共に甕（No．4）が

出土している。

　カマドは、東華南隅寄りに設置されている。住

居内に張り出さず、全て壁外に位置する。燃焼部

は前面幅95cm、奥幅52cm、奥行1。00mを測り、平

面台形を呈する。前面から50～70cmの中央部には

円錐形自然石が引明として使用されていた。奥部

から段をもって煙道に移行しているが、明瞭な稜

はみられず、緩やかに上昇する。そして、一旦水

平になった後、最奥部でほぼ垂直に立ち上る。煙

道部は幅20c搬前後で平面形は少し蛇行しているよ

うである。また、残存していた天井から、燃焼千

早では31c搬あった高さが、煙道部では20c憩となり、

煙出し部に至ると10c磁となっていたことがわか

る。本学マドの全長は1．98mを測る。

　遺物は、カマド前ピットを中心として、ほぼ全

面から手捏様鉢、土師器甕、内障高台杯の土器、

鉄製刀子・手刀鎌の他、煤の付着した8×15cm大

堺が多量に出土している。礫は平坦面をもってお

り、磨滅はみられるものの、擦痕はみられない。

第2壌表　20号住居跡出土遺物観察表　（第43図）

瓶 器　種 法　量（¢織） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師質

q苻o

口径

寘r
径　　7．0�

②
� �

黄榿（
V．5YR8／4）�

　部の

@み�

黒。底

ﾊ糸切り後付け高台。

� 師器　

ｫ�
径（26．2）器
r鼬
a�

⑥②

B
�

� 灰（
TYR　4／1）�

　半1
^3�
面及びロ縁外面は、指頭によるナデ。胴
矧O面ケズリ。全
ﾊ吸炭。

� 師器　

P�
径（24．6）器
r鼬
a�

④
①
�
� 黄榿（

V．5YR8／4）�
　位1
^8�

縁部横ナァ。ロ唇部横ナァ付加。胴
箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。一部吸炭。

� 師器　

P�
径　23．0器
r鼬
a�

⑥①

C
�

� ぶい黄橿（
P0YR　7／3）� ／5�

縁部横ナァ。口唇部横ナァ付加。胴
箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。一部吸炭。外面に輪積痕残る。内

ﾊ一部炭化物付着。
� 高高�

� 　子�
さ　　9．1刃
舶掾@1．3茎
皮t　1．0�
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4号溝
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～＿　　　一ヘー＿

ρ

＼へ～

26号住潜蹟カマド土履

A
　

ノ

’

A
｝

エ　灰黄褐臨（！0YR5／2）シルト質でしまりがない。

　黒褐飽土を含む。

2　灰黄褐色（10YR6／2）砂質に近いシルト質。

　黒褐蝕土をごく少量含む。

3　にぶい黄橿魚（10YR7／2）砂。明黄褐色（10

　0YR7／6）が混入しているQ
4　黄褐蝕（2．5Y5／4）マンガン粒を多騒に含む。

　　（一部焼土ブロック・灰・炭を含む）

5　オ1，一ヅ黄色（5Y6／3）灰粒・緩化材糠を含む。

6　焼烹粒。荻混在層。

7　灰純腰。
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第42図　20号住居跡及びカマド付近遺物出土状況
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21号住居跡（第44図・45図）

　X－5からY－5グリッドにわたって位置して

いる。南西隅は、22号住居跡カマドと重復する。

　22号住居跡は、本住居跡覆土のマンガン粒を多

量に含む浅黄色シルト層を掘り込んでおり、本跡

より新しいといえる。

　東西5．12m、南北3．90m、を測り、平面長方形

を呈する。主軸方位はN－86．一Eを示す。

　覆土は、包含される砂とマンガン粒の多少によ

って分層されるが、大差ない。しかし、最下層は

砂・マンガン粒共に多量になり、一部ピンク状を

呈する砂（第44図中細線内）が壁直下に多く堆積

している。

　床面は、起伏はあるものの、やや固く安定して

いる。

　カマドは、東辺中央やや南寄りに設置されてい

る。両袖が70c憩程床上に張り出し、幅48c磁、奥行

60c醗、平面方形の燃焼部を形成している。中央部

には土師器杯3枚（No．2・4・7）、椀（No．

9）が重ねられて支脚となり、うえに甕（No．12）

が乗せられていた。また前面には杯（No．1）、

甕（No．13・14）が、右寸寸には杯（No．5・6）、

右袖脇からは小型甕（No．ユ0）と小型甑（No．17）

が入子状に組まれたまま出土している。燃焼部床

はほぼ水平であるが、煙道部は緩斜面となって上

昇する。1．20m奥で急斜面となり、屋外へ達する。

煙道部幅は、13c搬程、高さは9c憩前後である。本
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カマドの全長は、2．55mを測る（火床は、両袖よ

り48cm前まで及んでいる）。

遺物は、前記の他、No．10・17の南で杯（No．3）、

甕（No．15・16）、甑（No，18）が、カマド前面で

は椀（No．8）、カマド北では壷（No．11）が出土

している。全て土師器である。
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　　　（款）　　　％。∂　》㌦　・

込
○

　
0

・
吟

。も

灘

6

卿 ，一ニ…）垂砂・3　　　　　　　　　　　　　　　　で

21号住居跡土層

！　浅黄色（2．5Y7／4）シルト質。マンガン粒を多墨に含む。

2　1層と同様であるが砂分が多く、マンガン粒が少ない。

2’2層と同一であるが、砂がブロック状を呈する

3
4
5
ρ
◎

2層よりさらに砂分が多くなる。マンガン粒が増す。

1層と同一であるが、炭化材を含む。

1層と同一であるが、灰を含む砂分が多い。

1層と同一であるが、焼土ブロック・灰を多く含む。

第腿図　21号住居跡
e　　　 し㎜29．　（｝OO用　　　 2m

第22表　2璽号住居跡出土遺物観察表　（第45・46・47図）

撫 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 土師器

@杯

ロ径　12．6
寘a@　5．1
鼬a

③④

@
②

①
燈（2．5YR6／6）

完　形
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。

2 土師器

@杯

口径　12．2
寘a@　5．5
鼬a

②
③
①
②

榿（2．5YR6／6）

一部欠
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。

3 土師器

@杯

口径（12．4）
寘r
径�

①
③
�
� 赤褐（

Q。5YR5／6）� ／5�
外面烈点状剥離。体
矧O面黒斑。

�
師器　

t�
径（14．4）器
a@　5．5底
a�

①④

A
�

� 褐（
V．5YR5／6）� ／2�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

t�
径　12．0器
a@　4。8底
a�

①
� �

褐（
Q．5Y盆5／8）� 部欠�

外面烈点状剥離。体

箔燒ﾊナデ、外面黒斑◎
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21母仁k居躊カマドま：層

1　青灰色（5B5／■）シルト質。焼止ブロック・マンガン粒混在。一部天丼部残存。

2　浅黄色（2．5Y7／4）シルト質。マンガン粒・灰含む。

3　1麟とほぼ同一であるが2層が混在する。

4　灰。焼土。炭粒混在層。

5　灰蝕シルト質。マンガン粒含むQ

6　純灰騒。
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第45図　21号住居跡カマド及び遺物出土状況・出土遺物①
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第47図　21号住居跡出土遺物③
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梅 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の蒋徴等

6 土師器

@杯

ロ径　王3．o
寘a@　5．7
鼬a

①④

A
③

③
鐙（5YR　7／6）

完　形
内外面烈点状剥離◎
ﾌ部外面黒斑。

7
土師器

@杯

ロ径　13．4
寘a@　6．9
鼬a

③
②
①
①

橿（5Y獄　6／6）

1／2
ロ縁部横ナデ。
ﾌ部内面横のナデ。外面ケズリ。

8 土師器

@柑

ロ径　10．9
寘a@　6．2
鼬a

②④

@
③

②
機（2。5Y盆6／8）

完　形
内外面烈点状剥離。
齦矧O面黒斑。

9
土師器

@堀

ロ径　10。8
寘a@　6。9
鼬a

②④

B
①

②
燈（5YR　6／6）

完　形
外面及びロ縁部内面剥離。
ｷ部内面ナデ、炭化物付着。
�汢ﾁ熱。

10 土師器

@甕

満塁　13．0
寘a@12。2
鼬a　　7．8

③
① ②

浅：黄榿

i7．5Y賦8／3） 完　形
ロ縁部横ナァ。膳部内面ナデ、外面斜のケズ
梶B底部付近横のケズリ。底面ケズリ。
部ﾁ。晦17甑と組み合って出土。

11 土師器

@壷

ロ径（17。5）

寘a@29。8
鼬a　　7．0

①
②
③
②

榿（5YR　6／8）

3／4
表面剥離。

O面黒斑。

12 土師器

@壷

離塁（董6．9）

寘a@25。◎
曙x　　7．3

①
②
⑥
①

燈（2．5y量6／6）

一部欠
ロ縁部横のナァ。胴部内面横のナデ。炭化物
t着◎外面上位ナデ、下位横のケズリ◎全面
z炭。底面ケズリ。激しい二次加熱。

13 土師器

@甕

ロ径　13。3
寘a@17．6
鼬a　　5．4

①
②
③
②

浅黄榿
i7．5盟8／4） 完　形

ロ縁部横ナァ。胴部内面ナデ。炭化物付着。
O面縦のケズリ。底部付近横の面取り様ケズ
梶B底面ケズリ。黒斑。煤付着。

14 土師器

@壷

高径　14．7
寘a@29．6
鼬a　　7．7

①③

A
④

② にぶい榿
i7．5Y冠7／4） 2／3

ロ縁部横ナデ。胴部内面ケズリ様ナデ、外面
iデ。底面ナデ。
S面吸炭、煤付着。激しい二次加熱。

15 土師器

@甕

ロ径　18．7
寘a@32．9
鼬a　　6．8

①
②
③
②

浅黄榿
i10YR　8／3） 完　形

ロ縁部横ナデ。厨部内面ナデ、炭化物付着。
O面斜のケズリ、下位横のケズリ。吸炭。
＆t着。輪積痕残る。底部高台状ナデ。

16 土師器

@甕

ロ径　17．9
寘a@31．4
鼬a　　6．0

②
①
③
②

赤機
i10YR　6／8） 完　形

ロ縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面縦のケズ
梶B底部付近横のケズリ。底部ナデ。
齧ﾊ以外炭化物付着。二次加熱。

17
土師器

@甑

ロ径　17．6
寘a@13．0
鼬a　　5．0

②
③
①
②

にぶい榿
i7．5Y窪7／4） 完　形

ロ縁部横ナデ。胴部内外面ナデ。孔付近内外
ﾊ横のケズリ。内面炭化物付着。
l10甕と組み合って出土。孔径4。0。

18
ニヒ師器

@甑

ロ径　23．5
寘a@27．0
鼬a　　7．8

②④

@
③

②
機（5YR　6／6）

完　形

ロ縁部横ナァ。胴部内面上～中位までナデ、
ｺ位横のケズリ。外面縦のケズリ。外面の底
ｩら上へ5．5α灘の梱所に幅◎．5～1α殴の吸炭
潟塔Oがあり、それより上位に吸炭。
�汢ﾁ熱。
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22号住居跡（第48図・49図）

　Y－6グリッドを中心にX－5、Y－5、　X－

6グリッドにわたって位置している。カマド部分

が21号住居跡と、西側が23号住居跡と重復してい

る。

　本住居跡が21号・23号両住居跡を切断してお

り、3住居跡のうち最も新しいといえる。

　北辺3、50rn、西辺3．18m、南辺3。32m、東辺

3．20を測り、やや歪ながら平面正方形を呈すとい

える。主軸方位はN－940－Eを示す。

　覆土は上層が、若干シルト化した灰黄褐色粘土

層、下層が酸化鉄の混入した暗灰黄色シルト層で

ある。

　床面は、多少起伏はあるものの安定しており、

他の施設は付属していない。

　カマドは、東壁の南隅寄りに、全てを壁外に張

り出して設置されている。燃焼部は前面幅52cm、

奥幅40cm、奥行66cmの平面やや台形の長方形を呈

している。中央よりやや北奥側には、自然石が立

脚し、加熱によってヒビ割れしていた。周辺部に

は土師器甕（No。5）が出土している。煙道部入口

は幅25cmであるが、奥に移行するに従って三角状

に狭まる。床面は、火床から煙道にかけて段差を

もたず、全体に緩斜面を成し、最奥部で急斜面と

なる。本カマドの全体長は1．56mを測る。また、

カマド袖は、右（南）が長いが、カマド前から出

土した円礫が2次加熱を受けており、左袖前面を

成していた可能性が高い。

　遺物は、この他土師質や須恵器の椀・高台椀・

土師器等が、カマドから東南隅に集中して出土し

ている。

23号住緩跡

1

1

　　／　　／
　　ノ
　　1
　　／

　！
　1
　／
　／
　1
〆

／

メ

～

≠

2審帯｛霊農鋳

懸　＿層

’L＿

2
　
3
4
r
◎
ρ
◎

麟

1　灰黄褐色（／0YR5／2）器1乱翌1に近い

　シルト質。カマド付近は、焼士・炭化物

　が多く見られる。また煙道部には灰が多く

　混じる。

　暗灰黄雲（2．5Y5／2）シルト質。

　酸化鉄が混人している。

　焼土層。

　灰・焼土混在層。　（半々〉

　灰・焼土混在層。　（灰。炭牝材粒主体）

　灰・焼圭混在層。　（灰白色の灰憲体）

　　　　　　　　　　　　　　　6Sー」　　　4

　　　　　　　　　　　．勿笏笏霧類 01　　　韮＿＝29．　◎00rn　　　　2購

第48図　22号住居跡
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第49図　22号住居跡カマド遺物出土状況・出土遺物

第23表　22号住居跡出土遺物観察表　（第49図）

甑 器　種 法　量（c辮） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師質

@杯

ロ径（13．6）
寘ai　4。6）
鼬a（　6．7）

②④

B
①

② 浅黄榿
i7．5YR8／4） 1／4

表面剥離。

2 須恵器

q苻o
ロ径　13．8
寘a@　5。0
鼬a　　5．1

①
② ③

灰白
i5Y　7／11） 一部欠

表面剥離。

?ﾘり後付け高台。

3 土師質

q苻o

口径（14．6）
寘a@　5．4
鼬a　　6．0

①
②
③
②

榿（7．5YR6／6）

1／2
横ナデ。

?ﾘり後付け高台。
煌O面炭化物付着。

4 須恵器

q苻o

ロ径

寘r
径　　7．1�

①
③
�
� 白（

Q．5Y　7／D�
台部3
^4�
け高台のみ。

� 師器　

P�
径（21．8）器
ai27．0）底
a　　4．0�

①
③
�
� 黄橋（

P0YR　8／3）�

　部中
@位　
�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊナデ、外面肩より上位横のケズリ、以
ｺ斜のケズリ。底部付近縦の面取り様ケズリ
B底面ケズリ。内
O面一部吸炭。

� 師器　

P�
径器

r鼬
a　　4．0�

④①

B
�

�
（5盟　7／6）� 　部の

@み�

部内面ナデ。外面は斜のケズリ。底部付近面
謔阯l横のケズリ。底面ケズリ。内
O面吸炭。激しい二次加熱。
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23号住居跡（第50図・51図・53図）

　X～6グリッドを中心に、Y－6グリッドにか

けて位置する。南西隅から北東隅にかけて3号溝

と、南西隅は55号土坑と、南東隅は22号住居跡と

重復している。本住居跡は、いずれの遺構に切断

されており、重復する中では一番古いといえる。

　北辺5．55m、西辺6．22mを測り、やや不整なが
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23号住居鉢土履

1　黄褐色（δY7／6）灘土層。マンガン粒・砂粒を倉む。

2　灰黄褐免（10YE5／2）シルト麗。マンガン粒（5㎜大）を多暴に含む。

3　にぶい黄褐色（10YR4／3）粘土。マンガン粒・炭化材粒を多量に含む。

4　2・3混在層。

「
D
ρ
b
7
8
（
》

22号住居麟

～＿一

にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト麟。

荻白色（1（｝Y設8／1）繋…捜二月G粘土に3葦藝を混在。

褐灰色（7，5YR5／／）シルト層。炭化材。マンガン競を多鍛に含む。

明褐灰色（7．5YR7／1）砂層。マンガン粒を含むQ

4履を基にして炭化材。焼漁を多量に含む。

第50図　23号住居跡
O　　　L；29．000m　　　2m

ピー1：60
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らも長方形を呈する，，主軸方位はN－13．一Eを

示す。

　本住居跡覆土は、5㎜大マンガン粒を多量に含

む灰黄褐色シルト層であるが、一部上位にマンガ

ン粒・砂を含む黄褐色粘土が堆積する部分もあ

る。

　床面は、多少起伏はあるものの安定している。

中央部では、東西1．51nの範囲で、床面がわずか

な窪みをもち、炭化材と焼土粒の混在層が検出さ

れている。

　カマドは、北辺中央から北東隅りに設置されて

いる。右下は、大部分が3号溝に削除されている

が、左袖（西下）は床上に50c粗a張り出している。

燃焼部の床はほぼ水平面を成すが、平面形は整っ

ていない。煙道部への移行は、段差（明瞭な稜は

成さない〉を有し、ほぼ水平面を成す。奥部で床

が吸炭して変色を成す部分から急傾斜をもつ、こ

の部分は天井部が焼土化して残存しており、高さ

5～8c搬を計測できる，，本カマドの全体長は、

2．20m以上である。

　遺物は、前述した中央部の炭化材と焼土粒の混

在層中から土師器杯（No。2・3・4・5・6・

7）椀（No．8）、住居跡東南壁下では杯（No．！＞、

高杯（No。9）、甕（No．10）、甑（No．　U）が、い

ずれも床面直上から出土している。また北西隅の

床面上からは、滑石製臼玉（No．13）も出土して

いる。なお、須恵器杯（No．12）は、覆土（第1層）

中よりの出土である。
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5第52図　23号住居跡出土遺物
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第24表　23号住居跡出土遺物観察表　（第52図）

翫 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師器

@杯

ロ径（11．2）
寘a@　6．5
鼬a

③
① ②

榿（2．5YR6／8）

1／2
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
＆t着。

2 土師器

@杯

ロ径（13．8）
寘m
ﾋ径

①
③ ①

四三褐
i2．5YR5／8） 1／3

口縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面吸炭。煤付着。

3 土師器

@杯

口径　12．9
寘a@　6。0
鼬a

①
③
②
①

明赤褐
i2．5YR5／8） 一部欠

ロ縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面煤付着。

4 土師器

@杯

口径（12．8）
寘a@　5、6
鼬a　12．4

①

①
明赤褐
i2．5Y択5／6） 1／4

ロ縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面煤付着。

5 土師器

@杯

ロ径（13．2）
寘a@　5．7
囃

③④

@
②

②
榿（7．5YR6／8）

1／2
口縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面煤付着。

6 土師器

@杯

口径　13．6
寘m
ﾋ径

②
③
①
②

榿（2．5YR6／8）

2／3
ロ縁部横ナデ。体部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面一部吸炭。
S面烈点状剥離。

7 土師器

@杯

ロ径（14．0）
ﾟ高
鼬a

③
①
②
②

榿（5YR　7／8）

1／3
ロ縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面煤付着。
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1
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ウ
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O　　　L＝29．000m　　　lm

＼ ＼

＿＿　　髪
エ　浅黄色（歌5Y7／違）回訓質。焼土粒・マンガン粒を

　多く含む。乙部は吸炭した精烹ブロックも含む。

　吸炭した粘土ヅロックも含む。

2　浅黄色（2．5Y7／4）粘土質。マンガン粒・砂を含む。

3　青灰色（5B5／1）シルト質。灰をわずかに含む。

4　灰色及び青荻魯（5B5／1）シルト混在厨。

第53図　23号住居跡カマド

晦 器　種 法　量（c田） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

8 土師器

@椀

ロ径　13．2
寘a@　6．8
鼬a

①
②
③
②

赤（10R　5／8）

完　形
ロ縁部横ナデ。体部内外面磨き様ナデ。
煌O面円形に煤付着。一部烈点状剥離。二次加熱。

9 土師器

a@杯

ロ径

寘r
径　13．0�

①
� �

（2．5YR6／8）� 　部の

@み�

内面横の連続ケズリの後ナデ。他
ﾍ全面ナデ。

�
師器　

P�
径器

r鼬
a　　7．5�

①
④
�
� ぶい榿（

V．5YR7／4）�
　部1
^2�

外面ナデ。外

ﾊ黒斑、吸炭。

1� 師器　

�
径　27．2器
a@31．7底
a　　9．2�

②
③
�
�

（2．5YR6／8）�

　形�
縁部横ナデの後、内面横の刷毛目整形。胴
箔燒ﾊナデ付け。外面刷毛自整形。内
O面一部炭化物付着。黒斑。

2� 恵器　

t�
径　1！．4器
a@　3．8底
a　　6．0�

①
②
�
� 灰（

TB　5／1）� ／2�
クロ整形。糸

ﾘりのまま。ロ
O部外面吸炭。

3� 　玉�
大径0．55厚
ｳ　　0．3孔
a　0．15�

　形�
石製
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％号住居蹉土懸

1　黄褐色（2．5Y5／6）粘土。マンガン粒・黄灰色（2．5Y5／1）砂。混

　在層。　（下位部分は、植物の根による擬翫が多い）

2　1層とほぼ同一であるが、砂分が多くシルト化している。

三ノ
2
　
　
ヨ

齢
り
！
◎

第54図　24号住居跡及び五十遺物
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　大部分がY－4グリットであるが、一部X－4、

Y－3グリットにわたって位置している。5号溝

及び54号土抗と重複しているが、本住居跡覆土の

最上面に存在しており、本跡が最も古いといえる。

　覆土は、マンガン粒及び黄灰色砂を含む黄褐色

粘土層であるが、基盤層となる黄褐色シルト層と

の区別がほとんどつかず、わずかな砂分の多少に

よって分層したものである。

　北西辺3．70m、南西辺4．20m、南東辺3。54m、

北東辺4．56mを測り、多少不整形ではあるが、平

面長方形を呈しているといえる。主軸方位はN－

28．一Wを示す。

　床面は、安定したものではなかった。

　カマドは、北西辺西隅寄りと、北東辺中央の2

ヶ所に設置されていた。

　北西カマドは、床上に両袖が50訓諭張り出し平

面台形の燃焼部を形成している。前面幅67c斑、四

幅40cm、奥行50cmを計る。火床から奥へ25cm移行

した所から高さ22cmの段を有し、緩斜面をもって

煙出しへ移行する。煙出し部は直立し、奥壁面が

吸心している。

　一方北東カマドは、平面形は北西カマドと同一

であるが、全て島外に張り出して設置されている。

断面形も同様に25c狙の段をもって煙道に移行する

が、煙道部は弓状を呈する。

　両カマド共、燃焼部に灰、炭化物の混在層が堆

積しているものの、焼土面は残存しておらず、新

旧は不明であるが、北西カマドの袖が残されてい

たところがら、こちらが新しいとしたものである。

　遺物は、北隅付近から須恵器杯、土師器杯、中

央付近から、土錘、砥石が出土している。

第25表　24号住居跡鐵土遺物観察表　（第54図）

晦 器　種 法　量（囎） 壁土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 須恵器

t
ロ径　13．4
寘a@　4。o
鼬a　　8．0

①⑥

B
④

③
灰（5Y　6／D

一部欠
ロクロ整形。

?ﾘりのまま。内外面吸炭。
Y化物付着。二次加熱。

2 土師器

t
ロ径　12．1
寘a@　3．5
鼬a　　9．5

②
①
③
② にぶい榿

i7．5YR6／4） 2／3
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面吸炭。二次加熱。

3 土　錘
最大径　烹。7
c存長　5。o
E径　　0．5

4 砥　石
残存長］0．0
掾@　　8．0
冾ｳ　　4．6

2面使用。吸炭。

5 砥　石
残存長　7．6
掾@　　3．4
冾ｳ　　4．6

4面使用。

25号住居跡（第55図）

　Y－4区に位置している。4号溝・5号溝と重

復しているが、いずれも本住居跡覆土最上層を掘

り込んでおり、本住居跡が古いとされる。

　北辺3．60m、西山2。96rn、南辺3．50m、東辺

3、26mを測る。東壁は、崩落した状況で検出され

ており、本来は平面長方形を呈していたと推定さ

れる。主軸方位は、N－88．一Eを示す。

　本住居跡覆土は、上層がマンガン粒・砂を含む

浅黄粘土層、下層が焼土粒・炭化曝涼を含む褐灰

色シルト層である。部分的にマンガン粒を含む浅

黄色シルト層が最下層に入る。

　床面は、ほぼ水平で安定しており、中央部に土

坑、北東部と南西部にピットが穿たれている。土

坑は本論覆土と異なり、酸化鉄面が伴う灰色粘土
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B
心

5号溝

同〔1

、

、

◎き〃

フ
◎ C／

　　　o

／

く1

繋
鳳
ひ
糊

＿屡

◎
4号溝

25弩住居跡土暦（A一κ、B－B’）

一
～
『

中
頃

〃

醸

エ
2
3
堆
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
獅
1
6

浅黄色（譲．δY7／のマンガン貌を愈む、わずかに砂命を含む粘土罵。

褐灰色（7．5YR4／！）シルト層。焼土粒。炭化材粒を食む。

ま層と尋まぼ隅一であっがシルト化している。

黒褐色（7．δYR3／1）縮恋属。炭化物。炭化材粒を多糧に含む。

黄灰色（2．5Y6／1）粘烹層。炭化物粒を含む、

1逼とほぼ同一。

6層に多量の焼土。炭化材塊（いずれも5～10mm大）を含む。

青灰褐色（5B6／1）シルト。マンガン粒を多量に含む。

8層に多蟹の焼土、灰が混姦。

灰層。

8層と岡様であるが、マンガン分が少ない。

！生層と殉一であるが灰を含む。

12層と同一であるがさらに上分が多い。

にぶい二重色（10YR6／4）粘土題。マンガン粒を含む。

掲灰色（10YRδ／1）粘土層。

8層と圃様であるが、マンガン粒が少ない。

25暑柱居銚肉土坑　（C－d）

金体に灰色（N6／）粘土層が入るが、分層は酸化鉄颪（各願下面）

による。なお最下層はシルト化しているひ
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（最下層はシルト）が堆積し、上面が本跡に劇平

されているところがら本面前の土坑と考えられる

（54×105cm、深さ17cm）。他の2ピットは、いず

れも雨跡最下層の浅黄色シルトが堆積しており、

雨跡に伴うものとされる。北東ピットは径22×

30cm、深さ26cm、南西ピットは径28×46cm、深さ

28c拠を測る。いずれも長円形を呈している。

　カマドは、東辺中央に設置されている。全て壁

外に張り出すが、火床前面は一部床面上に脹れる。

第26表　25号住居跡出土遺物観察表　（第55図）

燃焼部は、幅42c搬、奥行74c斑で箱形を呈する。煙

道部は、この燃焼部左（北）壁の延長線上に、

幅12cm、長さ72cmで設けられている。このためか、

燃焼部の左壁は、焼土化が著しい。断面形は、水

平に作られた燃焼部から7cmの段をもち、傾斜し

て煙出しに移行し、奥壁は垂直に立ち上る形態を

とっている。

　遺物は、いずれも表面剥離した土師質の高台椀

や杯、土師器甕、土錘などが出土している。

撫 器　種 法　量（錨） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師質

q苻o

ロ径

寘r
径（11．4）�

②
①
�
�

（5YR　7／6）� 台部1
^3�
面剥離。二次加熱。

� 師質　

t�
径（11．6）器
ai　2．9）底
a（　6．0）�

③
②
�
�

（5YR　7／6）�

／4�
面剥離◎

� 師質　

t�
径（15。3）器
rｮ
a�

③②

@
�

�
（7．5YR7／6）� 縁部1
^4�
面剥離。

� 師器　

P�
美（16．2）壁
r鼬
a�

③①

A
�

� 黄鐙（
P◎Y殺8／3）�

縁部1
^4�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊナデ。外
ﾊ横～斜のケズリ。

� 師器　

P�
径（25．0）壁
r鼬
a�

①③

C
�

� ぶい黄燈（
P〔〕YR　7／2）�

縁部1
^6�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊナデ。外
ﾊ横のケズリ。

� 　錘�
大径　2．6長
ｳ　　7．5孔
a　　0．5�

　形�

� 　錘�
：大鳥　1．2残

ｶ長　3．5孔
a　　0．5�

6号・27号住居跡（第56図）

Y－3からY－4グリットにわたって位置して

る。当初一基ととらえたものが、調査の進行に

って2基重復と判明したものであり、27号住居

カマド及び東辺プランが確認されるに至って、

7号跡が新しいとされた。また、両住居跡共に北

が削平されており、明確な平面形は確認されて

ない。

26号住居跡は、東辺3、10m、南辺残心1．40mを

る。平面形は不明である。主軸方位はN－

6。一Eを示す。

床面は、ほぼ水平であり、安定している。

カマドは、東回中央とやや南寄りに2基隣設さ

ている。いずれも煙道部天井が残存していた。

央カマドは、燃焼部前面の両脇に、東西に長径

もつピットが穿たれ、河原石を袖に転用してい

状態を示している。同様に火床奥に接しても石

抜いた穴が検出され、河原石転用支脚がど同位

に立てられていたことを示している。燃焼部は、

面で70cmあった幅が、支脚位置では45c鑓まで狭

る形態をとる。そしてこの狭まりは煙出しまで
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連続し、最狭部では8c雛幅となる（この部分は高

さも8c田となる）。断面形は、一週位置を頂点とし

した弓状を呈し、煙出し部のみ屈曲が強くなる。

平面形は、全体で三角形を呈するが、北壁はほぼ

直線的に狭まるが、南壁は支脚の位置で強く括れ、

煙道部は三角状に狭まる。全長は、1、43mを測る。

　南寄りカマドは、すべて壁外に張り出して設置

されている。燃焼部前面幅50cm、最奥部幅12cm、

全体長1．42rnを測る。全体では三角形を呈するが、

煙道部はわずかに北方向に屈曲している。火床の

奥15c搬程離れて石抜きの穴がみられ、やはり河原

石転用支脚が用いられていたことを示している。

燃焼部は76cmの奥行をもち、奥部の天井は垂直方

向に強く焼土化していた。煙道部の高さは燃焼部

との堺で13c懲、最：奥部で4c澱と狭められていく。

断面形はほぼ水平で、煙道部奥がわずかに上昇し

ている程度である。煙出し部は、ほぼ直立してい

る。

　中央カマド前の石抜き穴に炭化材が充填されて

いたこと、遺物の出土状態、灰の分布等から、当

初中央カマドが設置され、後に南寄りカマドへ移

行したものと考えられた。

　遺物は、両脚マドに集中していた。中央カマド

では内黒処理された土師質高台椀（No．1・2）

が、同カマドが三石抜き穴からNo．4が出土して

いる。また南寄りカマドからは、土師質高台椀

（No。3＞、羽釜（No．5）が出土している。

　27号住居跡は、26号住居跡の西半に重復して構

築され、南壁は南東隅がわずかに張り出すものの、

26号住居跡のほぼ延長線上にのっている。壁が隅

から隅まで確認できたのは南辺のみで、3。30mを

測る。北半分の壁は全く確認されていない。

　床面は、26号住居跡とほぼ同一レベルにあり、
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北半部ではその区別ができなかった。南東隅には

57×！02cmの規模で長円形の土坑が穿たれている。

断面は摺鉢状を呈し、最深部で18cmを測る。また

北西部にも最深部7cmの落ち込みがみられたが、

不整形であり、床面凹凸の一部とされた。

　カマドは、東壁に設置されていたが、東壁の北

半が確認できなかったため、位置は不詳である。

燃焼部は前面幅40cm、摂生42cm、奥行68cmを測り

箱形を呈する。火床は前半分に形成され、中央北

寄りに、石抜き穴（支脚）がみられる。煙道は、

中央につくられ、幅6～8cm、長さ45cmを測る。

断面形は、摺鉢状の火床から5cmの段差をもって

煙道部に移行し、煙道部は半までほぼ水平である

が、半から煙しにかけて弓状に急角度で上昇して

いく。煙道部天井は、燃焼憎憎が強く焼土化して

いるが、この焼土化した面は、床面段差の5cm奥

である。煙道部の高さは8cmから6cmへと移行し

ている。

　遺物は、カマド内から羽釜（No．6）東南隅土

坑内から土錘（No．7～17）、カマド北の床面から

鉄製二子（No．18）スラッグが出土している。

第27表26・27号住居跡出土遺物観察表　（第57図）

晦 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師質

@椀

ロ径（12．4）
潔ｹ
鼬a

④
① ③ にぶい榿

i5YR　6／4）
口縁部

P／4

ロクロ整形。

煌O面三炭。黒色化。
@　　　　　　　　　　　　　　（26号住）

2
土師質

q苻o

ロ径（14．4）
寘ｷ　　6．3
鼬a（　8．0）

①
②
④
③

にぶい橿
i7．5YR6／4） 1／4

ロクロ整形後、ナァを加える。内面磨き。
?ﾘり後付け高台。
煌O面吸上、黒色化。　　　　　（26号住）

3
土師質

q苻o

ロ径

漉･
鼬a（　7．0）

③
①
④
③

浅黄橿
i7．5YR8／4）

下　半
ﾌ　み

ロクロ整形。体部内面磨き。一部出炭、内灘。
?ﾘり後付け高台。
@　　　　　　　　　　　　　　（26号住）

4 土師質

q苻o

ロ径

寘r
径（　7。0）�

④
� �

ぶい橿（
V．5YR6／4）�

　位1
^2�

クロ整形。体部内面磨き。吸炭、内黒。糸
ﾘり後付け高台。　
@　　　　　　　　　　　　　（26号住）

� 　釜�
径（25．8）嵩
r鼬
a�

④②

B
�

� 褐（
Q．5YR4／6）�

　半1
^5�

縁部横ナァ。胴
箔燒ﾊ横のナデ。外面は回転ナデ、一一部縦の
Pズリ。　　　　　　　　　　（26号住）

� 　釜�
径（16．6）嵩
r鼬
a�

③
④
�
� 野褐（

Q．5YR5／8）�
　半1
^4�

縁部横ナァ。胴

箔燒ﾊ回転ナデ。外面横のナデ。

� 　錘�
大径　1．0残
ｶ長　2．7孔
a　　0．3�

� 　錘�
大径　1．0残
ｶ長　1．9孔
a　　0．3�

� 　錘�
大径　1．0長
ｳ　　2。7孔
a　0．35�

　形�

0� 　錘�
大径　1．2残
ｶ長　2．9孔
a　　0．3�

1� 　錘�
大径　1．0残
ｶ長　2．7孔
a　　0．3�

2� 　錘�
大径　1．2長
ｳ　　2．7孔
a　　0．3�

　形�

3� 　錘�
大径　1．2残
ｶ長　2．7孔
a　　0．3�

4� 　錘�
大径　0．6残
ｶ長　3．8孔
a　0．25�
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撫 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

最大径　1。5
15 土　錘 残存長　3．4

孔径　0．55
最大径　1．5

16 土　錘 長さ　　5．2 完　形
孔径　　0．3
最大径　2．2

17 土　錘 長さ　　5．7 完　形
孔径　◎．35
長さ　14。8 蚤部幅0．8。

18 刀　子 刃部幅10．6 茎部に木質残存。
厚さ　　◎．6

28号住居跡（第58図）

　Y－4、Y－5、　Z－4、　Z－5グリッドにわ

たって位置する。本住居跡の北から南にかけて、

現代の掘削によって破壊されている。

　このため、正確な規模・形態は不詳であるが、

南北2．70m、東西3．00mのほぼ正方形を呈すると

思われる。主軸方位はN－100．一Eを示す。

　本跡の覆土は、明青色粘土を含む明黄褐色粘土

であるが、大部分で床直上まで削平されていた。

しかしながら、残存した床面はほぼ水平で安定し

たものであった。

　カマドは、東辺南隅寄りに設置されている。両

袖は、床面上に扁平な河原石（左・北は緑泥片岩）

を使用している。この幅は38c搬、燃焼部奥歯29c田、

同奥行51c田を測る。煙道部は短く、30c組しかない。

幅12cm、高さ9cmを測る。天井部は、燃焼部に面

した立面から強く焼土化している。断面形は、火

床が窪み、煙道部はほぼ水平で、煙出しに至ると

一度窪む。煙出し奥壁は、この窪みから約35．で

上昇し、一旦平坦面をもった後直立する。全体長

は110c醗を1則る。

　遺物は、全て土師質高台椀（杯〉で、カマド内

からNo．1、カマド右脇・東南隅からNo．2・3が

出土している。

第28表　28号住居跡出土遺物観察表　（第58図）

撫 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師質

q苻o

ロ養

鼬B
鼬a　　7．5

④
① ③

榿（2．5YR6／6） 下　半
ﾌ　み

ロクロ整形。

?ﾘり後付け高台。
煌O面一部吸炭。

2 土師質

q苻o

ロ径

寘t
ｩ径　　8．0

②
② にぶい機

i5YR　7／4）
下　半
ﾌ　み

ロクロ整形。

?ﾘり後付け高台。
煌O面吸炭。内面炭化物付着。

3 土師質

q苳t
ロ径　15．5
寘a@　6．1
鼬a　　9．◎

②③

C
①

② にぶい榿
i7．5Y　7／3） 3／4

ロクロ整形。

?ﾘり後付け高台。
煌O面吸炭。内面炭化物付着。
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29号住居跡（第59図）

　Z－4グリッドに位置する。

　北辺2．30m、西辺3。47m、南辺2．35m、東辺’

3。55mを測り、平面隅の丸い長方形を呈する。主

軸方位は：N－100．一Eを示す。

　覆土は、焼土粒・炭化材粒を含む黄灰色粘土で

ある。カマド前には、炭化材（灰を含む）が広が

り、さらにこれと一部重復して鉄錆粉が、東南部

！／4範囲の床面上から検出されている（濃いアミ

部分）。

　床面は、起伏があるものの安定している。西南

隅に2つの土坑が穿たれている。北側土坑は、

89×55c憩の卵形を呈し、中は5小坑に分かれてい

る。中央坑が最も深く29c磁、北から西回りに18c磁、

20cm、16cm、24cmの深さをもつ。南土坑は、いち

ぢく形を呈し、30×68cmの規模をもつ。南から東

に段をもち、最深部では15cmの深さをもつ。これ

らの土坑からカマドにかけての床面上には、10×

15cm大の礫が5個出土している。

　カマドは、東壁中央やや南寄りに設置されてい

る。全て壁外に張り出し、燃焼部前面・住居壁際

には、緑泥片岩割石を両袖として壁に貼り付けて

いる。燃焼部の前面幅42cm、奥幅40cm、奥行47cm

を測る。ほぼ全面に火床が広がり、奥には中央左

（北）と右（南〉隅に礫が立脚しており、支子の

用を成していたとみられる。このうち左支脚上に

は甕（No．3）が乗せられた状態で出土している。

煙道は、燃焼部中央に幅25～28cmの広さで連壁に

至る。断面形は、全体に緩い弓状を呈し、燃焼部

と煙道の堺は3c穏の段差をもつ。全長は！．43mを

測る。

　遺物は、カマド内及び炭化材分布範囲に集中し

ている。カマド内からカマド右にかけては土器類

（No．！～3）、カマド左（北）では鉄製品の刀子

（NO。4）及び鏑矢（恥。5）が出土している。

第29表　29号住居跡出土遺物観察表　（第6⑪図）

晦 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師質

@杯

ロ径　10．7
寘a@　2．5
鼬a　　6．3

③
②
①
②

榿（7．5Y　7／6）

完　形
ロクロ整形。

?ﾘり底。
燒ﾊ炭化物付着。外面一部吸炭。

2 土師質

@杯

口径　12．9
寘a@　2。7
鼬a　　6．7

②
①
③
② にぶい三三

i10Y盆7／4） 1／2
ロクロ整形。

?ﾘり底。
煌O面吸炭。

3 土師質

@甕

ロ径　23．0
寘r
径�

④①

A
�

�
（5YR　6／6）�

／3�
縁部横ナァ。胴部内面横のナデ、外面縦のケ
Yリ。内面炭化物、外面煤付着。二
汢ﾁ熱。

� 　子� 存長i5．6�

� 　鍬� 長　ま9。7�

79一
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29号住居跡比層

A

．．

All鱒欝1・1・職・良・1

溝総懸
　　　　㌦・罐

1

2
q
◎
4
r
O
ρ
D

黄灰色（N3／）粘土・黄褐色（2．5Y

5／6）粘止・炭化正目混在。

1厨に灰・炭化材粒特焼土粒混在層。

1魍に吸炭塊・焼土魂を含むG

1麗に吸炭塊を含む。

（3鰻より多鐙）

！霧に焼土粒を多く食む。

炭穐材を甕轍こして1属

を混在する。

ぺ
腕

響
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一
遊
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し
～
∴
∴
”
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∴
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誌
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A
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笏
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B

5
6

第59図　29号住居跡
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第60図　29号住居跡出土遺物 5
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30号・31号住居跡（第釧図・62図・63図）

　AC－4グリッドを中心に、　AB－4、AB－

5、AC－5グリッドにかけて位置している。12

号溝、13号溝、14号溝、！5号溝、16号溝、41号溝と

重複している。

　16号溝以外の溝は、全て本住居跡によって掘削

されており、本跡より古いとされる。また16号溝

は、本住居跡覆土最上層を掘り込んでおり、本跡

より新しいとされる。当初、別々の住居の重複と

考え、連続の住居跡名を付したが、覆土に切り合

いはは認められず、また床面も単独であるところ

がら、本来、一住居であったと考える方が妥当で

あるとした。よって、31号は欠番とする。

北カマド 棄カマド

〈土層沖はll

第61図　30号住居跡カマド
O　　　 L＝29．　000m　　　　lm

ヒ＝一」1・30

一81一



iO

懸ゆ

ノ

鋤
十

1◎

一
編
い
　
慧

ガ
マ

ァ
ま
お
マ
む
　
バ
ミ
　
　
び

灘
§
慧

～
自鼻

、

糧

’、

○

ノ

／
’融

Io ノ

両／ノ

◎
＼
～

哩

喰
’

〆

A
一

’血1

○

ζ
1Ω島！

韓

レ6号溝

1（λ

。、、．懸

1墜

F
［e

こ

易
ε
　

A
「

ε
「

　　2　3

　　5

笏

A’

◎6
拠
一

30●31号｛主居錘＝圭二層

ユ

2

3

4

5

ρ
Q
7
8

9

鎗

1茎

；暗褐色（10YR3／3）シルト質、、しま融良く硬質。鉄う｝を含み島状に堆穰し

ている。

黒色（2，5Y2／1）シルト質。しまりは良いが1層ほど硬質ではない。浅間系

と患われる白色微粒子の火山灰を、一面に多く含んでいる。

灰黄褐色（／0YR4／2）シルト質。しまり良く粘性がある。炭化物や焼土の

粒子を含み、遺物を包含するのもこの層から下が中心である。

暗褐蝕（10YR3／4）シルト質。しまり良く粘性が高い。粘土質に最も近い

土質。ブロック状に混じっている。　（或いは住居壁面などの崩落と考えられる。）

黒褐蝕（！0YR3／2）シルト質。しまり良く粘性がある。3層に近似してい

るが、全体的に3層より細かい粒子の層で、含有する焼土は3層より大窓い。

にぶい黄色（2．5Y6／3）砂質。噴砂。

黒褐色（10YR3／2）シルト質。やや粘牲がある。炭化物及び焼土の微粒子

を愈む。

灰黄褐色（10YR4／2）シルト質。緻密、硬質であるが精牲はなくサラサラ

している。カマドー2の天井部と思われ、下部は焼けている。

黒福勉（圭OYR3／2）シルト質。やや糖姓があるがしまりは良くない。

焼土ヅロックを多く含んでいる。　（夫共部鈴崩落の堆積と思われる）

購掲艶く王（｝YR3／4）シルト質。粘土質に近く粘控があり、しまり良い。燦

化物及び焼喪の粒子を多く含む。

曙褐蝕（7．5YR3／3）シルト質。粘性、しまりともに良くない。

12炭化物層。カマドー1にともなうものと愚われる。

13　褐色（10YR4／4）4層に近いがやや黄味がかっている。こヒ質も4層に近似。

14　黒褐色（10YR3／2）5層に近似。5層よりじまりが悪く軟質。炭化物・

　　焼土の微粒子を含む。

15　にぶい黄榿色（10YR5／4）シルト質。粘性は乏しくしまりは」良くないが

　　乾くと硬質になる。

16　にぶい褐色（7．5YR5／4）シルト質。15層と岡一であると思われるが、熱を

　　強くうけていて焼土化しつつある。完全な焼土ではないが焼けている。

17焼土。カマドの天井。

18　黒褐色（7．5YR3／2）シルト質。粘性は乏しい。炭化物の微粒子を含む。

19　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。やや粘性があり、しまりも良い。

20　暗褐色（10YR3／4）シルト質。粘嫉が高く、しまりも良い。

Pi重土履

1
23

羨化物の堆積◎黒色炭化物と焼土ブロックを念む麟。

暗オ弓一ブ褐色（2．5Y3／3）粘土質に近いシルト質。粍雛が強く、焼土

・炭化物の粒子を含む。

褐色（10YR4／4）シルト質。やや粘性を含む。2魍よむ黄味が強い。

第62図 30号住居跡
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　北辺3．36m、西辺3．10m、南辺3．80m、東辺

2．90rnを測り、平面長方形を呈する。主軸方位は

N－120．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が炭化物・焼土粒を含

む灰黄褐色シルト層、下層がやはり炭化物・焼土

粒を含む黒褐色シルト層である。

　床面は、ほぼ水平で安定しているが、床面上に

は6ケ所に浅いピットがみられ、いずれも覆土が

異なり、上面に本住居跡覆土の層の黒褐色シルト

層が堆積しており、本住居跡に伴うものではない。

　カマドは、北壁北東隅寄りと東壁南東隅寄りの

2ケ所に設置されている。

　北カマドは、大部分が壁外に張り出し、全長は

は1．22mを測る。燃焼部は床上に脹らみ、壁際幅

40cm、奥行80cmを測る。煙道は、天井が残存して

おり、高さは12cmを測る。断面形は、僅かに窪ん

だ燃焼部から、煙道は直線的に緩傾斜をもって上

昇し、奥壁は急傾斜をもって立ち上がる。

　東カマドは、煙道が壁外に張り出し、全長は

1．33mを測る。燃焼部は床上に脹らみ、奥行55cm

を測る。壁際は煙道との接点で、幅30cmを測る。

煙道は天井が残存しており、高さは7cmを測る。

断面形は、僅かに窪んだ燃焼部から、煙道は、起

状のある緩傾斜をもって上昇し、奥壁はほぼ垂直

に立ち上がる。

　遺物は、ほぼ全面から出土しているが、特に東：

　　　幽島g

、　　　嬰・・

噴

ゆ
4

▽
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第63図　30号住居跡遺物出土状況
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カマド前面に集中して、土師質杯・高台椀、羽釜、

砥石、土錘等が出土している。その他、北カマド

前からは土師質杯（No．6・8）が、西壁寄りか

らは土師質高台椀（No．4）や羽釜（No．10）が出

土している。

　この様な遺物の出土状態から、当初北カマドが

設置され、これが廃された後、東カマドが設置さ

れ、住居廃絶時まで継続したものとみられる。
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第64図　30号住居跡出土遺物
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第30表　30号住居跡出土遺物観察蓑　（第64図）

梅 器　種 法　量（c漁） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師質

@杯

ロ径　14。9
寘a@　5。0
鼬a　　6．7

②
③ ③ 黄榿

i7．5Y認／8） 2／3
ロクロ整形。

?ﾘり底。
煌O面一部吸炭。

2 土師器

q苳t

ロ径

寘r
径�

①
� �

（2．5YR6／6）� 　半の

@み�

クロ整形。糸
ﾘり後、付け高台。二次加熱。

� 師質高

苻o�

径器

r鼬
a　　8。0�

④①

B
�

�
（5YR　7／6）� 台部1
^2�
切り後、付け尚台。

� 師質高

苻o�

径器

r鼬
a�

①
③
�
� 黄榿（

P0YR　8／3）�

　部の　み� 面磨き、内黒。糸

ﾘり後、付け高台。

� 師二　

t�
径　　9．9器
a@　2．5底
a　　5．6�

④②

@
�

�
（5YH　6／8）�

　形�
面剥離。内

O面煤付着。歪
ﾆなる。

� 師二　

t�
事　　9．1器
a@　2。1底
a　　5．7�

③④

@
�

� 黄燈（
P0Y薮8／4）� 　形�

部回転ナァ。底
箔燒ﾊは回転ナデ。内
O二二付着。歪となる。

� 師二　

t�
コ径　　9。0器

a@　2。0幽
ｺ　　6．2�

④③

@
�

� ぶい黄榿（
P0YR7／2）� 　形�

部回転ナデ。底
箔燒ﾊは回転ナデ。内
O二二付着。歪となる。

� 師二　

t�
径　　9．1器
a@　2．1底
a　　5．7�

③②

@
�

� ぶい榿（
V．5YR7／3）�

部回転ナァ。底
箔燒ﾊは回転ナデ。内
O二二付着。歪となる。体
秤�]ナデ。

　形2

^3�� 師二　

t�
蔵（　9．o）器

a@　2。0底
a　　5．5�

④①

B
�

� 白（
V。5YR8／2）� 部内面は回転ナデ。内

O二二付着。歪となる。

0� 　釜�
径（20．0）器
uS
ﾀ�

④③

@
�

�
（5YR　6／6）� 　半1
^2�

縁部横ナァ。飼
嵩燒ﾊは横のナデ。外面は縦のケズリ。二次加熱。

1� 　釜�
コ径（20．0）器

o諟
a�

④①

B
�

�
（5YR　6／6）� 縁部横ナァ。脚

箔燒ﾊは横のナデ。外面は縦のケズリ。二次加熱

2� 　釜�
径器

jｯ
a（17。0）�

④①

B
�

�
（7．5Y盆7／6）�

　半1
^2底

@部1
^5�

部内面は横のナデ。外
ﾊ底部付近は横のケズリ。二次加熱。

3� 　錘�
大径　0．8残
ｶ長　3．1孔
a　　0．2�

部欠�

4� 　錘�
大径　0．9残
ｶ長　2．9孔
a　　0．2�

�　錘�
大径　0．9残
ｶ長　2．8孔
a　　0．2�

6� 　錘�
最大径　1．2残

ｶ長　2．7孔
a　　0。4�

7� 　石�
存長17．8幅
@　11．3厚
ｳ　　7．9�

面使用。
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32号住居跡（第65図・66図）

　大部分がAC－4グリッドに、西南隅がAC－

5グリッドに位置しており、15号溝、16号溝iと重

複している。

　溝は全て、本住居跡確認面より上層に存在して

おり、本跡より新しいとされる。

　北辺3．00m、西辺3．10m、南辺3。24m、此辺

3．沁mを測り、平面ほぼ正方形を呈する。主軸方

位はN－28．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が酸化鉄粒を含む暗灰

黄色シルト層、下層がやはり酸化鉄粒を含む暗オ

リーブ褐色シルト層、最下層が黒褐色シルト層で

ある。

　床面は、起伏があるものの安定している。

　カマドは、北壁中央やや三隅寄りに設置されて

いる。大部分が回外に張り出し、全長は！．58mを

測る。燃焼部は、幅60c搬、奥行55c搬を測る。煙道

は、燃焼二二壁に沿って、幅20c搬で奥壁に至る。

断面形は、窪みをもって作られた燃焼部から、高

さエ8c撮の段をもち、煙道に至る。煙道は緩傾斜を

もって上昇し、二二近くで傾斜をやや急にして立

ち上がる。

　火床の前面には、火床と同様の窪みがあり、炭

化物が充填されていた。

　遺物は、ほぼ全面から出土しているが、特にカ

マド火床と前面の窪みに集中している。火床から

は、土師器甕（No．4・6・7）が、前面の窪み

からは土師器、須恵器の甕（No．5・8、3）が

出土している。また、南壁寄りからは、砥石

（No．12）が出土している。

A
「

A
「

B　　　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　　　　　筆＿瓢29。　◎◎Om　　　　 等瀟

　　　　　　　　む
　　　　　　　　一著・3e
　　　第65図　32号住居跡カマド
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ノ

16号溝

15号溝

〆
／

／

懸

認

二

32号住居跡カマド烹層

1

2

3

4

5

6

7
（
6

9

鎗褐灰色（！0Y脳／1）シル瞭。しまりは良いが
　硬質ではない。焼土が混ざっている。

11　炭化物層。

12　暗灰黄色（2．5Y4／2）シルト質。しまりが良く粘

　性もある。

暗灰黄色（2．5Y5／2）シルト質。しまり良く硬質。

粘性は弱い。酸化鉄粒子を含む。

暗オリーブ褐蝕（2．5Y3／3）シルト質。しまり良

くやや糊生がある・嘱よりも酸化鉄の含舗が多い。

黒褐魚（2，§．Y3／2）シルト質。粘性が強く結烹

質に近い。

褐魯（隠YR4／のシルト質。しまり喪く硬質。
粘姓は強くない。

赤褐色（5YR4／6）焼土を中心とする層。炭化物
も含む。

にぶい黄褐魚（10YR5／4）シルト質。しまりは

悪く粘性も弱い。しかし硬質である。

焼土。

褐色（10YR罎／6）シルト質。しまりが良く硬質

である。粘性は乏しい。

青灰色（58G6／1）
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第66図　32号住居跡及び遺物出土状況
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第3壌表　32号住居跡出土遺物観察表　（第67図）

晦 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 須恵器

@杯

口径（14．4）
寘r
径�

①
⑥
�
�

（N　　6／）� 縁部1
^5�

クロ整形。ロ

O外面吸炭。

� 師器　

t�
径（14．4）器
r鼬
a�

④
� �

（5YR　7／6）�

／4�
面、横を申心としたナデ。

� 恵器　

P�
部径（25．0）�②

� �
（醤　　4／）� 　部1
^4�
描波状文の間（一部上面）に櫛描平行文。

� 師器　

P�
径　21．2器
a@薫3．4底
ﾊ　　7．5�

④①

B
�

�
（2．5YR6／6）�

部欠�
縁部横ナデ（3段）。鵬部内面ナデ。外
ﾊ上位下位は横、中位は斜のケズリ。底
ﾊケズリ出し、丸味をもつ。黒斑。

� 師器　

P�
径　13．2器
r鼬
a�

④②

B
�

� ぶい赤褐（
Q。5YR5／4）�

　位の

@み�

縁部横のナデ。胴

箔燒ﾊナデ、外面横のケズリ。内
O面吸炭。

� 師器　

P�
径　20．1器
r鼬
a�

④①

B
�

�
（5YH　6／6）� 　位の

@み�

縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面肩横のケズ
梶A中位斜のケズリ。内面炭化物、外面煤付
?B二次加熱。Nα7と同一個体と思われる。

� 師器　

P�
径器

r鼬
a　　4．8�

④①

B
�

� 晶褐（
Q。5YR5／6）�

　位の

@み�

部内面ナデ、外面底部付近面取り様斜のケズ
梶B内面炭化物、外面煤付着。二次加熱。翫6と同一個体と思われる。

� 師器　

P�
径（17．8）器
a@28．8底
a　　4．5�

④②

@
�

�
（2．，5YR6／8）�

／3�
縁部横ナァ。胴部内面ナァ、外面眉横のケズ
梶A中位以下縦のケズリ。底面付近面取り様
B煤付着。二次加熱。

� 師器　

P�
径（21．4）器
梺鼬

a�

④①

B
�

�
（5YR　6／6）� 　半1
^4�
縁部横ナデ。胴部内面ナァ、外面眉横のケズ
梶A中位縦のケズリ。煤付着。二
汢ﾁ熱。

0� 　錘�
：大径　1．9残

ｶ長　7、1孔
a　　0．5�

1� 　錘�
大径　1．1残
ｶ長　3．3孔
a　　0．3�

2� 　石�
存長ll．0幅
@　　4．3厚
ｳ　　4。4�

面使矯。

32表　33号住居跡出土遺物観察表　（第71図）

� 　種� 　量（c醗）� 土� 成�
　　調（

y色帖）� 存率� 整・手法の特徴等
� 恵器　

t�
径G2．2）器
a@　3．1底
a　　8．6�

③⑤

A
�

�
白（
Q．5YR8／1）� ／8�

面剥離。底

ﾊ少くとも周辺部ヘラケズリ。

� 師器　

t�
径　13．1器
a@　3．3底
a�

①
③
�
�

（5YR　6／6）�

／4�
縁部横のナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

t�
径　13．2器
a@　3．0底
a�

①
③
�
� 赤褐（

Q．5YR5／6）� 部欠�
縁部横のナデ。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
ﾊ炭化物付着。

� 師器　

t�
径（12．6）尊
a@　3．3底
a�

④①

B
�

�
（5Y£　6／6）�

／3�
縁部横のナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
ﾊ炭化物付着。

� 　錘�
大径　2．4残
ｶ長　4．8孔
a　　0．5�
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33号住居跡（第68図）

　大部分がAD－4グリッドに、西南隅がAD－

5グリッドに位置しており、！92号土坑と重複し

ている。

　！92号土坑は、本住居跡を寸断しており、本跡

より新しい。

　北辺3．28m、西辺2．50mを測り、平面長方形を

呈する。主軸方向はN－20．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が炭化物粒を多く含む

黒褐色シルト層、下層がやはり炭化物粒と焼土粒

を含む黄褐色シルト層、最下層が黒褐色シルト層

である。

　床面は、やや起伏があるものの安定している。

　カマドは、検出されていない。

　遺物は、須恵器・土師器の杯、土錘等が出土し

ている。

忘

　　　　　　　　0　　　し置29．　000m　　　 2m
　　　　　　　　　ヒ＝一1・60
33号住居跡土層

1　黒褐色（乳§YR3／1）シルト質。しまり良い。焼土・炭イと土粒子を多

　く含む。

2　黄褐色（10YH5／4）シルト質。しまり良い。1覇よりは少ないが、

　焼土・炭化物粒子が若干含まれる。

第68図　33号住居跡

34号～40号住居跡（第69図・70図）

　大部分がAD－4グリッドに、39号・40号住居

跡座半がAE－5グリッドに位置している。すべ

ての住居跡が重複しており、さらに、39号・40号

住居跡は、41号住居跡と重複している。また、す

べての住居跡にまたがって17号溝が重複してい

る。

第33表　34号住居跡出土遺物観察表　（第7壌図）

晦 器　種 法　量（c麟） 三三 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特三等

1 土師器

@甕

ロ径

寘r
ｮ径　　4。6

②④

B
①

② 淡赤燈
i2．5YR7／3） 1／3

胴部内面ナデ、外面縦のケズリ。底面付近面
謔阯l横のケズリ。底面ケズリ。内面一部級
Y。外面金面煤付着。二次加熱。

2 土　錘
最大径　圭．9
ｷさ　　6。7
E径　　0．5

完　形

3 土　錘
最大径　1．4
c存長　6．3
E径　　◎．5

4 土　錘
最大径　1．9
c存長　5．1
E径　　0．6
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34号住居跡

　36号・37号住居跡に切断され、35号住居跡を切

断している。

　北辺3．07m、西辺5．95rnを測り、南辺、東辺は

不明であるものの、平面ほぼ長方形を呈するもの

と思われる。主軸方向はN－33．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が少量の炭化物粒・焼

土粒を含む暗灰黄色シルト層、下層が酸化鉄粒を

含む鈍い黄褐色シルト層、最下層が焼土ブロック

を少量含む黒褐色シルト層である。

　床面は、起伏もなく安定している。

　カマドは、北壁中央やや東隅寄りに設置されて

いる。燃焼部が床上に張り出し、全長は1。9◎mを

測る。燃焼部は、幅32cm、奥行82cmを測る。煙道

は、燃焼部から左（北）に屈曲して、幅25cm（高

さ15～14cゆで奥壁に至る。断面形は、窪みをも

って作られた燃焼部から、弓状に緩傾斜をもって

上昇する煙道を経て、ほぼ垂直に立ち上がる奥壁

に至る。

　遺物は、土師器長芋、隔子等が出土している。

35号住居跡

　本住居跡は、34号住居跡の下面で確認されたも

ので、床面もほとんど重複している。南半を36号

住居跡に、東半を189号土坑に切断され、形態・

規模共に不明である。

　主軸方位は34号住居跡と同じくN－33．一Eを

示す。

　カマドは、北壁西隅寄りに設置されている。両

袖は翻平されて存在しないものの、燃焼部及び煙

道の一部が床上に張り出す形態をとるものであ

第34表　35号住居跡出土遺物観察表　（第71図）

る。全長はL65mを測る。燃焼部は三角形に窪み、

幅60c麹α、奥行50c額農を測る。煙道は、燃焼部中央か

ら、幅25cmで面壁に至る。断面形は、窪みをもっ

て作られた燃焼部から、僅かな段をもち、煙道に

至る。煙道は緩傾斜をもって上昇し、奥壁近くで

傾斜やや急にして立ち上がる。煙道部・燃焼部及

びその両脇には、炭化物が拡散して堆積していた。

　遺物は、土師器杯・甕が出土している。

晦 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色轄）

残存率 調整・手法の特徴等

1 土師器

@杯

短径（13．◎）
r高
ﾗ径

②
③
①
②

灰白
i2。5Y　8／2）

上　半

P／3

ロ縁部横ナァ（3段）。ロ唇部内面に段。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
�汢ﾁ熱。

2 土師器

@椀

ロ径（19．0）
寘n
ｵ二

②④

@⑥
B
②

にぶい赤褐
i2，5YR6／4）

上　半

P／6

ロ縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、外面横のケズリ。吸炭

3
土師器

@甕

ロ径（19．4）
寘r
径�

④①

E③
�
� ぶい榿（

TYR　7／4）�
　半1
^8�
縁部曲ナァ（2段）。ロ唇部品調整。胴
箔燒ﾊ横のナデ、外面斜のケズリ。

6号住居跡

　37号・40号住居跡に切断され、34号・35号住

跡を切断している。

北辺は3．07mを測るが、西辺、南辺、東辺は不

であり、平面形態は不明といわざるを得ない。

かしながら、各辺の様子から、方形の形態をと

ものと推定される。主軸方位はN－32．一Eを

92一



示す。

　本住居跡の覆土は、上層が少量の炭化物粒・焼

土粒を含む鈍い黄褐色シルト層、下層が黄褐色シ

ルト層で、部分的に少量の炭化物ブロックを含む

オリーブ褐色シルト層のみられる部分もある。

　床面は、やや起伏はあるものの安定しており、

住居の床と判断されたものである。

　カマドは、検出されていない。

　遺物もほとんど出土していない。

37号住居跡

　40号住居跡に切断され、34号・36号住居跡を切

断している。

　北辺は3．52mを測るが、西辺、南辺、東山は不

明であり、平面形態は不明といわざるを得ない。

しかしながら、北西・北東の隅に丸みをもち、方

形の形態をとるものと推定される。

　主軸方位は、36号住居跡と同じく：N－32．一E

を示す。

　本住居跡の覆土は、上層が少量の炭化物粒を含

む鈍い黄褐色シルト層、下層が炭化物粒・焼土粒

を含む暗褐色シルト層、最下層が焼土ブロック・

第35表　37号住居跡出土遺物観察表 （第71図）

炭化物ブロックを含むオリーブ褐色シルト層であ

る。なお、36号住居跡に部分的にみられるオリー

ブ褐色シルト層とほとんど区別がつかないが、僅

かに炭化物ブロックの存在で区別したものであ

る。

　床面は、やや起伏はあるものの安定している。

　カマドは、検出されていない。あるいは、南辺

に設置されて（36号住居跡も同様か）いたとも思

われる。

　遺物は、覆土中より、須恵器・土師器杯、土師

器甕、石錘、砥石等が出土している。

翫 器　種 法　量（C搬） 胎土 焼成
色　　調
iま色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

1 須恵器

@杯

ロ径（11．0）
寘ai　4．0）
鼬a

②
① ①

灰（N　　6／）

1／2
ロクロ整形。

齦矧O面回転ヘラケズリ（2段）。
O面煤付着。

2 土師器

@杯

ロ径（11．2）
寘r
径�

③
④
�
� 赤褐（

Q．5Y盆5／8）� ／3�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ◎内
ﾊ一部炭化物付着。

� 師器　

t�
径　蕊3．0器
r鼬
a�

①③

C
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）� ／3�

縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。烈
_状剥離。

� 師器　

t�
径　11．8器
a@　3．3底
a�

④①

B
�

�
（7。5Y87／6）�

／3�
縁部横ナァ（2段）。全
ﾌ表面剥離。

� 師器　

t�
径　11．◎）即
瘁i　3．5）底
a�

④①

B
�

�
（2．5Y　6／8）�

部欠�
縁部横ナァ（2段、一部3段）。全
ﾌ表面剥離。外面黒斑。

� 師器　

t�
径q1．0）器
a@　3。7野
y�

④①

B
�

�
（5Y獄　6／8）�

／4�
縁部横ナデ（2段）。全体表面剥離。内
ﾊ炭化物付着。

� 師器　

o�
三　16．2器
r鼬
a�

①
� �

赤褐（
Q．5YR5／8）� ／2�

唇部横ナデ。体部内面放射状暗文。外
ﾊケズリ、一部吸炭。

� 師器　

P�
径（18．8）器
r鼬
a�

④③

@
�

� ぶい黄榿G
揩x殺7／3）�

　位1
^2�
縁部横ナデ。口唇部再調整。胴部内面斜のナ
f、外面斜のケズリ。口
助箔燒ﾊ煤付着。

� 師器　

P�
径　13．8器
r鼬
a�

④③

@
�

� ぶい榿（
V．5YR7／4）�

　位1
^2�

縁部横ナデ。内外面吸炭。胴
箔燒ﾊ斜のナデ、外面最上位横のケズリ、上
ﾊ斜のケズリ。内外面吸炭。
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34・35・36号住唐躊土層　東西・南北（A－A’，B－B’）

1　暗褐色（10YR3／3）シルト・質。しまり良い。粘性が少しある。○

　　焼土及び炭化物粒子を含む。

2　黒褐色（10YR4／1）シルト質。しまり良い。粘性が少しある。

　　焼土及び炭化物粒子を含む。

3

4
5
ρ
0
7
8

褐色（7．5YR4／3）シルト質。しまり良い。粘性が高い。焼土及

び炭化物粒子は、1・2層に比して少ない。

焼土層。

黒褐色（10YR3／1）シルト質。しまりはあまり良くなく、粘性

も乏しい。焼土ブロックを少量含む。

黒色炭化物層。

暗灰黄色（2．5Y4／2）シルト質。硬質でしまり良いが粘性は乏し

い。少量の焼土、炭化物粒子を含む。

にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。硬質でしまり良く粘性も

蔑ややある。1層に比して酸化鉄の割合が多い。
・
，

34136・3了・38号住居鋳土層　東西（C－C’）

1　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。粘性は乏しく、しまりも

　　良くない。焼土および炭化物粒子を含む。

2　暗褐色（10YR3／3）シルト質。1層よりも粘牲、しまり、とも

　　に良く焼土。炭化物も多く含む。

3　オリーブ褐色（2．5Y3／3）シルト質。粘性は乏しくしまりも良く

　　ない。焼土

　　（2㎝大）炭化物（2㎝大）のブロックを多く含む。遺物を多く包含

　　する。

4　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。粘性がありしまりも若干

　　良い。少量の焼土粒子を含み、炭化物粒子も含む。

5　黄褐色（2．5Y5／4）シルト質。粘性があり、しまりも良い。炭化

　　物・焼土は含まない。

6　オリーブ褐色（2．5Y4／3）シルト質。粘性、しまりともあまり良

　　くない。少量の炭化物を含む。

7　暗オリーブ褐色（2．5Y3／3）シルト質。粘性はややあり、しまり

　乏しい。焼土・炭化物の微粒子を含む。

38・39・40号住居跡土層　東西（D－D’）

1

2
0
0
4
5

6

7

8
91G

11

12

つ
0
4
1
115

黒色（ゴOYR2／1）シルト質。粘性、しまりとも乏しい。炭化物

・焼土を多く含み、下層に遺物を多く包含する。

E一巨’ AF－F’の9層と同一。

B－E’ AF－F’の10層と同一。

暗灰黄色（2．5Y4／2）シルト質。若干の粘性があり、しまりも良

い。焼土・炭化物が5㎜の大きさで混じる。

褐色（10YR4／4）シルト質。若干の粘性はあるが、しまりは5

層より弱い。焼土・炭化物などは少量含む。

暗オリーブ褐色（2．5Y3／3）シルト質。粘性、しまりはほとんど

ない。灰層。

暗赤褐色（5YR3／2）シルト質。粘性があるがしまりはあまり良

くない。1㎝大の焼土ブロックも多く含み、焼土を中心とする層。炭

化物も含む。

褐色（10YR4／4）6層と同質。
暗灰黄色（2．5Y4／2）シルト質。粘性、しまりとも乏しい。焼土

・炭化物5皿聞程を含むが、量は極めて少ない。

暗オリーブ褐色（2．5Y3／3）シルト質。砂質に近い。1㎝大の焼

土と5㎜程の炭化物を含む。

黒色（10YR2／1）シルト質。粘性が若干あり、ややしまってい

る。焼土ブロック1㎝程を多く含み、炭化物を壁とする層。

暗オリーブ褐色（2．5Y3／3）シルト質。粘性があり、しまりも良

い。炭化物5㎜前後を多く含む。

暗オリーブ褐色（2．5Y3／3）砂質。12層と比べ砂っぽい。

黒色（10YR2／1）シルト質。炭化物を中心とする層。焼土も含

む。1層よりも炭化物の量が多く黒色が強い。

黄褐色（10YR5／6）シルト質。少量の炭化物と焼土粒子を含む。

3了．39．40号住居踏土層　南北（E－E’、F－F’、40号住居跡追マド）

1　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。硬質でしまり良い。粘性

　　は乏しい。浅間系と思われる火山灰を、全体的にまんべんなく少量含

　　む。焼土の微粒子も含まれている。

2　黒褐色（7．5YR3／2）1層と同質。ただしカマド、煙道の影響を

　　うけて焼けている。

∩
0
4
5

6

7

∩
◎
9

10

11

12

13

14

15

焼土層。8割以上を焼土がしめる層。

褐色（7．5YR4／3）シルト質。やや粘性がありしまり良い。焼土

粒子を少量含む。

暗褐色（10YR3／3）シルト質。やや粘性がありしまり良い。焼

土粒子及び炭化物ブロックを含む。

黒褐色（10YR3／1）シルト質。粘性が強くしまり良い。焼土ブ

ロックを多く含み、炭化物粒子も含む。

にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。粘性が強くしまり良い。

焼土ブロックなどは含まない。炭化物は少量含む。

黒色炭化物層。8割以上を炭化物が占める層。

褐色（10YR4／4）シルト質。極めて微粒、粘性は乏しくしまり

も良くない。焼土粒子を少量含む。

にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。粘性は乏しくしまりも良

くない。1層よりも多く焼土粒子を含む。

黄灰色（2，5YR4／1）シルト質。若干粘性を含み、炭化物を多く

含む。焼土粒子も混じる。

浅黄色（2．5YR7／3）粘土質。灰層。粒子が極めて細かく、しま

りの良くないサラサラした層。炭化物・焼土等は混じっていない。

にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。粘性はあまりないがしま

りは良い。所々に焼土を含む。

暗褐色（10YR3／3）粘土質。炭化物を中心とする層。焼土粒子

を含む。

にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。粘性はあまりなく、しま

りも良くない。炭化物粒子を少量含む。

第70図 40号住居跡カマド
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撫 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

10 土師器

P
口径（21．4）
寘r
径�

③
①
�
� ぶい橋（

V．5YR7／4）�
縁部1
^4�

縁部横ナァ。吸炭。胴
箔燒ﾊ斜のナデ、外面斜のケズリ。黒
ﾁ。

1� 　錘�
さ　　7．4幅
@　　6。2厚
ｳ　　1．2�

　形�

2� 　石�
さ　　9．0幅
@　10。0厚
ｳ　　3。0�

　形�
面使用。

8号住居跡

36号・37号・40号住居跡に切断されている。

東辺は4．26mを測るが、西辺、南辺、北辺は不

であり、平面形態は不明といわざるを得ない。

かしながら、東辺から南町、北辺への接続がそ

ぞれが直角を示し、方形の形態をとるものと推

される。

主軸方位は、N－40．一Eを示す。

本住居跡の覆土は、少量の炭化物粒・焼土粒を

む鈍い黄褐色シルト層である。

床面は、起伏をもつすり回状であり、安定して

ない。住居跡としたものの、土坑である可能性

高い。

カマドは、検出されていない。

遺物もほとんど出土していない。

9号住居跡

40号住居跡の上位層中に構築されている。

身辺は3．20mを測るが、西辺、東辺、北辺は丸

脹らみ、それぞれの辺長は計測できない。一応、

北の距離は4．52rnを測り、方形を基本とした不

形とする。

主軸方位は、N－20．一Eを示す。

覆土は、大量の炭化物粒・焼土粒を含む黒色シ

0号住居跡

34号～38号住居跡及び4エ号住居跡を切断してい

。また、39号住居跡は、本住居跡の上層中に構

されている。さらに南部では、213号土坑を切

している。

北辺4．021n、西辺5．OOm、南辺3．！0m、東回は

．12mを測り、不整形であるものの、平面ほぼ長

形を呈するものと思われる。主軸方位は、N－

4．一Eを示す。

ト層で下位に遺物を多く含む。

床面は、起伏をもち、安定していない。住居跡

したものの、土坑である可能性も高い。

カマドは、検出されていない。

遺物は須恵器杯・高台椀・横瓶、土師器甕、土

、砥石等が出土している。

本住居跡の覆土は、上層が焼土粒を含む鈍い黄

色シルト層、下層が少量の炭化物粒・焼土粒を

む黄褐色シルト層、最下層が少量の灰・炭化物

・焼土粒を含む暗オリーブ褐色シルト層であ

。

床面は、やや起伏はあるものの、安定している。

マド両脇には、左（西・212号土坑）に60×

0cm、右（東・211号土坑）に70×80cmの方形土坑

一9 T一
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が見られる。深さは、左48c艶、右32騰である。い

ずれも本住居跡より古く、土坑上面に本跡最下

層・暗オリーブ褐色シルト層が堆積している。ま

た、中央部には、7ケ所にピットが見られるが、

北側のものが深さ45cm測るほかは、いずれも数cm

のものばかりである。しかしこれらピットの覆土

は、本住居跡覆土と同一である。

　カマドは、北壁中央に全体に壁外に張り出して

設置されているが、燃焼部の前面には床上に張り

出す形態をとるものである。全長は2．26mを測る。

燃焼部は長円形に窪み、幅60c醗、奥行L20mを測

る。煙道は、燃焼部中央から、幅23cmで二二に至

る。断面形は、窪みをもって作られた燃焼部から、

8cmの段を持ち、煙道に至る。燃焼部の窪みは、

使用につれて平らに埋もれ、最：終時点では、煙道

との段差は無くなった。煙道はほとんど水平であ

るが、直線的に僅かに上昇し、奥壁近くで傾斜を

急にして、ほぼ垂直に立ち上がる。煙道の高さは

！3cmである。燃焼部前面には、炭化物が拡散して

堆積していた。

　遺物は、灰紬蓋、須恵器杯・椀、土師器杯・甕、

土錘等が出土している。

　以上の結果、住居跡間の新旧関係は、35号→38

号→34号→36号→37号→40号→39号となる。
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一　噛
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第72図　39号住居跡出土遺物
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第36表　39号住居跡出土遺物観察表　（第72図）

晦 器　種 法　量（蘭） 二二 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 須恵器

@杯

血塗（　6．4）
寘ai　3．6）
鼬a（　7．0）

①
③
②
③ 灰褐

i5YR　6／2） 1／4
ロクロ整形。

拷助萩z炭。糸切り底。

2 須恵器

@杯

直径（13．2）
寘a@　3．9
鼬a（　8。0）

①③

C
②

③ 灰黄
i2．5Y　6／2） 1／3

ロクロ整形。

¥面剥離。還元不全。

3 須恵器

@杯

口径　12．2
寘a@　3．5
鼬a　　7．6

①
⑤ ①

灰（翼　　4／）

1／2
ロクロ整形。

告O部吸炭。糸切り底。

4 須恵器

@杯

口径（14．6）
寘a@　3．7
鼬a　　5．6

②

②
灰白
iN　　7／）

1．／2

ロクロ整形。

l望部吸炭。糸切り底。

5 須恵器

@杯

海螢

寘j
K径　　7．5

①
⑤ ① にぶい赤褐

i5YR　5／4）

底　部の　み
ロクロ整形。

?ﾘり底。還元不全。

6 須恵器

q苻o

口径

寘r
径（　9．◎）�

②
④
�
� 白（

TY　7／1）� ／3�
面炭化物付着。外

ﾊ煤付着。

� 恵器横

@瓶�

径器

r鼬
a�

②
⑤
�
� 灰（

Q．5Y　6／1）� ／2�
クロ整形。天井部で接合。上面に釦。肩
狽ｩら上面にかけて4条の沈線。下
舶ｽ行叩き。底部ケズリ。

� 師器　

P�
径（19．8）器
qw
a�

①
� �

黄榿（
V．5YR8／4）�

　位1
^3�

縁部横ナデ。ロ唇部再調整。胴部内面ナデ、外
ﾊ縦のケズリ。内
ﾊに吸炭。

� 師器台

t甕�

良器
梺鼬

a　ll．2�

④
� �

澄（
TYR　8／3）�

　部の　み�
外面ナデ◎外

ﾊ一部丁丁。

0� 　錘�
大径　1．4残
ｶ長　4．7孔
a　　0．5�

部欠�

1� 　錘�
：大忌　1．5残

ｶ長　6．0孔
a　　0．7�

部欠�

2� 　錘�
大径　1．4残
ｶ長　4．◎孔
a　　◎．5�

3� 　錘�
最大径　1．2残

ｶ長　2．9孔
a　　0．5�

4� 　石�
存長15．5幅
@　17．6厚
ｳ　　3．7�

面使用。

37表　40号住居跡出土遺物観察表　（第73図）

� 　種� 　量（cm）� 土� 成�
　　調（

y色帖）� 存率� 整　・手法の特徴等

� �
径（13．4）斜
a@　2．9底
a�

�
� 黄（

Q，5Y6／2）� ／3�
言。

� 恵器　

t�
径（12．2）器
a@　3．6底
a（　7．0）�

⑤②

C
�

�
（蕪　　5／）�

／2�
クロ整形。口前部吸炭。外
ﾊ底糸切り後、周辺部回転ヘラケズリ。

� 恵器　

t�
径（14．0）器

a　　8．0�

④①

B
�

� 白（
VY　7／1）� ／3�

クロ整形。糸切り底。外
ﾊ雲譲炭。

� 恵器　

t�
径　12．8器
a@　3．4底
a�

④①

E②
�
� 白（

Q．5YR7／1）� ／2�
クロ整形。表

ﾊ剥離。還元不全。糸
ﾘり底。

� 恵器　

t�
径（12．3）器
a@　3．2底
a�

④①

E②
�
� 黄（

Q．5YR7／3）� ／3�
クロ整形。表面剥離。糸
ﾘり底。還元不全。
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㎞ 器　種 法　量（c闇） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

6 須恵器

@椀

ロ径（16．2）
寘a@　5．9
鼬a（　7．8）

②
① ② 灰白

iN　　7／） 1／4
ロクロ整形。

告O部再調整。
?ﾘり後、周辺部ヘラケズリ。

7 土師器

@杯

ロ径（12．8）
ｿ町
鼬a

②④

@
③

②
燈（5Y嫁　6／6） 上　半

P／4

ロ縁部横ナァ、下位ナデ。
ﾌ部ケズリ。

8 土師器

@杯

口径（10．8）
寘a@　3．2
鼬a

②
① にぶい榿

i5Y盆　6／4） 1／3
口縁部横ナデ、下位ナデ。
ﾌ部ケズリ。

9 土師器

@杯
口径　11、4
寘a@　3．4
鼬a　　6．8

①
③
②
①

榿（2．5YR6／8）

1／2
ロ縁部横ナデ。体部内面ナデ後、放射状暗文。
齧ﾊケズリ。

10 土師器

@甕

口径（20．2）
寘r
径�

④②

B
�

�
（2．5YR6／8）� 　位1
^3�

縁部横ナデ（3段）。胴
秤｡のケズリ。

99一



瓶 器　種 法　量（c田） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

11 土師器

@甕

ロ径　17．0
寘r
径�

④③

@
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

　位1
^5�

縁部横ナデ。鵬部横のケズリ。内
ﾊ煤付着。

2� 師器　

P�
径（22．6）器
O筆
a�

①
� �

（2．5YR6／6）� 　位1
^3�

縁部横ナデ。胴部内面ナァ、外面最上位横ケズリ、上位斜のケズリ。煤付着。

3� 師器　

P�
径　21．6器
a@27。3底
a　　4．0�

④①

B
�

�
（5YR　6／6）�

／3�
縁部横ナデ。体部内面ナァ、外面上位横のケ
Yリ、中位縦のケズリ。

4� 　錘�
最大径　1．5残

ｶ長　3．5孔
a　　0．4�

5� 　錘�
大径　3．2残
ｶ長　5．3孔
a　　1．2�

1号住居跡（第74図）

AD－4、AE一一4、AD－5、　AE－5グリ

ドにかけて位置している。東半部で40号住居跡

切断されており、逆に西半弓で45号住居跡を切

している。また南部では213号土坑を切断して

る。

北辺3．56m、西辺3．86m、南辺3、651n、東辺推

4．00mを測り、隅の丸い正方形を呈するものの、

辺東半が北に張り出すため、平面長方形の感を

する。主軸方位はN－32．一Eを示す。

本住居跡の覆土は、上層が少量の炭化物・焼土

を含むオリーブ褐色シルト層、下層がやはり焼

ブロックを含む黄褐色シルト層であり，壁際に、

に近い灰黄褐色シルト層がみられる。

床面は、かなり凹凸がみられ不安定である。

カマドは、北東壁中央やや北隅寄りに設置され

いる。大部分が40号住居跡に切断されており、

体の形態・規模は不明であるが、壁外に平面三

形に張り出している。燃焼部は床上に脹らみ、

床は、40号住居跡床面下に存する（第74図・D

イン土層図7～10層）。

遺物は、須恵器杯が出土している。

38表　41号住居跡出土逡物観察表　（第76図）

� 　種� 　量（cm）� 土� 成�
　　調（

y色帖）� 存率� 整　・手法の特徴等

� 恵器　

t�
径　13．0器
a@　3．6底
ﾕ　　7．4�

④②

E③
�
� 褐灰（

V。5YR7／2）� 部欠�
クロ整形。表

ﾊ剥離。還元不全。

� 恵器　

t�
径鼻

r齔
ﾝ（　7．8）�

⑤
� �

（蕪　　6／）� 　部1
^2�

クロ整形。糸

ﾘり後、周辺部回転ヘラケズリ。

2号・43号住居跡（第77図・78図）

AE－4グリッドから、　AE－5グリッドにか

て位置している。43号住居跡が42号住居跡を切

している。また、42号住居跡の覆土より上面に

7号溝が存しており、42号住居跡は、220号土坑

切断している。なを、43号住居跡は、東・南の

部分が調査区外に及んでいる。
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42号住居跡

　北辺4．10m、此辺3。40m、山辺3．42m、東辺推

定3．60mを測り、不整形ながら平面正方形を呈す

る。主軸方位はN－32．一Eを示す。

　覆土は、上層が炭化物・焼土粒を含む黒褐色シ

ルト層であり、43号住居跡上層と同一である。下

層は、炭化物を主体に焼土ブロックの混在層、最

下層が少量の炭化物・焼土粒を含む灰黄褐色シル

ト層である。また、壁際に焼土ブロックを少量含

む炭化物がみられる。

　床面は，ほぼ水平で安定しており、北東壁下中

央に37×68c搬、深さ9c憩のピットがみられる。

　カマドは、北下東隅に設置されている。左（西）

袖が床面上に67c辺長り出すのに対し、右（東）袖

は28cmしか張り出さず、また、燃焼部の奥行方向

も西に振れているためアンバランスな形態を示

す。燃焼部は、前面幅58cm、奥幅37cm、奥行82cm

を測る。煙道は、主軸方位と一致し、前面幅26c雛、

三幅13cm、奥行！02cmを測る。断面形は、窪んだ

燃焼部から10cmの段をもち、煙道は直線的に緩傾

斜をもって上昇する、、全長は1．84mを測る。

　遺物は、土師器杯、須恵器甕・壷・スラッグが

出土している。

第39表　42号住居跡出土遺物観察表　（第77図）

撫 器　種 法　量（c磁） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯

質量（エδ．6）

桃r
魚�

④②

@
�

� 赤褐（
Q。5YR5／8）� ／4�

縁部横ナァ。ロ

助箔煌O面ナデ。体
買Pズリ。

� 師器　

t�
径（17。2）嵩
a@　3．5底
a�

④①

B
�

�
（5YR　7／8）�

／3�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。内
ﾊ炭化物。

� 恵市大

@甕�
径（31．4）嵩
r鼬
a�

�
�

（想　　5／）� 縁部1
^8�

クロ整形。折

阨ﾔし口縁。内面に落下壁付着。外
ﾊ一部溶解している。

� 恵器壷

�
量器

r鼬
a（　9．4）�

②
� �

灰（
Q．5Y4／1）�

　半1
^3�

クロ整形。底

箔燒ﾊ一部酒粕。

� 　錘�
大径　1．4残
ｶ長　5．0孔
a　0．35�

3号住居跡

北辺と西砂の一部のみの調杳であり、規模・形

共に不明であるが、平面方形を呈すると思われ

。主軸方位はN－34．一Eを示す。

覆土は、上層が炭化物・焼土粒を含む黒褐色シ

ト層であり、42号住居跡上層と同一である。下

は、暗灰黄褐色シルト層である。また最下層と

て、部分的に灰黄褐色シルト層がみられる。

床面は、ほぼ水平で安定している。

カマドは、磁壁に設置（詳細な位置は不明〉さ

ており、すべて回外に張り出す形態をとって、

下2面確認されている。

上面（第H期カマド）は、主軸方位に対して西

振れ（第78年中Aライン方向）、下面（第1期

マド〉は、主軸方位を示す（第78図Bライン方

）。燃焼部は、ほとんど同一の規模をもち、幅

9膿、奥行76c斑を測る。　また煙道奥行は、上面

50cmを測り、下面が84cmを測る。断面形は，窪

だ燃焼部から上面が！0c田、下面が8c田の段をも

、煙道は弓状に傾斜して上昇する。全長は、上

が1．26m、下面が1．60mを測る。本来、住居跡
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44・45餐｝住居跡ゴニ層（A－AF，　B－8’）

2　褐色（7，5YR4／4）シルト質。少し灰色が混じる。しまり良いb

3　賠褐色（7，5Y衰3／4）シルト質でしまり悪い。少量の焼土ブロックが入る。

4　明褐色（7．5YR5／6）8層と同一段階の堆積と思われ、レベル的には筒一。

　　8層より炭化物・焼土の混じりが少ない。土質は問一。

5　黄褐色（10YR5／6）シルト質。｛．まり良い05層下部には酸化鉄が少量

　　認められる。

6　褐色（10YR4／6）5層よりもしまりが悪く、色調も暗めである。

7　にぶい赤掲艶（5YR4／4）焼土を中心とする廣。　（カマド天井崩落部分）

8　褐魯（7．5Y鼠4／3）焼土が混じる。炭免物を中心とする繕。

9　にぶい赤褐蝕（5YR4／3）シルト質でやや粘性がある。下部には炭化物を

　　嵐体とする灰属がある。

鱒　漁色（7．5Y獄4／4）シルト質でやや硬めである。同じシルト質の灰色が混じ

　　る。浅間系と思われるQ白色微粒子（火山灰）がまんべんなく混じっている。

11　掲色（7．5YR4／4）／0層よりも灰色の混じりが多い。サラサラしている。

12　にぶい黄褐純（10YR4／3）土質的には11逼に近い。シルト質でしまり

　　良い。

13　褐色（10YR4／6）軟質で砂質の強いシルト質。しまりは良くない。

45・51号住居跡土層（C－C’，D－D’）

1　黒褐色（10YR3／2）シルト質。しまり良い。炭化物及び焼土の微粒子を

　　禽む。酸化鉄も多い込

牙　灰褐色（7．5YR4／2）シルト質。しまり良い。1層よりも粘性が強く含有

　　する。焼‡ブロック・炭化物ブロックも大きい。3層の土がブロック状に少量

　　含まれる。

3　暗灰黄色（2．5Y5／2＞シルト質のしまりやや良い。粘性は弱い。炭化物ブ

　　ロック・焼土ブロックなどは含まない。浅間系の白色軽石微粒子を含む。

　　炭化物も少鰻入っている。

4　灰黄褐色（10YR4／2）シルト質。しまむ良く結嫉が強い。炭化物ブロッ

　　ク・焼土ブ〔ユックが少蟻食まれている。

r
D
§

7
89

0
1
2

正
1
1

褐灰色（7．5YR4／1）シルト質。しまり良く粘性が感じられる。

褐灰色（10YR4／1）シルト質。しまりやや悪い。粘性は弱く砂質に近い。

炭化物・焼土の微粒子を含む。

焼土ブロック。

黒褐色（10YR2／1）シルト質。しまりやや良く砂っぽい◎炭化物のやや

大きめのブ欝ックが入っている。焼土の量も多い。

黒褐色（7，5YR3／2）シルト質。粘性が強くしまり良い。焼土・炭化物の

ブロックが入っているQ含有量も比較的多い。灰白色の灰が少量入って，いる。

暗灰黄色（鼠§Y4／2）粘土質。しまり良い。

9層と同一。

7層と同一。

13

4
K
J
1
1

ぐ
U
7
8

1
1
圭
19

20

1
2
3
4
5

Ω
乙
2
2
2
2

にぶい赤褐色（2．5Y4／3）焼土を中心とする層。13’層は焼土ブ

ロック赤色（10R5／8）を中心とする層で、天井の崩落部分と思

われる。

炭化物層。カマドの灰層。

暗灰黄色（2．5Y5／2）シルト質Qしまりやや悪く、粘｛生は弱い。

土質、土色的に1ま3層に近いが、浅間系火出灰や炭化物・焼土ブロッ

クは含まない。

灰黄褐色（10YR4／2）シルト質Q砂っぽく粘性は弱い。

灰墨握色（10YR5／1）シルト質Qしまり良い、粘性は弱い。

褐魯（‡OY沢4／4）シルト質Qしまりやや良い、粘姓は弱いが1

7騒よりはある。

暗オリーブ褐魚（2．5Y3／2）シルト質、粘牲は弱く砂っぽい。小

門大の焼土ブロックが混じる。

暗褐色（10YR3／3）シルト質。しまりやや良い。焼土や炭化物

の微粒子を多く含む。

劉麟薩　44号・45号カマドの1層と共遜。

溺暫澗　4轟響・45号カマドの2層と共通。

別工面　44号・45号カマドの5層と共通。

別閣颪　44号・45号カマドの7層と共通。

黒褐色（乳5Y段3／2）シルト質。巌化物を中心とする属。

焼土ブロックも多く含む。

4！・45・6箋・52号｛主農跡±層（E－E’，　F－F’）

1　黒褐色（10YR3／！）シルト質。酸化鉄粒子を多く含む。

7　灰褐色（7．5YR4／2）51号の2層。

8　暗灰黄褐色（2．5Y5／2）5支号の3層。

9　灰黄褐色（10YR4／2）51号の4層0
10　褐灰色（7．5YR4／1）51号の5層。

11　暗茨黄色（2．5Y5／2）52号の1騒。51号の図面の15屡。

鴛灰黄褐色（10YR4／2＞52号の2層。51轡の函面の三6層。
13　褐色（10YR4／6）シルト質。しまりはあまり良くないが硬質。

　　焼土・炭化物などは含まない。

14理磨藏　　　嫁4号・45号カマドの1層と共趨

15別雲合　　　44号・45号カマドの2層と共通
16　別図面　　　　44号・45号カマドの5層と共通

1？溺踵薗　　　 履4号・45号カマドの7層と共通
18　オリーブ褐色（2．5ヤ4／3）シルト質。聖心、しまりとも乏しい。

　　焼土・炭化物の粒子を少蚤含む。

19　黄掲色（2．5Y5／3）シルト質。粘牲しまりとも乏しいが18層よ

　　り硬質焼±ブ環ックが少量入る。　（量はi8層よ弓少ない）

20灰黄褐色（！0YR4／2）シルト質。砂質に近い。粘性、しまりと

　　も乏しい。炭化物・焼土等は見当たらない。

主軸方位と一致して設置されたものを、何らかの

理由で、燃焼部の上部構造を利用しながら、煙道

のみを付け替えたものとすることができる。なお、

両面のカマドとも、燃焼部から床面上に灰層が広

く堆積していた。

遺物は、須恵器杯・高台椀が出土している。

第40表　43号住居跡出土遺物観察表 （第78図）

晦 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　鴨手法の特徴等

1 須恵器

t
口径　（1　2．　8）

寘a@　4．7
鼬a（　5．6）

⑤
① ①

緑灰
i潜　　5／1） 2／5

ロクロ整形。

?ﾘり底。
O面一部吸炭。

2 須恵器

t
ロ径　（1　3．　2）

寘a@　4。◎
齧ﾊ（　6．5）

③
①
②
③ 灰白

i2．5Y7／1） i／4
ロクロ整形。

?ﾘり底。

3 須恵器

q芬

ロ径（14。6）
寘a@　6．3
鼬a　　7．2

②
①
⑥
①

灰（N　　4／）

1／2
ロク難整形。

燒ﾊ炭化物付着。
?ﾘり底。付高台。
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44号・45号住居跡（第74図・75図）

　AD－4グリッドから、　AD－5グリッドにか

けて位置している。共に、東半部で192号土坑に

切断されている。また西部では16号溝が両住居跡

の覆土上面に存している。

44号住居跡

　東半部で192号土坑に切断されており、また南

半鐘は45号住居跡に切断されている。

　このため、形態・規模共に不明である。主軸方

位はN－55．一Wを示す。

　本住居跡の覆土は、褐色シルト・灰色シルト混

在層であり、白色軽石微粒子（浅間系か）を多量

に含んでいる，，

　床面は、やや起伏があるものの安定している。

第41表　44号住居跡出土遺物観察表　（第76図）

　カマドは、西壁に設置（詳細は不明）されてい

る。カマド自体の残存状況が悪く、すべての壁が

剥落した状態であり、さらに45号住居跡による削

平もあって、形骸のみであるといわざるを得ない。

しかし、遺物の残存状況からすると、燃焼部が床

上に脹らむ形態をとるものとみられる。

　遺物は、カマド周辺から、土師器杯・甕等が出

土している。

器　種 法　量（c類） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴平信
ド
［
土師器

@杯

賢愚（11．5）
ﾇ高
鼬a

④
① ②

榿（5聡　6／6） 上　半

P／4

口縁部斜ナデ。
ｷ部内面縦のナデ、外面縦のナデ。

2 土師器

@甕

ロ径（22．4）
寘a@　5．0
鼬a

①④

B
②

②
榿（2．5聡6／6） 上　位

P／4

ロ縁部横ナデ。

ｷ部内面横のナデ。外面横のケズリ、一部斜
ﾌケズリ。吸炭。

、　3
土師器

@甕
ロ径（25．2）
寘ai31．7）
鼬a　　4．2

④
①
③
②

②
明赤褐
i5YR　5／6） 1／4

ロ縁部横ナデ。胴部内面上位ナデ、下位斜の
iデ。外面最上位横ケズリ、上下位斜のケズ
梶B一部炭化物付着。吸炭。底面付近面取り
l横のケズリ。底面ケズリ。

45号住居跡

　東刑部で192号土坑及び41号住居跡に切断され

ており、北三部では44号住居跡を、また西部では

219号土坑を切断している。

　南北3．46m、東西2．50mを測り、平面長方形を

呈する。また北隅は、南北1．18m、東西LOOmの

規模で西側に張り出す。主軸方位はN－22．一E

を示す。

　本住居跡の覆土は、上層が少量の炭化物・焼土

粒を含む褐色シルト層、中間上層が炭化物粒を含

む鈍い黄褐色シルト層、中間下層が炭化物・焼土

ブロックを含む黒褐色シルト層、下層が黄褐色シ

ルト層である。

　床面は、ほぼ水平に安定している。

　カマドは、北東壁東隅に設置されている。大部

分が192号土坑に切断されており、全体の形態・

規模は不明であるが、燃焼部が序品に平面三角形

に張り出す形態をとるものとみられる。また燃焼

部は床上に脹らみをもっていたらしく、灰層が、

192号土坑切断面に広がる。煙道等は確認されて

いない。

　遺物は、須恵器・土師器杯、鉄製竪子、土錘等

が出土している。
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44愚住居跡カマド土層

1　褐色（7，5YR4／3）シルト質。焼土粒・綾化物粒を禽

　　む。

2　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。！厨よりも大

　　きい炭化物が混じっている。砂分は1層目ま二である。

3　にぶい黄褐亀（10YR4／3）シルト質。2顧とほぼ岡

　　質。炭化物等の混入は少ない。4魍の土がブロック状に少

　　量入る。

畦　オリーブ糊艶（2．5Y沢4／3）シルト質Qやや粘挫があ

　　る。2層・3層。4層は一連の堆積土のようである。

5　黒褐色（7．5YR3／：Dシルト質。やや粘性がある。炭

　　化物・焼土のノ1、ブロックが混じっている。

6　黒褐色（7，δYH3／Pシルト質。粘牲は弱い。少量の

　　炭化物が禽まれる。黄褐色（2．5YR5／3）のブロック

　　が入る。

7　黄褐色（2。5YR5／3）シルト質。45号の台形と思わ

　　れる。上面には若干の硬化面が見られる。

8　44号・51号　　　　　5層。

9　44号・51号　　　　　6層。

10　44号・51号　　　　　8層。

！1　44号・5！号　　　　　 19層◎

12　黒褐色（7、5YR3／1）シルi・質。硬質。焼土が大半を

　　占める。壁面の焼けた土と思われる。

13　44号。5長蛇　　　・　11層。

拷　炭化物属。　カマドの灰層。

17灰黄褐魯く10YR5／1）シルト質。しまり良く粘牲は

　　弱い。

18　褐色（1QYR4／4）シルト質。しまりはやや良い。帖

　　監は弱い。
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第42表　45号住居跡出土遺物観察表　（第76図）

撫 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 須恵器

@杯

口径（14．8）
寘a@　3．4
鼬a　10．0

②
① ③

灰白
i5Y　7／1） 1／3

回転ナァ。

齧ﾊ回転ヘラケズリ。
S面吸炭。

2 須恵器

@杯

ロ径

寘r
径�

⑥②

D
�

�
（N　　5／）� 　部1
^2�
転ヘフケズリ。

� 恵器　

t�
径器

jﾛ
｢�

②
⑥
�

（蕪　　6／）� 　部1
^2�
切り後、周辺部回転ヘラケズリ。

�
師器　

t�
径（16．2）一
ai　3．5）底
a�

①
� �

（7．5YR7／8）� 縁部1
^8�

外面ナァ。

� 師器　

t�
径（15．0）一
ai　2．8）底
a�

②
③
�
�

（5YR　6／6）� 縁部1
^8�

面磨滅。外

ﾊ横ケズリ。

� 　錘�
大径　1．7残
ｶ長　5．2孔
a　　0．6�

� 　錘�
大径　2．0残
ｶ長　2．6孔
a　　0．7�

／2�

� 　子�
存長　7．0�

6号・47号住居跡（第79図）

AC－5グリッドからAD－5グリッドにかけ

位置している。両住居跡の上面に9号溝・10号

が存する。

6号住居跡

南半部は47号住居跡に、中央北寄りは！68号土

に切断されている。

北辺2，70m、西辺3，00m、南辺2．66m、東辺

．40mを測り、平面長方形を呈する。主軸方位は

－88．一Eを示す。

床面は、やや起伏があるものの安定している。

カマドは、東壁中央やや南寄りに設置されてい

。燃焼部は47号住居跡によって切断され、詳細

不明であるが、丁丁が丁丁に張り出し、平面三

形を呈し、床上にも脹らむ形態をとるものとみ

れる。煙道は、幅20cm、長さ1．24mの規模をも

。断面形は、僅かに窪む火床から5cmの段をも

て煙道に移行し、煙道は緩く上昇し、直立する

壁に至る。

遺物は、ほとんど出土していない．

7号住居跡

東三部で48号住居跡を、北半弓で46号住居跡を

断している。

北辺3．90m、西辺3．50m、南辺3．301n、東辺

．70mを測る。西壁が脹らみやや不整形であるが、
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平面正方形を呈する。主軸方位はN－36．一Eを

示す。

　床面は、やや起伏があるものの安定しており、

壁に沿って4つのピットが穿たれている。規模は、

東から43×65c磁、35×35幡、28×33c灘、27×35c磁

であり、深さはそれぞれ、28cm、14cm、8cm、

10働である。

　カマドは、北東壁の東隅寄りに設置されている。

両袖は床上に張り出し（西袖は30cm）、全体の平

面形は凸形を呈し、煙道の極端に短い特徴をもっ

ている。全体長は、1．53mを測る。燃焼部は床上

にも脹らみ、幅55cm、奥行ユ．16mを測る。煙道は、

幅20cm、奥行37cmの規模をもつ。断面形は、僅か

に窪む火床から角度を変えて煙道に移行し、煙道

はほぼ水平に続き、直立する奥壁に至っている。

　遺物は、須恵器蓋、土師器杯・甕、土錘等が出

土している。
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第43表　47号住居跡出土遺物観察表　（第81図）

晦 器　種 法　難（闘） 胎土 焼成
色　　調
i土色轄）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 須恵器

@蓋

ロ径　14．8
寘r
l径

②④

@⑥
B
③

機（2．5YR6／6） ロ縁部

P／6

ロクロ整形。

¥面剥離。還元不全。

2 土師器

@杯

ロ径　13。4
寘a@　3．2
鼬a

①④

A
③

②
鐙（5YR　7／6）

一部欠
内面ナァ◎

O面口縁部ナデ、体部横のケズリ。

3 土師器

@杯

ロ径　12．6
寘a@　3．8
鼬a

①④

A
③

②
榿（2．5YR6／8）

完　形
内面ナァ。

O面ケズリの後ナデ。

4 土師器

@杯

ロ径　竃1．6
寘a@　3．O
鼬a

①
②
④
②

榿（2．5YR6／8）

完　形
ロ縁部横ナァ。体部内面ナァ、一部剥離。
O面横のケズリの後、横のナデ。
Y化物付着。

5 土師器

@甕

ロ径　22。0
寘r
径�

①
②
�
�

（5Y盆　7／8）� 　半の

@み�

縁部横ナァ。飼部内面横のナデ、外面縦のケ
Y弓。内外面頸部にリング状炭化物付着。二次加熱。

� 師器　

P�
径（22。4）器
n?
a�

④①

B
�

�
（2。5Y殺6／8）� 　半1
^4�
縁部横ナァ。胴部内面ナァ、外面上位斜のケ
Yリ、炭化物付着。中位斜のケズリ、一部横
ﾌケズリ。煤付着。二次加熱。

� 師器　

P�
三熱

r鼬
a（　4．4）�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5Y既／8）�

　部の　み� 外面斜のケズリ。底

ﾊ付近、面取り様横ケズリ。底面ケズリ。

� 師器　

P�
径器

r鼬
a�

④②

B
�

� ぶい機（
V．5YR7／3）�

　部の　み� 面ナァ。

� 　錘�
大径　1。5残
ｶ長　5．0孔
a　　◎、6�

8号～50号住居跡（第80図）

C－5グリッドからAD－5グリットにかけて位置 ている。

8号住居跡

西部で47号住居跡を、また大部分で49号住居

・50号住居跡を切断している。壁は、池（調査

外）、191号土坑、206号土坑によって分断され

いる。

北辺3．60m、田辺3．60m、南辺3．54rn、田辺

．00mを測り、西隅が丸みをもち、やや不整形な

ら平面正方形を呈する。主軸方位はN－25．一

を示す。

覆土は、上層が焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色

ルト層、下層が褐色シルト層である。

床面は、やや起伏があるものの安定している。

側には3本ピットが穿たれている。いずれも褐

シルト層と50号住居跡の最下層である黄褐色シ

ト層が流入しており、本住居に伴うものとされ

。

カマドは、北壁中央と東隅の中間に設置されて

るが、大部分が191号土坑によって切断され、

細は不明である。床面の状況から、箱形の燃焼

と、この右（東）壁延長線上に煙道を設ける形

をとるものとみられる。煙道は、30cmの長さを

ち、煙道の極端に短い特徴をもっている。全体

は1mほどであろうか。

遺物は、須恵器杯・盤、土師器杯・甕、砥石、

ラッグ等が出土している。
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42・43号住居跡畿層

1　黒褐色土（10YR3／2）シルト質で粘性は弱．い。焼土ブロックおよび炭化物を含

　　む。

ワ
馴
3
4
5
ρ
0
7
8
⑪
り

炭化物魍。焼土ブロックを含む◎

暗灰黄褐色土（2，5Y5／2）砂質の強いシルト質。炭化物・焼土などは含まない。

炭化物層。2層と異なり、ピ講アな炭化物層。焼土ブロックを禽む。

灰黄褐色土（！0YR5／2）3層よりやや赤味があるが土質は近い。

炭化物膣。黛贋や4層とは翼なり薄いが、窟機質が強い。焼土ブロックを含む（第護

期カマドの灰麟）o

灰黄褐色土（10YR5／2）5層に近いがやや砂っぽい。

焼土層。焼土層カマド天井の崩落。

暗赤褐色土（5YR3／6）焼土を中心とする繕であるが焼け謎合の甘い層。

　　巡

鈴　炭化物層G一番しっかりしている炭化物層のカマド（第王期）に伴う炭イヒ物であると

　　思われる。

11　灰黄褐色土（！0YR5／2）7層に近い。

12　灰層　灰白色の灰層、他の炭化物層とは異なる。

13褐色土（10YR4／4）シルト質。焼土ブロック及び炭化物ブ欝ックが少量混ざる。

141こぶ購褐魚（10YR4／3）シノレ贋であるがやや粘±っぽいカマ陶堀かた。

2

42号住居跡
4

⑥
5

第77図　42・43号住居跡及び42号出土遺物 0　　　　　　　　　　　　1◎（塒
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42号住居跡カマド土層（42号住土層注B－B’と共通）

1　にぶい黄褐色（10RY4／3）やや粘性のある転ルト質。

2　暗褐色（10RY3／4）やや粘性のあるシルト質。1層よ

　りも粘性は弱い。焼土・炭化物の粒子を少量含む。

3　褐色（7．5YR4／3）シルト質。焼土ブロック・炭化物を含む。

4　灰黄褐色（10RY5／2）粘土質。

5　灰黄掲色（10RY4／2）粘土質に近いシルト。

6　焼土のかたまり。

7　黒色炭化物層。
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第78図　42・43号住居跡カマド及び43号住居跡出土遺物
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十

168号土坑

46号住忌鋏 ◎

＼瀦
＼

2

、

46号｛詑居跡カマド土層（A－A’，　8－B’）

エ　にぶい黄褐魁（10YR4／3）シルト質。粘盤しま

　　りともに乏しい6炭化物・焼土などは含まない。

2　褐色（10YR4／4）シルト質。粘性、しまりとも

　　に乏しいが、1層よりはあるG

3　にぶい赤褐色（5YR4／4）シルト質。粘性、しま

　　りともややある。焼土を中心とする層。

4　曜褐色（10YR3／3）シルト質。鈷盤、しまりと

　　もややあるが3層よりは弱い。焼土は多いが炭化物は

　少ない。

5　黒褐色（2．5YR3／2）シルト質Q粘性、しまりと

　　もややあるが3層よりは強い。炭化物を多く、焼土を

　少量含む。

6　黒褐色（10YR3／2）シルト質。粘性がありしま

　りも良い。焼土・炭化物などは會まない。

47号｛叢居鋳カマドニま二層　 （C－C　’，　◎一D　　．　E－E　’）

◎、澱居蹟 0

　　

ん◎

1　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。粘性｝需く

　糖土質に近い。しまりも良い。炭化物・焼土粒：子を多

　　く含む。鉄脅も多い。

2　黒褐色（7．5YR3／2）シルト質。1麟ほど高くな

　いが、糖斐生はありしまりもややある。

3　焼土を中心とする層。

4　黒褐色（10YR2／2）粘二と質。粘重生高くしまりも

　良い。炭化吻を多く倉む。
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48・49・50号住居跡土層

1　褐灰色土（？．5YR6／！）シルト質、硬質で白

　儀小粒子を含む。　（全体的に斑に含む）

2　黄褐色土（2．5Y5／3）シルト質、硬質で焼土

　粒子、炭化物粒子を少量愈む。重複土坑の覆土。

3　黒褐色土（2．5Y3／1）やや粘性のあるシルト

　質。焼烹ブロック・炭化物を多く含む。

　遺物を含む。

4　褐色土（10YR4／4＞シルト質であるが、や

　や粘土が混ざっている。

5　黄褐色烹（2．5Y5／3）シルト質で少量の遺物

　を含む、5層下が住居の洗方かとも思われる。

6　にぶい黄褐色土（1GYR4／3）灰を含む炭化

　物、焼土粒：子も少量混ざる。

7　暗オリ…プ褐色土（2．5Y3／3）3㎝大の焼土

　ブロックを多く含む。粘土っぽいシルト質。

8　黒褐色土（2．5Y3／1）シルト質で親捲大の焼

　土ブロックと炭化物ブロックを含むQ3層に近い。
9　　 黄褐色二圭二　（2．5　Y　5／3）　5層｝こ返、篭。

第80図　48～50号住居跡
06m
1

第44表　48号住居跡出土遺物観察表　（第81図）

甑 器　種 法　量（c踏） 心土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 須恵器

@杯
ロ径　11．8
寘r
径�

①
③
�
� 青灰（

P0BG　4／1）�
　半の

@み�

クロ整形。外

ﾊの一部が溶解している。

� 師器　

t�
径　13、8器
r鼬
a�

①
④
�
� ぶい赤褐（

TYR　5／4）�
　半1
^8�

縁部は横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面横のケズリ。

� 恵器　

ﾕ�
径　18．4器
a@　4。8底
a　13．8�

②
⑥
�
� 白（

`　　7／e）� ／3�
クロ整形。底

ﾊ回転ヘラケズリ後、付高台。

� 師器　

P�
径　18．2器
r鼬
a�

④①

E③
�
�

（5YR　7／6）� 　位の

@み�

縁部横ナデ（3段）。煤付着。胴
拍繹ﾊ横ケズリ。炭化物付着。

� 　石�
さ　　6．8幅
@　　5．0厚
ｳ　　3．9�

面使用。

9号住居跡

8号住居跡・50号住居跡の床面下に、二身最下

のみが検出されたものである。

辺は3．70mを測るものの、全体の形態・規模

共に不明である。東辺方位はN－12◎一Wを示

。

面は、やや起伏があるものの安定している。
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第81図　47・48号住居跡出土遺物

48号住居跡

〆
躍
懲
騰
灘
矯
輝

L＝＝二＝＝聖・

50号住居跡

　西部で49号住居跡を切断し、大部分で48号住居

跡に切断されている。

　北辺2．70m、西出2．94m、南辺3，20m、東辺

2．40mを測り、南西隅が飛び出してはいるものの、

基本的には正方形を呈しているといえる。主軸方

位は：N－121．一Wを示す。

一113一



　本住居跡の覆土は、最下層の黄褐色シルト層が　　　　カマドは、南壁の南西隅寄りに設置されている。

確認されているのみである。　床面は、概ね水平　　　しかし、206号土坑によって破壊されており、詳

で安定しており、東・岩壁下の南半及び南壁下に　　　細は不明である。

は、周溝が断続している。　　　　　　　　　　　　　　遺物は、土師器杯、土錘等が出土している。

第45表　50号住居跡出土遺物観察表　（第84図）

晦 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

ま 土師器

t
二二（13．0）
r高
鼬a

③
②
①
②

明赤褐
i2．5YR5／8）

上　半

P／4

ロ縁部内面ナァ、外面横ナァ（2段一部3段）
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。

2 土師器

t
ロ径（圭4．0）
寘a@　3．9
ﾎ径

②
①
③
②

榿（5Yk　6／8）

圭／2
ロ縁部外面横ナァ。

ﾌ部外面横のケズリ、内面全体ナデ。

3 土　錘
最大径　1．4
ｷさ　　7．0
E径　　0．4

完　形

4 土　錘
最大径　1。6
c存長　4．8
E径　　0．6

5 土　錘
最：大回　1．4

c存長　3．8
E径　　0．5

6 土　錘
最大径　1。6
c存長　3．3
E径　　0．5

51号・52号住居跡（第74図・75図）

　AD－5グリッドに位置している。

51号住居跡

　一隅で50号住居跡を、カマドは197号土坑及び

202号土坑を、全体で52号住居跡の大半を切断し

ている。また南東壁中央部では44号住居跡カマド

を切断している。

北東辺3．00m、北西辺2．70m、南西辺1．92m、南

東辺2．60mを測る。南西辺が極端に短く、台形を

呈する。主軸方位はN－40．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が焼土・炭化物ブロッ

クを含む灰褐色シルト層、中位層が白色軽石微粒

子（浅間系か）を含む二二黄色シルト層、下位層

が少量の焼土・炭化物ブロックを含む灰黄褐色シ

ルト層であり、部分的に最下層として褐灰色シル

ト層がみられる。

　床面は、やや起伏があるものの安定している。

　カマドは、北東壁中央東隅寄りに設置されてい

る。壁・天井が崩落した状態で検出されている。

燃焼部は箱形を呈し、煙道は三角形を呈している。

断面形は、窪みをもつ火床から12c田の段をもち、

直線的に僅かに上昇する煙道へと移行する。煙出

部は残存していない。全体の残存長は1，50mを測

る。

遺物は、須恵器蓋、土師器杯・甕、滑石製臼玉等

が出土している。
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第46表　51号住居跡出土遺物観察表　（第84図）

晦 器　種 法　量（c瓢） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

圭
須恵器

@蓋

天井径（5．9）
�r
径�

�
�

（賛　　6／）�

／4�
クロ整形。天

苺秤�]ヘラケズリ。

� 師器杯

�
径（16．5）・
寘r鼬

a�
①
④
�
� ぶい榿（

V．5YR7／4）�
　半1
^5�

面ナァ放射状磨き。外
ﾊ横ナデ。

� 師器　

P�
径（17。0）玉
r鼬
a�

④①

B
�

�
（5YR　6／6）� 　位1
^2�

縁部横ナァ。胴

拍繹ﾊ内面ナデ。外
ﾊ横のケズリ。

� 　玉�
大径　0．7厚
ｳ　　0．4孔
a　0。25�

石製。

2号住居跡

北半は51号住居跡によって切断され、西壁の上

は池（調査区外〉によって削除されている。ま

東壁南隅付近は、214号土坑によって切断され

いる。

南辺は2．62mを測るものの、他辺は計測できず、

模は不明である。形態は、方形を呈するものと

われる。主軸方位はN－34．一Eを示す。

本住居跡の覆土は、上層が暗灰黄色シルト層、

層が灰黄褐色シルト層である。

床面は、やや起伏があるものの安定している。

下下には、周面がみられる。

カマドは、検出されていない。

遺物は、土師器子等が出土している。

47表　52号住居跡出土遺物観察表　（第84図）

� 　種� 　量（徽）� 三� 成�
　　調（

y色帖）� 存率� 整　・手法の特徴等

� 師器杯

�
径（12．8）器
r鼬
a�

①
③
�
�

（2．5YR6／8）� 　半1
^5�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面横のケズリ。管
Y。

3号～55号住居跡（第82図・83図・85図）

AD－5からAE－5グリッドにかけて位置し　　　ている。

3号住居跡

西半は、池（調査区外）によって削除されてい

。また、残った大部分を54号住居跡によって切

されている。

このため、形態・規模は共に不明である。

主軸方位はN－38．一Eを示す。

カマドは、義塾東隅に、壁・天井が崩落した状

で検出されている。また燃焼部は、54号住居跡

切断されている。煙道は、幅！0cm、長さユ。80rn

測り、中央付近で大きく右（東）へ屈曲する特

な形態をとっている。断面形は、窪みをもつ火

から、煙道は、緩傾斜で上昇し、一旦平坦面を

つが、奥に移行するに従って（東へ屈曲する手

から）再び緩やかな角度をもって上昇する。奥

は、急傾斜で立ち上がる。
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調萱区外

せ
、

／

鯵
／
　
濤
＼

關聡54

／
マ！

ρ

＼
43号溝

／　　ぐ 55号怯艦鋳

＼◎

／
o／

　　　　三　3　　獲

　　　纏
53・54号住居跡土層（A～A’，B－8つ

宝　黒褐毯（／0YR3／至）

2　黒褐魯（7。5

　炭化物及び焼土ブロックを多く含む。

3　褐色（7．5YR4／4）

4　黒褐色（7．5YR3／2）粘土質。

　を含む。

6　黄褐色qOYR5／6）粘土質。

＼。、

　＼

る、　1腸溝

215号土坑

2総弩止筑

／
！
偽

／

／
妨 ノ

＼ρ・
C
一 遷

く

＜｝

N

F　　　　　F

　　ヨ

◎弓

サ

　　　シルト質。酸化鉄粒子を多く含む。

YR3／1）粘姓の高いシルト質。1層よりも結土質が強い。

シルト質。酸化鉄粒・子を含む。

　　　しまり良い。焼土及び炭化物のヅロック

㊤

自◎1

o自1

・懸

制

　　　　　　　　　＿£

55号倥騒跡土層（C－cr，D－D’，E一ε’，F－F’）

i　褐穂（7．5YR4／壌）　シルト質。

2　黒褐色（7．5YR3／2）シルト質。焼土プ糠ック（小指頭）炭化物を含む。

　遺物の包含量も多い。

3　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質。少撮の粘土粒子を含み、やや粘性

　があるように感じられるQ

第82図　53～55号住居跡 G　　　L鵠29．000m　　　2照

ヒ＝＝一艦60

遺物は、ほとんど出土していない。

54号住居跡

　西半は、池（調査区外）によって削除されてい

る。またカマドは、55号住居跡を切断している。

　南東辺は1．36mを測るものの、他辺は計測でき

ず、規模は不明である。形態は、残存している北

東辺・南西辺がいずれも南東辺より長いことか

ら、長方形を呈するものと思われる。主軸方位は

N一ユ24．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が酸化鉄粒を多量に含

む黒褐色シルト層、中層が多量の炭化物・焼土ブ

ロックを含む黒褐色シルト層、下層が褐色シルト

層である。

　床面は、やや起伏があるものの安定している。

閥一 P！6一



　カマドは、南東壁南隅に設置されており、壁・

天井が崩落した状態で検出されている。断面形は、

窪みをもつ火床から、煙道は、緩傾斜で上昇する

遺物は、土師器杯等が出土している。

　53号住居跡は、54号住居跡の南西壁外へは伸び

ておらず、また南東壁がほぼ一致していることか

ら、本来両住居跡は、同一住居であった可能性も

ゐ局い。

第48表　54号住居跡出土遺物観察表　（第84図）

甑 器　種 法　量（c麟） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

t
口径（15．2）
寘a@　3。7
鼬a

②
② にぶい榿

i7．5YR7／4） 1／8
口縁部ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面はケズリ。

「
『
1
一

A
唖

o

A

6　4

　　　　　輩

てfまこ＝＝二

。
B B

，
覧

ら／
！

＼
、

／

4、

ρ

＼

／

／ c C

＼　　ρ’

D
｝

D

◎　　　 し辮2§．　eg◎r跳　　　　蓬瓢

一＝ヨ窪・30

　　1、

1髪％／

§3号住居懸カマド土摺　（A－A’，8－Bつ

1　褐色灰（ま◎YR4／1）シルト質。粘姓は翼い、1焼土及び炭化物の徴粒子を

　少量含む。

2　褐色（10YR4／4）シルト質。若干粘性がある。1層よりも大きめの焼土

　。炭化物を倉む。

3　曙オ弩一ブ褐亀（2．5Y3／4）シルト質。粘牲がありしまり農い。焼土はあ

　まり見当たらないが指頭大の炭穐物が少量含まれる。

4　焼土層。

5　にぶい赤褐色（5YR4／4）シルト質。粘性は弱くサラサラ、焼土・炭化物

　の小ブロックを含む。

6　黒色炭化物。上面に薄く白蝕灰麗がある。

54号住居跡カマド土層　（C－C’，O－Dつ

1　黒褐色（7．5YR3／1）シルト質。しまり炭い、焼土ブロックを多く含む。

　炭化物は焼土ほど多くない。

2　黒褐色（7、5YR3／1）シルト質。1層よりしまり良く粘質。1層ほどは多

　くないが焼土ブロックを含む◎

3　にぶい黄褐色（10YR4／3＞シルト質。しまりは喪いが粍燵は弱い。4逼

　との接点に炭化物の層を脊し、炭化物ブロックを多く含む。

4　黒褐色（10YR4／3）シルト質。しまり良く、粘性が強い。炭化物・焼土

　ブロックを多く含む。焼土は煙道では少ない。

5　黒掲色（1◎YR3／2）静止質。しまり良く、炭化物や焼土は含まない。

6　褐色（？．5YR4／4）粘烹質。しま珍良い。因由。

第83図　51・54号住居跳動マド
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謬三＿一一診1 てこ匹ノ1
52号住居跡

第84図　50～52・54号住居跡出十遺物

54号住居跡

8　　　　　　　　　　　　董Oc鍛

ヒ＝ニー1：4

55号住居跡

　北東辺を213号土坑に、西隅を43号溝iにそれぞ

れ切断されている。

　北東辺3．06m、北西辺3．00m、南西辺2．80m、

南東辺2．70mを測り、平面はぼ正方形を呈する。

主軸方位は：N－61．一Wを示す。

　本丁三跡の覆土は、上層が炭化物・焼土ブロッ

クを含む黒褐色シルト層、下層が鈍い黄褐色シル

ト層であり、最上層として褐色シルト層が堆積し

ている部分もある。

　床面は、やや起伏があるものの安定している。

北隅と西隅の一部を除いて周溝がみられる。また、

中央に2ケ所のピットがみられるが、いずれも浅

い○

　カマドは、検出されていないが、北西辺中央や

や北隅寄りの壁（54号住居丁丁マド部分）が外に

張り出し、前面に炭化物が分布していたことから、

この部分に設置されていた可能’性が高い。また、

遺物も北西半に集中して出土（第85図）しており、

このことを裏付けている。

　遺物は、土師器杯・壷・甕、土錘等が出土して

いる。
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第85図　55号住居跡遺物出土状況

第49表　55号住居跡出土遺物観察表　（第86図）

甑 器　種 法　量（㎜） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

！ 土師器

@杯

ロ径（16．2）
寘ai　3．5）
Z一（14．0）

②
②

榿（2．5YR6／6）

1／4
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ケズリ様のナデ、外面横のケズリ。

2 土師器

@杯

ロ径（12．4）
寘ai　2．9）
鼬a

①
② ②

榿（5YR　6／6）

1／4
口縁部横ナデ。

ﾌ部内外面ナデ。

3 土師器

@杯

ロ径（12。4）
寘a@　3．8
鼬a

②

②
燈（5YK　6／6）

3／4
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。

4 土師器

@杯

ロ径（11．3）
寘r
径�

④
②
�
�

（5YR　7／6）�

／3�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

t�
径　薫1．1器
a@　3．3底
a�

④②

@
�

� ぶい赤褐（
TYR　5／3）� ／2�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

t�
径（11．8）器
r鼬
a�

①
� �

（5YR　6／6）� 　半1
^4�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。二
汢ﾁ熱。

� 師器　

P�
径　23。6器
r鼬
a�

④①

B
�

�
（2．5YR6／8）� 　位1
^2�

縁部横ナデ。胴

拍繹ﾊ内面ナデ、外面横ナデ。吸
Y。

ユ19一
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第86図　55号住居跡出土遺物
0　　　　　　　　　　　　　10㎝

梅 器　種 法　量（cの 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

8 土師器

@甕

ロ径（22．0）
寘r
径�

②
� �

（5YR　6／8）� 　位1
^4�

縁部横ナデ。胴

拍繹ﾊ横のナデ。吸
Y。

� 師器　

P�
径（20．8）器
ml
a�

�
�

（2．5YR6／8）� 　位3
^4�

縁部横ナデ。胴

拍繹ﾊ内外面横のケズリ。吸
Y。炭化物付着。

0� 師器　

P�
径（22．0）器
r鼬
a�

②
� �

（2．5YR6／8）� 半部1
^3�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊナデ、外面斜のケズリ。煤
t着。

1� 師器　

P�
径（23．0）器
r鼬
a　　4．0�

②
� �

（2．5YR6／8）�

位欠�

縁部横ナデ。吸炭。胴部上位内面ナデ、外面
｡のケズリ、一部斜のケズリ。下位内面ナデ
A外面斜のケズリ。底面付近面取り様横のケ
Yリ。底面ケズリの後ナデ。吸炭。

2� 師器　

ﾙ�
径器

r鼬
a（　2．4）�

④
� �

赤褐（
Q．5￥R5／6）� ／2�

部内面ナデ、外面ナデ、一部下位横のケズリ
B吸

Y。

3� 　錘�
大径　1．8残
ｶ長　6。6孔
a　　0．7�
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56号・57号住居跡（第87図）

　56号住居跡は、AD－5からAE－5グリッド

にかけて、57号住居跡は、AE－5グリッドに位

置している。また両住居跡共、224号土坑によっ

て削平されている。

ノ

8

＼

　　　　／　　　　　56号住居跡　／
　　　　　　　　　ノ／

§二号二丁鋳

C
一
ーグ

1◎コ、

43勢溝

，
C
一

＼尋ワ

56。57　簿住居跡二圭＝綴

1　黒褐色（10YR3／2）しまりの強いシルト質。、遺物を多く含む。土色、土質と

　も変化が見られず、「分層出来なかった。地山は黄褐色が強いため、遣構覆土である

　ことは間違いないものと思われる。

2　にぶい黄褐色（10YR4／3）シルト質Q粘牲がややある。少量の炭化物粒子を

　含む。

3　暗赤褐色（2．5YR3／6）砂質の強いシルト質。焼土を中心とする。

4　灰褐色（7．5YR5／2）砂質。酸化鉄を禽む。

5　暗灰黄色（2．5Y4／2）シルト質。しまりは悪くサラサラの土。鉄分を含む。

6　暗灰黄色（2．5Y4／2）シルト質。1逼と同質。やや砂っぽさを感じる。

7　赤褐色（2．5Y4／6）シルト質。ややしまりがあり、粘牲もある。焼土を中心と

　する層で少量の炭化物が混じる。

8　暗褐色（10YR3／3）粘土質。しまり良く粘嫉強い◎焼土を巾心とする土質。

9　にさミい黄褐色（10YR4／3）砂質Q

　　　　　　　　　　　　O　　　し閑29．　0◎（｝m　　　 2覆

　　　　　　　　　　　　一歪＝6◎

A

B
［

♪

B

　　　　　　調査区外

第87図　56・57号住居跡

C
…

78 @5

｛
し
｝

2　3

拷 2

56号住居跡

　西半は、池（調査区外）によって削除されてい

る。また224号土坑によって、床面直上まで削平

されているため、形態・規模は共に不明である。

しかしながら、東隅及び南東辺に周溝がみられ、

南端で西に折れる様相を伺わせているため、南東

辺長は、2．50mであったことが知れる。これを基

にすると、形態は方形であり、主軸方位はN－35

．一 dを示すといえる。

　床面はあまり起伏が無く、安定している。東隅

には36×58cm、深さ7cmの浅いピットが穿たれて

いる。このピットから床面東隅付近、さらには壁

外に弓状に張り出して、炭化材が検出されている。

　このことから、北東壁東隅寄りにカマドが設置

されていたと思われる。

　遺物は、はとんど出土していない。
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57号住居跡

　西半は、池（調査区外）によって削除されてい

る。上面は、224号土坑によって削平されている。

　東辺は2．20mを測るものの、他辺は計測できず、

規模は不明である。形態は、基本的には方形を呈

するものと思われる。主軸方位はN－！12．一E

を示す。

　本住居跡の覆土は黒褐色シルト層である。

　床面は、起伏も無くほぼ水平で、安定している。

　カマドは、東壁北隅に設置されている。壁・天

井が崩落した状態で検出されており、詳細は不明

である。

　遺物は、土師器杯・甕、須恵器高杯、中央に孔

の穿たれた土製支脚等が出土している。

第50表　57号住居跡出土遺物観察表　（第89図）

㎞ 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等
1
、
土師器

@杯

ロ径　12．8
寘a@　3。0
鼬a

④
②
①
① にぶい橦

i7．5YR6／4） 一部欠
口縁部横ナデ、一部に煤付着。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ、炭化物付着。

2 土師器

@杯

ロ径（13．6）
寘a@　3．8
鼬a

④
①
②
② にぶい榿

i7．5YR6／4） 2／3
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリの後ナデ。

3 須恵器

a@杯

口径

寘r
径�

③
⑥
�
�

（饗　　4／）� 　部1
^3�

面回転のナァ、外面横のナデ。裾
狽ﾌ接合に薫条の凸帯◎

� 師器　

P�
径（15．8）器
r鼬
a�

④
②
�
�

（5YR　6／8）� 　位1
^4�
縁部横ナァ、1条の沈線。胴部上位内面ナデ
A外面横のナデ、一部吸炭。

�
　製支

@脚�

径　　3．8器
a@15．0口
a　　8．5�

⑥①

C
�

�
（2．5YR6／6）�

部欠�
面上位ナァ付け、中位以下横への連続ナデ。外
ﾊナデ。上面に木の葉痕。煤
t着。吸炭。二次加熱。

8号住居跡（第88図）

AC－7グリッドに位置している。

南半は、池（調査区外）によって削除されてい

。また西側では、59号住居跡・60号住居跡を僅

に削平している。

北辺は2，16mを測るが、他辺は計測不能である。

って、形態・規模は共に不明であるが、西辺の

まりから、南辺もさはど多く削平されておらな

と考えられ、形態は方形を呈するとされる。主

方位はN－18．一Eを示す。

本住居跡の覆土は、上層が褐灰色シルト層、下

が軟化鉄を含む灰黄色シルト層であり、部分的

炭化物・焼け土を含む鈍い黄褐色粘土層や、酸

鉄を含む褐灰色シルト層が最下層として堆積し

いる。

床面はあまり起伏が無く、安定している。

遺物は、ほとんど出土していない。
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1

6§住瘡…跡

59住居跡

寸」

ワ

。り

58弩住居遜士層

1
2
3
4
5
ρ
◎78
Q
り

灰白色（2．5Y7／1）耕作土。ピエールが混ざる。

褐灰色（10YR6／1）シルト質。しまりにかける。

暗灰黄色（2．5Y5／2）粘土質。焼土・炭化物が多く入る。

灰黄色（2．5Y6／2）砂に近いシルト質。酸化鉄が混ざる。

黒掲色（2．5Y3／2）根などによるカクラン。しまりにかける。

にぶい黄掲色（10YR4／3）糟土質。焼士・炭化物が混ざる。
（3層より姦ま少な㌔㌔）

褐灰色（1奪YR4／1）シルト質。酸化鉄が混ざる。

にぶい黄色（2．5Y6／3）シルト質。やや粘盤あり。

灰黄色（2．5Y7／2）2麟に近いが、炭化物が少量混ざる。

讃奮盤外

ミ

8

第88図　58号住居跡 O　　　L＝29．000m　　　 2m

1

「一 3

2

5了勢佐居跡

4

5
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一一一
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§9弩親潮跡
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第89図　57・59号住居跡出土遺物 4
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179馨土坑

＼

61号性居踏

§3号住縁錘

そ／
／

62号住居鋏

6⑪号柱居跡

4・

＼

D
一

　
　
！

，
㌣

嘩
／

／

｛
D

◎
凄8G暑土焼

181号土坑

59母嫉震跡

軽

／

A
．
一

工i

64号住居跡

／

塾’

3　　4
一マ

　　　笏

＠・

／

！

　　、、

58号住居跡

＼・

紘1

臨i

認査区外

獣
ミ 。！

（ρ1

H’

59丹住居鋳土層

1　灰黄色（2．5Y6／2）シルト質。しまりあり。酸化鉄のブロックが多く入

　　る。

2　灰黄褐色（10YR5／2）砂質。酸化鉄のブロックが多く入る。

3　褐色（7．5YR4／4）結烹質。焼土・炭化物が多く混ざる。

4　階赤褐色（5YR3／2）砂質。大部勇が焼土。

6§考住居賠±層

B
一 8

　

C
…

’

ハ
し
剛

1
2
3
4
5
6
7
8
9

にぶい黄色（2．5Y6／3）シルト質。焼土が微量混ざる。酸化鉄が混入。

1層に同じ。

にぶい黄色（2．5Y6／3）1麗に比べ、粘性が強く、焼土も多く混ざる。

灰黄色（2．5Y6／2）粘土に近いシルト質。焼土と共に微量の灰が混ざる。

褐灰色（10YR6／1）粘土質。焼土のブロックが入る。

黄灰色（2．5Y6／1）粘土質。酸化鉄のブロックが入る。

2層に同じ。

3穏に局じ。

4綴に蜀じ。

一～一一一 1

3　諺
D
編

砺…
2　　3
　董

’◎
皿

【
［
一

F
罵

2

61嘩彗・｛主」藝…蹉二」ヒ綴

1　褐灰色（10YR4／1）やや粘性に富んだシルト質。遺物はほとんど

　　見られない。

2　灰黄褐色（1GYR5／2）やや粘性に富んだシルト質。しまりあり。

3　暗褐色（10YR3／3）焼土・炭化物が多く入る粘土質。遺物が多く

　　見られる。61号の床藏上の覆土と思われる。

4　黄灰色（2．5Y6／1）砂に近いシルト質0

62。琴｝住居躊；圭二層

1　褐灰色GOYR5／エ）シルト質。酸化鉄を含む。若干の焼廓が混入。

2　暗灰黄色（2．5Y5／2）精謡：二に近いシルト質。酸化鉄を含む。

3　灰黄褐色（10YR5／2）シルト質。酸化鉄・砂が入る。若干の灰が混入。

4　褐灰色（10YR4／1）粘土質。炭化物・焼土を多く含む。

5　灰黄色（2．5Y6／2）粘土質。酸化鉄のブロックが入る。

6　灰黄褐色（10YR4／2）粘土質。灰が少量入る。

第90図 59～62号住居跡 06m
等

2蹟00092聯L0
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59号～62号住居跡（第90図・92図・93図）

全てAC－8グリッドに位置している。

　59号住居跡は58号・60号住居跡によって、60号

住居跡は58号・61号住居跡によって、それぞれ上

面が削平され、62号住居跡は60号・61号・63号・

64号住居跡及び181号土坑によって切断されてお

り、64号住居跡に削平されている。また59号・60

号住居跡の東南部は、池（調査区外）によって削

除されている。

59号住居跡

　60号住居跡による削平と、池（調査区外）によ

る削除によって、各辺は全て計測不能である。よ

って、形態・規模は共に不明であるが、北西辺か

ら北東辺にかけての下端が、58号住居跡床面下に

確認され、北西辺の下端長2．70mであったことが

知れる。60号住居跡と同様な形態を呈するものと

思われる。主軸方位はN一一45．一Wを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が酸化鉄粒を含む灰黄

色シルト層、下層が酸化鉄粒を含む灰黄褐色シル

ト層である。

　床面はあまり起伏が無く、安定している。

　カマドは、北西辺中央に壁外に張り出して設置

されている。煙道部・壁等は削平され、燃焼部下

面のみが残存している。燃焼部下面の平面形は、

三角形を呈している。

　遺物は、土師器杯・甕等が出土している。

第5壌表　59号住居跡出土遺物観察表　（第89図）

翫 器　種 法　：量（粥） 磁土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 土師器

@杯

ロ径（13．0）
寘r
径�

④②

B
�

�
（2．5YR6／8）�

／2�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

P�
径（18．6）器
r鼬
a�

④①

E③
�
� 赤褐（

Q．5YR5／6）�
　半1
^4�

縁部横ナァ。胴

箔燒ﾊナデ、炭化物付着。外
ﾊ縦のケズリ、全体に煤付着。

� 師器　

P�
径（18．6）器
O聖
a�

④①

E③
�
� ぶい赤褐（

Q，5YR5／4）�
　位1
^3�
縁部横ナァ。鵬部上位内面ナデ、外面縦のケ
Yリ。内面煤付着。二
汢ﾁ熱。

0号住居跡

6房住居跡による削平と、池（調査区外）によ

削除を受けているが、北西辺は2．90mを測り、

西辺4．06m、北東辺2．83mの残存長が知れる。

のことから、本住居跡の形態は、長方形を呈す

とされる。主軸方位はN－41．一Wを示す。

本住居跡の覆土は、上層が焼土粒・酸化鉄粒を

む鈍い黄色シルト層、中層がやはり焼土粒をや

多く含む鈍い黄色シルト層（粘性がやや強い）、

層が焼土粒・灰を含む灰黄色シルト層である。

床面はあまり起伏が無く、安定している。

カマドは、北西辺中央やや西隅寄りの壁外に張

出して設置されている。壁際には、土師器甕を

脇に伏せて立たせ、両袖としている。この両袖

には、右（北東〉袖下に底部を向けて土師器甕

入子状（No．17一右にNo．16一左が入り込む）

横たわって検出されている。壁はほとんど崩落
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しているが、平面形は、概ね三角形を呈する。断

面形は、僅かに挟まれた燃焼部（床上に位置する）

のみが僅かに窪み、奥はほぼ水平面を成す。面壁

は急傾斜で立ち上がる。

　遺物は、土師器椀・杯・甕等の他、4×13cm前

後の長円礫も出土している。
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第92図　60号住居跡遺物出土状況
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　1旧

一ヨ曙・30

第52表　60号住居跡出土遺物観察衷　（第9壌図）

撫 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 須恵器

@杯

ロ径　11．0
寘a@　4．5
鼬a

②
①
⑥
②

灰白
i1◎YR　8／1） 完　形

ロ縁部内面ロクロ整形。
ﾌ部外面横のケズリ。
齧ﾊ回転ヘラケズリ。歪み有り。

2 土師器

@杯
ロ径　11．6
寘a@　3．5
G杵

②④

B⑥
@
②

榿（5YR　6／6）

完　形
ロ縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリQ煤付着。
�汢ﾁ熱◎
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晦 器　種 法　量（c鵬） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

3 土師器

@杯

ロ径　！1。8
寘a@　3。2
鼬a

②④

@
③

②
榿（5YR　7／6）

完　形
口縁部横ナァ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。煤付着。
煌O面表面剥離。二次加熱。

4
土師器

@杯

ロ径　ll．8
寘a@　4．2
鼬a

②
①
⑤
②

明赤褐
i5Y盆　5／6） 完　形

口縁部横ナァ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
燒ﾊ表面剥離。内外面煤付着。

5
土師器

@杯

ロ径　11。9
寘a@　4．1
鼬a

②
①
③
③

鐙（5YR　6／6）

完　形
口縁部横ナァ（2段）。
�_状剥離。煤付着。
�汢ﾁ熱。

6 土師器

@杯

ロ径（12．8）
寘a@　4．0
鼬a

②④

@⑥
B
②

榿（2．5YR6／8）

1／3
口縁部横ナァ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。

7 土師器

@杯

口径（14．8）
寘a@　4．4
ﾇ径

②
①
③
②

榿（2．5YR§／8）

1／4
ロ縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、一部表面剥離、外面ケズリ。
＆t着。二次加熱。

8 土師器

@杯

直径（12。5）
寘a@　3．9
鼬a

①③

A
④

②
明前褐
i2．5YR5／8） 1／3

ロ縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
�汢ﾁ熱。内面剥離。

9 土師器

@杯

直径（13．5）
寘p
ﾂ葱

②④

@
③

② にぶい榿
i7．5YR5／4） 1／5

ロ縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内外面ナデ、外面ケズリ。
＆t着。二次加熱。

10 土師器

@杯

直径（13．4）
寘a@　5．0
鼬a

②④

@
③

②
にぶい赤褐
i5YR　5／4） 1／2

ロ縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。煤付着、黒斑。
燒ﾊ表面剥離。二次加熱。

11 土師器

@杯

直径　10．2
寘a@　3．7
鼬a

①④

B⑥
A
②

榿（5YR　7／6）

完　形
ロ縁部横ナデ。一部煤付着。
ﾌ部内面烈点状剥離、外面ケズリ。
部ﾁ。

12 土師器

@杯

直径（11．6）
寘r
径�

③①

E④
�
� ぶい燈（

V．5YR6／4）� ／4�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。表
ﾊ剥離。吸炭。

3� 師器　

t�
径（13．8）器
jﾇ
a�

④①

B
�

� 前褐（
TYR　5／8）�

　半1
^3�

縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内面表面剥離。二
汢ﾁ熱。煤付着。

4� 師器　

P�
径器

r鼬
a　　6．2�

①
③
�
� 褐（

V．5YR4／2）�
　位の

@み�

面木口状工具によるナデ。外
ﾊ縦のケズリ。底面ケズリ。全
ﾌに吸炭。外面煤付着。

5� 師器　

P�
意（！4．0）器

jﾇ
a�

①
� �

黄榿（
V。5Y盆8／4）�

　位1
^4�

縁部横ナデ（3段）。鵬
拍繹ﾊ内面ナデ、外面斜のケズリ。吸
Y。二次加熱。

6� 師器　

P�
径（18．8）器
r鼬
a�

①③

E④
�
� ぶい櫨（

V．5YR7／4）�
　半1
^4�

縁部横ナデ。口唇部再調整。胴
箔燒ﾊ横のナデ、外面縦のケズリ。活
Y。二次加熱。

7� 師器　

P�
径　18．◎器
a@39．5底
a　　5．0�

⑥①

B
�

�
（5YR　7／6）�

／4�
縁部横ナデ。ロ唇部再調整。飼部内面横のナ
f、外面縦のケズリ。底部周辺横のケズリ、底
ﾊケズリ。下位煤付着。二次加熱。

8� 師器　

P�
径　22．0器
pﾂ
K�

④①

B
�

� ぶい燈（
V．5Y蒙7／4）� 部欠�

縁部横ナデ。胴部内面ナデ、外面上位斜のケ
Yリ、中位以下縦のケズリ。吸
Y。煤付着。黒斑。二次加熱。

9� 師器　

P�
径（22．0）器
pﾂ
K�

④②

@
�

� ぶい機（
V。5YR7／4）�

　位1
^5�

縁部横ナデ。ロ唇部再調整。胴
拍繹ﾊ内面横のナデ、外面縦のケズリ。吸
Y、炭化物付着。

0� 師器　

P�
意器

jﾇ
a　　4。5�

④①

B
�

� ぶい褐（
V．5YR5／4）�

　部の

@み�

面ナデ、外面縦・斜のケズリ。底
ﾊ表面剥離。三炭。二
汢ﾁ熱。

1号住居跡

上面を耕作によって削平され、下部のみが残存

ていた。また60号・62号住居跡を切断している。

北西辺は1．96m、南西辺2．90m、南東辺2．60m、

辺1，70m、北東辺2．50mを測り、三跡の形態は、
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不整形を呈するといわざるを得ない。主軸方位は

南西辺を基にすると、N一・42．一Wを示す。

　覆土は、褐灰色シルト層である。

　床面はやや起伏があるものの、安定している。

　カマド等は検出されていない。

　遺物は、須恵器杯・高台杯、土師器杯、土錘等

が出土している。

第53表　6壌号住居跡出土遺物観察表　（第94図）

晦 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 土師二

@杯

ロ径　11。9
寘a@　3．4
鼬a　　5．8

④③

A
①

③
浅黄橿
fOY盆8／4） 完　形

ロクロ整形。

?ﾘり底。

2 土師質

q苳t
ロ径　13．8
寘a@　4。8
鼬a　　7．0

④③

A
①

③
浅黄榿
i7．5YR8／4） 高台欠

ロクロ整形。

¥面剥離。

3 土師器

@杯

口径（12。5）
寘r
径�

③④

@
�

�
（7．5Y璽6／6）�

／4�
縁部横ナァ（2段）。体
箔煌O面ナデ、煤付着。二次加熱。内
ﾊ炭化物付着。

�
師器　

t�
径（11．8）器
ai　6．4）底
a�

①
③
�
� ぶい橿（

V．5YR7／3）� ／3�
縁部横ナフー（2段）。内面の一部に炭化物付
?B体部内面ナデ、吸炭、外面ケズリ。煤
t着。

� 　錘�
大径　3。0長
ｳ　　7。8孔
a　　1．2�

　形�

2号住居跡

60号・61号・63号住居跡及び181号土坑によっ

切断されており、64号住居跡に削平されている。

このため全体の規模は不明であるが、南北間は

．60m、東西は残長3．60mを測り、長方形を呈す

とされる。主軸方位は：N－179．一Wを示す。

本住居跡の覆土は、上層が僅かな焼土粒を含む

灰色シルト層、下層が灰・酸化鉄粒を含む灰黄

色シルト層もしくは軟化一粒を含む暗灰黄色シ

ト層である。

床面はあまり起伏が無く、安定している。東南

に45×50cm、深さ15cmの180号土坑がみられる

、覆土が灰黄褐色シルト層であり、本住居跡に

うものとみられる。

カマドは、南辺中央付近（詳細は不明）に、全

壁画に張り出して設置されている。燃焼部は、

面幅25c斑、中ほどから幅を狭め、奥行は72cmを

る。奥左（東）には粘土を盛った形で支脚が作

出されている。煙道は、左舷の延長線上に設け

れ、長さ32cmを測る。

遺物は、須恵器横瓶、土師器杯・甕、砥石等が

土している。

ロ1

二1　　　　◎　　　　 瓢29．　000m　　　　Ir舜

　　　ヒ＝＝＝一h30
　　　A’．一一　　　　（土麟注は柱羅三瀬灘こ髭駐つ

3

93図　62号住居跡カマド
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第54表　62号住居跡出土遺物観察表　（第94図）

甑 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 須恵器

｡　瓶

［］径（　8．2）

寘n
径�

①
� �

白（
m　　7／）�

縁部1
^4�

クロ整形。表

ﾊ磨滅。

� 師器　

t�
径　12．6器
a@　4．4底
a�

①②

B
�

� ぶい榿（
V．5Y盆7／3）� ／2�

縁部横ナデ◎体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面吸炭。

� 師器　

t�
径（14。0）器
r鼬
a�

①
②
�
� 褐（

V．5Y獄δ／2）� ／4�
縁部横ナデ。ロ唇部再調整。体
箔燒ﾊ水拭き整形。一一部炭化物付着。外
ﾊケズリの後ナデ。全体に吸玉。

�
師器　

t�
径（16．0）器
r鼬
a�

④①

A
�

� ぶい赤褐（
TYR　5／4）� ／3�

縁部横ナデ（2段）。ロ恥部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。二
汢ﾁ熱。吸炭。

� 師器　

t�
径（15．6）器
bb3．9）底
a�

②
� �

赤褐（
Q．5Y　5／6）� ／4�

縁部横ナデ，一部炭化物付着。ロ唇部再調整
B体部内面ナデ、外面ケズリ。外
ﾊ全体に吸炭。

� 師器　

t�
径（　8．8）器

iｺ
a�

④②

B
�

� 黄褐（
P0YR　6／2）� ／6�

縁部横ナデ（3段）、吸炭。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後磨き。全
ﾌに吸炭。

� 師器　

P�
径（12．8）器
r鼬
a�

④②

B
�

�
（5Y穀　6／6）� 　位1
^6�
縁部横ナデ、一部斜のケズリ。ロ唇部再調整
A炭化物付着。胴部上位内面ナデ、外面斜のケズリ。二次加熱。全体に吸炭。

� 　石�
存長　9．2幅
@　　6．8厚
ｳ　　3．2�

面使用。炭

ｻ物付着。
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63号・64号住居跡（第95図）

　両住居跡共、AC－8グリッドに位置している。

　63号住居跡は64号住居跡を削平し、62号住居跡

を切断している。64号住居跡は62号住居跡を削平

し、63号・65号住居跡によって削平されている。

ロ自1

論調○

◎

A
｝

～N

62丹住居跡

◎／
A’

o｛

1

＼
63鞍住房鎚

≠

qΩ

馬QI

需坑C㌧＿＿c

－
． 64号往居趣

1
◎21

C

65号住居跡

ロロ1

Q

Ol

A ’

△

C

一ご＝一訟
与争

ノ

⊆

ユ磁
§3号柱居懸土緩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64号佳居跳土磯

1　黄灰臨（2．5Y6／1）シルト質。部分的に炭が入る。　　　　　　　　　／　にぶい黄鐙亀（10YR7／3）シルト質。酸化鉄のブロックが入る。

2　灰黄褐色（10YR6／2）シルト質。／麟より粘性が　　　　　　　　　2　にぶい黄榿色（10YR6／3）粘土に近いシルト質。酸化鉄のプロッ

　強い。酸化鉄を含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クが入る。

3　灰白毯（1GYR7／D粘土に近いシルト質。焼土・　　　　　　　　　3　褐灰色（1℃YR5／1）粘土質。炭化物・焼土がその大半を占める。

　炭焦物が多く混ざる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黄褐色（2，5Y5／3）シルト質。焼土が若干混ざる。

4　にぶい黄渇色（10YR6／3）粘土質。少量の焼土混入　　　　　　　　5　にぶい黄色（2．5Y6／3＞シルト質。炭化物が多く混ざる。

5　灰黄色（2．5Y7／2）粘土に近いシルト質。灰が若干　　　　　　　　　6　黄灰色（2．5Y5／1）砂に近いシルト質。粒状に酸化鉄が混ざる。

　混ざる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　焼土層。

　　　　　　　　　　　　第95図　63・64号住居跡　　　　　　　　L＝坐籍6e
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63号住居跡

　64号住居跡を削平し、62号住居跡を切断してい

る。

　北東辺2．80m、北西辺3．00m、南西辺2．34m、

南東辺2．64mを測る。平面形は、北西辺が脹らみ、

やや変形ながら、正方形を呈する。主軸方位は

N－35．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が炭化物を含む黄灰色

シルト層、下層が酸化鉄粒を含む灰黄褐色シルト

層である。

　床面はあまり起伏が無く、安定している。南西

隅（42×37cm深さ5cm）と北東隅付（46×58cm深

さ20cm）の2ケ所で掘り込みが確認されている。

　カマドは、北東辺中央やや西隅寄りの県外に、

燃焼部が張り出して（前面は10cmほど床面側に脹

らむ）設置されている、，燃焼部の壁は崩落し、煙

道部は削平されて残存していない。カマドの右

（南東）側の壁が奥まり、左門がせり出している

ため、カマド全体が（北）方向にゆがんでいる感

を呈するが、燃焼部の壁書への堀方平面形は、奥

が徐々に丸みをもつ箱形を呈している。断面形は

摺鉢状を呈し、煙道へは6c憩の段差をもって移行

する。最奥中央左側から土製支脚が、また前面か

らは15×37cm大の礫が出土している。同様の礫は

住居跡南西隅でも出土している。

　遺物は、土師器杯・鉢・甕・甑が出土している。

　ε≡三三

　　篇

2

第96図　63号住居跡出土遺物

3

0　　　　　　　　　　　　　1◎c獅

一ゴ1；4

第55表　63号住居跡出土遺物観察表　（第96図）

瓶 器　種 法　量（c搬） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯

直径（14．0）
寘r
径�

①
④
�
�

（2．5YR6／8）�

／3�
縁部横ナデ◎ロ唇部面調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

ｫ�
径　14．2器
a@　8．0底
a　　8．0�

④③

@
�

�
（5YR　7／6）�

部欠�
縁部横ナァ。吸炭。銅
箔燒ﾊは横方向連続のナデ、外面はナデ。下
ﾊに木の葉痕。木の葉底。

� 師器　

P�
径　16．8器
r鼬
a�

②
③
�
�

（2．5YR6／8）� 　半の

@み�

縁部横ナデ、骨炭。胴部内面ナデ、外面はナ
f、吸炭。二次加熱。

� 師器　

�
径　18．0器
a@18．0底
a　　5．5�

④②

E③
�
�

（2．5YR6／6）�

　形�
縁部、銅部内面（中～下位）横ナデ。外面ナ
f、上位に黒斑。胴部内面下位横方向連続の
iデ。偏穿された孔径2㎝。
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64号住居跡

　62号住居跡を削平し、63号・65号住居跡によっ

て削平されている。

　北東辺、2．64m、北西辺2。65m、南西辺2。70m、

南東辺2．20mを測る。平面形は、北西辺が脹らみ、

やや変形ながら、正方形を呈する。主軸方位は

N－37．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が酸化鉄粒を含む鈍い

黄燈色シルト層、中層が酸化鉄粒を含む鈍い黄澄

色シルト層（粘土分が多い）、下層が多量の炭化

物粒・焼土粒を含む褐灰色粘土層であり、再下層

として、若干の焼土粒を含む黄褐色シルト層、多

量の炭化物を含む鈍い黄色シルト層、酸化鉄粒を

含む黄灰色シルト層が部分的に堆積している。

　床面は起伏が無く、安定している。

　カマドは、南西辺中央やや西隅寄りに設置され

ている。右（西）袖及び煙道は、65号住居跡カマ

ドによって削平されている。左袖は、35cm床面に

張り出している。燃焼部は概ね三角形を呈し、断

面形はほぼ水平である。

　遺物は、土師器杯・高杯・鉢・甕・手捏高三等

が出土している。

第56表　64号住居跡出土遺物観察表　（第97図）

翫 器　種 法　量（c旧） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯

ロ径（13．2）
寘w
ﾛ審

②④

@
③

② にぶい榿
i7．5YR7／3） 1／4

口縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
z炭。

2 土師器

@杯

目褄　！2．8
寘a@　6。2
n磨

①④

A⑥
B
②

榿（2．5Y殺6／8）

一部欠
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
�Y、煤付着。

3 土師器

@杯

口径　13．3
寘a@　3．7
鼬a

②④

@
③

② にぶい榿
i5YR　7／4） 1／2

口縁部横ナデ（2段）。
ﾌ部内面回縁から全面にナデ、外面ケズリ。
部ﾁ。

4 土師器

a@杯
ロ径　14．0
寘a@　6．4
鼬a　　5．0

②④

@
③

②
榿（5YR　6／6） 脚　部

@欠

口縁部横ナデ。

ﾌ部内面横のナデ、外面横のケズリ。
z炭、煤付着6二次加熱。

5 手　捏

a@杯
ロ径　歪0．7
寘a@12．8
鼈ﾓ

②④

@
③

② にぶい榿
i7．5YR6／4） 一部欠

雑然とした手捏くね風ナデ。
ﾖ積痕残る。

6 土師器

@鉢

ロ径　15．3
寘a@　7．0
鼬a　　7．0

②④

@⑥
B
③

榿（2。5YR6／6）

完　形
ロ縁部水拭き。胴部内面ナデ、外面手捏くね
翼iデ、接合痕残す。底面ナデ付け。
燒ﾊ炭化物、全体に吸炭。二次加熱。

7
土師器

@甕

ロ径　18．4
寘i
径�

④②

E③
�
� ぶい榿（

TYR　7／4）� 　半�
縁部横ナデ。胴
箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリの後ナデ。二次加熱。

� 師器　

P�
径器

r鼬
a�

①
③
�
�

G紐　4／8）� 　部上

@半�

9と同一個体。内
ﾊ横のナデ、外面縦のケズリ。激
ｵい二次加熱。

� 師器　

P�
径器

p贒
ｮ（　7．0）�

①
③
�
�

（10R　4／8）� 　部1
^2�

面ナァ、外面縦のケズリ。底
舶t近ナデ付け。激
ｵい二次加熱。

0�
師器　

P�
径器

r鼬
a　　6．2�

⑥③

@
④
�

� ぶい榿（

V．5YR6／4）�
／2�

縁部横ナデ。胴部内面ナデ、一部吸炭。外面
續ｼ斜のケズリ、下半斜のケズリの後ナデ、煤
t着。底部周囲横のケズリ、底部中央窪み、周
ﾍケズリ◎二次加熱。

1� 師器　

P�
径　16．3器
r鼬
a�

④①

E③
�
�

（5Y盆　6／6）�

　半�
縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊ横のナデ、外面縦のケズリ。内
ﾊ吸炭。外面吸出、煤付着。二次纐熱。
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第97図　64号住居跡出土遺物

　　　　　　◎

　　　　　　　　ヒ，

f1

10

0　　　　　　　　　　　　　10㎝

ヒ＝一二＝」1：4

8

65号～68号住居跡（第98図・99図）

　大部分がAD－8グリッドに位置しているが、

65号住居跡カマドはAC－8グリッドに位置して

いる。

　65号住居跡は225号土坑によって切断されてお

り、66号・67号・68号住居跡を削平している。ま

た東南部は、池（調査区外）によって削除されて

いる。66号住居跡は65号住居跡によって切断され

ており、67号住居跡を削平している。67号住居跡

は65号・66号住居跡によって削平され、225号土

坑によって切断されている。また南半は、調査区

外に及んでいる。68号住居跡は65号住居跡・225

号土坑によって削平されている。
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／
／

～

1
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。黛

に
ヒ

225丹土坑

◎
、

8
「

65暑｛主居躊

互’

、o、

気ノ

＼

　　　　ノー＿～旦

調査区外

、

Qい

N
一

　！

／
6マ号住居跡

《　66聾｛曳属鋤 Qi

騰
溺

くi

F

d

誤査区議

薮
…

ノ

F
ヒ
「

＼◎’

D
即

D’

B
一

ノ

8
　

Q、

66号住居跡土層

州
⊥
2
0
0
4

　肇　2

3彪

1

2
4

5

2

　　6

笏

3

65・弩往緩嚇土綴

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

荻黄褐毯（憩YR5／2）やや粧牲に富んだシルト質。比較的しまっている。

灰黄鵜魯（欝YR5／2＞祐土質。部分的に炭が入る。

焼烹廣。

編荻艶（7．5Y衰5／1）しまりなし。競土が多く混ざる。やや砂っぽい。

暗黄灰魚（2．きyR5／2＞粘土質。焼土が少量混ざる。

にぶい黄褐魯（鎗YR5／3）粘土質。炭・焼土が多く入る。

にぶい黄褐色（10YR5／3）6層に比べると砂つぼく焼土の含有率が高い。

掲灰亀（10YR5／1）炭化物・焼土。粘土が混入。
焼．土・灰層。

にぶい黄褐色（10YR5／4）シルト質。焼土が微量混ざる。

灰黄臨（2．5YR5／2）粘土質。焼土は見られない。

灰黄褐色（1GYR5／2）粘土質。焼土・灰が多く混ざる。

Pほ止暦

1
2
弓
◎
4

灰黄褐色（10YR2／5）粘土質だが、粘性はやや弱い。

灘本的に1層の土と岡じであるが、炭化物を非常に多く含む。

灰黄掲蝕（10YR3／5）シルト質。しまりあり。

略灰黄色（2，5Y2／5）粘土質。粘牲強い。

第98図 65～68号住居跡

褐灰色（10YR4／1）粘性がやや強いシルト質。鉄分が粉状に入り込む。

黄灰色（2．5Y6／1）粘土質。火山灰が多く混じる。

黄灰色（2．5Y5／1）粘土質。2より粘性が強い。

灰黄褐色（10YR4／2）シルト質。しまりに欠ける。焼土・炭化物が点々と

混じる。

6了号住旙踵土層

1
2
3
’
4ご0
ρ
0

灰色（5Y5／1）シルト質。しまのなし。客土。

灰黄褐色（10YR5／2）粘土に近いシルト質。酸化鉄のヅロックが混じる。

掲灰色（1◎YR5／1）粘土質。しまりなし。根穴か？

黒褐色（10YR3／2）粘土質σ67飛｝を切る霧烹撹の覆土。焼土が

若干混じる。

にぶい黄色（2．5Y6／3）粘土質。酸化鉄の細かい粒が混じる。

黄褐色－（2．5Y5／3）粘土質。遺物の出土が顕著。

68号住居跡土層

1
2
3
4
r
O
n
b

7

にぶい黄色（2．5Y6／3）砂に近いシルト質。粘土のブロックが島状に入る。

黄褐色（2．5Y5／3）砂質。酸化鉄が多く混じるQ

灰色（5Y6／1）粘土質。1の土が若干混じる。

明黄褐色（2．5Y7／6）砂質。全体的に酸化しでいる。焼土が若干混じる。

灰黄褐色（10YR6／2）粘土質。粘土のブロックが髪状に入る。

褐灰色（10YR5／1）粘土質。粘性は5層よりも強い。酸化した砂が部

分的にわずかに混じる。

黄褐色（2．5Y5／3）砂質。2層に近いが6顧の土がブロックになって部

分的に混じる。

0　　　 転瓢29．　000η薩　　　　2期
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65号住居跡

　225号土坑による削平と、池（調査区外）によ

る削除によって、辺長が計測できるのは北辺のみ

であるが、削除が部分的であるため、東西4．10m、

南北3．36mの規模をもつことが知れる。平面形は

長方形を呈する。主軸方位はN－1．一Eを示す。

　本住居跡の覆土は、上層が灰黄褐色シルト層、

下層が炭化物粒を含む灰黄褐色シルト層である。

　床面は、多少起伏があるものの、安定している。

中央西寄りに74×90cm、深さ20c纏のピットがあり、

住居跡覆土が流入しているところがら、本跡に伴

　うものとされる。

　　カマドは、北辺中央西寄りに設置されている。

両袖は、床面上に張り出して（右一束70cm、左一

門56cm）いる。前面が『八』字状に広がり、壁外

に移ると幅26c繊で箱形になる。両袖前面から！．13

mの地点で左に屈曲しており、ここで煙道部へ移

行しているようであるが、燃焼部と煙道部の境界

　は明確でない。屈曲部から奥壁までは、1。32mを

測る。断面形は、燃焼部・火床は弓状に窪み、煙

道は僅かに直線的になって上昇する。奥壁は、垂

　直に近い角度で立ち上がる。

第57表　65号住居跡出土遺物観察表

＼＼
　　（圭瀬注は｛1モ居跡土糠注に局じ）

｛｝　　　　し際2§．　oo◎恥　　　　　肇穣

第99図　65号住居跡カマド

　遺物は、須恵器杯・高杯、土師器杯・鉢・甕、

土錘、滑石製臼玉等が出土している。

（第100図）

撫 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 須恵器

a@杯

ロ径（12．6）
岦S
鼬a

①
② ①

暗灰
i翼　　3／）

杯　部

P／4

ロクロ整形。

ﾌ部内面灰付着。

2 須恵器

@杯

ロ径

寘t
ﾚ径（　8．2）

①
② ①

灰（溝　　5／） 底　部

P／2

ロクロ整形。

齧ﾊ回転ヘラケズリ。
燒ﾊの一部に炭化物付着。

3
土師器

@杯

ロ径　13．0
寘v
ｳ爵

②
①
③
②

榿（2．5YR6／8）

1／3
口縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、磨滅。
O面ケズリ、黒斑。

4 土師器

@杯

ロ径（13．6）
寘r
径�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

　半1

^2�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。二次加熱。

� 師器　

t�
論（13．2）階
r鼬
a�

①
③
�
� 褐（

TYR　4／6）�
　半1
^3�
縁部横ナデ（2段）。内面烈点状剥離。体
秤｡のケズリ。内
O面吸炭。外面の一部に煤付着。

� 師器　

t�
径（12．3）器
a@　4．5底
a�

①
②
�
�

（2．5YR6／8）�

／3�
縁部横ナァ。体

矧O面ケズリ。表
ﾊ剥離。

�
師器　

t�
径（15．2）器
tｦ
a�

③
②
�
� ぶい赤褐（

Q．5YR5／4）� ／4�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。全
ﾌに吸炭。
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第100図　65号住居跡出土遺物
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ヒ：一一　ヨ1；4

悔 器　種 法　量：（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

8 土師器

@杯

ロ径　16．7
寘a@　3．8
鼬a

②④

B
①

②
榿（2．5YR7／8）

一部欠
口縁部横ナデ。

ﾌ部の内面磨滅。外面ケズリ。
z炭。

9 土師器

@杯

ロ径　10。0
H高　　5．5
鼬a

②
③
①
②

榿（5Y殺　7／8）

完　形
ロ縁部横ナデ、一部三炭。
ﾌ部内面ナデ、横方向の連続ナデ。
O面渦巻き状のケズリ。

10 土師器

@鉢

長径（18。4）
寘r
径�

⑥①

C
�

� 赤褐1（
Q．5YR5／8）�

　半1
^3�

縁部横ナデ。胴部内面ナデ。外
ﾊ斜のケズリの後ナデ。桐
助狽ｩら胴部にかけ一部吸炭。二次加熱。

1� 師器　

ｫ�
径（22．0）器
r鼬
a�

⑥①

B
�

� ぶい燈（
V。5YR7／4）�

　位1
^2�

縁部横ナデ。鯛

箔燒ﾊナデ、外面斜のケズリ。黒
ﾁ。

2� 　錘�
大径　2．2長
ｳ　　6．◎孔
a　　0．6�

　形�

3� 　錘�
大径　3．0残
ｶ長　8．3孔
a　　1．2�

部欠�

4� 　錘�
大径　3．8残
ｶ長　4．0孔
a　　1．5�

／2�

5� 　玉�
大径　1．3厚
ｳ　　0．4孔
a　　0．2�

石製。

6� 　玉�
大径1．45厚
ｳ　　0．4孔
a　　0．2�

石製。
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66号住居跡

　65号住居跡によって切断されており、67号住居

跡を削平している。このため、形態・規模共に不

明である。残存する壁から、主軸方位はN－33

．一 vを示すと思われる。

　本住居跡の覆土は、上層が酸化鉄粒を含む褐灰

色シルト層、中層が火山灰を含む黄灰色粘土層、

下層が焼土粒・炭化物粒を含む灰黄褐色シルト層

である。

　床面は、やや起伏があるものの、安定している。

　カマド等は、検出されていない。

　遺物も、ほとんど出土していない。

67号住居跡

　65号・66号住居跡によって削平され、225号土

坑によって切断されている。また南半は、調査区

外に及んでいる。

　よって、各辺長は計測できないが、東西2．16m、

南北1．70m以上の規模をもつことが知れる。平面

形は長方形を呈するものと思われる。主軸方位は

：N－20．一Eを示す。

　覆土は、上層が酸化鉄粒を含む灰黄褐色シルト

層、下層がやはり酸化鉄粒を含む鈍い黄色粘土層、

最下層が黄褐色粘土層である。

　床面は、ほとんど起伏が無く水平で、安定して

いる。

　カマド等は検出されていない。

　遺物は、土師器甕・甑、砥石等が出土している。

第58表　67号住居跡出土遺物観察表　（第103図）

臨 器　種 法　量（cm） 野土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@甕

口径（13．0）
寘a@　8．8
搗z　　5．5

②⑥

@
③

②
明赤褐
i2．5YR5／8） 2／3

ロ縁部横ナァ。
ｷ部内面ナデ、外面ケズリ。
齧ﾊナデ付け。吸炭。二次加熱。

2
土師器

@甑

口径　14。3
寘s
_径

②⑥

@
③

②
明赤褐
i2。5YR5／6） 完　形

ロ縁部横のナデ。胴部内面ナデ、外面斜のケ
Yリ。孔は内面より削り出し。
E径3．0㎝。三炭、炭化物付着。

3 砥　石
長さ　20．6
掾@　12．1
冾ｳ　　9．5

一・ﾊ使用。

68号住居跡

　65号住居跡・225号土坑によって削平されてい

る。

　南北は2．97m、東西は2．29mを測る。特に南

辺・東辺が脹らみをもつが、全体では長方形を呈

するといえる。主軸方位はN－6．一Wを示す。

　本住居跡の覆土は、すべて投入された土層の特

色をあらわしている。

　床面は、ほとんど起伏が無く水平で、安定して

いる。

　カマド等は、検出されていない。

　遺物は、土師器壼等が出土している。
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第59表　68号住居跡出土遺物観察表　（第1◎3図）

臨 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@壷

ロ径（20．8）
寘r
径�

②④

@
�

� 黄榿（
V．5YR8／4）�

縁部！

^3�

段口縁。ロ縁部内面磨滅、外面ナデ。吸炭、黒斑。炭化物付着。二次加熱。

� 師器　

ﾙ�
径器

r鼬
a　　7．6�

④①

A
�

� 燈（V．5盟6／6）� 　部の@み�
1と同一燧体か。内外面ナデ。底
ﾊナデ付け。吸
Y、炭化物付着。二次加熱。

9号住居跡（第粉1図）

AC－8、　AD－8、　AC－9グリッドからA

－9グリッドにかけて位置している。

226号土坑によって削除されており、227号土坑

削平している。

南北4．3◎m、東西2．80mを測るが、西北側が狭

り、全体の平面形は不整形であるといわざるを

ない。主軸方位はN－8．一Eを示す。

本住居跡の覆土は、上層が多量の酸化鉄を含む

い黄褐色シルト層、中層が灰黄褐色シルト層、

層が多量の酸化鉄を含む黄灰色シルト層であ

。また中層と下層の間（壁際が多い）には、炭

物を含む鈍い褐灰色粘土層をレンズ状に挟んで

る部分もある。

床面は、ほとんど起伏が無く水平であり、安定

ている。

カマド等は、検出されていない。

遺物は、土師器杯・甕、土錘等が出土している。

－

27号土坑
26畢土坑

　　　／

9弩住居跡土層

　褐灰色（10YR4／Dシルト質。しまりなしQ，

　にぶい黄褐色（10YR5／3）砂に近いシルト質。酸化鉄が多く混

じる。

　灰黄褐色（10YR5／2）シルト質。酸化鉄が多く混じるQ

　灰黄褐色（圭OYR4／2）シルト質。この層から土器の出ま攣が大

きく増す。

　明黄褐色（2．5Y7／6）シルト質。

　褐灰色（10YR5／1）粕土質。有機物のものと思われる炭化物が

混じる。

　黄灰色（2．5Y5／1）砂質。酸化鉄が多く混じる。

　　　　 ；29、　0◎Om　　　　2確

　　　　　　　　　　り

101図　69号住居跡
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第6◎表　69号住居跡出土遺物観察表　（第壌◎3図）

翫 器　種 法　量（㈱） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 須恵器

@杯

ロ径（11．9）
寘r
径�

①
� �

灰（
TPB　6／1）�

縁部1
^5�

クロ整形。

�
師器　

t�
径（14．6）門
蛛@　4．4底
a�

④③

@
�

�
赤褐（
Q．5YR5／8）� ／1�

縁部横ナァ。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸

Y。

�
師器　

t�
径（13．◎）福
?@　3．7底
a�

①
③
�
�

赤褐（
Q．5Y盆5／8）� ／4�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ磨滅、外面ケズリ。黒
ﾁ。炭化物付着。

�
師器　

P�
径（10．2）器
mﾗ
a�

⑥①

B
�

�
（5YR　6／8）� 　位1
^2�

縁部横ナァ。胴
箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ。吸

Y。

�
師器　

P�
径　17．4器
r鼬
a�

⑥②

B
�

�
（5Y殺　6／8）� 　位2
^3�
縁部横ナァ。胴部上位内面ナデ、外面縦のケ
Yリ◎一部吸炭◎

�
師器　

P�
径器

r鼬
a　　7．5�

⑥①

� �
褐（
Q。5YR4／6）�

　半身

^2�
部内面ナァ、外面縦のケズリ。底
狽ﾌ周辺及び底はケズリ。吸
Y。二次加熱。

� 　錘�
大径　1．5残
ｶ長　5．2孔
a　　0．5�

　形�

� 　錘�
大径　1．7残
ｶ長　4．4孔
a　　◎．6�

� 　錘�
大径　3．4残
ｶ長1◎．◎孔
a　　1．3�

0号住居跡（第102図）

AB－8、　AC－8、　AB－9グリッドからA

－9グリッドにかけて位置：している。

　136号土坑を削除している。

　北辺は丸みをもって2．44m、西辺2。40m、南

2．80m、東辺1．80mを測る。全体の平面形は、

方形を基本とした不整形であるといわざるを得

い。主軸方位はN－2．一Eを示す。

本住居跡の覆土は、上層が酸化鉄を含む灰黄色

ルト層、中層が多量の酸化鉄を含む鈍い黄色シ

ト層、下層が粘土粒を含む灰黄褐色砂層である。

床面は、やや起伏はあるが、安定している。

カマド等は、検出されていない。

遺物は、土師器馬素・甕、手高高、土錘等が出

している。

」ωトこ

笏笏韓紅　　　勿
0号住岩跡土雇

　褐灰色（10YR4／亙）シルト質。しまりにかけ，る。

　灰黄色（2．5Y6／2）砂に近いシルト質。酸化鉄の小粒が入る。

　にぶい黄色（2．5Y6／3）砂に近いシルト質。2層に比べ、砂

つぼく酸化鉄も多く人る。

　灰黄褐色qOYR6／2）砂質。粘圭のブロックが部分的に入る。

　　　　　　O　　　　 耳29．　00◎鵬　　　　 田
　　　　　　ヒ＝＝＝＝＝＝＝±＝一＝＝」社60

　第102図　70号住居跡

　　　　雀

．～一　一一　　　　3㌦『一一

　　　4
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第61表　70号住居跡出土遺物観察表　（第103図）

晦 器　種 法　量（c醗） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

1 土師器

a@杯

ロ径

寘w
Y径（　9．8）

①⑥

A
③

②
榿（5YR　7／8） 脚　部

ﾌ　み

内面横の回転ナァ。
O面ナデ。
zゾ接合。

2 手　捏

@堆

ロ径

岺E
la

②④

B
①

②
榿（5YR　6／8） 体　部

ﾌ　み

内面ナデ付け。
O面手早ね風ナデ。

3 土師器

@甕

ロ径（20．8）
寘r
径�

④③

@
�

� 黄榿（
V．5YR8／4）�

　半1
^3�

縁部横ナァ。胴

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
ﾊ凸面、黒斑。

�
師器　

P�
径（26．0）清
mﾗ
a�

④
③
�
� ぶい榿（

V．5YR6／4）�
　位1
^4�
縁部横ナァ（内2段・外3段）。胴
拍繹ﾊ内面ナデ、外面ケズリ。吸
Y。

� 師器　Pi�
径（20．0）穂
mﾗ
a�

④①

B
�

�
（2．5YR6／8）� 　位1
^3�
縁部横ナァ（2段。段部に1条の三線）。胴
拍繹ﾊ内面ナデ、外面ケズリ。

� 　錘�
大径　1。9残
ｶ長　6．5孔
a　　0．6�

1号住居跡（第104図）

X－7グリッドを中心に位置していると思われ

。

浅葱色シルト層上に、須恵器蓋、土師器杯・甕、

虫笛がはぼ同一レベルで出土したものである。

含層と基盤層との区別がつかず、プランの確認

できていない。しかしながら、遺物がほぼ同一

ベルで出土したこと、また同一面で2ケ所に焼

が検出されたことから、本跡を住居跡とした。

って、形態・規模等は不明である。

2ケ所のうち北西側の焼土は、焼土粒了が集中

62表　71号住居跡出土遺物観察表

たものであるのに対し、南東側の焼土は、浅葱

シルト層が焼土化したものである。

このことから、南東側の焼土は、カマドの火床

あった可能性も考えられる。もしそうであるな

ば、カマドを南東辺に設置した住居跡であると

える。

なお、遺物及び焼土の広がりは、北西一南東方

が3．26m、南西一北東方向が2．12mの範囲であ

。

第104図）

� 　種� 　量（㎝）� 土� 成�
　　調（

y色帖）� 存率� 整・手法の特徴等

� 恵器　

W�
呈器

r齧
ﾊ�

②
③
�
�

（10Y　6／1）�

／3�
クロ整形。摘

ﾝ部分に接合子。

� 師器　

t�
鉦（12．8）器
a@　4。9垂
z�

②
③
�
� 褐（

P0R　4／4）� ／2�
縁部横ナァ。ロ唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。全
ﾌに炭化物付着。二次加熱。

� 師器　

t�
径（15．8）器
a@　5．8豊
�

③④

E②
�
� 二褐（

TYR　5／8）� ／2�
縁部横ナァ。ロ唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、炭化物付着。外面ケズリの後ナ
f。

� 師器　

t�
径（13．8）器
a@　4．3底
a�

④②

B
�

�
（5YR　7／8）�

／2�
縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ナデの後ケズリ。

� 師器　

t�
径（12．6）器
mﾗ
a�

⑥②

B
�

�
（7．5YR7／6）� 　位1
^4�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、吸炭。外
ﾊケズリの後ナデ。
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翫 器　種　　法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

6

　　　ロ径（15．6）土師器　　　器高　杯　　　底径

③④

@
②

②
にぶい褐
i7．5YR5／4）

上　位
P／2

ロ縁部横ナァ。ロ唇二三調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリの後ナデ。
部ﾁ。

7

　　　口径（21．4）土野灘。．、 ①⑥

A
③

② にぶい橿
i5YR　7／4）

上　位
P／6

口縁部横ナァ。
ﾌ部内外面ナデ。

8
　　　ロ径　2◎．0

I灘8．、
②
③ ③ にぶい榿

i7．5YR7／3）
底　部

@欠

ロ縁部横ナァ。ロ唇部再調整。体部内面ナデ、
O面縦のケズリの後ナデ◎黒斑。底部割れロ
ﾍ磨耗、甑に転用されたものか。

9
　　　最大径　1．4
y　錘　残存長　5．6
@　　孔径　　0．8

一部欠

2 土器祭祀跡（第105図・114図）

　大量の土器が集中出土した地点は、本遺跡内で

4ケ所に及ぶ。

　南北グリッドY～AA、東西グリッド2～4に

及ぶ範囲には、最深部1．10m程の、池沼もしくは

入り掌状に澱んだ河川（東側が調査区外に及ぶた

めどちらか断定できないが、遺跡全体で東への傾

斜が認められ、本遺跡東縁に河川が存在した可能

性が高く、これに繋がる河川の入り江であった可

能性が高い）が広がる。

　土器の集中出土地点は、入り江の西端・最奥

部・AA－4グリッドからAA－5グリッドにか

けて位置するもの1ケ所、入り江の南・AC－3

グリッドからAC－4グリッドにかけて位置する

もの1ケ所、最も南側のAC－3グリッドに位置

するもの2ケ所の、計4ケ所である。

　これら4ケ所の集中出土地点に対して、北側か

ら順次、1号土器祭祀跡・2号土器祭祀跡・3号

土器祭祀跡とした。なお3号土器祭祀跡は、最も

南側の2ケ所の集申地点から出土した土器片の

内、範囲を越えて接合されたものが見られたため、

一つの遺構として統合したものである。

1号土器祭祀跡（第船6図～絶9図）

　大部分がAA－4グリッドに位置し、西端がA

A－5グリッドに及ぶ。

　東から西へ伸びる入り江は、西に移るに従って

徐々に幅を狭めてくるが、最奥部から7mほどの

所で最も狭まり、9．5mになる。

　土器群は、この入り江の最奥野中央、僅かに張

り出した部分を要にして、20cm程掘り窪めて作り

出された平坦面から出土している。

　作り出された平坦面は、東西4m、南北3．4m

に及ぶ。平坦面の先端部には、灰・焼土粒を大量

に含む炭化材層がみられ、入り江の最下層として

連続している。炭化材層中には、平坦面から出土

した杯・甕と接合されるもの（No。22、24、58）

が含まれている。

　また、最上層である灰褐色シルトと黄褐色粘土

混在忌中から出土した須恵器甕破片が、No．41甕

本体と接合されている。

　さらには、平坦面北東隅の張り出し部分から5

m東北東の入り江底面（第105図×印地点・最深

部）から、須恵器提瓶（恥。43＞、須恵器甕（No．

46＞が、ほぼ完形で出土しており、平坦面の先端

部から転落した様相を呈している。
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A二

1号土器祭詑土層

　
’
　

，

－
一
i
2
3
講

躍色（10YR5／⇔シル晒。1・ぶい黄褐色GOYR4／3）搬混筏綴。
／顯と燭一であるが、酸化鉄粒を多量に含む。

／層と圃一であるが、酸イヒ鉄鍋がブロック状を呈する。

炭化韓・灰・幾土ブ羅ック混在。

酸焦鉄ブロックを多量に含む。緑灰色砂（5G5／1）

黄灰魚（2・5Y6／／）酸化鉄粒・炭化努粒を含む。

5
6
7
8
9

4層とほぼ同一であるが、酸化鉄が3㎝のブロック状を黒する。

黄灰色（2・5Y5／1）粘土質．酸化鉄粒・マンガン粒を縄‘・含む。

灰色（7．5Y6／1）粘土質。酸化鉄粒・マンガン樵を多最に含む。

青灰色（5B5／1）酸化鉄粒・マンガン粒を禽む

灰色（5Y5／1）祐土覧酸化鉄粒・マンガン魏を倉む。

鎗暗灰色鱗3一）糖土覧マンガン粒・砂を多量に愈む。

蓑黄灰色（2．5Y6／1）マンガン粒を含む。

第！06図 1号土器祭祀二
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　こうしたことから、沼もしくは河川の入り江は、

平坦面の作り出し時と同時に掘削された、人工的

なものであり、埋没にもさほどの時間がかからな

かったものと成し得る。

　平坦面北東隅・張り出し部分には、10×20c灘～

5×5cm大の礫が敷かれている。礫は、平坦面全

域にみられるが、特にこの北東部の部分に集中し

ており、その上面には、馬の右下顎を中心にした

頭骨の一部が検：出されている。

　土器類は、この馬の頭骨を要として、西へ南へ、

さらには南東へと広がって配置されている。

　出土遺物の内、実測可能なものは須恵器杯！、

土師器杯41、須恵器甕3（5）、須恵器提瓶！、

土師器甕12であった。このほか、滑石製模造品、

滑二二臼玉、土富山がみられる。

　礫敷東側の平坦面東瑞部には、北から須恵器甕

（醤。．41）、土師器甕（No．55＞、その内側に土師

器杯（No。32・20＞が配されている。恐らく、No．

43・46の須恵器晶晶・甕は、この部分から転落し

たものと思われる。

　二二西側の平坦山北端部には、No。52・50・54

の土師器甕が並ぶ。

　また、この南側にはやはりNo。53の土師器甕と、

No．44の須恵器甕が配されている。さらに、恥、

44須恵器甕の南側平坦面詰瑞部には、復元はでき

なかったものの、須恵器甕片（No．69・70）が分

布していた。

　No。52・50・54の土師器甕の西側には、30cmの

間隔をあけて、平坦面北端部にNo．57・49・56・

51・47の土師器甕、その内側にNo。9・12・16・

30・26・35・38の土師器杯、及びNo。62の滑石製

模造品が配されている。

　この西側、作り出し平坦面の西北隅では、土師

器杯（No．41・23・7＞3個体が配されている。

　作り出し平坦面の南西部では、須恵器杯（No．

1）、土師器杯（No．2・3・4・5・6・8・

10・11。13・！4・15。！7。！8・19。22・24。25。

27・28・29・31・33・34・37・39・40＞、滑石製

模造品（No．61）、滑石製臼玉（No。63～68）、土

錘（No。59・60）が配されている。この地域に、

甕類は配されていない。

　このほか、作り出し部の南（ABライン上、4

ポイントから6．00m地点・第105図□印）より、

鳥（頭部）形滑石製模造品が出土している。しか

しながら本誌は、盗難にあい、現存していない。

　また、AB－3ポイントから北2．80m、西2．40

rn地点（第105図△印）の入り北部には、須恵器

大甕（第157図〉が単独で、潰れた状態で検出さ

れている。発掘調査時に、本土器祭祀跡との関連

性が把握されなかったため、参考資料とした。

　配置についてまとめると、以下の7点に集約さ

れる。

①平坦面面東宮・張り出し部の礫敷上に、馬の

頭骨の一部が検出されている。

②土器類は、この馬の頭骨を要として、西へ南

へ、さらには南東へと広がって配置されている。

③器種についてみると、入り江に落ち込む際の

平坦面端部に甕類を配し、逆に、平坦面中央部か

ら南西部の地域では、甕類は配されておらず、杯

類を中心にして滑石製模造品及び土錘が配されて

いる。

④同じ甕類でも、北端側には土師器甕を、東端

側には須恵器甕をという区別も明確に成されてい

る。

⑤出土した杯類は、すべてが上向き水平でNo．

2とNo．　6、No．　4とNo．　10、　No。5とNo，25

（いずれも前者が上の3組は、上下に2枚重ねら

れているもの）全て単独で配されているという特

色をもつ。

⑥配置にはまとまりをもち、甕とその他の器種

の間には、間隔があけられている。

⑦平坦面から、入り江の南岸上に沿って滑石製

模造品及び須恵器大甕が配され、平坦面よりさら

に拡大した土器祭麗跡が想定される。
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第63表 1号土器祭祀出土遺物観察表　（第110図）

翫 器　種 法　量（c顕） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 須恵器

@杯

ロ径　11．2
寘a@　3．4
鼬a

①⑥
③

灰褐
i7。5YR4／2） 一部欠

内面は明赤褐（10R2／3）。ロクロ整形。

齧ﾊ回転のケズリ。

2 土師器

@杯

ロ径（三3。8）
寘a@　4。7
鼬a

①④

A
③

② 浅黄榿
i7．5YR8／4） 2／3

ロ縁部横ナァ。

ﾌ部内面烈点状剥離。外面ケズリ。
¥面剥離。吸炭、煤付着。

3 土師器

@杯

口径（13。0）
寘r
径�

②
� �

（5Y籔　6／8）� 　位1
^3�

縁部横ナァ。体

箔煌O面磨滅。

� 師器　

t�
径　11．8器
a@　4．7底
a�

④②

@
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）� ／5�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊはナデ、外面はケズリ。炭
ｻ物付着。

� 師器　

t�
径　i2．6器
a@　4．8底
a�

④①

E③
�
�

（5YR　6／8）�

部欠�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面一定方向のケズリ。

� 師器　

t�
径　12．8器
a@　4．8底
a�

③
④
�
� 黄榿（

V．5YR8／4）� 部欠�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。外
ﾊに黒斑。

� 師器　

t�
径　1◎．8器
a@　4．5底
a�

④③

@
�

�
（2．5YR7／8）�

／3�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y、黒斑、煤付着。

� 師器　

t�
径（11．9）器
r鼬
a�

④①

B
�

�
（2．5YR6／8）�

／2�
縁部横ナデ。体部内面は横のナデ、外面はケ
Yリの後ナデ。底
ﾊ炭化物付着。

� 師器　

t�
径（11。0）器
a@　4．0底
a�

①
③
�
�

（5YR　7／8）�

／3�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。

0� 師器　

t�
径　烹3．6器
a@　4．0底
a�

④②

B
�

�
（2．5YR7／6）�

部欠�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面一定方向のケズリ。吸
Y、黒斑、煤付着。
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甑 器　種 法、量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

11
土師器

@杯

ロ径　11．4
寘a@　3．6
鼬a

②④

@
③

②
榿（2．5YR6／8）

一部欠
ロ縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、外面一定方向のケズリ。
Y化物付着。

12 土師器

@杯

ロ径（13．4）
寘o
径�

②
④
�
� 赤褐（

Q。5YH5／8）� ／4�
滅。

3� 師器　

t�
径（12．8）器
ai　3．9）底
a�

①④

B
�

�
（5YR　6／8）�

／3�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。

�
師器　

t�
径（11．2）遺
闥鼬

a�

④②

B
�

�
（5YR　7／6）� 　位1
^4�

滅。

5� 師器　

t�
絃　11．9器
a@　4．5底
a�

④①

E③
�
�

GY盆　6／8）�
　形�

縁部横ナァ（2段）◎体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。黒
鉛ﾁ。

6�
師器　

t�
径　12．5器
a@　3．6底
a�

①
④
�
� ぶい亭亭（

P0YR　7／3）� ／3�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面一定方向のケズリ。内
ﾊ指炭。外面吸炭、黒斑、煤付着。

7� 師器　

t�
径　12．0器
a@　4．1底
a�

②
①
�
�

（5YR　6／8）�

／3�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズりっ

8� 師器　

t�
径　11．9器
r鼬
a�

④①

B
�

�
（5Y臓　7／8）� 　位1
^2�

縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

9� 師器　

t�
径　13．0器
a@　4．2底
a�

④①

E③
�
�

（2．5Y殺6／8）�

　形�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。

◎�
師器　

t�
懐（12．0）器
r鼬
a�

①
� �

ぶい燈（
V．5Y獄6／4）�

　位1
^4�

縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。全
ﾊ煤付着。

1� 師器　

t�
径　11．6器
a@　4．3底
a�

④①

E③
�
� 赤褐（

Q。5聡5／8）� ／3�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面炭化物付着。

2� 師器　

t�
径　11．8器
a@　4．0底
a�

④①

E③
�
� ぶい燈（

V．5YR7／4）� ／2�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。煤
t着。

3� 師器　

t�
径　12．8器
a@　4．0底
a�

④①

B
�

�
（7．5YR7／6）�

部欠�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

4� 師器　

t�
径　11．8器
a@　3．5路
�

④①

B
�

�
（5YR　7／6）�

／3�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。

5� 師器　

t�
径　14．6器
a@　5。0底
a�

④②

B
�

� 黄橿（
V．5YR8／6）� 部欠�

縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。二次加熱。

6� 師器　

t�
径　13．6器
a@　4．4器
ﾊ�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5Y殺5／8）� ／3�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面一定方向のケズリ。炭
ｻ物付着。

7� 師器　

t�
径q5．2）腰
r鼬
a�

①
③
�
� ぶい褐（

V。5Y蓬≧5／4）� ／4�
縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。全
ﾊ煤付着。

8� 師器　

t�
径　13．2器
a@　4．0底
a�

⑥①

B
�

�
（5Y盆　7／8）�

／5�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊはナデ、外面はケズリ。吸
Y、黒斑有り。二次加熱を受ける。

9�
師器　

t�
径　14．0器
a@　4．2軸
ﾇ�

④②

B
�

�
（2．5YR6／6）�

／4�
縁部横ナァ（2段。段部に2条の沈線）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y、炭化物付着。

0� 師器　

t�
径（12．2）器
a@　3。7底
a�

④①

E③
�
�

（5YR　6／6）�

／3�
縁部横ナデ（2段・段部に1条の沈線）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y、炭化物付着。

1� 師器　

t�
径（12．4）器
uR
a�

④①

B
�

�
（5YR　6／8）�

／3�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y。

2� 師器　

t�
径（10．6）割
a@　3．8底
a�

②
④
�
� ぶい晶晶（

P0YR　7／3）� ／4�
縁部横のナデ（2段）。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。全
ﾊ煤付着。
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瓶 器　種 法　量（釧麟） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

33 土師器

@杯

ロ径（14．0）
寘r
径�

②④

@
�

�
（5YR　6／6）� 　位1
^4�
縁部横ナァ（2条の沈線）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

4� 師器　

t�
絃（15．2）器
r鼬
a�

②
①
�
�

（5YR　7／6）� 　位1
^4�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ。炭化物付着。

5� 師器　

t�
径　13．0器
a@　4．2底
a�

③
①
�
�

（5YR　7／6）�

／2�
縁部横のナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。

6� 師器　

t�
径（13．6）器
r鼬
a�

④②

E③
�
�

（5YR　7／8）� 縁部の

@み�

縁部横ナデ◎

7� 師器　

t�
径（15．2）遅
ﾉ底
a�

①
③
�
�

（5Y建　7／6）� 　半1
^4�

縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

8� 師器　

t�
径（12．8）遅
艨@　4。1底
a�

③
� �

ぶい燈（
V．5YR7／4）� ／3�

点状剥離。全

ﾊに煤付着。

9� 師器　

t�
径（15．5）遅
ﾉ　　4．1底
a�

④③

@
�

� 赤褐（
TYR　5／6）� ／2�

縁部横ナデ（2段。童部に1条の沈線）。口
O部再調整。体部内面ナデ、外面ケズリ。全
ﾊ吸炭、煤付着。

0� 師器　

t�
径（13。4）腰
r鼬
a�

④②

B
�

�
（5YR　7／8）�

／3�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

1� 師器　

t�
径（11．6）器
r鼬
a�

①
④
�
� ぶい榿（

V．5YR7／4）�
　半1
^4�

縁部横ナァ（2段）。全
ﾊ表面剥離。

2� 師器　

t�
径（13．4）器
r鼬
a�

②
� �

（5Y　薫／2）�

／3�
縁部横ナデ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。全
ﾊ煤付着。

3� 恵器堤

@瓶�

径　　9．8器
a@23．7底
a�

②
� �

灰（
TP　5／1）� 部欠�

クロ整形。頸部に2段の櫛描波状文。波状文
ﾌ上端に1条づっの沈線。胴
買Jキ目、釦状の把手。

4� 恵器　

ﾙ�
径　15．3器
a@18、6底
a�

②
③
�
� 白（

K　　7／）� 部欠�
クロ整形。胴

買Jキ目。胴
秤ｺ半叩き。

5�
恵器　

P�
径（21．1）器
a@38．7底
a�

①
� �

（N　　6／）�

／3�
部に櫛描波状文、波状文の上端に1条の沈香
B胴部内面青海波文、外面叩き。

6� 恵器　

P�
径　26．5器
a@49．5底
a�

①
� �

田（
TPB　5／1）� 部欠�

然粕、落下壁付着。頸部に櫛描波状文、波
�ｶ上端に1条の沈線。胴部内面叩き、外
ﾊ青海波文。土圧による歪み。

7� 師器　

P�
径（21．6）器
r鼬
a�

④②

B
�

�
（5YR　6／6）� 　位1
^3�

縁部横ナデ、ロ唇部再調整。胴
箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ。吸
Y、煤付着。

8� 師器　

l�
径（20．8）隈
G底
a�

⑥②

B
�

� ぶい黄機（
P◎YR　7／3）�

縁部3
^8�

縁部横ナデ。又隣部再調整。吸
Y。

9� 師器　

P�
径（20．0）器
r鼬
a�

①
⑥
�
� ぶい燈（

V．5Y妻～7／4）�
　位1
^3�

縁部横ナァ。ロ唇部再調整。胴
箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ。

0� 師器　

P�
径（21．0）器
r鼬
a�

④①

B
�

� ぶい黄榿G
nY盆6／3）�

　位圭

^4�
縁部横ナデ。三

箔燒ﾊはナデ、外面は縦のケズリ吸
Z（一部還元）。

1� 師器　

P�
径（20．0）藤
xH
�

①
②
�
� ぶい榿（

V．5Y獄6／4）�
　位1
^3�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊはナデ、外面は横のケズリ

2� 師器　

P�
径　21．7器
r鼬
a�

④①

B
�

�
（5YR　7／6）�

／2�
縁部横ナァ。胴

箔燒ﾊナデ、外面斜のケズリ。臨
ﾄ。二次加熱。

3� 師器　

P�
径　22．6器
j嵭
ﾊ�

④②

B
�

�
（5YR　7／8）� 　位6
^7�

縁部横ナァ（3段）。胴
箔燒ﾊはナデ、外面は斜めのケズリ。一部吸炭、炭化物付着。二次加熱。

4� 師器　

P�
径（20．0）腰
r鼬
a�

②
� �

ぶい榿（
V．5YR6／4）�

　位1
^2�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊ横のナデ、外面縦のケズリ。臨
ﾄ◎
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甑 器　種 法　量（c醗） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

55
土師器

@甕

ロ径　27．2
寘r
径�

④①

E③
�
�

（5YR　6／8）� 　位の

@み�

縁部横ナァ（2段）。胴
箔燒ﾊナデ、外面斜のケズリ。吸
Y。二次加熱。

6� 師器　

P�
径　32．6器
r鼬
a�

⑥③

C
�

� ぶい榿（
V．5YR7／4）�

　位の

@み�

縁部横ナァ。口唇部再調整。胴
箔燒ﾊナデ、一部剥離。外面ケズリ。吸
Y。二次加熱。

7� 師器　

P�
径（21．4）器
r鼬
a�

④②

B
�

� 榿（
TYR　8／4）�

　位1
^5�

縁部横ナァ。ロ唇部再謁整。体
箔燒ﾊナデ、外面斜のケズリ。吸
Y。二次加熱。

8� 師器　

P�
径（21．8）器
r鼬
a�

④②

B
�

� 榿（
TY8　8／4）�

　位3
^5�

縁部横ナァ。口唇部再調整。胴
箔燒ﾊナデ、外面斜のケズリ。吸
Y。二次加熱。

9� 　錘�
大径　2．0残
ｶ長　5．6孔
a　　0．6�

◎� 　錘�
大径　1．9残
ｶ長　3．6孔
a　　0．6�

1� 　製模

｢品�

存長　2．8残
ｶ幅　3．1孔
a　　0．2�

製品。

2� 　製模

｢品�

存長　3．5残
ｶ幅　3．3孔
a　　0．2�

製品。

3� 　玉�
大径　1。0厚
ｳ　　0．6孔
a　　0．3�

製品。

4� 　玉�
大径　1．0厚
ｳ　　0。4孔
a　　0．3�

　形�
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晦 器　種 法　量（㎜） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等
最：二二　1。3 未製品。

65 臼　玉 厚さ　　0．8
孔径　　0．3
最大径ユ．◎

66 臼　玉 厚さ　　◎。6 完　形

孔径　　0．3
最大径　1．0 未製品。

67 臼　玉 厚さ　　◎．8
孔径　　0．3
最大径ユ．1

68 臼　玉 厚さ　　0．5 完　形

孔径　　0．3

2号土器祭祀跡（第稲5図）

　大部分がAC－3グリッドに位置するが、厄西端

の一部がAC－4グリッドに及ぶ。

　南北1．65m、東西2．30mの範囲に、土器が潰れ

た状態で、一面に集中出土している。

　土器の包含層は、3号土器祭祀跡包含層第1層

と同一の、白色軽石粒子及び火山ガラス粒子を含

む黒褐色シルト層である。

　遺物は、‡師三二（No．4・9）を中心として

土師器杯（No。1～7）がまとまり、これより南

東方向に30cm離れた位置に、土師器甕（No．10・

U）及び片刃式鉄鎌（No．12＞がまとまって出土

している。

　本跡は、3号土器祭祀跡と同一の包含層をもち、

近接しているところがら、単一の遺構である可能

性が高いが、3号土器祭祀跡の項でみるような下

面の構造が認められず、別遺構としたものである。

十　AC－4より南へ2m

：iゴ毎王器察詑跡li：

十　AC－4よ9繭へ如

⑪　　　　　　　　　　　　　　　　　　2瓢

ヒ＝一噸＝60

第1M図　2号・3号土器祭祀跡関連図

第64表　　2号土器祭紀跡出土遺物観察表　（第116図）

翫 器　種 法　量（釧陥） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

1 土師器

@杯

塔主（11．2）
寘r
径�

②
④
�
� 治褐（

Q．5YR5／8）� ／4�
縁部横ナデ。口唇晶晶調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

� 師器　

t�
径　12。2器
r鼬
a�

④②

B
�

� 褐（
Q，5YR4／8）� ／2�

縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。

� 師器　

t�
径　1ま．5器
a@　4．2底
a�

④①

A
�

� 赤褐（
Q．5YR5／6）� 部欠�

縁部横ナデ。a高畠再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。外
ﾊ全体に炭化物付着。
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甑 器　種 法　量（C癬） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

4 土師器

@杯

ロ径（12。0）
寘a@　4．2
鼬a

②④

@
③

②
黒褐
i7．5YR1／3） 1／3

ロ縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面煤付着。

5 土師器

@杯

口径（12．2）
寘a@　5．2
鼬a

①⑥

A
③

②
燈（5YR　7／8）

2／3
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリの後ナデ。

6 土師器

@杯

ロ径（12．2）
寘a@　5。0
鼬a

①⑥

A
③

②
榿（5Y盆　7／8）

1／4
［］縁部横ナァ。

ﾌ部内外面ナデ。
燒ﾊ剥離。

7 土師器

@皿

ロ径（14．8）
寘a@　2。4
鼬a　　6．0

①④

A
③

② にぶい赤褐
i5YR　4／4） 2／3

口縁部横ナァ。ロ唇部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面吸炭、一部炭化物付着。

8 土師器

@壷

ロ径

寘r
径　　6。0�

④①

E③
�
�

（2。5Y詮6／6）� 　位の

@み�

部（下位）から底部内面ナデ、異質粘土付着
B外面ナデ。底部外面ケズリの後、周辺部ナ
f。黒斑、炭化物付着。

� 師器　

ﾙ�
径界

r鼬
a　　8．0�

④①

E③
�
�

（5YR　6／6）� 　部の

@み�

面磨滅。体

煤i下位）外面に黒斑。

0� 師器　

P�
径（14．6）器
r鼬
a�

④②

B
�

� ぶい榿（
V．5YR6／4）�

　位の

@み�

縁部、体部内面はナァ。外
ﾊナデ及びケズリ。

粟�
師器　

P�
径器

r鼬
a　　4．8�

④③

E②
�
� 赤褐（

T盟　5／6）�

　半の　み� 部内面ナァ、外面縦のケズリ。底面付近に面
謔阯lケズリ。木の葉底。ナデ加わる。吸
Y、黒斑、炭化物付着。二次加熱。

2�
頸鎌（
ﾐ刃式）�

存長14．9刃
舶揩O．5～0．茎
舶掾掾D4～0．�

　r

c『フー
　ご

⊃〔

「二＝

∬二
　　　　lL

　　ン’

7

＼～

0

ノ

1！6図　2号土器祭祀跡出土遺物
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3号土器祭祀跡（第胴7図～稠9図）

　2号土器祭祀跡の南側へ0．80m離れた、　AC－

3グリッドに位置：する

　土器集中地点は、東西2ケ所に分離している。

　東の集中地点は、N－45．一Eの方向に長軸を

もち、長軸90c斑、短軸60c田の範囲に、土器が重な

って潰れた状態で、一面に集中出土している。

　西の集中地点は、これより75cm離れており、南

北1．15m、東西1．30mの範囲に、土器が複数重な

って潰れた状態で、一面に集中出土している。

　破片は、この両集中地点を中心にして、南北径

3mの範囲に及んでいる。

　土器は、白色軽石粒子・火山ガラス粒子及び少

量の炭化物を含む黒褐色シルト層（第1層）を中

心にして、一部が、下層である少量の白色軽石粒

子・火山ガラス粒子を含む暗褐色シルト層（第2

層）に包含されている。第1層は、2号土器祭祀

跡包含層と同一である。

　重なった土器間の堆積土は、少量：の炭化物小粒

子を含む、酸化鉄と黒褐色シルトの混在層、及び

褐灰色シルトであり、土器との接点では、酸化鉄

が層を成している。

　出土遺物のうち実測可能なものは、東の集中地

点から土師器杯12点、西の集中地点から土師器杯

26点（内1点は重複〉、土師器甕6点、壼3点が

出土している。

　東の集中地点からは、土師器杯（No．1・4・

6・11・14・21・27・33・34・35・36・37）が出

土している。このうち、No．27は、西の集中地点

出土の破片と接合されている。

　西の集中地点では、土器の重なりが激しく、厚

さ15cmの中に最高七重（第119図中、上位より1

～W面）に重なりあっていた。

　最下面（第W面〉では、土師器杯儘。．2・

10・15）、土師器甕（No．44）が出土している。

また最上面では、土師器杯（No。5・12・20・

22・24・25）土師器甕（No．41）が出土しており、

この間の5面に、各々が所在する。

　このうち、最下面から出土したN◎．2と恥、15

は、上面である第VI面の破片と接合されている。

同様に、最上面から出土したNo．20は、下面であ

る第H面の破片と接合されている。

　この様に、上下の面を越えて接合されるものも

多く、中でもNo．38の壼は、口縁部が第思面から、

胴部が第W面からというように、面を飛び越えて、

かけ離れた高さから出土している例もある。

　2号・3号土器祭祀跡については、遺物の出土

状況により、一応土器祭鵜跡とはしたものの、以

下の理由により、土器祭祀跡ではない可能性が高

いといわざるを得ない。

①遺物の出土レベルは高く、基盤層は発掘調査

時に、平安時代の遺構確認面として認識されてい

た層である。

②遺物包含層である黒褐色シルト層中に含まれ

る白色軽石粒子・火山ガラス粒子は、分析結果

（詳細は後述）から、浅間B軽石であることが判

明している。

③出土した土器間に、時期差が顕著である。
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第65表 3号土器記紀跡出土遺物観察表　（鋼20・で21図）

翫 器　種 法　量（c麟） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

1 土師器

@杯

ロ径（12．0）
寘r
径�

②
①
�
� 島（

V．5YR5／6）�
　位1
^4�

縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。煤
t着。

� 師器　

t�
径α1。0）器
r鼬
a�

②
� �

（1腿　4／8）� 　位1
^4�

縁部横ナァ。白豆勲爵調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面炭化物付着。

� 師器　

t�
径（！3．1）器

a@　4．6底
a�

⑥①

B
�

�
（5YR　6／6）�

／3�
縁部横ナァ。ロ唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

�
師器　

t�
窪（13．2）薄
髓鼬

a�

④②

B
�

� 島褐（
Q．5Y丑5／6）� ／4�

縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

�
師器　

t�
露（12．4）薄
磨@　4．9聖
�

②
③
�
�

（5YR　7／6）�

／2�
縁部横ナァ。向裏部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面磨滅。一部黒斑。

� 師器　

t�
径　13．3器
a@　4．7底
a�

④②

E①
�
�

（2．δy獄6／8）�

部欠�
縁部横ナデ、ロ唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ◎黒
ﾁ。二次加熱。

�
師器　

t�
字　11．8器
a@　5．2底
a�

②
③
�
�

（5YR　7／6）�

部欠�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊはナデ、外面はケズリ。

�
師器　

t�
径（13．0）器
a@　4．9底
a�

④①

E③
�
�

（5YR　7／6）�

／2�
縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊはナデ、外面はケズリ。黒
ﾁ。二次加熱。

� 師器　

t�
径（12．1）器
a@　4．5底
a�

④②

E①
�
�

（2．5YR6／8）�

／2�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面炭化物付着。二次加熱。

0� 師器　

t�
径（12．2）器
r鼬
a�

④①

E②
�
� 赤褐（

Q．5YR5／6）� ／3�
縁部横ナァ。黒斑。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。表
ﾊ剥離。

1� 師器　

t�
径　13．4器
a@　4．8底
a�

④①

E③
�
�

（5YR　6／6）�

／4�
縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面炭化物付着。

2� 師器　

t�
径　13．7器
r鼬
a�

④①

E②
�
�

（5YR　6／6）�

／4�
縁部横ナァ。炭化物付着。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y。

3� 師器　

t�
径　13．◎器
a@　4．8底
a�

④①

E③
�
�

（5YR　6／6）�

／2�
縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。吸炭。二次加熱。

4� 師器　

t�
径　13．8器
a@　4．6底
a�

④①

B
�

�
（5YR　6／6）�

／4�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y、黒斑。二次加熱。
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撫 器　種 法　量（c紐） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

15 土師器

@杯

ロ径（12．6）
寘a@　4．5
鼬a

①④

A
③

③
灰褐
i7．5YR4／2） 1／2

ロ縁部横ナァ。ロ唇部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
Y化物付着。全面吸炭、煤付着。

16 土師器

@杯

ロ径　11．8
寘a@　4。8
鼬a

②⑥

@
③

②
榿（5YR　7／8）

一部欠
ロ縁部横ナァ。ロ唇部再調整。
ﾌ部内面はナデ、外面はケズリ。
z炭、黒斑。二次加熱。

17 土師器

@杯

面影　11．9
寘a@　4．6
ｹ恩

③④

A⑥
@
②

榿（5Y獄　7／6）

一部欠
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面剥離、外面ケズリ。

18 土師器

@杯

肉離　12．1
寘a@　4．7
鼬a

②④

@⑥
B
②

榿（5Y殺　7／6）

1／2
ロ縁部横ナデ。ロ唇部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
O面炭化物付着。二次加熱。

藁9
土師器

@杯

ロ径　11．8
寘a@　4．8
鼬a

③⑥

A
①

② 晶晶褐
i2．5YR5／8） 一部欠

ロ縁部横ナデ。ロ陰部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
部ﾁ。

20 土師器

@杯

口径　12．3
寘a@　4．5
鼬a

③④

@⑥
A
②

晶晶褐
i2。5YR5／6） 一部欠

目縁熟睡ナデ。口唇部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ及びナデ。
Y化物付着。

21 土師器

@杯

目窪（12．6）
寘a@　4．6
鼬a

①
②
③
①

赤（10R　5／8）

2／3
ロ縁部横ナデ。ロ優駿再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
Y化物付着。

22 土師器

@杯

白露（11．8）
又磨@　4．7
鼬a

③④

@
②

② 明赤褐
i2。5YR5／8） 1／4

ロ縁部横ナデ。口唇部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
Y化物付着。二次加熱。

23 土師器

@杯

日露（11．6）
寘a@　4．4
鼬a

③
②
①
②

榿（5YR　7／8）

！／2
ロ縁部横ナデ。口唇部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。

24 土師器

@杯

口径（12．8）
??@　5．3
鼬a

①⑥

A
③

②
橋（2．5YR6／8）

1／3
ロ縁部横ナデ。口唇球戯調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
部ﾁ、炭化物付着。

25 土師器

@杯

口径（12．0）
寘r
径�

②
③
�
�

（2．5YR6／8）�

／2�
縁部横ナデ。ロ辱鍵盤調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒
ﾁ、炭化物付着。

6� 師器　

t�
径（11．6）器
a@　4．5底
a�

②
③
�
�

（5YR　7／6）�

／4�
縁部横ナデ。自暴部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

7� 師器　

t�
径　12．6器
末n
a�

①
②
�
�

（2．5YR6／8）�

／3�
縁部横ナデ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。

8� 師器　

t�
径（13．0）器
r鼬
a�

②
③
�
�

（5YR　7／6）�

／5�
縁部横ナデ。自爆部磨滅。体
箔燒ﾊナデ、外面はケズリ。黒斑。内
O面炭化物付着。

9� 師器　

t�
径　11．1器
a@　4．8底
a�

④①

E③
�
�

（5YR　6／6）�

／3�
縁部横ナデ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y。二次加熱。

0� 師器　

t�
露　16．2器
a@　6．7底
a�

④①

B
�

�
（1◎難　5／8）�

部欠�
縁部横ナデ。口唇部再調整。内
ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。

隻�
師器　

t�
径（15．4）器
v]
a�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／6）� ／3�

縁部横ナァ。口讐部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面炭化物付着。

2� 師器　

t�
径　13。0器
a@　4．1底
a�

④②

E③
�
�

（2．5YR6／8）�

／3�
縁部横ナァ。ロ唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。二次加熱。

3� 師器　

t�
径　12．1器
a@　4．4底
a�

②
③
�
�

（2．5YR6／6）�

部欠�
縁部横ナデ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。吸
Y。二次加熱。

4� 師器　

t�
径（16．7）薄
髓鼬

a�

④①

E③
�
� 赤褐（

Q．5YR5／6）�
　半1
^4�

縁無煙ナデ（4段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。炭
ｻ物付着。全面細越。煤付着。

5� 師器　

t�
径（13．4）器
mｱ
ﾗ�

②
③
�
� 褐（

V．5YR4／2）� ／2�
縁部横ナァ（3段）。体部内面はナァ、放
ﾋ状暗文。外面ケズリの後ナデ、炭化物付着
B全面画幅。煤付着。

6� 師器　

t�
径　15．0器
a@　5．0底
a�

①
②
�
� 赤褐（

Q．5Y設5／8）� ／3�
縁部横ナデ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、炭化物付着。外
ﾊケズリ。
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晦 器　種 法　量：（C蹴） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等

37 土師器

@皿

ロ径　14。6
寘r
径�

②
④
�
� 赤褐（

Q．5YR5／8）�
　位1
^6�

縁部横ナァ、口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。炭
ｻ物付着。

8� �
径　14．◎器
r鼬
a�

③
� �

褐（
Q．5Y　3／1）� 　位�

縁部は受口状を呈し、下位に1条の直線を配
ｷる◎頸部には斜のヘラ描沈線が櫛刃状に配
ｳれ、2条の隠線を挟んで繰り返される。肩
狽烽ﾜたヘラ描一線→2条の沈線→ヘラ描沈
?ﾆ繰り返される。全体に剥離が激しく、三
Yしている。

9� 師器　

�
径（12。6）器
r鼬
a�

④①

A
�

� ぶい赤褐（
Q．5YR5／4）�

縁部1
^4�

縁部横ナァの後、斜のヘラ描同線を配する。内
ﾊ横の磨き様ナデ。全
ﾌに吸炭。

0� 師器　

ﾙ�
径（16．4）器
r鼬
a�

⑥②

B
�

�
（2．5YR6／8）�

縁部�
縁部横ナァ（2段）。全
ﾌ表面剥離。

1� 師器丸

齟ﾙ�

径器

s迪
a�

⑥②

B
�

�
（2．5YR6／8）� 　部の　み� 部内面ナァ、外面ケズリ。黒

ﾁ、二次加熱。

2� 師器　

P�
径（13．4）器
s剏
a�

①
②
�
� 赤褐（

Q．5YR5／8）� ／4�
縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊ横のナデ、吸炭、外面ケズリ及びナデ
A黒斑。二次加熱。

3� 師器　

P�
径（16．0）器
mﾗ
a�

⑥②

B
�

� ぶい榿（
V．5YR7／3）�

　位1
^4�

縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ。吸
Y、煤、炭化物付着。二次加熱。

4� 師器　

P�
径器

r鼬
a　　6．4�

②
①
�
� ぶい榿（

V．5YR7／4）�

：下位の

@み�

部（最下位）～底部内面ナァ、外面ケズリ。吸
Y、煤付着。

5� 師器　

P�
径器

r鼬
a　　8．◎�

③
②
�
�

（2．5YR6／8）� 下位の

@み�

部（最下位）～底部内面ナデ、吸炭。胴
矧O面ケズリ。底
矧O面一定方向のケズリ。煤付着。

6� 師器　

P�
径器

r鼬
a　　8．3�

⑥③

@
�

� ぶい榿（
V．5YR7／4）�

　位の

@み�

部内面剥離、外面ケズリ。底
箔燒ﾊナデ、外面ヘラ先によるナデ付け。吸
Y、煤付着。

路状遺構

路状遺構（第122図・付図4）

Y－5グリッドから、Y－6、　Y－7グリッド

かけて位置している。

本遺構の覆土は、粗い砂層であり、特に最下面

は酸化鉄が凝固し、1c醗以上の厚さになる。3

溝i・4号溝・24号溝・25号溝iの覆土も同一であ

（溝の酸化鉄面は、それぞれが薄く、最高8層

で確認されている）。

遺構は、東西に連なり、主軸の方位は、Y－5

リッドからY－6グリッドにかけてはN－75

一W AY－7グリッド範囲では少し南に折れて、

－87．一Wを示す。

この屈曲地点から3号溝、西端地点からは、や

り4号溝が、北東方向に伸びている。また、西

の南側には25号溝、Y－5グリッドからY－6

リッドにかけての北側には24号溝が平行して所

している。

Y－5グリッドでは、東端で2．70m、西端で

．50mの幅を持つ溝iの中に、溝の主軸方位と直交

る土坑は1ケ所もなく、北半部の、北壁から

．20憩～！．80mの範囲でさらに一段溝i状に落ち十
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み、凝固した酸化鉄面が所在している。

　Y－6グリッドにおいては、幅1．50mの溝の中

に、東部では溝の主軸方位と正確に直交しない長

円形土坑（1．45xO，50m前後の規模）が1ケ所、

円形土坑（径30～60c搬前後の規模〉が4ケ所（溝

内南側）穿たれている。西に移行するに従って、

長円形土坑と円形土坑が交互に配されるようにな

り、円形土坑が消滅した時点で、長円形土坑が溝

と正確に直交するように配されてくる。

　Y－7グリッドでは、全体を包括する溝は浅く、

図化できるほどの深さをもっていないが、東から

連続して穿たれている。溝と正確に直交する長円

形土坑は、東側最後の土坑から2．60mの間隔をも

って穿たれてくる。西に移行するに従って、土坑

は南北に分離して配されるようになり、結果、全

体幅も2．80rnと広がりをもつようになる。

　本遺構の全長は、確認された範囲で24．5mに及

ぶ。

　遺物は、ほとんど出土していない。

　24号溝は、Y－5グリッドからY一一6グリッド

にかけて、本遺構の北端に平行して接しており、

また、覆土も同一であるところがら、本遺構に伴

うものとされる。東端が、本遺構の東端よりさら

に東へ2．90m伸びている。幅40㌘70cm、深さ20～

40cmをマ則る。

　25号溝は、Y－7グリッドにおいて、本遺構iの

南端に平行して接しており、幅60～80cm、深さ40

～50c船を測る。また、覆土も同一であるところが

ら、24号溝同様、本遺構に伴うものとされる。

3号溝は屈曲地点から、4号溝は西端地点から、

それぞれ北東方向に伸びている。覆土が24号溝・

25号溝同様本遺構と同一であり、本遺構の節目か

ら北東方向に穿たれている　ところがら、やはり、

本遺構に伴うものとされる。3号溝及び4号溝は、

北へ移行するほど浅くなるが、本来地形的に北が

高かったものと思われ、溝辺のレベルをみると、

溝の深さは逆に、北が若干深かったとされる。

i》

懲L

¢簿

騰碑瞬

　　◎（丞≦∋

『（≦藝

匂｛
、
か響　

　
／

3号溝

　喜
ケ
　
ノ
ギ

⑩ヲ
＠

§ぬ
　　　　24暑溝

亀
　
／
勧

第122図　道路状遺構
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　以上の状況から、本遺構は、屈曲地点及び西端

で北東方向に接続するものであり、本遺構以外の

部分では、側溝のみが残存していたものとなし得

る可能性が高いといえる。

　こうしてみると、本遺構の時期を示す直接の資

料は4号溝出土灰粕土器（No．2＞以外ほとんど

ない。しかし、3号溝及び4号溝が、重複する2

号住居・12号住居・15号住居・17号住居・23号住

居・38号土坑・47号土坑等、すべての遺構を切断

もしくは削除しているところがら、おおよそ、4

号溝出土灰粕土器（No．2）の年代をあてはめて

も良いように思われる。

4 溝跡（付図3）

　窯跡は、1号溝跡～46号手跡まで、調査区域全

体に及んでいる。中には、中断しているものの覆

土の同一性から一遺構としたもの（2号・3号・

4号・6号・45号溝跡）、数条の溝に分離してい

るものの、やはり覆土の同一性から一遺構とした

もの（！号・4号・5号・7号・14号・27号溝跡）

がある。

1号溝跡（第123・124図・付図3）

　1号溝跡は、幾筋もの溝が合流して成り立って

いる。その占める面積は、本年度調査区全体の約

50％に及んでおり（付図4中、コンター実測部分）

さらに、西・北・南方向に連続するものと思われ

る。

　溝の東上端は、（P－1）グリッドから、Q－

2、R－2・R－3、　S－3、　T－3、　U－4、

U－5、V－6、W－7、　X－7、　Y－8グリッ

ドと連続し、Z－9ポイント付近で東に大きく屈

曲する。東に屈曲した溝の北上端は、Z－8、

Z一一7、Z－6、　AA－5グリッドと連続し、さ

らに南に大きく屈曲する。溝の東上瑞は南方向に

連続し、A：B－5、　AC－5、　AD－5グリッド

まで確認されている。

　一方西上端は、S－7、　S－6、　R－5、　Q－

5・Q－4、P－4グリッドと連続し、　P－4グ

リッド内で西に大きく屈曲する。西に屈曲した溝

の南上端は、さらにP－5グリッド内で南西に屈

曲し、P－6グリッドへと連続する。

全体の流れを統括すると、以下の5筋となる。

（1溝i）：N－60。一Eで、P－6グリッドから

0－5グリッドに至り、方向を：N－10．一Eに変

換して北上する流れである。深さは70cm前後を測

る。

（E溝）N－60。一Eで、P－6グリッドから

0－5グリッドに至り、1溝と分岐して方向を

：N－106．一Eに変換して東流し、P－3グリッド

に至る流れである。深さは70～80cmを測る。

（m溝）Z－9・Y－9グリッドから、N－23

。一 窒ﾅX－8、W－8、・V－8、　V－7グリ

ッドへと連続し、T－7・T－6グリッドで方向

を：N一一54．一Eに変換して北東流し、さらにS－

6・S－5グリッドで方向を再びN－25．一Eに

変換してR－5・R－4グリッドへと連続する。

　S－5グリッドでは、N－147．一E方向へ、

長さ14m程、断面V字形を呈して、入り江状に張

り出す。

　N－25．一Eの方向でR－5・R－4グリッド
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於
響

亨　串 4

6
3 1

2

判

7

10

　　　　11

し345

笏

　　　　　　　　　c↓

C↓
則
↓
．

聯三 物笏
1号溝（lll溝）跡土層

1　灰白色（2．5Y7／1）粘土層。明黄褐色（2．5Y7／6）粘土ブロッ

　　クを多量に、マンガン粒・軽石粒を少量含む。

2　黄灰白（2．5Y6／1）粘土層。上面に明黄褐色（2．5Y7／6）粘土

　をベルト状に持つ。マンガン粒・軽石粒を少量含む。

3　黄灰白（2．5Y5／1）粘土層。明黄褐色（2．5Y7／6）粘土をブロ

　　ック状に含む。マンガン粒・軽石粒を少量含む。

4　黄灰白（2．5Y5／1）粘土層。明黄褐色（2．5Y7／6）粘土のブロ

　　ックを多量に含む。マンガン粒・軽石粒を少量含む。

5　黄灰白（2．5Y4／1）粘土層。明黄褐色（2．5Y7／6）粘土粒・軽

　石鹸を含む。　（1～2㎜大）

6　黒褐色（2，5Y3／1）粘土層。軽石粒（1～3㎜大）を多量に含む。

　　明黄褐色（2．5Y7／6）粘土粒（1～5㎜大）を含む。

7　黒褐色（2．5Y3／1）粘土層。軽石粒（1～3㎜大）を多量に含む。

　　（6層よりも多量）

8　灰白色（2．5Y8／1）粘土層。

9　黒色（2．5Y2／1）粘土層。軽石粒（！皿以下）。炭化物を多量に含む。

10　軽石粒純層。

1工　黒褐色（10Y3／1）粘土・暗褐色（10Y2／2）粘土混在層。

1

2〃

6号溝土層

1　黒褐色（10YR1／3）シルト質。
　混在物はなし。

2　黒褐色（10YR1／3）シルト質。
　黄褐色土のブロックが混ざる。

　白色輝粒が多い。

1

〃
23号溝

1　砂質。砂の層、焼土・

　　炭化物等は含まない。

　　　　　　　2

笏獺糀
3　　4 3

笏
7・18・23r号溝土層

！　黒褐色（10YR3／！）シルト質。粘性は若干あるが、しまりは良くない。

　浅間系の白色小粒子を含む。

2　灰黄褐色（／0YR4／2）シルト質。粘性、しまりともに乏しい。鉄分を多

　　く含む。

3　灰黄褐色（10YR4／2）シルト質。粘性、しまりともに乏しい。2層に

　近いが鉄分が少い。

4　灰黄褐色（10YR4／2）シルト質。粘牲、しまりともに乏しい。鉄分を

　含む。

12・42号溝土層

4

1

14号溝土層

1　褐灰色（10YR3／2）シルト質。粘性は乏しい。しまりは良く硬質。

　酸化鉄を含む。浅間系と思われる火山灰（白色小粒子）を含む。

2　オリーブ褐色（2．5Y6／4）シルト質。やや粘性があり、しまりも良い。
／　褐灰色（10YR4／1）シルト質。粘性がありしまりも良い。酸化鉄を多く含む。

2　暗オリーブ褐色（2．5Y3／5）シルト質。やや粘性がありしまりもある。

　　42号溝の覆土。

3　褐色（10YR4／4）シルト質。1、2層に比べて粘性が高いQ
　粘性は強くないがしまりは良い。　（42号溝の覆土）

4　暗オリーブ褐色（2，5Y3／3）シルト質。粘性が極めて高くしまりも良い。

　酸化鉄を含み遺物も含有する。　（12号溝の覆土）

第！23図　溝断面①
O　　　　L＝29． 000m　　　　2m
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　　　　　　　ぶマア

　へ　 @　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．　　　∵　　　　…抗92一　　　．
　　　　　@　　　　　　　　ンこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　り
　　

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

一＿@　　覧7　　　＿　　　　　　　工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　へ　　バ

㌻L　　　　　2　　　　　2　　　　　　　一

一一一 n8　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　　　　　　　　れで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　へ　り　
　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一　　∵　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．　　　　町6　　　　　8　錘　　＿．

　　　　　　　1愚溝（V溝）土層
　　　　　　　韮　黄灰褐色（25Y5／ま）ンルト。明黄編色（10Y殺7／6）粘土を含むG
　　　　　　　2　福灰色GOYR4／王〉ノルト。白色軽石粒（桟簡自火由灰）を含む。
　　　　　　　3　明黄褐色（10YR7／6）ンルト。
　　　　　　　4　褐灰色（10YR4／／）ンルト。明黄褐色（10YR7／6）粘上、白色軽イ1粒（づ～間B火山灰）を

　　　　　　　含む。　　　　　　　5　灰黄褐色（10YR4／2）粘土。酸化鉄粒を多く禽む。
　　　　　　　6　黄灰色，（25Y4／」）粍土。灰白色粘土を少量禽む。　（74号土抗覆土）
　　　　　　　7　黒褐色（25Y3／三）粘土。灰白色精土ブ撮ノクを少量含む。　（§2号土抗覆土）
　　　　　　　　　ぼき　くらマまノ　　おまむ　　　　とをやや　く　むむ　く　　ま　　ま　
　O　L－2900。m　2・　　　　　g蝋色（25Y7／2）ンルト・酸化雛砂鮪む・（9号溝覆土）

　　　…　　　160　第124図　総断面②
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へと連続した溝は、Rライン上で方向をN－

54。一Eに変換して、Q－4・Q－3グリッドに

至る。その後、Qライン上で方向を：N－9．一E

に変換した後、P－3グリッドでH溝と合流し、

さらに北（調査区外）上する流れとなる。溝幅は、

上端で22m、深さは60～80膿、最深部は82c搬を測

る。

（W溝）西（調査区外）からN－96．一£でA

B－10グリッドに至り、AB－10グリッド内で方

向を：N－15．一E　に変換して、AB－9、A

A－9グリッドに至る。そして、Z－9・Y－9

グリッドから皿溝に合流する流れである。深さは

20～40cmを1則る。

（V溝i）南（調査区外）からN－24．一EでA

C－7・AC－6グリッドに連続し、　AB－6・

AA－6グリッドで方向をN一68．一Wに変換し

て、AB－7・AA－7、　AA－8グリッドに至

り、AA－9・Z－9グリッドにおいて瓢溝に合

流する流れである。深さは40～50cmを測る。

　溝型は、皿溝以外計測不能であるが、コンター

の在り方からすると、班溝と同程度であったと推

定される。溝底は、全体に南・西（V溝のみは東

側）が浅く、北・東（V溝のみは西側）が深いこ

とが分かる。断面形は、全て緩いU字形を呈する。

　溝の覆土は、1溝～W溝全てがほとんど同一で

あり、最下層が黒褐色粘土と暗褐色粘土の混在層

（第！1層一厚さ10c盤）である。この混在層の上位

に、白色軽石粒の純層（第10層一厚さ3～4c醇

が堆積している。純層の上位には、灰白色粘土層

（第8層）を挟んで、軽石粒と炭化物粒を多量に

含む黒色粘土層（第9層）が薄く堆積している。

これより上層は、第9層一黒色粘土層に明黄褐色

粘土が混在し、色調が褐色化してくる（上層ほど

顕著）が、いずれも軽石粒を多量に含む（第7

層・第6層）。さらに上位には黄灰色を主体に明

黄褐色粘土を含み、より明度を増した土層が堆積

している（第5層～第1層）。いずれも白色軽：石

粒を含み（上層ほど量は滅少）、第5層～第1層

にはマンガン粒も含んでいる。

　こうした中にあってV溝の覆土は、白色軽石粒

の界層はみられず、最下層に酸化鉄粒を多量に含

む灰黄褐色粘土層、中間層に白色軽石粒を多量に

含む褐灰色シルト層（下部ほど明黄褐色粘土粒を

多く含む）、上層には、明黄褐色粘土粒を含む黄

灰色シルト層が堆積している。これらの土層は、

1溝～IV溝の第5層～第ほ層に見合う土層であ

る。

　遺物は、黒帯皿・高台杯・壷、須恵器壷、土師

質杯・高台椀、土師器甕、羽釜、土錘（この内V

溝出土遺物は、No．3土師質杯〉等が出土してい

る。

　なお、第10層以上の土層にみられる白色軽石粒

は、後に詳述されるように、浅間B軽石粒であり、

本遺構使用時に第10層・純層が堆積したものとし

得る。

　思至跡は、V－7グリッドにおいて14号住居跡

の西半を切断しており、またS－4グリッドにお

いて8号住居跡の上面を削平しているところが

ら、これら住居跡より新しく、浅間B軽石粒降下

直前の時期に人為的に掘削されたものとされる。

この内V聖跡は、浅間B軽石粒降下後、付加掘削

されたものとされる。

2号溝跡（第125図・付図3）

　本望跡は、1号溝を構成する憩溝の東上端やや

内側の、Q－2グリッドからW－7グリッドにか

けて、思溝の上端に平行して断続している。

　溝幅は60～80c鐵、深さは5～15c憩を測る。
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　覆土は、白色軽石粒（浅間B軽石粒）を含む黒

褐色粘土であり、遺物は、出土していない。

　本溝跡は、1号溝の外縁内側に沿って掘削され

ていること、覆土が1号溝覆土の第7層に相当す

る土層であること等から、1号溝に付属する溝跡

であるとされる。

4号鳥跡（付図3）

　本歯跡は、V－6グリッドからY－8グリッド

にかけて、1号溝を構成する皿溝の東上端部（2

号溝跡の東）に、2号溝跡とほぼ平行して断続し

ている。この部分の溝幅は、50cm前後（一部1rn

となる部分もある）、深さは5cm前後を測る。

　覆土は、白色軽石粒（浅間B軽石粒）を含む青

灰色粘土である。

　しかし本溝跡は、8ライン上で一旦とぎれたも

のの、Y－7グリッドから、方向を東南東に変換

し、溝iも3条に分離して現れてくる。そして、Z

－6グリッドで再度とぎれ、溝も2条となる。2

条となった出始は、Z－4グリッドで北に折れ、

W－4グリッドまで達する。

　この部分の覆土は、白色軽石粒（浅間B軽石

粒）・明黄褐色粘土ブロックを含む暗灰色粘土で

あり、2号溝跡とほぼ平行していた部分より明度

を増している。こちらも遺物は、出土していない。

　本溝跡は、2号溝跡同様、1号溝の外縁に沿っ

て掘削されていること、覆土が！号溝覆土の第7

層と第6層の申問層に相当する（2号溝跡平行部

分の方が第7層に近い）土層であること等から、

2号溝跡以後に構藻された、1号溝に付属する溝

跡であるとされる。

5号門跡（付図3）

　4号溝に密着平行して、W－4グリッドからY

－4グリッドにかけて連続している。

　溝幅は！．80～2．60m、深さは20cm前後を測る。

　覆土は、自色軽石粒（浅間B軽石粒〉・明黄褐

色粘土ブロックを含む暗灰色粘土であり、平行す

る4号溝とほとんど同一である。

　遺物は、土師質高台椀、土錘が出土している。

6号溝跡（高山23図・付図3）

　本溝i跡は、Y－8グリッドからZ－6グリッド

にかけて、1号溝を構成するV溝の北上端部（8

号面輪の北）に、8号溝跡とほぼ平行して断続し

ているG

　溝幅は80cm～1．20m、深さは10cm前後を測る。

　覆土は、白色軽石粒（浅間B軽石粒）・黄褐色

粘土ブロックを含む黒褐色シルト層である。

　本谷跡は、2号溝跡同様、1号溝（V溝）の外

縁内側に沿って掘削されていること、覆土が1号

溝覆土の第7層に相当する土層であること等か

ら、1号溝に付属する正比であり、1号溝の内、

V溝構築以前に構築された溝跡であるとされる。

　遺物は、須恵器の脚部が出土している。
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7号溝跡（第123図・付図3）

本溝跡は、調査区外からAA－2・3・4・5

グリッドにかけてほぼ東西に連続し、AA－5グ

リッドにおいて北に屈曲している。この屈曲部東

3mのところまで2条に分離している。1条にま

とまった溝跡は北に屈曲し、60号土坑と重複する

ところがら、再び東に屈曲し、Z－4グリッドま

でほぼ東西に伸びる。

　溝i幅はかなり虚威が激しく、60cm～1．45mまで

ある。深さは20cm前後を測る。

　覆土は、白色軽石粒（浅間B軽石粒）を含む黒

褐色シルト層である。

　遺物は、ほとんど出土していない。

8号伴侶（第惚4図・咽25図・付図3）

　本門跡は、！号溝を構成するV溝の北及び東上

端やや内側の、Z－8グリッドからAC－6グリ

ッドにかけて、V溝の上端に平行して連続してい

る。本溝跡の外側（北及び東側）に6号門跡（北

側）・9号溝（東側）跡が位置する。

　日量は50～60cm、深さは15～25cmを測る。

　覆土は、白色軽石粒（浅間B軽石粒）を含む褐

灰色シルト層である。

　遺物は、須恵器杯及び土錘が出土している。

　本溝跡は、2号溝跡同様、1号溝（V溝）の外

縁内側に沿って掘削されていること、覆土が、1

号溝（V溝）覆土の中間層に相当する土層である

こと等から、1号溝（V溝）に付属する溝跡であ

るとされる。6号溝との関係では、6号溝跡覆土

より明るさを増す褐灰色シルト層であることか

ら、6号溝跡より若干新しく、V溝の構築に合わ

せて構築されたものとされる。

9号桜餅（第124図・付図3）

　本溝跡は、1号溝（V溝）の東縁を画するよう

な形で、AA－5グリッドからAD－6ポイント

にかけて連続し、さらに南調査区外まで延伸して

いる。

　溝幅は1．20～2．20m、深さは30cm前後を測る。

　覆土は、8号溝跡とほとんど同一で、白色軽石

粒（浅間B軽石粒）を含む褐灰色シルト層である。

　遺物は、土師器杯及び丁丁が出土している。

　本丁跡は、8号溝跡同様、1号溝（V溝）の外

縁に沿って掘削されていること、覆土が、8号溝

跡覆土とほとんど同一色であることから、6号溝

跡より若干新しく、8号溝跡とほぼ同時期に構築

されたものとされる。（28号溝跡は、本溝跡の一

部である）

10号溝跡（謄写5図・付図3）

　本溝跡は、9号溝跡の東側に接し、9号溝前に

平行してAB－5グリッドからAC－5・AD－

5グリッド、さらには、南調査区外まで延伸して

いる。

嘉例は、50～85cm、深さは7cm前後を測る。

　覆土は、酸化鉄粒を含む灰黄褐色シルト層であ

り、遺物は、出土していない。
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鋼号溝跡（第惚5図・付図3）

　本溝i跡は、10号溝跡の東側に接し、AC－5グ

リッドに位置している。10号溝跡に平行している

ものの、南端は、鍵形に屈曲している。西南端部

を167号土坑に切断されている。

　溝幅は、60c艶前後、屈曲部までの長さ6．30m、

底面は東側に傾斜し、最深部は15c窺前後を測る。

　覆土は、酸化鉄粒を含む暗オリーブ褐色シルト

層である。

　遺物は、出土していない。

12号門跡（第壌23図・付図3）

　本溝i跡は、10号・！1号溝跡の東側に接し、11号

三跡の終結地点から北北東に伸び、全体がAC－

5グリッドに位置している。42号溝跡を切断して

いる。

　溝幅は、60c艶前後、長さ6．50m、深さは20cm前

後を測る。

　覆土は、酸化雨粒を含む暗オリーブ褐色シルト

層であり、11号溝跡とほとんど同一であるが、溝

自体の構造が異なり、別遺構とした。

　遺物は、出土していない。

13号傷跡（第125図・付図3）

　本溝跡は、12号溝跡の東側に平行して接し、全

体がAC－5．グリッドに位置している。42号溝跡

を切断しているものの、30号住居跡によって切断

されている。このため、長さは不明である。

　溝幅は60縢前後、底面は東側に傾斜し、最深部

は15cm前後を測る。

　覆土は、酸化鉄粒を含む暗オリーブ褐色シルト

層であり、遺物は、出土していない。

糾号溝跡（第嘘23図・付図3）

本溝跡は、調査区外からACラインに沿って、

AB－3・4グリッドからAC－3・4グリッド

にかけて、ほぼ東西に連続している。西端は、30

号住居跡によって切断されている。

　底は、凹凸が激しく、AB－3・AC－3グリ

ッド内では3条に分離している。そして、AB－

4・AC一一4グリッド内に至ると2条に、30号住

居跡付近では1条にまとまっている。1条の溝幅

は1．20m前後、深さは30～46cm前後を測る。

　覆土は、上層が白色軽石粒（浅間B軽石粒）・酸

化鉄粒を含む褐灰色シルト層、下層がオリーブ褐

色シルト層である。

　下層であるオリーブ褐色シルト層は、11号溝

跡・12号溝i跡・13号溝跡覆土と同一であり、これ

ら各溝が北側で一旦とぎれた後、東に屈曲して、

本塩跡を切断している30号住居跡中で連続してい

た可能性が強い。

　遺物は、土取が出土している。
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15号溝跡（付図3）

　本署跡は、N－250－Eの方向を示し、全体が

AC－4グリッドに位置している。30号住居跡・

31号住居跡を削平しており、16号溝跡に削平され

ている。

溝幅は70～75cm、長さ6．80m、深さは15cm前後

を測る。

覆土は、灰褐色シルト層である。

　遺物は、土師質高台椀が出土している。

16号口跡（第125図・付図3）

　本甲跡は、AE－5グリッドの南側調査区外か

ら、N－20。一E方向に延伸し、　V－2グリッド

で直角に屈曲し、東側調査区外に及んでいる。南

側調査区外から屈曲部までの長さは、98mに及ぶ。

　下穿は、上端で2．05m、深さは1．30mを測る。

　覆土は、本来灰オリーブ色シルト層であるが、

これがさらに掘り込まれ、白色軽石粒（浅間A軽

石粒）・ビニール等を多量に含む褐灰色シルト層

が大部分を占める。本溝跡は、浅間A軽石粒降下

より古い時代から存在し、現代に再度掘削された

ことを物語っている。また、この下層の間（両壁

付近）には、酸化鉄が帯状に分布し、水の流れが

あったことを示している。

　遺物は、木片等が出土している。

17号溝跡（第125図・付図3）

　本強盛は、AE－4グリッドの南側調査区外か

ら、N－20。一一E方向に延伸し、　W－2グリッド

まで及んでいる。南側調査区外からの長さは、85

mに及ぶ。

　下溝跡は、最下面のみが調査され、上部の詳細

は不明であるが、底面のレベルや構造からみると、

16号溝跡と幅・深さ共にほぼ同一であったと思わ

れる。

　覆土は、明黄褐色粘土粒を含む褐灰色シルト層

である。

　遺物は、木片片と共に須恵器杯、瓦等が出土し

ている。

　本溝跡は、16号溝跡とは覆土が異なるものの、

16号二二と同一方向であり、さらに同溝跡との間

に5，40～5．80mの間隔を保ったまま、終始平行し

ているところがら、16号溝跡・17号溝跡は、この

間に存在した道の両側溝であった可能性が高いと

いえる。また17号溝跡の北端は、東へ直角に屈曲

した16号溝跡から、南へ5．40mの地点にあり、こ

こからさらに、東へ連続する様相を伺わせている。

　下溝に挟まれ、この地点で東に屈曲する道警は、

旧地籍に記載されている、旧奈良村と旧別府村の

境を成していた道路と一致するものである。

　なお、この下溝の開始時期は、16号溝跡でみた

ように、浅間A軽石粒降下より古い時代であった

とされる。それを、現代に至るまで改修しながら、

継続使用してきたものであろう。

18号溝前（湿り23図・付図3》

　本降跡は、東調査区外からAA－2・3・4・

5グリッドにかけて、7号溝跡と重複しあいなが

ら、ほぼ東西に連続している。2条に分離してい

るが、7号溝跡による削平のため、1条に合流す
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　　　　　　明黄福色土が少量混ざる。
　　おまぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　 へ　 @　　　　　　　　 　ヨ

3基本＝ヒ繕V置層。

4　褐灰色（10YR5／／）シルト質。ややしまりが悪い。浅間のものと思われ
る火由灰鑓色粒子を、まんべんなく食んでいる。プラスチックやビニ＿ルが　　　　　　　　　1　黒福艶（10YR3／1）シルト質。ややしまりに欠ける・

含まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　黄灰色（2・5Y4／1）粘土に近いシルト質。黄褐色土粒が多く入る・
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　　　第125図　溝断面③



るかどうかは不明である。また、16号溝跡・17号

溝跡にも削平されている。

　溝幅はかなり狭広が激しく、45cm～1．00　mまで

ある。深さは6c斑前後を測る。

　覆土は、酸化鉄粒を含む灰黄褐色シルト層であ

り、酸化鉄粒の含有率によって分層される。

　覆土が同一であるところがら、10号溝跡・23号

溝跡との関連性が伺われる。

　遺物は、ほとんど出土していない。

19溝跡（第125図・付図3）

　本溝跡は、AC－9グリッドからAC一一10グリ

ッドにかけて、くの字状に連続している。

　溝1幅はかなり狭広が激しく、1．00～1．60mまで

ある。深さは13c紛前後を測る。

　覆土は、上層が黒褐色シルト層、下層が黄褐色

粘土粒を含む黄灰色シルト層である。

　本溝跡の存在する位置は、1号溝跡を構成する

IV溝が、西（調査区外）から北へ方向を転換する外

側に当たり、方向性も一致する。

　遺物は、須恵器甕、大型土錘等が出土している。

20号溝跡（第125図・付図3）

　本溝跡は、AB－9グリッドに位置している。

　溝i幅はかなり狭広が激しく、55cm～1．70mまで

あり、長さは8。40rn、深さは5c搬前後を測る。

　覆土は、黄褐色粘土粒を含む黒褐色シルト層で

・ある。

　本溝跡の存在する位置は、1号溝跡を構戒する

IV溝が、西（調査区外）から北へ方向を転換した直

後の外側に当たり、方向性も一致する。

　遺物は、ほとんど出土していない。

21号溝跡（第125図・付図3》

　本溝跡は、S－2．グリッドからT－2、　U－2

グリッドにかけて位置している。Tライン付近で

一度二股に分離するが、一方はその時点で終結し

ている。

　溝i幅は70c搬前後、長さは21．舳、深さは17c醗前

後を1則る。

　覆土は、黄褐色シルト層であり、2号住居跡を

切断している。

　遺物は、土野が出土している。

22号溝跡（第125図・付図3）

　本溝跡は、S－2グリッドに位置しており、2

号住居跡を切断しているものの、26号溝跡に切断

されている。

溝幅は60cm前後、深さは25cm前後を測る。

覆土は、黄褐色シルト層である。

遺物は、土師器杯が出土している。
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23号溝跡（第123図・付図3）

　本溝跡は、AB－3ポイントの北側調査区外か

ら、ほぼ東西に延伸し、AA－3グリッドからA

A－4グリッドに位置している。そしてAB－5

ポイント付近で9号溝跡に切断され、一部9号溝

跡の西側に及んで南に屈曲している様相を示す

が、その南側は不明である。

　溝幅は、0，80～1．20m、深さは7cm前後を測る。

　覆土は、酸化鉄粒を含む灰黄褐色シルト層であ

る。この覆土は、AB－5グリッドからAC一一

5・AD－5グリッド、さらには、南調査区外ま

で延伸する10号溝跡と同一であり、両溝は、本来

同一溝であった可能性が高い。

　また、本溝跡の北側に平行している、18号溝跡

の覆土も同一であり、本壁跡及び、10号溝跡との

関連性を伺わせている。

　遺物は、出土していない。

44号溝跡（第惚5図・付図3）

　本宅跡は、Z－8グリッドからZ－9グリッド

にかけて位置し、1号溝跡を構成するv溝の底に

掘削されている。

　門下は0，80～L20m、長さはU．Om、深さは

10c搬前後を測る。

　覆土は、黄褐色粘土粒を含む黒褐色シルト層で

あり、20号溝跡と同一である。

　本証跡の存在する位置は、！無双跡を構成する

v溝が、同じく1号溝跡を構成するIv溝に合流す

る位置に当たり、V溝と方向性も一致する。

　遺物は、ほとんど出土していない。

45号溝跡（第125図・付図3）

　本直跡は、ユ号牛立を構嫁する斑溝の底に掘削

されており、Y一・9グリッドの西調査区域外から

東南方向に伸び、同グリッド内で直角に屈曲して

Y一・8グリッドからX－8グリッドへ連続してい

る。そして、X－8グリッド内で一度断絶した後、

再びW－8グリッドまで延伸している。

　溝i幅は70cm前後、深さは5cm前後を測る。

　覆土は、黒褐色粘土と暗褐色粘土の混在層であ

り、皿溝の最下層と同一である。

　本玉跡の存在する位置は、1号事跡を構成する

皿溝が、同じくユ号溝跡を構域するW溝・V溝に

合流する位置に当たり、ここで鍵状に西へ直角に

屈曲しているこどからすると、あるいは思溝がこ

の地点で終結していた可能性もある。しかし本溝

跡は、西の調査区域外へ延伸していることから、

あるいは、孤溝も西の調査区外へ延伸していた可

能性も、また強い。いずれにしても、本溝跡・m

溝共に底面が、強く西高東低の状況を呈している

ところがら、遠からず、両溝共に終結するであろ

うとされた。

　遺物は、ほとんど出土していない。
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第66表　溝出土遺物観察表　（第壌26図）

撫 器　種 法　量（c田） 胎土　」 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等
つ
■
1
1
⊥

灰粕皿
ロ径（14．0）
ｭ高
諮

②
① ①

灰白
i5Y　7／1）

口縁部

P／6

ロクロ整形。高年準準粕。

－
…
9
臼

灰　穂

q苳t

ロ五

寘i
{径（　8。4）

②
① ①

灰白
i5Y　7／1）

底　部

ﾜ／4

ロクロ整形。底部ケズリの後付け高台。

園
主
…
3

土師質

@杯

口径　11．7
寘a@　3．7
u時　　5。6

②④

@⑥
B
②

榿（5YR　6／8）

完　形
ロクロ整形。

?ﾘり底。

－
一
4

土師質

@杯

ロ五

嵓ｮ
y径　　5．6

②
① ② 浅黄燈

i7．5YR8／4）
底　部

ﾌ　み

ロクロ整形。

?ﾘり底。
�汢ﾁ熱。

－
⊥
1
…
5

土師質

@杯

藍玉　14．0
寘a@　4．7
鼬a　　6．4

②
③
④
③ 浅黄燈

i10Y盆8／3） 4／5
ロクロ整形。

?ﾘり底。磨滅。

－
1
ρ
0

土師質

q苻o

口径（15．0）
寘k
@径

②
① ③

灰白
i5Y　7／D

上　位
¥／5

ロクロ整形。

S体に吸炭、ロ縁部煤付着。

－
1
7

土師質

q苻o

ロ五

寘j
ﾇ径　　7．4

②
①
③
②

榿（5YR　7／6） 底　部の　み 糸切り後付け高台。
熏撫?掾B
�汢ﾁ熱。

－
三
一
8

土師質

q苻o

口径

y駅
鼬a　　7．4

②④

@
③

② 浅黄燈
i7。5YR8／4）

底　部の　み ロクロ整形。

O面一部吸炭、磨滅。
��汢ﾁ熱。

一
ま
一
◎
）

土師質

q苳t

ロ径　！0．9
寘a@　5．o
鼬a　　6．2

②④

@
③

②
榿（5Y藪　7／6）

2／3
ロクロ整形。

煌O面一客車炭。

　
0
4
■
1
　
1

土師質

q苻o
口径（10．9）
寘a@　5．0
鼬a　　6．2

②④

@
③

②
櫨（5YR　7／6）

1．／2
ロクロ整形。

?ﾘり後付け高台。
�汢ﾁ熱。

　
1
i
⊥
1
　
1

灰粕壷
ロ難

ｮ高
鼬a

②
① ②

灰白
i2．5Y　7／1）

胴肩部

P／2

ロクロ整形。

�柏ﾚ合痕。割れロに灰粕。

　
2
1
－
　
1

灰穂壷
口径

寘r
径　　9．5�

①
④
�
� 白（

Q．5Y　7／1）�
　部1
^2�

クロ整形。高

苺矧D穂。撫11と同一｛固体か。

3
1
1
1
　
1
�

恵器　

ﾙ�
径器

l煙
a�

⑥①

C
�

� 白（
P0YR　7／1）�

　部1
^3�

滅。ロクロ整形。芯亭亭。二
汢ﾁ熱。

4
1
⊥
一
　
1
�

師器　

P�
径（22．0）器
r鼬
a�

④①

B
�

� 黄榿（
P0YR　8／3）�

縁部1
^4�

滅。炭化物付着。二次加熱。

i
1
5
�

　釜�
径α3．2）器
a@14．3底
a　　8．3�

④①

E③
�
� ぶい榿（

V．5Y詮7／4）� ／3�

縁部横ナデ。ロ唇部再調整。胴部内面横のナ
f、外面上位～中位縦のケズリ。底部周辺横のケズリ。底面ナデ。全面吸炭。内面炭化物、外面黒斑。二次加熱。

－
1
6
�

　錘�
大径　0．9長
ｳ　　3．5孔
a　　0。3�

　形�

1
1
7
�

　錘�
大径　1．3長
ｳ　　3．9孔
a　　0．4�

　形�
8
1
主
…
　
1
�

　錘�
大径　1．4長
ｳ　　4．0孔
a　　0。4�

　形�
9
つ
■
一
　
1
�

　錘�
：大径　1．7残

ｶ長　4．8孔
a　　0．4�

0
■
i
1
　
2
�

　錘�
：大径　1．5残

ｶ長　4．4孔
a　　0．3�1

■
⊥
一
　
2
�

　錘�
大径　1．1残
ｶ長　2．5孔
a　　0。3�2

4
⊥
一
　
2
�

　錘�
：大径　0．8残

ｶ長　2．4孔
a　0．25�

d
I
剛
⊥
�

師器　

t�
径（14．4）器
a@　5。0底
a�

④②

B
�

�
（5YR　6／6）�

／3�
縁部横ナァ。ロ唇準準調整。体
箔燒ﾊ横のナデ、外面ケズリ。内
O面炭化物付着。
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撫 器　種 法　量（㎝） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等

3
－
2

土師器

@杯

口径（14．6）
蜚n　　4．5
鼬a

②④

@
③

①
機（5YR　7／6）

1／4
口縁部横ナァ。ロ唇部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
Y化物付着。

3
i
3

土師器

@杯

口径（14．0）
嵭ﾊ
鼬a

②④

@
③

②
榿（5YR　6／6）

1／3
ロ縁部横ナァ。ロ讐部再調整。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
部ﾁ。

3
　
　
4

土師器

a@杯

ロ多

?p
ﾟ径　12．8

①④

B
②

② 浅黄榿
f◎YR　8／4）

脚　部
R／4

脚部内面放射状ナァ。外面縦のケズリの後裾にかけて縦の磨き。ホゾ援合。

煌O面炭化物付着。

4
…
ま

甕
ロ良

寘r
径（13．◎）�

④②

B
�

� ぶい黄榿q
揩x殺7／3）�

　部1
^3�

面、灰黄（2．5Y　6／2）飼
箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ。底部周辺横のケズリ。木の葉底。貯炭、煤付着。

－
2
�

　粕　

ﾙ�
尊前

r鼬
a（　9．0）�

①
� �

白（
Q．5Y　7／1）�

　部1
^4�

クロ整形。底

箔煌O面高恥部に灰糊。

O
i
－
漏
�

師質高

苻o�

径農

t又
（　7．6）�④

③
�
②

に い黄榿（1
OYR　7／3）�底

部1／
Q�ロ

ロ整形。糸切り後付け高台。底部
燒ﾊ吸炭。高台
箔煌O面炭化物。

9
向
�
土

錘�最
径　1．3長さ
@　3．1孔径
@　0．4��

形�

り
0
�
土

錘�最
径　1．0長さ
@　3．3孔径
@0．35��

形�

4
�
土

錘�最
径0．95長さ
@　3．0孔径
@0．35��

形�

　
　
－
�
須

器　脚

�ロ

器高

ｼ径
i11．0）�②

①⑥

B�
B
灰 （5

x　7／1）�脚
部1／
S�表

剥離。

　
璽
■
�
須

器　杯

�ロ

（15．0）旨意
鼬a
�①

②③

�
②

黄 （2
B5Y　5／D�ロ

部1／
U�ロ

ロ整形。外面

齦薄蛻ﾃ赤褐（2．5YR3／2）

　
　
9
μ
�
須

器　杯

�ロ

器高
沫普

i　8．0）�①

③
�
②

褐 （i
nYR　5／1）�底

部1／
T�ロ

ロ整形。糸切

闥黶B内面
A褐灰（5YR4／1）

　
3
�
土

錘�最
径　2．6残存
ｷ　4．1孔径
@　0．9��

　
　
－
漏
�
土

器　杯

�1
径（13．6）器高
鼬a
�④

②③

�
②

橋
5YR　6／6）�口 部1／

W�ロ

部横ナァ。内折り。体部

燒ﾊナデ、外面ケズリ。

9
a
�
土

錘�最
径　1．3残存
ｷ　4．4孔径
@　0．4��

一
凄
�
土

錘�最
径　1．4長さ
@　3．4孔径
@　0．4��

形�
一
州
韮
�
土

質高台

o�喜

器量

鼬a
i　8．8）�③

④①

�
③

明 褐（2
D5YR5／8）�底

部1／
Q�ロ

ロ整形。糸切り後付け尚台。底部
燒ﾊ吸炭。二次

ﾁ熱。
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5 土坑（付図4）

　土坑は、1号土坑～229号土坑まで、調査区域全

体に及んでいるが、住居跡と同様な集中傾向をみ

せている。この内、！号～5号・・7号・8号・12号・

ユ3号・19号・20号～25号・26号～30号・31号・32

号・35号・36号・57号・66号・！25号・！26号・

134号・138号・141号・143号土坑のように、共通

の特徴をもち、重複が激しいものの、ほぼ同時期

に構築されたものと思われる例もある。

噛号～5号・7号・8号土坑（第127図）

　Q－2グリッド及びR－2グリッド（一部Q－

3及びR－3グリッドに及ぶ）に位置している。

　全て、三隅が強く角張る長方形を呈し、壁がほ

ぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ水平を成す特徴

を有している。

　覆土は、上から黄褐色粘土層・暗灰黄色粘土

層・灰オリーブ色粘土層が堆積している。黄灰色

粘土ブロックを多量に含み、投入土の様相を呈す

るという共通性も、合わせもっている。

　規模は、以下のとおりである。

口
万
口
万
口
万
口
万
口
万
口
万
口
万

1
　
2
　
り
0
　
4
　
「
0
　
7
5
　
∩
6

　遺物は、

出土している他は、全く出土していない。

（長辺）2．10×（短辺）！、！5m、（深さ）70c磁

（長辺）2．87×（短辺）2。05m、（深さ）20cm

（長辺）　　×（短辺）1．60m、（深さ）　5cm

（長辺）2．84×（短辺）2．30m、（深さ＞72c磁

（長辺）4．30×（短辺）2．34m、（深さ）74cm

（長辺）2．58×（短辺）1．60rn、（深さ）88c憩

（長辺）2。40×（短辺）！。50m、（深さ）70cm

　　2号から灰粕壷、4号から甕（弥生）が

9号土坑（第127図）

　R－2グリッドに位置している。

　長円形を呈し、95×66cm、深さ12c憩を測る。

　覆土は、灰黄褐色シルト層であり、遺物は、土

師器甕が出土している。

12号・給号・19号土坑（第128図）

　12号・13号土坑はR－2グリッド（一部R－3

グリッドに及ぶ）、19号土坑はS一一3グリッド（一

部R－3グリッドに及ぶ）に位置している。

　全て、各回が強く角張る長方形を呈し、壁がほ

ぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ水平を成す特徴

を有している。

　また、覆土は、暗灰黄色粘土層・灰オリーブ色

粘土層が堆積し、多量の黄灰色粘土ブロックを含

み、投入土の様相を呈するという共通性も合わせ

もっている点は、1号～5号・7号・8号土坑と

同一である。

　規模は、以下のとおりである。

12号　（長辺）2．60×（短辺）1、781n、（深さ）97cm

13号　（長辺）2．82×（短辺）2．7ユm、（深さ）70cm

19号　（長辺）4．45×（短辺＞2．25m、（深さ）130c搬

　遺物は、全く出土していない。
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2号土坑

sコ惣髪

4号下縄

＼

附
　
。
ご

…
㎝

L聯29，000m　　　2m
一一一一一一1　60

」

第127図　1～11号土坑
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一◎生

ジヒ坑

第128図　12～19号十坑　　　　」＝坐2』o
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20号～25号土坑（第¶29図）

　大部分がS－3グリッド←一部S－4グリッ

ド・TL　3グリッドに及ぶ）に位置している。

　全て、各隅が強く角張る長方形を呈し、壁がほ

ぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ水平を成す特徴

を有している。また、覆土は、暗灰黄色粘土層・

灰オリーブ色粘土層が堆積し、多量の黄灰色粘土

ブロックを含み、投入土の様相を呈するという共

通性も合わせもっている点は、1号～5号・7

号・8号・12号・13号・19号土坑と同一である。

規模は、以下のとおりである。

号
号
号
号
号
号

（
》
　
－
⊥
　
り
乙
　
り
0
　
4
　
門
D

り
乙
　
2
　
り
乙
　
2
　
2
　
∩
乙

（長辺）2．76×（短辺）2。55m、（深さ）75c憩

（長辺＞2．75×（短辺）1．30m、（深さ）90cm

（長辺）2．90×（短辺）1．90m、（深さ）105cm

（長辺）3．45×（短辺）3。00m、（深さ）72c醗

（長辺）3．16×（短辺）2．00m、（深さ）85c組

（長辺）2．50×（短辺）1．98m、（深さ）60cm

　遺物は、20号土坑から土師器柑が出土している

他は、全く出土していない。

26号～30号土坑（第130図）

　26号土坑はS－6グリッド（一部T－6グリッ

ドに及ぶ）、27号・28号土坑はT－2グリッドに位

置している。また29号土坑はT一一3グリッド、30

号土坑がT－4グリッド（一部丁一3グリッドに

及ぶ）に位置している。

　全て、三隅が強く角張る長方形を呈し、壁がほ

ぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ水平を成す特徴

を有している。また、覆土は、暗灰黄色粘土層・

灰オリーブ色粘土層が堆積し、多量の黄灰色粘土

ブロックを含み、投入土の様相を呈するという共

通性も合わせもっている点は、前にみた土坑と同

一である。

　この内27号・28号土坑は、これら覆土に、焼土

及び炭化材のブロックや粒子を多量に含んでお

り、他と異なった特徴を示している。

　規模は、以下のとおりである。

鵬
写
鶏
万
q
写
q
二
期
写

ρ
0
　
7
5
　
8
　
0
α
　
《
）

り
乙
　
2
　
り
乙
　
り
乙
　
り
∂

（長辺）2．65×（短辺）2．16m、（深さ）72c醗

（長辺）2．75×（短辺）2．70m、（深さ）70c癬

（長辺）2．90x（短辺）1．19m、（深さ）52cm

（長辺＞2．13×（短辺）1．86m、（深さ）78c磁

（長辺）2。42×（短辺）2．10m、（深さ）76艦

遺物は、全く出土していない。

3，号・32号・35号・36号土坑（第1訓図）

　31号・32号土坑はT－4グリッドに位置してい

る。また35号土坑はU－2グリッド（東刑部は、

調査区域外に及ぶ）、36号土坑はU－4グリッドか

らV－4グリッドにかけて位置している。

　各隅が強く角張る長方形を呈し、壁がほぼ垂直

に立ち上がり、底面はほぼ水平を成す特徴を有し

ているが、35号土坑は隅が丸味をもつ。

　覆土は、やはり壁画黄色粘土層・灰オリーブ色

粘土層が堆積し、多量の黄灰色粘土ブロックを含

み、投入土の様相を呈するという共通性も合わせ

もっている点は、前にみた土坑と同一である。

　規模は、以下のとおりである。

31号　（長辺）3．40×（短辺）2．65m、（深さ）57cm

32号　（長辺）3．08×（短辺）2．24rn、（深さ）54cm

35号　（長辺）　×（短辺）　　m、（深さ）50c艶

36号　（長辺）2．80×（短辺）1．71m、（深さ）107cm

　遺物は、全く出土していない。
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「モー
1

26暑土坑

＼ ＼
2了号土坑 28葺±坑

i

ソ　’

d
q

コ笏
％
勿

2
｛

6

2ア・28号土坑土層

＼
　　＼　1

1　黄灰色（2，5Y5／1）粘姓非鴬に弱い。炭化物を微量含む。

2　黄褐魯（2．萎Y5／嘆）粘性ややあり◎焼土粒子を少量禽む0

3　暗灰黄色（2．5Y5／2）粘性あり。焼土ブロック・粒子を少量含む。

4　オリーブ黄色（5Y4／2）粘性あり。焼土ブロックを少量含む。

5　灰オリーブ色（5Y4／2）粘性やや強い。焼土ブロック。炭化物を

　少量含む。

6　にぶい黄褐魯（鎗Y只5／4）しまりがやや悪い。、黒褐穂

　　（10YR3／1）が全面的混じる。焼土ブロック・炭化物を少量含む。

29号土坑

／

諺
30号土坑

＼∴
33号土坑

諺

O　　　　L蔦29 ．000m　　　　　2　m

第130図　26～30・33号土坑
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34号土坑（第壌流図）

　T－7グリッドからU－7グリッドにかけて位

置し、1号溝跡を構城する皿溝の底面に掘削され

ている。

　L56×1．62mを測り、ほぼ正円形を呈する。上

面から20～30cmのところまで摺鉢状に落ち込み、

そこから角度を変えて急に落ち込む。全体の深さ

は、90c艶を測る。

　覆土は、最下層が黒褐色粘土と暗褐色粘土の混

在層で、その上位に白色軽石粒・炭化物粒を多量

に含んだ黒色粘土層が堆積している。この最下層

はユ号溝跡の最下層（第11層）、上層は1号溝跡の

下層（第9層）と同一であり、！号溝跡を構成する

斑溝と全く同一時期に穿たれたものとされる。

　遺物は、土師質杯が2点出土している。

37号土坑（第憩室図＞

　V－4グリッドを中心に、U－4・U－5グリ

ッドにかけて位置している。

4．80×2。20m、深さ15c斑を測り、不整形である。

　覆土は、黄褐色粘土と黄灰色シルトの混在層で

あり、底面は波状を呈している。

　遺物は、散乱した状況で検出され、須恵器蓋、

土師器杯・甕がみられる。

覗号土坑（第噛32図）

　W一一2グリッドに位置している。

　76×61臓、深さ53c斑を測り、長円形を呈する。

底面は水平であり、壁もほぼ垂直に立ち上がる。

覆土は、黄灰色シルト層である。

遺物は、土師器杯が出土している。

尋5号土坑（臨月32図）

　W一・4グリッドに位置しており、5号溝跡に上

面を削平されている。

　77×68c磁、深さ10cmを測り、長方形を呈する。

底面は丸みをもつもののほぼ水平であるが、壁は

緩傾斜で立ち上がる。

　覆土は、黄灰褐色シルト層である。

　遺物は、土師器杯・鉢が2点ずつ出土している。

46号土坑（第132図）

　W－5グリッドに位置しており、3号溝跡に上

面を削平されている。

　60×50（23）cm、深さ8cmを測り、台形を呈する。

底面はほぼ水平であるが、壁は緩傾斜で立ち上が

る。

　覆土は、黄灰褐色シルトと浅黄色粘土（多分を

多量に含む）の混在層である。

　遺物は、土師器甕が出土している。
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　　　　　　　　　　　　44簿出坑
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47号土坑（論り32図》

　W一一7グリッドに位置しており、4号溝跡によ

って西北周部が削除されている。

　壁面は、凹凸が激しいが、4，00×2．30m、深さ

32cmを測り、長方形を呈するものと思われる。底

面は段をなし、それぞれがほぼ水平であるが、壁

は緩傾斜で立ち上がる。

　覆土は、黄灰色シルト層と、灰及び焼土の混在

層が相剋しており、全体に、投入された感が強い。

　遺物は、相剋する両層から、土師器杯・甕が出

土している。

54号土坑（第133図）

　X一一4グリッドからY－4グリッドにかけて、

5号溝跡の東縁に沿って、これと平行して位置し

ている。

　8．50×0．95m、深さは最深部で21c搬を測り、長

方形を呈する。底面は起伏が激く、壁は緩傾斜で

立ち上がる。

　覆土は、白色軽石粒（浅間B軽石粒）と明黄褐色

粘土ブロックを含む暗灰色粘土層であり、4号溝

跡・5号溝跡と同一である。

　遺物は、土師質高台椀が2点出土している。

57号土坑（第133図）

　Y－5グリッドに位置している。

形態・覆土共に、前にみた土坑と同一である。

3．00×1．80mの規模をもち、深iさ76cmを測る。

遺物は、全く出土していない。

60号土坑（第133図）

　Z一一5グリッド、7号溝跡が直角に屈曲する位

置に、7号溝跡を切断して穿たれている。

　1．06×1．00mの規模をもち、正円形を呈する。

深さは80cmを測る。

　覆土は、すべての土層に酸化鉄粒を含み（下層

程多い）、下層から、灰色粘土層・黒褐色粘土

層・灰黄色シルト層・灰黄色粘土層・浅黄色シル

ト層が堆積している。

　遺物は、全く出土していない。

63号土坑（熱り33図）

　AA－4ポイント北側に位置し、16号溝跡と重

複している。

　1．88×1．27mの規模をもち、長円形を呈する。

深さは東側が一段窪み、20cmを測る。

　覆土は、酸化鉄粒を含む灰色シルト層である。

　遺物は、摺鉢が出土している。

　16号溝跡との前後関係は、明確でなく、あるい

は同時期であった可能性も高い。
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徳
U

52号土坑土層

！　褐灰色（！0YR5／1）シルト質

　だが、やや粘牲がある。

　明黄銅亀土が多く混ざる。

53号土坑土繍

1　黄灰亀（2，5Y1／5）シルト質。

　しまりは良くな寿、。

一G
／「＼

）
55号土坑

54号土坑

＼ 1

窪

58号止坑

！

一◎漏
＼ サー

～◎～
　　　　　　62号土坑

総号土坑土層

1　褐灰色（10YR4／1）シルト質。②の土が若干混ざる。

2　浅黄色（2、5Y7／3）シルト質。酸化鉄が若干混ざる。

3　黄灰色（2，5Y4／！）粘土質。比較的大きな酸化鉄のヅロックが混ざる。

4　灰黄色（2、5Y6／2）粘土に近いシルト質。比較的大きな酸化鉄のブロ

　ックが混ざる。

5　黒褐色（／0Y段3／圭）粘土質。③④に比べて酸化鉄の愈脊率は低い。

6　灰色（5Y6／1）粘土質。⑥の土がブロックになって入る。

　酸化鉄が混ざる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿

窪

易笏
63号土山±層

エ　灰色（5Y1／5）シルト質で鉄身を少量含む。

第133図　51～63号土坑
O　　　L＝29，00〔｝m　　　 2m

ピー・＿」仁60
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＼

64写土坑

ぜ

1

～

§§簿止斌土綴

4

笏3

1　褐灰蝕（1GY最δ／1）シルト質で

　鉄勇を少愚含む。

2　黄荻魚（露．5Y5／1）砂に近いシル

　　ト質。鉄分を少量盆む。

3　黄灰飽（2．5Y5／1）粘性カミ強く、

　鉄分とi震に④の土を含む。

4　灰曲色（10YR7／1）粘性が非常

　に強く、鉄分をごく少量含む。

§ア号±坑土層

　　　で

＼．

霧諺

1　黒褐色（10Y衰3／2）シルト質。

　粘土ブ貸ックが混ざる。粍性は少ない

　がしまりは良い。酸化鉄を含む。

2　賠褐色（10YR3／4）シルト質。
　結土ブロックが混ざる。　（①層よりは

　少ない〉’粘性は乏しいがしまりは良い。

　①層より酸化鉄を多く含み、赤つぼく

　見える。

4
＼

笏

66母土坑土膚

－
り
倫
3
4

置 32

②～④の土が混然と混ざり合っている。全体として粘性は強い。

褐灰色（10YR1／4）シルト質。黄灰色の粘土ブロックを大：鰍に含む。

黄灰色（2．5Y1／5）粘牲が強く、鉄分と共に④の土が混入している。

灰白色（2，5Y！／7）粘性が強く、」鉄分のブロックが部分的に灘回している

68号土坑±層

糞P1

　〃

1　褐灰色（10YR4／1）懸性が強く、黒褐色土のブロックを含む。

2　黄灰色（2．5Y5／1）シルト質。やや糖性が強い。黒褐色土・黄灰

　色土を少量含む。

3　黄灰色（2．5Y6／1）粘性が強く、鉄分を棚晒に禽む。部分的に①

　の土が混入している。

4　黄白色（2．5Y5／1）②に比べ、粘性が強く、鉄分も含む。

，ノ7
一二事

／

多髪彰
69丹止坑土層

1　黄灰魚（2．5Y1／4）砂質に

　近いシルト質。黄褐色土のブロ

　　ックを少量含む。火山灰（浅間）

　が少麗混入。しまりは良い。酸

　化鉄を含む。

70号土坑土層

1　灰黄掲色（10YR4／2）

第／34図

71号土坑土層

7

霧一『

！　黄灰色（2．5Y1／6）粘土質。

　粘性が非常に強い。明黄褐色粒が

　随所に混入している。

痂1携
72暑土坑土層

1　褐蝕（10YR4／4）シルト質。

　粘性、しまり共に乏しいが硬質

　硬質である。

0　　　　し驚29， 000m　　　　2m

64～72号十二 一＝」1　60

一194一



64号土坑（第134図）

　AA－6グリッドに位置し、8号溝跡を切断し

ている。

　1．57×1．35mの規模をもち、概ね長円形を呈す

る。

底面は西側へ傾斜し、最深部で54cmを測る。

　覆土は、酸化鉄粒を僅かに含む黄灰色粘土層で

ある。

　遺物は、三二が出土している。

66号土坑（第134図）

　AA－7グリッドに位置している。

　形態・覆土共に、前にみた土坑と同一であり、

1号溝（V溝）埋没後に穿たれている。

2．46×1．75mの規模をもち、深さ53cmを測る。

遺物は、全く出土していない。

75号土坑（第135図）

　AB－3グリッドに位置し、東側は調査区域外

に及んでいる。

　規模は不明であるが、調査区域端で4．30mを測

る。底面は凹凸が激しく、最深部で65cmを測る。

　覆土は、下層から灰黄褐色シルト層・炭化物を

含む灰黄褐色シルト層・鈍い黄褐色シルト層・黒

褐色シルト層の順で堆積している。

　遺物は、全く出土していない。

125号・126号土坑（138図）

　AB－5グリッドからAC－5グリッドにかけ

て位置している。

　形態・覆土共に、前にみた土坑と同一であり、

1号溝（V溝）埋没後に穿たれている。

　規模は、以下の’とおりである。

125号　（長辺）2．40×（短辺）1．60m、（深さ）79cm

126号　（長辺）！．90×（短辺）1．70m、（深さ）52cm

　遺物は、全く出土していない。

129号土坑（第139図）

　AA－9グリッドからAA－10グリッドにかけ

て位置しており、1号溝（iv溝）の底面に穿たれて

いる。

　4．90×3，70mの規模をもち、長円形を呈する。

断面形は摺鉢形を呈し、深さ55働を測る。

　覆土は、下層から炭化物を含む黒褐色粘土層・

白色軽石粒（浅間B軽石粒）純層・黒色シルト層と

続き、白色軽石粒（浅間B軽石粒）を含む黄灰色シ

ルト層・黒色粘土層・灰黄色粘土層・褐灰色シル

ト層の順で堆積しており、1号溝（V溝）覆土と同

一である。

　遺物は、全く出土していない。

一！95一



・
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ヒ
A

ノ
・
～

ト
＼
ー
ー
ー
ノ

ア5号土坑

　　　　♪
＿＿＿桑

才3号土州土磨

　　　　雀

茎　黒褐蝕（2，5Y3／1）粘性がややあり、灰白色の粘土ブロッ

　クを多く含む。

2　黒三石（2．5Y3／1）①とほぼ同質だが、①より粘土ブロッ

　クの奮有’量が多い。

3　灰白亀（2．5Y7／1）糖控が強く、①の黒褐色土を少量含む。

〆
　
　
〆
「

　　

ｮ

ム～

了4号土坑

§2号士斌

§＿

自含’

，

A

了5号土坑土層

　　　　’
＿＿塁

エ　黒褐魚（10YR3／2）シルト質。糟性、しまむとも食い。

2　にぶい黄褐色く圭OY衰4／3）．シルト質Q白垂生、しま彰とも良い。

3　灰黄褐色（1⑪YR4／2）シルト質。粘性、しまりとも良い。

　炭化物少量含む。

4　灰黄褐色（10YR4／2）シルト質。粘性、しまりとも良い。

74・92号止坑土膚

1
2
3
4

＿◎
79号土坑

黄灰色（2．5Y4／1）しまりがなく、灰白色土をごく少鍬含む。

黒褐儀（2．§Y3／Dやや粘性がφり、灰肖色土のブロックを少量含む。

灰白色烹（5Y8／2）粘性が強い。鉄勢をやや多く含み、黒褐色土を少量含む。

黒褐色土（2．5Y3／1）②と同じ。

一⊆≧●
　　76暑土坑

4
刀
鼠
ヂ

77暑土坑

了6●了7弩二董＝坑土層

1　灰黄褐蝕（10YR4／2）シル
　　ト質。粘性、しまりとも良い。

一◎＼

　　　　　　78号土筑

了9勢土坑土層

＼

1　にぶい黄褐色（！0YR4／3）

　シルト質。粘性は乏しいが硬質。

78号土坑土層

1　灰黄掲色（10YR4／2）シル
　　ト質。粘性、しまりとも良い。

　炭化物少量含む。

82碧土坑土層

80号土坑土層

1

1　灰黄褐色（10YR4／2）
　シル1ト質。糖姓、しまりとも

　乏しいが硬質。

＿◎〉《）＿／

暫

灰黄褐色（10YR4／2）シルト質。

粘性、しまりとも乏しいが硬質。

1彪
81号土坑土層

1　灰黄褐色（10YR5／2）
　シルト質。粘性、しまりとも

　乏しいが硬質。

第135図 73～82・92号土坑
O　　　　L篇29 ．000m　　　　　2　m

一＝ヨ1　60
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83号：：ヒ填

◎己 4

＄記号土筑土層

／　にぶい黄褐魚（10YR4／3）シルト質。

　しまり、粘性とも乏しいが硬質。

85号土坑

i勿％「｝ 〃

〆
蜜
厄

サ

＼

88号土坑

＼
9§弩土貌

へ

86号：：ヒ坑

　
　
　
　
　
　
坑

　　

@　
@　

◎
．

一◎“
89号土坑

／
斗
｛

男緬

＼
94号土斌

％

一◎『
　　　　　　　95号土坑

9跨止坑土層

エ　73弩の①層と周質の埋土。灰白色土が

　3鰯ほど縞状に混入している。

93号土坑ぬ層

i　黒褐色（／0YR3／王〉シルト質。

　鉄分と共に②の土が混入している。

2　褐灰色（！0YR6／】，）粘性が強く、

　鉄分を愈んでいる。①の土が

　混入している。

94号土坑土層

1　にぶい黄褐魚（10YR4／3）
　シルト質。粘性、しまりとも良い。

95・96号土坑土層 　　　　　　96号土坑

1　暗褐色（10YR3／4）シルト
　質。粘性、しま．りともやや良い。

2　編蝕α9YR4／4）シルト質。
　粘性、しまりとも良い。

3　灰黄褐色（10YR4／2）シル
　ト質。粘監、しまりとも良い。

／
　12

9了号土境

O　　　 L＝・29．　000m　　　　2　m．

第136図　83～91・93～97号土坑
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¶33号土坑（第140図）

　AB一・8グリッドに位置しており、1号溝i（V

溝i＞と：重複している。

　6．30×4．32mの規模をもち、長円形を呈する。

断面形は、壁が凹凸が激しいものの、全体では摺

鉢形を呈し、深さを1．50mを測る。

　覆土は、下層から⑦酸化鉄粒を僅かに含む灰色

粘土層・⑥酸化鉄のブロックを含む灰色粘土層・

④下面が酸化鉄面を成す灰黄色粘土層・②酸化鉄

粒及び白色軽石粒（浅間B軽石粒）を含む灰黄褐色

粘土層・①酸化鉄粒及び白色軽石粒（浅間B軽石

粒〉を含む灰黄褐色シルト層（上層である①層の方

が粒が細かい）の順で堆積している。また、⑥層

と④層の間には部分的に中間層の⑤層が、④層と

②層の間には部分的に中間層の③層が入る。

　この内②層は、129号土坑最上層と同一である。

　遺物は、常滑焼の甕が出土している。

134号土坑（第140図）

　AB－8グリッドに位置しており、133号土坑

の南西部を切断している。

　形態・覆土共に、前にみた土坑と同一であり、

1号溝（V溝）埋没後に穿たれている。

2．41×1．56mの規模をもち、深さ70cmを測る。

遺物は、全く出土していない。

135号・136号土坑（第139図）

　大部分がAB－8グリッドに位置し、一部がA

B－9グリッドに及ぶ。南部は70号住居跡によっ

て切断されている。

　4．201n以上×2。75mの規模をもち、不整の長方

形を呈する。深さは35c斑を測る。

　底面は、ほぼ水平を成し、南寄りにり、60×

50cm、深さ6cmのピット（136号土坑）が穿たれてい

る。

　覆土は、下層に灰黄褐色粘土層、中間に酸化鉄

粒を含む褐灰色シルト層、上層に酸化鉄細粒を含

む灰黄色シルト層が堆積している。

　136号土坑内には、灰黄褐色粘土層が入り、両

土坑が同一遺構を成していたことを示す。

　遺物は、土師器杯・甕、石錘、土穿、馬歯が出

土している。

138号土坑（第139図）

　AB－9グリッドに位置している。

　形態・覆土共に、前にみた土坑と同一であり、

1号溝（IV）埋没後に穿たれている。

3．00×2．00mの規模をもち、深さ1。00mを測る。

遺物は、全く出土していない。

141号・143号土坑（以上第141図）

　！41号土坑は、AB－10グリッドからAC－10 グリッドに位置しており、西半は、調査区域外に
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一一 _

勿 笏
1罧号土筑土層

1　黒褐色（2。§Y3／2）シルト質。

　　しまり良い。

粘盤がややある。鉄分を含む。

4
T
重土弩23

○
，

隔露∴へ 一◎誌

l18唱9丹土坑中綴

1　黒掲蕪（a．5Y3／2＞シルト質αしまり良い。

　結性がややある。鉄分を含むG

2　暗褐魚（10Y獄3／3）シルト質。しまり農い。

　粘性がある。粘土質に近い。炭化物を含み、①層より

　酸化鉄を多ぐ含む。

3　褐蝕（10YR4／4）粘土質。しまり良い。粘性

　が強い。酸化鉄を多く含む。

臥
眼

％

○◎ 124号土斌

0

彪

122号比坑

＼

　
　
4

◎一一
　12了号土坑

勿

笏
　　　　　　　ノ

ー二◎一
　　　　　　128号土坑

鵬蹴：／

笏笏

㌧く斥

131暑土坑

㌧
　　　　　　　　　　　＼

一＿＿@　139号土坑　一

図
τ32母土坑

笏

／

140簿ニヒ坑土層

1　黒褐色（10YR3／2）砂に
　遍いシルト質。しまりに欠ける。

1

　　6

4

2

・髪

‘二
二25・董26　号二圭二坑；圭二層

1　灰黄色（2．5Y7／2）・関黄褐色（2．5Y7／6）混入烹。シルト質。

2　黄灰色（2，5Y5／9鉄分を多く含むと共に、明黄褐色患が多く入る。・

3　黄灰色（2，5Y5／1）紬土に近いシルト質。②に比べて鉄分が少い。

　明黄褐魯土が多く入る。

4　黄灰色（2．5Y6／1）粘土質。鉄分のブロックが入る。

5　灰白色（2．5Y7／1）粘性が非常に強い。④に比べて鉄分のブロックを

　多く含む。

6　褐灰色（10YR5／2）粘性が強く、灰白色土と共に鉄分を少量含む

第138図　！！7～128・！30～132・139・140号土坑 §　　　　し＝29． 000薦　　　　2殿

ヒニー1・60

一200　



笏、
3／丁＼一一
　　　　　　　　　　　　　　％

138　餐｝dヒ坑＝正二層

2　7 4

無二砺．

1
2
3
’
4

灰蝕（5Y5／1）粘土に近いシルト質。酸化鉄が混ざる。

浅黄色（2，5Y7／3）シルト質。①の土が約5り％混ざる

黄灰魚（2．5Y5／1）結烹質。酸化鉄を多く念んだ粒が混入。

褐荻色（10YR5／1＞結土質。③麗よりも糖性が強い。

129母土坑土層

1
2
3
4
5
6
7
Ω
U

褐灰魚く10YR4／の砂質。火山灰が大量に混入している。

灰黄蝕く2，5Y6／2）糠土質。うすくスライス状に堆積している。

黒磁（10淳R2／！）結土質。⑤層の火由灰がまばらに混ざっている。

黄細魚（驚，5Y4／1）シルト質。ほぼ1：ヱの翻合で⑤層の火山灰が混ざる。

火山灰層6　　砂っぽく、ややピンクがかった灰色を呈する。

粘甑がややある。鉄分を膿む。

黒蝕（2．5Y2／1）砂質。非常にボロボロしている。

火中灰凝。　　⑤層と隅じ。

黒亀（2，5Y2／1）粘烹質。炭化物が混ざる。
／

縫45号土貌

＼

i＿
o

1
146丹土坑

§
／
！

135簿血坑

　　　　　　～

＿◎
　　　　　　　～

　　　　　　　｛

7§号住謡跡 ＼　＼

易彪
醤§号土坑土層

　　　　　　1

！　にぶい黄褐毯（！0YR5／3）シルト質“酸化鉄の

　ブロックが多く混ざる。

2　黄灰色（2．5Y5／1）粘土に近いシルト質。

　①層の土と共に酸化鉄のブロックが混ざる。

135　号土坑土溺

1
2
3
4
5

〃

灰黄色（2．5Y6／1）シルト質。しまりあり。酸化鉄の細かい粒が多い。

褐灰色（10YR6／1）砂に近いシルト質。①層よりも酸化鉄の粒が大きい。

褐灰色（10YR5／1）粘土質。

灰黄褐蝕（！0YR4／2）糖土質。粘性が強い。部分的に砂が混ざる。

灰黄褐亀（10YR5／2）鮎土質。④層に近いが、やや結嫉が弱い。

第139図 ！29・135・136・138・！45・146号土坑
O　　　L＝29 ．0⑪Om　　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝＝に一1　60
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134号土坑
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133弩土坑土層

｛
、

　　ざる。

2　褐荻絶（10YR5／1）粘土質G酸化鉄・火由灰が混ざる。

　い）

3　灰黄掲色（五〇YR5／2）粘土質。酸化鉄をわずかに含むQ

4　灰黄色（2．5Y6／2）粘土質。下面に酸化鉄が帯状に入る。

5

6

　混ざる。

7

134　拳葺r土坑土雇

1

　混然とした土。

2　褐灰色（10YR5／1）粘土質。酸化鉄を多く含む。

3　灰黄色（2．5Y6／2）砂に近いシルト質。酸化鉄を多く禽む。

灰黄褐色（10YR6／2）粘±に返いシルト質。酸化鉄の細かい粒や火由灰が混

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（①よりも倉育率が高

灰色（5Y6／1）粘土質。酸化鉄のブロックが入る。④の土が混ざる。

灰色（7．5Y5／1）粘土質。粘性が非常に強い。酸化鉄のヅ【コックが大量に

灰蝕（7．5Y6／1）粘土質。⑥よりも更に粘性が強い。酸化鉄は⑥に比べて少ない

にぶい黄榿色（10YR6／3）シルト質と褐灰色（10YR5／1）粘土質が

／

137号土坑土層

1　黒褐色（2．5Y3／1）灰自色・

　　シルト質のブロックが部分的に混

　入。固くしまっている。

第！40図　133・13ひ！37・1ξ7号土坑

147号土坑
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旨

141号土坑土層

1
2
9
e
畦
5

明黄褐色（2．5Y6／6）粘土に近いシルト質。③層の土がブロック状に混ざる。

灰黄色（2、5Y6／2）シルト質。

浅黄魯（2．5Y7／4）粍土質。酸化鉄のごく小さな粒が混ざる。

賭荻黄色（2．5Y5／2）精土質。酸化鉄のブ繋ックが数多く混ざる。

へ
て

マ／

糾4丹土坑±層

三　黒褐色（10YR3／a）砂に

　透いシルト質。しまりに欠ける。

払

く1

143号土坑土屡

韮48　号土坑dヒ層

形

1　褐灰色（10YR4／1）シルト質。粘性が強い。

　　3～5㎝大の粘土ブロックが数多く混入。

2　暗灰黄色（2。5Y5／2）砂に近いシルト質。粘土

　のブロックが混入。

3　灰色（5Y5／1）シルト質。酸化鉄のブロックが

　入る。

4　黄灰色（2．5Y5／1）砂に近いシルト質。部分的

　に砂が混ざる。

1　灰黄褐毯（10YR4／幻シルト質。しまりは良い。

　粘難三綜弱い。鉄労を含む。

2　暗褐魚（10YR3／2）シルト質。①層よりも粘士

　質に近い。しまり良く粘性がある。鉄分を含む。

3　二二蝕（7．5YR3／1）粘土に近いシルト質。

　②層に近い。しまり良く粘性がある。鉄分の含有量は

　少い。

◎㊦／

1魚
鱗9号土坑土層

三灰黄褐色ロ0豚4／2）シル畷・
　　やや粘｛生がありしまりも良い。

2　黒褐色（10YR2／2）

／

150号土坑

第！41図 141～144・148～150号土坑
O　　　　L；29，

形
000m　　　　　　2m

ヒ＝＝一＝」160
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及んでいる。143号土坑は、AC－9グリッドか

らAC－10グリッドに位置している。
　形態・覆土共に、前にみた土坑と同一であり、

ユ号溝（IV）埋没後に穿たれている。

　規模は、以下のとおりである。

141号　（長辺）　×（短辺）2．30m、（深さ）40cm

143号　（長辺）3．15×（短辺）1．85m、（深さ）75cm

遺物は、全く出土していない。

鱒2号土坑（第141図）

　AC一一8グリッドに位置しているが、掘込みは

確認されておらず、土器が2。00×L60mの範囲

（長軸方位：N一一45。．一E）に、土師器甕（NQ　5～

13）・甑（NQ　14～15）を中心に、土師器杯（NQ！）・

高杯（NQ　3～4）、須恵器高杯（NQ　2）、土州（NQ16

～17＞等が、最高3重に重なって、集中して出土。

　土器を乗せている基盤層の形状は、中央部が周

囲より約10cmほど窪みをもち、緩い摺鉢状を呈す

るものの、明確なものではない。

壌52号土坑（第142図）

　AC－4グリッドに位置し、！53号・154号土坑

によって切断されている。

　3．35×1．60mの規模をもち、不整の長円形を呈

する。深さは15cm前後を測る。

　緩やかな傾斜をもつ壁から、底面はほぼ水平を

成している。

　覆土は、灰黄褐色シルト層が堆積している。

　遺物は、須恵器杯（臨ユ）、土師器杯（NG　2）・甕

（Nα3＞、須恵器短頸壷（恥4）等が出土している。

167号土坑（第142図）

　AC－5グリッドに位置している。

　L35×O．80mの規模をもち、不整の長円形を呈

する。深さは30c憩を測る。

　底面はほぼ水平を成し、壁はほぼ垂直に立ち上

がる。

　覆土は、下層が酸化鉄粒を多量に含む黄褐色シ

ルト層、中層が酸化鉄粒と炭化材粒を含む鈍い黄

褐色シルト層、上層が酸化鉄粒を含む鈍い黄褐色

シルト層である。

　遺物は中間層に含まれ、土師器椀（臨1）・鉢

（NQ　2・3＞・台付甕（NQ　4）等が出土している。

192号土坑（第144図）

　大部分がAD－4グリッドに位置し、一部がA

G－4グリッド・AD－5グリッドに及んでいる。

　7．40×2．30mの規模をもち、不整の長方形を呈

する。

　底面は、北端（深さ51c㊧及び南端（深さ45c紛に

段をもち、中央部はさらに窪んで、深さ95cmを測

る。底面は凹凸が激しく、全体に弓状を呈している。

　覆土は、酸化鉄粒を含む灰色粘土層を中心に堆

積し、砂分・酸化鉄粒の含有率で分層されている。

　遺物は、木片・プラスチック片面が出土している。
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3　2

》
播2号土坑

得藩号土坑土層

1　黒褐色（10YR3／2）シルト質。

　粘性、しまり共に良い。

2　にぶい黄褐魚（10YR4／3）シ
　ルト質。糖性、しまり共に幾い。

3　灰黄褐色（／0YR4／2）シルト

　質。粘性、しまり共に良い。

　炭化物を少籔含む。

／

　　マ／

、／

＼
＼博8号土坑・

　　　　　＼

播6号土心

墨栩黒
総8号土坑±穏

、
、

155簿土坑±層

1　確オリーブ褐色（乞謬Y3／3）

　シルト質。しまりは良い。焼土・

　炭化物の小ブロックと、遺物（多

　燈）を包含。

　　　　　　　　／

◎＿／

一．
ﾅ

笏
1　灰黄褐色（10YR4／2）
　　シルト質。しまりは良い0

2　にぶい黄掲蝕（10YR5／
　　4）シルト質。し．まりは良い。

／
！

歩
15了号止坑

　　　　ノ

。＼ D瀞

！

斗二四

毒5了号土坑止穰

1　褐色（10回目4／4）

　　シルト質。

2　灰黄褐色（10YR5／2）
　　シノレト質。やや砂っぽい。

　32　蓬　2

絡董暑設二坑土層

王　黄福色（2．5Y5／4）シルト質。

　やや粘性がある。

2　鴫オリーブ褐色（2．5Y3／3）

　　シルト質。酸化鉄を多く含む。

3　黄灰色（2．5Y4／1）シルト質。

Q
．
斌号46書

、
、

165勢止坑

総2畢土坑

　
　
」
ト
曳
、

氏
い
＼

163母比坑

。

　　9　　0
鯨　　　・つ

b

o
恥
9

匂一
θ

「
’

勘
3

“
＼

＋△

◎

＼

654
3 蓬

2

擁笏
絡2・総3弓64・董6§号土坑±濁

－
り
倫

3
4
5
ハ
◎

笏

黒褐色（7．5YR3／1）シルト質。　しまり良い。

黒褐色（7．．5YR3／2）シルト質。しまり良い。

①層よりも明るい色調で、砂っぽい。遺物を多く含む。

黒色（10YR2／1）シルト質。②層より、砂鎗は少い。

1こぶい黄褐魚（圭（｝YR4／3）シノレト質。やや糖姓あり◎

黒褐色（10YR3／！）炭化物を中心とする層。

にぶい黄褐魚（10YR4／3）④層に近い。

黛＼、

㌦一内 _．－

＿◎＼
159号土坑

笏
朽9号土坑土層

＼〉匁一

◎

播了号土坑止層

　3　　　2
、｝・

’｛

1　にぶい上掲色（10YR4／3）シルト質。

　粘性、しまり共に悪い。酸化鉄を多く含む。

2　にぶい黄糧色（10YR5／4）　シルト質。

　①層に終い土質だが、しまりは良いG酸化鉄

　の含有量は少い。少量の炭化物粒子を含む。

3　黄褐色（2．5Y4／1）シルト質。粘性、

　　しまりとも良い。酸化鉄を多く含む。

160号比坑

1　にぶい黄褐魚（10YR5／4）
　シルト質。しまり良く硬質◎

166号土坑

第142図

笏
プ

169号土坑

’

＼マ∠＋一

榊23　4蓬

董68号土坑土層

1

2

3

4

5

151～！69号土坑

6

黄褐色（10YR5／6）シルト質。

やや硬くしまりが良い。

黄編穂GOYR5／6）やや濃い
灰魚が混ざる。④輝よりも砂っぽい。

褐荻色（／0YR4／D粘土質に
近いシルト。

褐色（10YR4／6）シルト質。
ほど良い硬さである。

黒褐色（隻OYR3／1）シルト質。

④鰯と問じ褐色土が混ざる。

黄褐色（／0YR5／6）シルト質。

しまりが良い。

◎　　　 L置29．　OeOm　　　　2田

ヒ＝＝＝二巴ー哩　60
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6　　茎74号±坑

㎝（◎4 ◎一

τ了0　弩dヒ坑二』自層

！　黒掲魚（？．5YR3／2）砂っぽい

　　シルト質。焼土粒子、焼土・炭化物の

　ノ卦粒子：を含む。しまりはあまむ良くない。

重71号土坑土層

エ　 黒褐色（7．謬　YR3／2）

　砂っぽいシルト質。

一（りC）

曾2号土坑

△　　　　　　∠ド

π3号土坑

B
一

言裕莞疑貌

。一》

噛霊了211了3　号土坑土層

！　黒褐色（10YR3／2）シルト質。

　　しまり良い。粘土粒・焼土粒・炭化物

　　粒を少量含む。

2　灰黄褐色（19YR4／3）シルト質。

　　鉄勇を多く含む。

1了7号土坑

2　8’

1

1了5　号」ヒ坑dヒ縢

1

2

笏

黒褐能（！0YR3／2）　シルト質。

しまり良い。焼土・巌化物の小粒子を

少量含む。

褐＆（！0Y決4／繧）シルト質。

やや蝕めである。

　　　夢

～
ノ

　　　／

◎＼
／鰍坑
～

、

笏
！

2 ＼

181暑土坑土層

／　褐灰飽（10YR4／／）やや
　　粕性を帯びたシルト質。黄褐色

　　土が若干混ざる。

2　灰黄褐色（10YR5／2）粘
　　土質。炭がわずかに混ざる。

180号土坑土層

1　灰黄褐色（2，5Y4／2）

　　シルト質。やや砂っぽい。

　　しまりは悪い。

183　号ニヒ坑＝1二雁§

1褐馳αOY綱／Dしまりがなし、。
　黄褐色土粒が多く入る。

｛84号土坑

＼

α認

髪

＿＿＿＿一一一／

　
　
　
　
　
　
　
℃
藷

脈
＼

　　　　　　　　　ミ

ー一 　　　　　　　　　　　て

諺

第143図 17．0～188号土坑

①
4
涛撮　　　5
％

／

186号土坑止麗

！　黒褐色（2．5Y3／2）シルト質。

2　オリーブ褐色（2．5Y4／6）シルト質。

3　灰黄褐色（！0YR4／2）シルト質。

　黄褐色．ヒの小ブ鷺ックが混ざる。

　焼土ブロック・炭化物ブロックを少量含む。

4　暗オリーブ褐蝕（2．5Y3／3）粘土質に

　近いシルト質。

5　にぶい黄褐鮪（10YR4／3）シルト質。
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210号土

4 ！

ノ

、

・
4
＋

措9号土坑

　　2．

笏
191　嘩｝ニヒ坑＝ゴニ層

1　珪弩黄褐色（10Y｝之6／6）

　シルト質。しまり良い。

2褐色（1σYR4／4）シ
　ルト質。しまり良い。①層

　より、砂つぼく軟質。

一

＼

碧

　
　
　
　
　
　
　
　
9
3

，
房
▽
q

2§9号土坑

／

亭号土坑◎

　　　　～

～
195号土坑

勿
193・194・望95　暑dヒ坑＝圭二層

1　にぶい黄褐色（10YR4／3）媛化物の小粒子を
　含む。遺物も少量出土。

○

ノ7
19了丹土坑

♂

2

3

一5

笏

7

6

9

捻2号土坑土潜

1　灰白偽（5Y7／1）シルト質。鉄分を少量含む。，

　部分的に黄榿色土を含む。

2　灰色（5Y‘6／工）粘性が強く、鉄分を多く含む。

3　灰色（5Y6／1）②層よりも粘性が強く、鉄分

　もより多く含む。

4　褐灰魯（！0YR6／1）シルト質。鉄分をやや含むQ

5　黄灰色（2．5Y6／1）シルト質。鉄分をやや含む。

6　灰色（5Y5／1）粘土質。鉄分を多く含む。

7　にぶい黄桃色（10YR6／4）シルト質。灰色の

　粘土ブロックを含む。

8　灰魯（5Y6／1）シルト質。鉄公を少量含む。

9　灰色（5Y5／圭）⑥優よむも粘性が強く、よ珍

　大きな鉄勇のブロックを含む。

湯

第144図　189～198・．209・2！0号土坑

勿
！96身土坑土層

エ　黄福色（2．5Y5／4）シ々ト質。

　しまりは良い。

2　にぶい黄褐色（10YR4／3）

　　　　　　　　　0

ノ7
一一
ｭ；≡≡；）一一

　　　　　2

198号土坑土層

1　明褐毯（7．5yR5／6）

2鶴魚（ア，5Y艮壌／6）

　　　L＝29．　GOOm　　　 2m

一±＝＝ヨ1　60

一207一



億7号土坑（第144図）

　大部分がAD－5グリッドに位置し、一部がA

C－5グリッドに及んでいる。

　3．10×0．70mの規模をもち、不整の長円形を呈

する。

　底面は、北端が最も深く25cmを測り、直線的に

浅くなり、南端では壁をもたない。

　覆土は、灰色粘土層が大部分に堆積している。

　遺物は、陶器椀等が出土している。

2◎9号土坑（第144図）

　AD一・4グリッドに位置しており、東丁令が調

査区域外に及んでいる。

　規模は不明であるが、一辺は1．83mを測る。

底面は、壁から緩やかなカーブを描いている。

覆土は、灰褐色シルト層である。

遺物は、羽釜等が出土している。

220号土坑（第146図）

　AE－4グリッドに位置しており、42号住居跡

カマドによって切断されている。

　規模は不明であるが、一辺は6．03mを測る。

　底面は、平坦であり、安定している。

　覆土は、下層がオリーブ褐色シルト層、中層が

黄褐色シルト層、上層が炭化物粒を含む褐色シル

ト層である。

　遺物は、須恵器二等が出土している。

224号土坑（第146図）

　西半部は、池（調査区域外）によって削除されて

いるものの、大部分がAE－5グリッドに位置し、

一部がAD一一5グリッドに及んでいる。また、56

号住居跡・57号住居跡を削平している。

　1。75×1．40mの規模をもち、不整の長方形を呈

する。

　底面は、起伏があり安定しない。

　覆土は、黒褐色シルト層であり、57号住居跡覆

土と区別がつかないが、57号住居跡カマド部分を

削平しているところがら、本土坑が新しいとされ

る。

　遺物は、土師器甕、刀子等が出土している。

225号土坑（第146図）

　AD一・8グリッドに位置しており、68号住居跡

上面を削平している。

　2．70×2．65mの規模をもち、不整の円形を呈す

る。深さは、22c醗を測る。

底面は、起伏が少なく、平坦で安定している。

覆土は、下層が酸化鉄粒を含む灰色粘土層であ

り、上層が暗箱黄褐色シルト層である。

遺物は、土錘等が出土している。
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1
　　3　・、

笏

＼

19§暑±坑土層

1　にぶい黄褐色（！0YR5／4）
　少量の炭化物が混入。

2　萌黄褐色（軌OYR6／8）

3　黄褐色（10Y只5／8）
　炭化物。焼土プ鶯ックが少量入る。

　遺物も出土。　（東は197号）

2e8簿土坑一

20了暑土坑

∴鳶離4

A
一

209号止坑止層

A
「

旦　　　皇’

霧多

1　明黄褐魚（10YR5／6）粘土。

201号土坑出層

圭　弱黄褐磁（まOYR6／8）粘土。灰儀が混じる。

2　明黄褐館（10YR5／6）粘土。灰色が混じる。

206号土坑

勿3

＼

＼

206・207・208　暑土抗二垂二層

ー
ウ
偏
3
4
例
D

4

A
一

㌔…誕δ∵
　　　　　　　204号土坑＼ダ

ざ

205磐止坑±層

1　明褐色（7．5YR

　　5／6）粘土。

　2036204樗｝
　土筑6層と共遇。

　荻が混じる粘土質。

黒褐色（2．5Y3／1）シルト質。焼土粒子、炭化物粒子を含む。遺物も含む。

黄褐色（2、5Y5／3）シルト質。硬質でしまり良い。

褐色（10Y飛4／4）シルト質。焼土が多く混じっている。

掲色（10YR4／4）50号二八の4層と同一。
暗オリーブ褐蝕（2．5Y3／3）50号住居の7麗と同一。

若干50号旧態6穆混入が見られる。

フ）＼

／

鞠

202号土坑土層

／　黄褐色G．OYR5／6）粘烹。

　灰色の粘土質粒子が混る。

2　黄褐色（！0YR5／8）粘烹。

　　1層よりもやや明るく、砂気が

　少い。

R
墨

璽’

6聯・・

2〔｝3・2｛｝4　号二ま二筑dヒ層

1
2
3
・
4
5
6

にぶい黄褐色（iOYR4／3）粘土。

黄褐色（10YR5／6）粘土。

掲色（1◎YR4／6）糟二と。

萌褐魯GOYR§／8）精土。
黄褐魚（10YR5／8）粘土。

明褐色（7．5YR5／6）粘土。

　　　　　　　　　あ！

　　　　◎＿

　　　　　／　’

A
一

々パ
一

214・215場土坑土層

旦　　　旦’

1　黄褐蝕（2．5Y5／4）シルト質。

　やや粍盤がある。

｝211簿土坑
○

　　　　　　　♂

一◎＿

“

212暑土坑

’

｝

髪

○

軌ご

＼
＼

．　000田　　　　　2吊

坑弩

o　　　　し瓢29

ヒ＝一崖　63

217号土坑土星

1　黄褐色（黛．5Y5／3）シルト質。

　　しまりは良くない◎

　黄灰色土のブロックが混る。

2　黒褐色（10YR4／3）シルト質：。

　　しまりは良く、やや粘性がある。

　黄川魚土が混じる。

3　黒褐色（／0YR4／3）シルト質。

　　しまりは良く、粘性がある。

　黄褐色土が混じらないQ

4　暗オリーブ褐色±（2．5Y3／3）シル

　　ト質。しまりは良くなく、結性も弱い。

5　黒色（7，…｝YR2／1）シルト質。

　　しまりは良く、粘性強い。炭化有機物

　のようなものを多く含んでいる。

第！45図 ！99～208・2！1～2！8号土坑

一209一一



＼

＼

／

＼

〆 ／

〆

／

2雀9号土坑

r
’

1ア号溝

笏笏笏貌笏

ブ

！
一
、

＼

／

ノ

／

！

221号土坑止層

　　　　1

22窪号血筑血摺

4
ギ

／　褐饒（10YR呑／琢）シルト質。　しまりξま弱く、

　粍性も乏しい。炭化物の小粒子を含む。

2　黄褐色（2．「5Y弓／3）シルト質。砂気があり、

　　しまり糟姓とも弱いD

3　オリーブ褐色土（2，5Y4／3）シルト質。しま

　　り枯牲とも弱い。サラサラの土。

1　黒褐色（1・OYR3／2）シルト質。粘姓は弱い。

2

222号土坑

｝易

4

笏携
223号土坑土層

1　黒褐色（7．5YR2／2）

　褐色粘土粒子を含む、精牲

　の弱いシル9ト。

2　黒褐色（10YR3／2）
　鉄公を多く含む、砂質の強
　　ヤ
　い’シルト。

～

＼

222　号二ま；坑二i二層

1

2

灰黄‘褐．蝕（10YR

3／2）シルト、質。

しまりは良い。

にぶい黄褐色（10

YR5／3）シルト
質。しまりは良い。

／齢21藩とも地貞．｝よ

りも砂っぽいe

調査区外

57号団居跡

　　　　　　／56号佳居跡　／
　　　　／／

224号土坑

／
／

226弩土坑土層

／

2

～

＼

灰黄褐色（10YR
4／2）粘土質。酸

化鉄のプ二二ックが少

難入るQ

黄灰色（2．5Y4／

圭〉糖土質。酸イと鉄

を多量に含んだ砂が

入るQ

226畢ま坑

、

／
225暑土坑

225号土坑土層

1
2
り
σ
4

1

2

暗麟褐色（2．5Y5／2）シル畷．やや粘麟ある・酸化鉄を含む・

灰色（5Y6／1）粘土質。酸化鉄が混ざる。

灰色（5Y5／／）②層に比べて、粘性が強い。酸化鉄を含む。

黄灰色（2，5Y5／！）粘土質。①層の土が混入。

第146図　219～226号土坑
06m
1

2
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㌧＜＼

22§号土坑

　　　　　　　　舌＿一一
～一2　　　　　　　＿．＿　　　　　　　　　3

．＿4
227　号二±二坑二i二層

1　暗灰褐色①．5Y5／2）粘土質。粘性が強い。酸化鉄のブロックが混ざる。

2　黄褐色（2謂Y5／3）粘土に返いシルト質。酸化鉄の細かいブロックが混ざる。

3　灰黄褐色（！0YR4／2）粘土質。鉄公も多く含む。

4　褐灰色（2．5Y5／1）粘土質。地山の粘土に近い。

6　灰褐色　　（7．5YR5／2）砂質。酸化鉄を含む。

　　　　睾

229　号こと坑二圭二層

エ　纏灰黄魯（2．5Y5／2）

　粘土に近いシルト質。

　酸化鉄の細かい粒が混入。

し
自
自

∩bl

　

へ
A
｝

A’

＿＿一一
合一∵：ヨー　＝こ㎝～一一

qコ1

～
～

Ql

ざ

勿

＼

2

C
F

⊆’

228号土坑土麗

1　黄灰色（2、5Y4／1）シルト質。明黄褐色土のブロックが多く人る。

　火山灰が混入。

2　褐灰色（／0YR4／1）やや粘性の強いシルト質。明黄褐色粒を少量含む。

3　黄灰色（2．5Y5／1）粘土質に近く、明黄褐色土がごく少量混入する。

第147図 227～229号土坑 O　　　L＝29．000m　　　2m
L二＝＝＝＝＝虹＝＝＝＝＝ヨ1　60
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も

2

一

こ　

R

／r二蓋一，

　窯匹い
　　レノへ　　　　　　　3

　隻ノ，

　　＿期＝一＝

　　　　『　　　　6

　　　ミ　　　　　ぎ

　　3了弩‡坑

　　　、毒土琉

1

坑土弩2g

＼
、

　　　甦
（盗幸手

　　　〃

9号土坑

一評一執v

、赫

1

45号土坑

」＝ゴ＝二〇1㎝、4

　　　1

　　　　6

　　　　ε4丹土坑

4

1

4　｛

婦へ
二

｝
　
　
一

『
　
挫
　
　
　
　
＼

、
　
、
　
　
　

《

ご
勤

．
汝
“

　
　
　
ノ
＼

坑腸4

＼＿レ　ごr，
　　　　54号土斌

ご　醗臨、二＝
?ｹ難1鱗麹護

ﾆ．1

第148図　土坑三十遺物①

　　一212一
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第67表　土坑出土遺物観察表　（第148～152図）

梅 器　種 法　量（晦） 黒土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等
9
自
1
1
⊥

灰　粕

@壷

口径

寘r
径　　9。4�

①
� �

白（
Q．5Y　7／1）�

　位1
^2�
、内面、ロクロ整形。外面胴部下位回転ヘラ
Pズリ。底外面付け高台後ナデ。内
ﾊと高台一部に灰粕。

－
－
�

師器深

@鉢�

径（！8．2）器
r鼬
a�

②①

B
�

�
（5YR　6／6）� 縁部1
^8�
面ナァ、外面刷毛目整形の後、ナデ。ロ
O部刻み目による波状文◎頸
粕Q糸圧痕による簾状文（2段）。黒炭。

U
－
－
⊥
�

師器　

P�
径（20．0）腰
r鼬
a�

②
③
�
� 褐（

V．5YR4／2）�
　部　

�
縁部横ナデ、一部縦ナデ。胴
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ後縦のナデ。炭
ｻ物付着。内外面吸炭、煤付着。二次加熱。

師器　

�
径（12．1）器
r鼬
a�

③
②
�
� 赤褐（

Q．5Y澱5／6）�
　位1
^5�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面横のケズリ。内
O面一部炭化物付着。

師質　

t�
径　葉◎．3器

a@　2．6器
ﾊ　　6．4�

⑥③

@
�

� 黄榿（
V．5YR8／4）� 　形�

クロ整形。一部堅炭。糸
ﾘり底、内面に指紋有り。外
ﾊ炭化物付着。

4－

Q
�

師質　

t�
径　ユ0．9器
a@　2．7諸
ｫ　　5．2�

④①

E②
�
�

（5Y建　7／6）�

／5�
クロ整形。糸

ﾘり底。吸炭、二次加熱。

恵器　

W�
径　12．重器
a@　2．0底
a�

⑥②

B
�

�
（5Y　6／1）�

／3�
部外面回転ケズリ。中央部摘み接合痕。吸
Y。内面水拭き。内
ﾊ一部に炭化物付着。

7t

Q
�

師器　

t�
径　14．0器
r鼬
a�

⑥④

B
�

� 赤褐（
TY穀　5／6）� ／6�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。麗
增A炭化物付着。

7－

R
�

師器　

t�
径G2．2）器
a@　3。6底
a�

④①

E③
�
�

（5YR　7／8）�

／4�
唇部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、横方向連続のナデ。外
ﾊケズリ、吸炭、黒斑、炭化物付着。

71

S
�

師器　

t�
径（15．0）腰
r鼬
a�

⑥①

A
�

�
（5YR　6／6）� 縁部1
^6�

唇部横ナデ。体
箔燒ﾊナデ、放射状暗文。外
ﾊケズリ、煤付着。内外面炭化物付着。

7i

T
�

師器　

t�
径Gま．4）腰
ai　3．0）底
a�

④
� �

赤褐（
TYR　5／6）� ／3�

縁部ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面一秘義炭。

71

U
�

師器　

t�
径（18．0）腰
r鼬
a�

⑥②

@
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

縁部1
^4�

唇部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、炭化物付着。外
ﾊケズリ。

7－

V
�

師器　

P�
径腰

r鼬
a（　4．0）�

④②

B
�

�
（5YR　7／8）� 　位1
^2�
部内面ナァ、炭化物付着、外面ケズリ。底
ﾊ内外面ナデ。二
汢ﾁ熱。

師器　

t�
径　13．0器
r鼬
a�

④①

B
�

�
（5YR　6／6）� 　位1
^6�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。

師器　

t�
径（13．7）器
r鼬
a�

④①

E③
�
�

（2．5YR6／8）� 　位1
^5�

唇部横ナァ。体
箔燒ﾊナデ、外面ナデ。炭
ｻ物付着。

5i

Q
�

師器　

t�
径（13．0）器
j嵭
ﾊ�

④②

B
�

�
（5YR　6／8）�

／4�
縁部横ナァ。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。内
O面吸炭◎

師器　

ｫ�
径　麦8．6器
a@　6．8底
a�

④②

B
�

�
（5Y殺　7／6）�

／3�
唇部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、丹彩。外面上半横のケズリ、下
ｼ縦のケズリ、丹彩。黒斑、炭化物付着。

5－

S
�

師器　

ｫ�
径（21．2）器
r鼬
a�

④②

B
�

�
（2．5YR7／8）� 　半1
^4�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ。外面横のケズリ、吸炭。炭
ｻ物付着。

師器　

P�
径（！5。3）器
ﾊ蝦
I�

④①

E③
�
� ぶい榿（

V．5Y麹7／4）�
　半1
^3�

縁部横ナデ後外面ケズリ。体
箔燒ﾊナデ後ヘラによるナデ。外面斜のケズ
梶A吸炭、煤付着。炭化物付着。二次加熱。

71

P
�

師器　

t�
径　／3．0器
a@　3．7底
a�

④①

B
�

� 褐（
P0YR　3／1）� 部欠�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊ剥離、外面ケズリ。全
ﾊ煤付着◎

7－

Q
�

師器　

t�
径α3．4）器
ﾊ（　3．7）雛
d�

④③

A
�

� ぶい赤褐（
TYR　4／3）� ／2�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ、炭化物付着。全
ﾊ煤付着。

71

R
�

師器　

t�
径（13．2）器
r鼬
a�

②④

B
�

� 子褐（
Q．5YR5／8）� ／4�

縁部横ナデ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。黒斑。全
ﾊ煤付着。

7…

S
�

師器　

t�
径（15．8）器
r鼬
a�

④①

A
�

�
（7．5YR6／6）�

／4�
縁部横ナデ、一部吸炭。体
箔燒ﾊ磨き様ナデ、一部剥離、外面ケズリ。

213一



『至二；ン
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馬マ

4了号土坑

5

粗1
計¶
　　～

7

ガ
、

N

チ＼

三　

1

ノー

　　　　　　1

ニノ（さ・

　
　
　
8
　
8i　… 欝5弩土坑

＼
～

、

5

4

133号土坑

＿＿＿

睾

　　　0　　　　　　　　　　　10㎝

　　　一逸・4
第149図　土坑出土遺物②
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撫 器　種 法　量（㈱） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　。手法の特徴等
47

P
5

土師器

@甕

ロ径（12．1）
寘r
径�

④③

E①
�
�

（5YR　6／6）�

／4�
縁部横ナァ。胴部内面横のナァ、外面ケズリ
繝iデ、吸炭、内外面に輪積痕を残す。二次加熱による表面剥離。

師器　

P�
径q5．3）議
?鼬

a�
②
③
�
� ぶい赤褐（

V．5YR6／3）�
　半1
^2�

縁部横ナァ。胴
箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ、内外面製炭。二次加熱。

7－

V
�

師器　

P�
径器

p瘟
_（　7．8）�

④③

E②
�
�

（5YR　6／6）� 　半の

@み�

部内面ナァ、輪丁丁を残す。外
ﾊケズリ後ナデ、内外面吸炭。二次加熱。

師質高

苻o�

余毒

pｾ
磨@　6．0�

③①

A
�

� ぶい黄榿（
P0YR　6／3）�

　部2
^3�

部付け高台。全

ﾊ磨滅。二次加熱。

師質高

苻o�

金器

r齔
ﾝ（　7．6）�

②
④
�
�

（5Y盆　6／6）� 　部1
^2�

部、糸切り後付け筒台。内
ﾊ剥離。白炭。二次加熱。

　鉢�
会（25．9）器
r鼬
a�

④①

E③
�
�

（10R　5／6）� 縁部1
^8�

滑。

　錘�
大径　1．4長
ｳ　　5．0孔
a　　0．4�

　形�

33　

ｫ1
�
滑甕�

部径（34．0）品

剌c
a（20．0）�

①
⑥
�
� 赤褐（

P＆￥R3／3）�

　部及
@び底
@部�

部内面ナァ、輪丁丁を残す。外
ﾊ全面灰粕、押印。底
箔燒ﾊ点状黒壁付着。外面灰粕。

35　

P1
�

師器　

t�
量　12．0器
a@　4．4底
a�

①
④
�
� ぶい黄燈（

P0YR　7／3）� 　形�
縁部横ナァ（2段）。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面渦巻状のケズリ。吸
Y、炭化物付着。二次加熱。

35　

p2
�

師器　

t�
轟　護烹．6器
r鼬
a�

④①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／8）�

縁部1
^3�

縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、炭化物付着。外
ﾊケズリ。

35　

?R

�

師器　

t�
径　］、4．0器

r鼬
a�

④①

B
�

�
（5Y窪　6／8）�

／3�
縁部横ナデ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ。外
ﾊ全体吸炭、炭化物付着。

35　

P4
�

師器　

P�
径　19．4器
r鼬
a�

⑥①

A
�

�
（7．5YR7／6）� 　位の

@み�

縁部横ナァ（2段）。胴
箔燒ﾊ横のナデ、外面横のケズリ。

35　

ｫ5
�

師器　

P�
径　18．6器
r鼬
a�

⑥②

B
�

�
（5YR　7／6）� 　位の

@み�

縁部横ナァ。口丁丁再調整。胴
箔燒ﾊナデ、外面縦のケズリ、一部煤付着。外面全体吸炭、炭化物付着。

35　

T6
�
　錘�
大径　3．2長
ｳ　　8。8孔
a　　！．1�

　形�

35　

P7
�
　錘�
さ　エ3．3幅
@　　8．5厚
ｳ　　3．0�

35　

ﾌ8
�
　歯�

42　

P1
�

師器　

t�
径（13．4）煽
賴鼬

a�

④①

A
�

�
（10R　4／8）� 　位1
^4�

六部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面ケズリの後ナデ。吸
Y、炭化物付着。二次加熱。

42　

P2
�

恵器高

@杯�

径叢

Z底
a�

③⑤

C②
E�
� 白（

V．5Y　7／1）�

　部の　み� 面ナァ、輪丁丁を残す。外
ﾊ（上部）回転のケズリ、裾部ナデ。2条の沈線（2段）。

42　

c3
�

輝器高

@杯�

コ径　17．6器

a@エ4．3管
a（11．7）�

④①

B
�

�
（2．5Y詮6／8）�

／3�
縁部横ナァ、炭化物付着。体
煤A脚部内外面ナデ。外面吸炭。

42　

P4
�

師器高

@杯�

叢叢

rﾃ
a　12．6�

②
④
�
�

（5YR　7／6）� 　部の　み� 面縦のナァ付け後、横のナデ。外面ナデd裾
秤｡ナデ、一部煤付着。

42　

c5
�

師器　

ﾙ�
径　14．5器
v]
a�

④①

E③
�
�

（2．5YR6／6）� 　位1
^2�

段ロ縁（横ナァによって上段部を作り出す）上位内面ケズリ様のナデ。外面肩より上位ナデ

A下位ケズリ。内外面一部吸炭。
42　

c6
�

師器　

P�
径　12．6器
a@16．3底
a　　4．5�

⑥①

B
�

�
（2．5￥齢／8）�

／2�
縁部横ナデ。胴

箔燒ﾊ木ロ状工具によるナデ。外
ﾊ斜のケズリ、一部亜炭。二次加熱。

42　

P7
�

師器　

P�
径　18．4器
r鼬
a�

①
⑥
�
� ぶい黄橿（

P0YR　7／4）�
半部1
^3�
縁部横ナデ。胴部内面ナァ、外面斜のケズリ
B内面一部と外面に干満。

215一



　｛ト

㎜
ヨ

／
／

1
1

6
ぐ

0　　　　　　　　　10㎝

一d1：4
9第150図　土坑出土遺物③

｝216一



13

一
L
ー
ー
・

ノ　

第151図　土坑二十遺物④

筆5

14

16

◎

　
　
　
了

錘2号土坑（2＞

0　　　　　　　　　　　　10cm
ピニ＿＿＿主＝＝＝．＝＝＝＝＝＝＝＝＝」1；4

甑 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等
142
@2
W

土師器

@甕

ロ径　17．2
寘a@28．7
鼬a　　6．8

②④

@⑥
B
②

榿（5靱　7／6）

2／3

口縁部横ナァ。胴部内面ナデ、外面斜のケズリ。吸炭、炭化物付着。二次加熱。

重42

@…

X

土師器

@甕

ロ径（18．1）
寘ai33．0）
鼬a　　6．5

①⑥

A
④

② 明赤褐
i2．5YR5／6） 一部欠

ロ縁部横ナァ。胴部内面ナァ、輪積痕を残す。外面縦のケズリの後ナデ。底面中央に窪みあり。吸炭、炭化物付着。二次加熱。

142
@1
P0

土師器

@甕
ロ径　17．0
寘a@28．3
鼬a　　6．8

②④

@⑥
B
②

榿（5YR　6／6）

一部欠

ロ縁部横ナデ。胴部内面木ロ状工具によるナデ、煤付着。外面斜のケズリ、吸引、炭化物付着。二次加熱。

玉42

@i
t
1
4
2
　
1
1
2

土師器

@甕

y師器
@甕

ロ径

寘s
径　　7．5�

④②

E③
�
�

（2．5YR6／8）� 　部2／3�

部内面ナデ。外面上位、中位はケズリの後縦のナデ、下位は斜のケズリの後ナデ、吸炭。炭化物付着。二次加熱。

径器

r鼬
a　　6．5�

④①

E③
�
�

（5YR　6／6）� 部内面ナデ、中位の削り様ナデ、炭化物付着
B外面縦のケズリ後ナデ、煤付着、吸炭。＿次加熱。

　部2／3底

@部1／2�

42　

?P

R�

師器　

P�
径器

r鼬
a　　8．0�

③
①
�
�

（7．5Y殺6／6）�

面ナデ。外面斜のケズリ、吸炭。二次加熱◎

42　

P1
S�

師器　

�
径　28．0器
a@29．3底
a（13．0）�

①
②
�
�

（2．5YR6／8）�

部欠�

縁部横ナデ。胴部内面横のナデ、孔部指頭によるナデ。外面縦のケズリ、孔底ケズリ。煤、炭化物付着。

42　

T1
T�

師器　

�
径器

r鼬
a　　8．4�

⑥①

B
�

� 赤褐（
Q．5YR5／6）�

　部1
^2�

面横のナァ、吸炭。外面縦のケズリ。体部内面ナデ、外面ケズリ。孔底ナデ。

42　

P1
U�
　錘�
大径　1．8長
ｳ　　6．4孔
a　　0．5�

　形�

42　

c1
V�
　錘�
大径　1．8残
ｶ長　5．4孔
a　　0．6�
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甑 器　種 法　量（c醗） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整　・手法の特徴等
152
@1
P

須恵器

@杯

ロ径

寘r
径　10．0�

⑥
� �

白（
Q。5YR7／1）�

　部の　み�
クロ整形。底

ﾊ回転ヘラケズリ。

52　

c2
�

師器　

t�
径α3．8）器
r鼬
a�

②
③
�
�

（2．δY薮7／8）� 縁部1
^5�

縁部横ナァ。体

箔燒ﾊ横のナデ、外面横のケズリ。

52　

P3
�

師器　

P�
径（23．2）器
r鼬
a�

④②

B
�

�
（2．5YR7／8）� 縁部1
^2�

縁部横ナァ。胴
箔燒ﾊナデ、外面横のケズリ。二次加熱。

52　

P4
�

恵器短

�ﾙ�
径　11．8器
a@16．4底
a　烹4．4�

①
⑥
�
� 青灰（

TP3　3／1）� 部欠�
クロ整形。嗣

秤ｺ端横のケズリ。底面高台周囲回転ケズリ
Bロ唇部、肩、内底面、自然穂。

67　

P1
�

師器　

t�
径　11．8器
r鼬
a�

④①

E③
�
�

（2．5YR6／8）�

部欠�
縁部横ナァ（2段）。体
箔燒ﾊナデ、外面ケズリ、吸炭。二次加熱。

67　

p2
�

師器　

ｫ�
径（20。6）器
a@　9．3底
a�

④②

B
�

�
（2．5Y麹6／8）�

／4�
縁部横ナァ。体

箔燒ﾊナデ、外面横のケズリ、黒斑、吸炭。内
O面丹彩。

67　

P3
�

師器　

ｫ�
径（16．8）器
r鼬
a�

④②

@
�

�
（5YR　6／8）� 　半1
^4�
縁部横ナァ（2段）。口唇部再調整。体
箔燒ﾊナデ、外面横のケズリ。二次加熱。

67　

?S

�

師器台

t甕�

径首

ﾄ底
a�

④②

B
�

� ぶい赤褐（
TYR　5／4）�

　部の　み� 部内面ナァ。底面に接合痕。外面斜のケズリ
B煤付着。内外面、吸炭、炭化物付着。二次加熱◎

97　

P1
�

　器　

o�
径無

q口
a　　3．8�

　部の　み� 外面商標染付。円

ﾊ染付の中心点。コンパス穴有り。

09　

ｫ1
�
　釜�
径（25．6）器
l綷
a�

④①

E③
�
�

（2．5Y簸6／6）� 　半1
^6�

縁部横ナァ（2段）。胴
箔燒ﾊナデ、輪積痕を残す。外
ﾊナデ、吸炭。

20　

P1
�

恵器　

W�
蔑（2◎．2）器
t宙
ｻ�

①
� �

白（
P0YR　8／1）�

縁部1
^6�
クロ整形G

24　

P1
�

師器　

P�
径　　8．8器
qq
a�

③②

C⑥
�
�

（鎗獄　4／8）� 　半1
^4�
部内面ナァ、一部吸炭。外面縦のケズリ。底
箔燒ﾊナデ、外面一定方向のケズリ。外
ﾊ全体選炭、一部炭化物付着。二次加熱。

24　

P2
�
　脚�

径器

r鼬
a　　8．8�

④
③
�
� 赤褐（

Q．5YR5／6）�

　部の　み� 部内面ナァ、白色物質付着。外
ﾊナデ。

24　

?R

�
　子�

径器

iP
a�

に木質残存。

25　

hl
�
　錘�
大径　2．4長
ｳ　　7．2孔
a　　0．5�

　形�
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6 井戸跡（付図4）

本年度調査区域のほぼ中央、4号溝内外に集中 して、計4基が確認されている。

1号井戸跡（第153図）

　Z－5グリッドに位置している。

　径1．00×1．00mを測り、全体の平面形は、正円

形を呈している。

　断面形は、上面から35cmの位置で径55×55cmに

狭まり、全体で漏斗状を呈する。なお、調査中、

壁の崩落があり、底まで調査を行っていないため

（深さ1．02mまで調査）、深さは不明である。

　覆土は、上層から、次の土層が堆積している。

①黄褐色粘土粒を含む褐灰色シルト層

②黄褐色粘土ブロックを含む黒褐色シルト層

③純炭化物層

④黄褐色粘土粒を含む褐灰色粘土層

⑤焼土粒を含む黒褐色粘土層

⑥酸化鉄大ブロック及び黄灰色シルト層

⑦多量の酸化鉄ブロックを含む黄灰色シルト層

　遺物は、ほとんど出土していない。

2号井戸跡（第153図）

　Z－5グリッド、1号井戸跡の1．70m北東に位

置している。

　径1．05×1．05mを測り、全体の平面形は、正円

形を呈している。

　また上面から40cmの位置で径0．60×0．65mに狭

まり、断面形は、全体で漏斗状を呈する。深さは

1。46mを測る。

　覆土は、上層から、①黄褐色粘土粒を含む褐灰

色シルト層、②黄褐色粘土ブロックを含む黒褐色

シルト層と続き、1号井戸跡覆土の①層②層と同

一での状況を呈している。

　またこれに続く③層は、黄褐色粘土粒を含む灰

褐色粘土層であり、1号井戸跡覆土の④層と同一

である。

　以下、④鈍い黄褐色粘土層、⑤褐灰色粘土層と

堆積している。

　遺物は、ほとんど出土していない。

3号井戸跡（第153図）

　Y－4グリッドからY－5グリッドにかけて、

2号井戸跡の北東5．30mに位置している。

　径2．15×2．15mを測り、全体の平面形は、正円

形を呈している。

　断面形は、上面から52cmの位置で径1．32×1．35

mに狭まり、全体で漏斗状を呈する。なお、調査

中、壁の崩落があり、底まで調査を行っていない

ため（深さ1．70mまで調査）、深さは不明である。

　覆土は、上層から、次の土層が堆積している。

①白色軽石粒（浅間B軽石粒）及び黄褐色粘土粒

　を含む褐灰色シルト層

②白色軽石粒（浅間B軽石粒）及び黄褐色粘土ブ

　ロックを含む黒褐色シルト層

③白色軽石粒（浅間B軽石粒）及び黄褐色粘土ブ
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　ロックを含む黒褐色シルト層（②層に比して粘

　性が強い）

④酸化鉄ブロックを多量に含む褐灰色粘土層

⑤酸化鉄ブロック及び黄褐色粘土ブロックを多量

　に含む黒褐色粘土層

⑥酸化鉄大ブロック及び黄褐色粘土プロノクを多

　量に含む黒褐色粘土層

⑦少量の酸化鉄ブロック及び黄褐色粘土ブロック

　を多量に含む黒褐色粘土層

⑧酸化鉄ブロック及び黄褐色粘土ブロックを多量

　に含む黒褐色粘土層

⑨ごく少量の酸化鉄ブロック及び黄褐色粘土ブロ

　ックを多量に含む黒褐色粘土層

⑩酸化鉄ブロックを多量に含む灰黄色粘土層（⑨

　層中の一部に堆積）

　遺物は、ほとんど出土していない。

4号井戸跡（第153図）

　大部分はY－3グリッドに位置しているが、一

部はY－2グリッドからX－3グリッドに及ぶ。

3号井戸跡の東17mに位置している。

　径2．53×2．42mを測り、全体の平面形は、正円

形を呈している。

　断面形は、上面から35cmの位置で径0．79×0。91

mに狭まり、全体で漏斗状を呈する。なお、調査

中、壁の崩落があり、底まで調査を行っていない

ため（深さ1．22mまで調査）、深さは不明である。

　覆土は、上層から、次の土層が堆積している。

①多量の白色軽石粒（浅間B軽石粒）を含む黒色

　シルト層

②白色軽石粒（浅間B軽石粒）及び黄褐色粘土粒

　を含む褐灰色粘土層

③酸化鉄ブロックを多量に含む灰黄褐色シルト層

④炭化物を多量に含む黒色粘土層

⑤炭化物を含む黒色褐粘土層

　遺物は、ほとんど出土していない。

4基の井戸跡は、形態上あるいは覆土の特徴に

よって、1号と2号、3号と4号の2グループに

分けられる。

　1号と2号については、円筒状の掘り込み部分

のみであるが、3号と4号は、上面に八字状の開

きをもち、下位に同様の筒状の掘り込みが作られ

ている。また、』3号と4号の上層には白色軽石粒

（浅間B軽石粒）を含むものの、1号と2号覆土

には軽石層が含まれないなど、形態上あるいは覆

土にも違いと共通性が見いだされるのである。

　ことばを変えれば、上面の拡大部分がみられる

井戸跡には、上層に白色軽石粒がみられ、上面の

拡大部分がみられない井戸跡には、上層に白色軽

石粒がみられないということである。

　よって、白色軽石粒は八字状の開き部分に所在

する土層であり、1号と2画面井戸跡は、白色軽

石粒（浅間B軽石粒）を含む覆土と共に、上面の

拡大（八字状）部分が削平されたものであり、本

来4基の井戸跡は、形態・覆土共に、3号と4号

の井戸跡を基本形とした、同一性をもつものであ

った可能性は高いといえる。

7 性格不明遺構

　本年度調査区域には、土坑を中心とした馬蹄形

の溝1基、及び土坑内に焼土と炭化物が集中して

出土する遺構2基、計3基が確認されている。
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蓬田…幽門蹉

／
2

3
4
5
ρ
0
7

褐灰色（10YR6／1）シルト質。しまりに欠ける。黄褐蝕土が少量混入。

黒掲色（｝OYR3／2）やや粘柱に富んだシルト質。黄掲魚烹のブ羅ック

が入る。

炭化物層。

褐灰色（10YR4／1）粘土質。黄褐色土が少蟹混入。

黄灰色（2，5Y6／1）シルト質。焼土が若干混ざる。

炭化物・焼土混在層。

黄灰色（2．5Y6／1）⑤層よりも粘性が強く、鉄分を多く倉む。

2号井戸跡

1
2
q
O
4

5

1号の①と同じ。

1号の②と同じ。

褐灰色（10YR4／1）粘土質。①の土が混入。

にぶい黄褐色（10YR4／3）粘性が罪常に強い。粘土のブロックが

少量入る。

褐灰色（！0YR4／1）④よりも璽に粘惟が強い。

／

》

＼

、

　、
　．、

　㌔ ＼

3簿弁芦鯨

1

2

3
4
5
6

　
　
　
0

7
∩
6
Q
り

　
　
　
工
．

　　　　　　　1

褐灰色（10YR6／1）シルト質。ややしまりに欠ける。黄褐魚土が少量

混入。火由灰混入♂

黒掲色（1CYR3／2）結土iこ近いシルト質。黄褐亀土のブ“ック。火由灰

が混入。

黒濡色（10YR3／2）②に近いが、②1こ姥べてやや粘姓が強い。

縄灰色（10YR4／1）粘土質。鉄分の塊が髄所に混入。

黒掲色（10YK3／1）粘土質。両蟷に黄褐色土のブロックが多い。

鉄分の塊が混入。

黒褐色（10YR3／1）⑤に比べて粘性が強い。かなり大きい鉄分のブロック

が入る。

黒褐色（7，5．YR3／1）⑥とほぼ同じ。鉄分は少い。

黒褐色（2．5Y3／1）⑥、⑦に近いが鉄分の含有量が多い。

黒褐色（10YR3／2）粘性が非常に強い。鉄分はあまり見られない。

灰黄色（2．5Y7／2）鉄分を大量に含んだ粘土。壁土が崩落したものと

考えられる。

4号井戸懸

1
2
q
δ
ξ5

黒色（10Y衰2／1）シルト質。細かい軽蔭状の火出灰が、多量に混ざる。

褐灰色（7．5YR4／1）結ま1質。①に念謹れている火由灰が、若干混ざる。

灰黄褐色。ゼ（10YR4／2）精農に薫いシルト質。酸化鉄が混ざる。

黒色（2．5Y1／2）粘土質。鞍控が強い。霧機物の物と思われる炭化物が、

多量に混ざる。

黒褐色（10YR3／2）粘土質。粘煙が強い。炭化物が点々と混ざる。

第圭53図 1～4号井戸跡
0

ヒこ一一
歓㎜29．　◎GOm 2即
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1号不明遺構（第154図）

　大部分がU－5グリッドに位置しており、一部

V－5グリッドに及んでいる。

　中央の円形土坑を中心として、幅50～60cm、深

さ17c懲前後の溝が卵形に囲続している。溝の内径

は2．00×3．15mを測り、南端部が幅72c搬にわたっ

てとぎれるため、全体の平面形は、馬蹄形をてい

しているといえる。外形は3．10×4．20rnを測る。

　溝底面は、ほぼ水平であり、安定している。し

かし南西端部は、内側に脹らみをもち、中段を作

り出している。脹らみ部（南西端部）の下段覆土

中には、32×20×10cm大の河原石を中心にして、

4
＼
ぎ

　　　　　　　　　0　　　　し＝29．　00｛｝m　　　　2備

　　　　　　　　　一一160
込＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿ざ

　1弩・不明遺構土層

　11　黄灰色（2．5Y6／1）粘土層。マンガン粒・砂分を多鼠に含む。

拳大の礫が集中して配されており、礫の間からは

骨片も出土している。なお礫は、この部分のみの

出土である。

　遺物は、溝北側中央部から須恵器高台椀が出土

している。

　中央の円形土坑は、径0．89×1．02m、深さ16c搬

を測る。底面は、ほぼ水平であり、安定している。

土坑から、遺物は出土していない。

　覆土は、土坑・溝共共通しており、マンガン

粒・砂を多量に含む黄灰色粘土層が堆積してい

る。

プ

第154図　1号不明遺構

O　　　　L阻29，導GO田　　　　　唾田

一二謡1・30

と士i《，

0　　　　　　　　　　　歪q蝉

一＝ヨ1・4

第68蓑　　不明逡構出土遺物観察表　（第154図）

翫 器　種 法　量（c瓢） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

－
一
4
■

須恵器

q苻o

ロ径

寘r
径　　8。2�

①
④
�
�

白α
揩xR　8／2）�

　部の

@み�

クロ整形。糸

ﾘり後付け高台。
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2号不明遺構（第155図）

　大部分がX－6グリッドに位置しており、一部

X－5グリッドに及んでいる。

　N－45．一Wを主軸として、全体の平面形は、

凸形を呈している。長さ1．22m、幅は、北西側で

1，04m、南東側で1．42mを測る。

　南東側の幅が広い部分は、底が浅く、中央から

斜めに傾斜して壁に達している。覆土は、灰褐色

粘土・焼土粒・木炭粒が混在した灰オリーブ褐色

粘土が堆積しており、部分的に焼土塊・木炭が含

まれている。

　北西側の幅が狭い部分の底面は、一段低くなっ

て焼土化（図中T字範囲）し、灰層が分布（図中

破線範囲）している。壁は、ほぼ直立している。

下位の覆土は、南東側と共通しているが、特にこ

の部分の上面には焼土塊・木炭が混在し、部分に

よって焼土塊・木炭のどちらかが主体となって集

中出土している。

　遺物は、北西側を中心に土師器甕（コの字状口

縁）細片が出土している。

4

x；6

／
，
G
／

／

A
一

～

幽タ
マ
．
　
　
地
、

三
嵐
，
岬

㌧
帆鯨
室
部

　
咽
　
ぎ

〕
驚
ぞ

・
灘 ゾ

ユ
虜

F
、
，
‘
蒼
　
δ
’
・

マ
ド

　
　
　
O
レ
・
｝

冒
ト
ト
r
＾～ め

　
　
　
o
〆

　
　
て
ざ
r
團
、
餓S
／

　　

^
・
．

》
〆
査
ン

ハ
　
　
・
v

嚥
，ρ

／
ノO

　
0

A
～

第155図　2号不明遺構

a

　　　　　　　

嚢3．3・
＿《
1

B 8

9＿
3

4

1 ＿9

　9　　　　　　　　　　　　　＿2
　　　　　ヨ

2号不明選良

1　木炭溺。

2　焼土・木炭混在層（焼土主捧）

　焼土・木炭混在層（木炭主体）

3　焼土塊。

4　灰オリーブ褐色（5Y6／2）粘土層。灰褐魚（7，5Y6／1）

　粘土混在層。炭化材粒・焼土粒を含む。
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3号不明遺構（第156図）

　Y－アポイントを中心にして、X－6・X－7

グリッド、Y－6・Y－7グリッドにかけて位置

している。

　N－75．一Eを主軸として、全体の平面形は、

概ね三角形を呈している。長さ2、54m、幅は、西

側で1．70mを測る。

　西側断面は、緩い弓状を呈している。中央部は、

一段低くなってほぼ水平面を作っており、東側は、

再び段をなして浅くなり、緩い弓状を呈しながら、

奥壁へ移行する。

　中央から東側へ移行する段の前面には、10×20

cmの礫が立てられ、この周囲床面が最も強く焼土

化している（図中丁字範囲）。また灰層は、この

礫前面に広く分布（図中破線範囲）している。

　覆土は、下層がマンガン粒を含む黒褐色砂層、

中層が砂及び炭化材粒を含む灰黄色粘土層、上層

が焼土粒及び炭化材粒を含む灰黄色粘土層という

ように堆積している。

　遺物は、土師器小片のみの出土である。

　総体的にみると、住居跡カマドの構造であると

いえる。
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◎鰍粛“

猷激
　　　　　／瓜＼　　　　　　　ノ

3暑湿南口構

ヨ　黒総色（10YR3／1）砂層。

　マンガン粒を含む。

窯　灰黄色（2．5Y6／2）餐…土・砂

　混在層。炭化材をわずかに含む。

3　驚罵を基本にして、炭イヒ材粒’縫

　土粒を混在。

4　灰黄色（2．5Y6／2）シルト質。

　炭化材を含む。

第156図　3号不明遺構 O　　　L諾29．000m　　　 lm
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第157図　グリッド・トレンチ・表採遺物

第69表　表採等遺物観察表　（第157図）

晦 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

1 土師器
綷`盤

口径横16．9
@　縦12．8
寘a@　4．7
鼬a横11．0
@　縦　6．5

③
①
②
④
⑥

②
榿（5YR　6／6）

3／4

朱塗。

拷助矧O面横のナデ。
ﾌ部内面全面ナデ、外面下半横のケズリ。
齦矧O面ケズリ。

2 土師器

@杯

ロ径　12．4
寘a@　5．0
鼬a

①
②
③
②

燈（2．5YR6／8）

一部欠
ロ縁部横ナデ。

ﾌ部内面ナデ、一部吸炭。外面一定方向のケ
Yリ。吸炭、黒斑、炭化物付着。

3 土師器

@杯

ロ径　13．7
寘a@　4．8
鼬a

②④

@⑥
B
②

榿（5YR　6／6）

一部欠
口縁部横ナァ。

ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面吸炭。二次加熱。

4
土師器

@杯

口径　16．0
寘a@　4．0
鼬a

③④

@⑥
A
②

榿（2．5YH6／6）

3／4
ロ縁部横ナデ（3段）。
ﾌ部内面ナデ、外面ケズリ。
煌O面炭化物付着。外面黒斑i。二次加熱。

5 須恵器

@杯

口径（11．9）
囃噤@　3．9
鼬a（　8．0）

②⑥

@
⑤

②
灰（N　　6／）

1／4
ロクロ整形。

齦博?ﾘり後、周辺部回転ケズリ。

6 土師質

@杯

ロ径　12．0
寘a@　4．6
鼬a　　6．0

②④

@
③

③ 浅黄橿
i10YR　8／3） 完　形

ロクロ整形。表面剥離。
?ﾘり後付け高台。
燒ﾊ一部吸炭。

7 土師器

苺t甕

ロ径

寘r
径　　9．7�

⑥①

B
�

� ぶい三七（
P0YR　7／4）�

　部の

@み�

面ナァ付け。外

ﾊ上位刷毛目、下位ナデ。底
ﾊ霞側に折り返し。内外面吸炭。煤付着。

� 師器台

t甕�

径器

r鼬
a　　9．8�

⑥②

B
�

�
（7．5Y盆6／6）� 　部の　み�

面ナデ。外

ﾊ表面剥離。内
O面吸炭。二次加熱◎
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撫 器　種 法　量（㈱） 胎土 競成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整。手法の特徴等

9 土師器
苺t甕

ロ径

寘r
径　　7．8�

⑥①

B
�

� ぶい榿（
TYR　6／4）�

　部の

@み�

面横への連続放射状ナァ付け。外
ﾊ磨き様ナデ。内
O面吸血、煤付着。二次加熱。

遊

請
婆

　　　　　　　　10㎝

＝二t＝＝＝ゴ1：6

　　／

！58図　1号十器祭祀跡関連遺物①

70表 号土器祭祀関連遺物観察表①　（第158図）

� 　種� 　量（cm）� 土� 成�
　　調（

y色帖）� 存率� 整・手法の特徴等

� 恵器　

P�
蓋　45．4器
a@　（73）胴

a　76．O�

①
⑥
� �

証灰（
TP3　4／笠）� 部欠�

縁部内面横のナァ。外面2条沈線を3帯、そ
ﾌ間に櫛状工具を斜に刺突した凝縄文。端
箔燒ﾊナデが加わる。外面平行叩き。肩より
繹ﾊに飴状の自然稀が付着。底部には壁体及
ﾑ他の甕片付着

227｝
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第159図　！号土器祭祀跡関連遺物②

第71表 1号土器祭祀関連遺物観察表②　（第159図）

晦 器　種 法　量（cm） 胎土 焼成
色　　調
i土色帖）

残存率 調整・手法の特徴等

1 須恵器

a@杯

口径

寘r
径　　7．5�

①
⑥
�
� 白（

m　　7／）�
　部の

@み�

面回転ナデ、底面指頭による押回。外
ﾊ回転ケズリ。底面脚接合時のナデが加わる
B接合痕あり。

� 　粕　

�
径器

k`
a　　2．2�

③
� �

白（
m　　7／）�

　部の

@み�

面回転ナァ。外

ﾊ面取り様ケズリ。内
ﾊ灰付着。

� 　粕　

ﾙ�
径翼

ｷ鼠
a�

①
� �

白（
Q．5Y　7／1）�

　部の　み� 面上位及び外面回転ナデ。内
ﾊ下位ナデ付け。内
ﾊ上位及び外面下位紬付着。
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V　調査のまとめ

　一本木前遺跡は、南から北へ流れる荒川古流路と重複する新奈良川の西岸に沿って位置し、南北700m、

東西270m、面積は約189，000m2に及ぶと考えられている。平成10年度調査は、その内10，000m2を対象

（A区〉としたものである。

　調査の結果、土器祭祀跡、治跡、道路跡、井戸跡、住居跡、土坑、その他の遺構等、多数の遺構が検出

された。

　土器祭祀跡は、土器集中出土地点が3ヶ所検出されたことから、3基の存在が想定された。しかし、こ

の内2号及び3号の土器包含土層から、浅間B軽石層が検：出（巨篇を参考）された。これによって、2号

及び3号は、浅間B軽石層降下期に、1号土器祭祀跡を構成する土器群の一部と、周辺に所在した土器を

収集し、2号及び3号の土器集中出土地点に再度集積されたものであり、土器類の示す時期に集積された

状態を示すものではないと判断された。よって、本来の土器祭祀跡は、1号土器祭祀跡1ヶ所のみであっ

たとしたものである。

　古墳時代後期に属する1号土器祭鳥跡は、人為的に掘削された（荒規古流路から引き込まれたと考えら

れる〉入り江の最奥部に作り出された平坦面に展開されたものである。さらに、入り江南岸に沿って、滑

石製模造品（鳥形）や須恵器大甕（第158図）等が配置されており、平坦面を中心としながら、入り江南

岸に沿って拡大した土器祭祀場が想定されるものであった。さらに、須恵器大甕が出土した位置から入り

江の中央部にかけて、須恵器長忌詞・高杯等（第159図）が出土している。入り江の最上層は、灰褐色シ

ルトと黄褐色粘土であったが、重機による削平時に検出されたものであり、上層（平安時代遺物包含層〉

と入り江覆土最上層、いずれから出土したものか定かではないため、参考にとどめた。一方、入り江北岸

側は、土器類がほとんど出土しておらず、使用された形跡もない。

　このように！号土器祭祀跡は、平坦面面東回の張出部（平坦面の一番入り江側）の敷減上に置かれた馬

の頭骨を扇の要とし、縁辺部に土師器（北側）・須恵器（東側）甕類を、中央部に土師器・須恵器の同類

及び滑石製模造品類を配するという特色を示すものであった。そして本土器祭祀場は、入り江南側にのみ

沿って、さらに拡大すると想定されたのである。

　温言は、46条確認されているが、浅間B軽石層一天仁元年（1108）降下一の幽幽（痴話を参考）が堆積

する1号溝iを中心に存在している。1号溝跡は、上端幅が22rn、深さ80cmに及ぶ大溝である。溝は、1溝

～V溝の5本の溝で構成されており、1溝～W溝が浅間B軽石層降下直前に掘削されたものであり、V溝

が後に付加されたものであることが確認されている。他の溝は、大部分がこの前後の時期に属している。

　この中にあってユ6号・i7号溝は、江戸時代から現代まで改修され使用され続けた側溝であり、旧地籍図

と一致する、村境の道路側溝であることが確認されたものである。

　道路跡は、凝固した酸化鉄面を底とする長円形土坑によって構成され、関連する3号・4号・24号・25

号溝からさらに北方に拡大していたものと考えられた。また、出土遺物がほとんどないものの、4号溝が

1号溝と強い関連性をもつことから、道路跡自体も1号溝と時期差を余りもたない時期の所産であると考

えられるものである。

　井戸跡は、Y～Zの3～5グリッドに集中して、4基確認されている。位置・覆土・構i造の共通性から、

やはり4号溝・1号溝と強い関連性をもつものと考えられ、ほとんど時期差も認められない。
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　土坑は、調査区の北・中央・南の3地域に集中して、総数229基が検出されている。すべて単独であり、

まとまりは確認できなかった。

　その他性格の不明な遺構3基が確認されている。1号不明遺構は、円形土坑を中心にして、溝が南側に

陸橋部をもって囲飛している。陸橋部西側の溝端部は内側に拡大され、礫及び骨片が出土している。骨片

は火熱をうけているかどうか明瞭ではないが、埋葬の一形態を示すものと考えられる。

　2号不明遺構は、焼土・炭等覆土の状況と土師器甕（コの字口縁）の出土状況から、土師器窯の可能性

が強い。

　3号不明遺構は、平安期普遍的にみられるカマドと共通の構造をもち、あるいは住居跡のカマドである

可能性もあるが、西への面的な広がりは確認できなかった。本遺構の西に展開する71号住居跡のカマドで

ある可能性もあるが、それぞれから出土した土器類にみられる時期差等から、その可能性は少ないといわ

ざるを得ない。

　住居跡は、土坑同様、調査区の北・中央・南の3地域に集中して検出されている。古墳時代後期・奈良

時代～平安時代に及び、総数71基が確認された。住居跡は、総体的に古：墳時代後期のものは規模が大きく、

また形態も方形を基本としているものが多い。また、カマドを移築している場合が多い。

　奈良時代～平安時代に移行すると、規模が小さくなり、また形態も長方形を基本としているものが多く

なる。平安時代にはすべて長方形となるが、カマドを長辺側短辺無いずれに設置するか、まとまりは見出

せない。平安時代に属する住居跡の内、44号住居跡の覆土からは、浅間B軽石層（付篇を参考）が検出さ

れている。また、5号住居跡、9号住居跡、11号住居跡、13号住居跡、20号住居跡、27号住居跡、29号住

居跡から鉄津・羽口等が出土しており、小鍛冶の住居であった可能性が高い。これらの住居跡は、いずれ

も遺跡内の中央部から北部にかけて位置し、小鍛冶を営む住居が集落内で限定されていた可能性も、また

高いといえる。

　さて、このような住居跡群の調査結果の中から、13号住居跡及び同住居跡出土の八稜鏡について、以下

に述べることとする。

　埼玉県内では、住居跡からの八稜鏡出土は知られていないが、熊谷市上川上の北島遺跡、本庄市栗崎の

大久保山遺跡、吉田町太田部の塚山遺跡の3遺跡から八稜鏡が検：出されている。

北島遺跡第14地点SD1

　遺跡は、東西に広がる荒川の自然堤防上に位置し、第14地点はその最も東南端部に当たる。8世紀から

12世紀に及ぶ集落遺跡であり、鏡の出土したSD！は、幅6．50～9．95m、深さ1．40～2．60mを測る、南北

に連なる溝である。浅間B軽石層降下時には、大部分が埋没していた様相がみられ、遺物は、西側から投

棄されたものと推定されている。鏡は、西側テラス部分の底面から10cm浮いた位置から、背面を上に向け、

溝底面に平行して出土している。

　出土した鏡（第160図・1）は、瑞花文八稜鏡である。外区の3分の2が欠損しているが、推定鏡径は

7．2c搬、重さ18．9gを測る。縁は八稜を構成する円弧が不明瞭であり、また非常に薄くて軽い凹面鏡であ

る。むしろ八角鏡としたほうが相応しい。この縁は蒲鉾形の細縁で、厚さ1㎜を測る。界圏は回忌細線で
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　　　｛艇励・趣、

　　　　　　灘野／

　　　　　　　　　　董

　　　　　　　　　　　

0　　　　　　　　　　　　　5㎝

一零：2

第160図　埼玉県内出土八稜鏡

圭　熊谷蜜北島遺跡出土磯花文八稜鏡

2　本庄市大久保山遺跡出土瑞花文八稜鏡

3　吉田町塚山遺跡出土瑞花双鳳八稜鏡

あり、鉦は戴頭円錐形であり、素錘である。内区には一対の四花が配され、外記には飛雲文が配されてい

る。

　本門は、集落内において行われた水辺祭祀の中で、八稜鏡がどのように使用されたかを明示するもので

ある。

大久保山遺跡斑A地区遷号墓壌

　大久保山遺跡皿A地区は、浅見山丘陵を構成する大久保山の東側南斜面に位置し、平安時代から近世に

及ぶ大規模遺跡である。鏡の出土した1号墓墳は、谷津低地部に位置し、土坑内部に礫を敷き、その上に

木棺を乗せ、さらに礫で覆うという形態を呈している。鏡は、被葬者の胸に置かれた状態で出土している。

さらに被葬者の頭の先からは、短冊状の鉄製品も出土している。また棺外（被葬者の足先にあたる）から

は、銅椀・土師質高台杯も出土している。

　出土した鏡（第160図・2）は、瑞花文八稜鏡である。鏡径8．6cm、重さ50．75　gを測る。縁は蒲鉾形を

なし、厚さ2．6㎜を測る。界圏は段圏である。鉦は戴頭円錐形であり、素鉦である。内区には無文座鉦を

中心に4本の瑞花が対称の位置に配されている。また、円形の界圏を挟んで外区には均整型の唐草文が配

されている。しかし、1単位7点で形成された部分は5ヶ所、点数が3点で表現された部分が3ヶ所とな

っている。

　本例は、木棺墓に埋納された副葬品の一として、八稜鏡の在り方を示す好例といえる。

塚山山岳信仰遺跡

　遺跡は、標高870mの塚山山腹にある、大塚神社（石組の上に建立）を中心にした山岳信仰遺跡である。

鏡は、大塚神社修復時に、基礎となっていた石組の下から銅製の錫杖と共に出土したものである。

　出土した鏡（第160図・3）は、瑞花双鳳八稜鏡である。鏡径10．2cmを測り、蒲鉾縁を成す。界圏は三
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圏であり、戴頭円錐鉦である。内区には、花芯座紐を中心に、2羽の鳳鳳と瑞花が対称の位置に配されて

いる。また、円形の界圏を挟んで外字には草花文が配されている。

　本例は、神社を中心とした山岳信仰に伴って、錫杖と共に八稜鏡が埋納されていたものであり、東日本

における山岳信仰の一面を物語る、貴重な資料となっている。

なお、出土鏡以外では、鷲宮町の鷲宮神社に論文の八稜鏡が2面伝えられている。

　このように、埼玉県内で検出されている八稜鏡は、溝中・墓墳・山岳信仰遺構からの出土であり、それ

ぞれ集落内水辺の祭祀遺物、木棺墓に伴う副葬品、山岳信仰に伴う祭祀遺物という性格を有していた。住

居跡から検出された例は、今まで見られなかったのである。

　しかしながら、利根川を超えて群馬県内に入ると、様相は大きく変わり、住居跡からの検出数が増大し

ている。高崎市正観寺遺跡、同天田・川押遺跡、同歯大類遺跡、群馬町鳥羽遺跡、渋川市糀屋遺跡、富岡

市本宿遺跡、同下高瀬上之原遺跡で八稜鏡が出土しているのである。さらに、山梨県、長野県、千葉県で

も、住居あとからの八稜鏡（千葉県例は八花鏡）出土例が知られている。これらを加えると、関東甲信地

方で13遺跡14例となる。以下に、その概要を記すこととする（第70表・その1、その2）。

1　一本木前遺跡13号住居跡

　13号住居跡床面から、鏡が出土している（第24図・口絵）。

　本鏡は、直径9．Ocm、縁厚0．26cm、鉦厚0．32cm、重量48　gを測る銅鏡であり、一般に瑞花鴛鴛八稜鏡と

よばれるものである。

　外縁は八面形を呈するが、八稜を構成する円弧が、明瞭な部分とそうでない部分がみられる。断面は三

角縁である。地幅は円形であり、内区と段差をもつ。鉦座は花形であり、楕円形を呈する。四方に四葉が

配されている。鉦は、鉦座と同様楕円形を呈している。孔が上位に穿たれているため、頂部はほとんど欠

け、半球形の突起を2個並べたような形となっている。鏡面は、平面である。

　鏡背文様は、外心に均整型の唐草文が各論を中心にして配されている。しかし、ユ単位5点で形成され

た部分は、4ヶ所、点数が5点未満が3ヶ所、文様が欠けている部分が1ヶ所というように、省略化され

ている。内面には、鴛喬と泥画がそれぞれ2ヶ所ずつ対称の位置に配されている。鴛鳶は、鉦をはさんで

外向きであり、顔は右が上向き、左が下向きに配されている。瑞花は、巻き蔓の表現が上下左右にみられ、

一部義心の頭上にまで達している。

　文様は全体に明瞭であり、鴛驚の羽・足など細部も良く表現されている。ただし、外寸の唐草文は、不

明瞭な部分があることは、先に述べたとおりである。

　また、本鏡の背面には、繊維（麻か？）を編み込んだ布痕が付着しており、布にくるまれていた様相を

呈している。さらに、本鏡の下面からは、漆塗りの木片（付篇を参考）が本病と密着して出土しており、

漆塗り木箱におさめられていた可能性を高めている。

　本誌が出土した13号住居跡は、本文中にも述べたとおり、カマド脇にピットを有する他、同時期の住居

跡と大差なく、特別の格差は見出せない。しかし、中央部から北部地域に位置する他の住居跡同様、大量

のスラッグ・炭化物及び砥石等が出土していることから、小鍛冶の住居跡であったと考えられる。
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　共伴遺物には、羽釜、土師質高台椀、滑石製臼玉等がある。このうち、高台椀（カマド及びカマド脇ピ

ット内出土〉の高台部が、低いままのものから、高さを増すものが混在してくるようになる。このこと等

から、本住居跡の時期は、西暦1000年前後を示すものと考えられる。

　遺跡の所在する『別府』は、武蔵国の別府の所在が推定される地である。また東600mには、式内社・

奈良神社があり、傍…らに、南北する東山道武蔵路が存在すると考えられている。さらに、本遺跡の北方に

は、，男体山がその雄姿を見せており、僅：かに目を北西に転ずれば、そこには赤城山が肥えたつ。

　13号住居跡から瑞花鴛喬八稜鏡を出土した一本木前遺跡は、このような地に位置しているのである。

2　高崎市正観寺遺跡K区72号住居跡

　遺跡は、井野川に沿った台地上に展開される複合遺跡である。鏡は、72号住居跡の床面直上から出土し

ている。出土した鏡は、八稜鏡の破片で、全体の1／3程が残存しており、推定径11．2cmを測る。文様は、

草花文である。銅製帯金具、鉄鍛、鉄製二等が共伴しており、本住居跡の時期は、11世紀後半頃と考えら

れている。

3　高崎市天田・川押遺跡52号住居跡

　遺跡は、井野川と染谷川の合流地点・台地上に展開されている。鏡は、52号住居跡の床面に密着して出

土している。出土した鏡は、瑞花と双鳳が配された八稜鏡で、径10．5c艶を測る。土師質高台杯・皿、羽釜

等が共閉している。本住居跡の時期は、伴出土器から！1世紀前半頃と考えられている。

4　高崎市下大類遺跡

　遺跡は、井野川右岸の台地上に展開されている。住居跡から出土した鏡は、歪みが激しいものの、瑞花

と双鳥を配した八稜鏡である。共伴土器等詳細は不明であるが、本住居跡の時期は、11世紀頃と考えられ

ている。

5　群馬町鳥羽遺跡G38号住居跡

　遺跡は、染谷川川右岸の台地上に展開されており、上野国国府・国分寺・国分尼寺に近在している。鏡

は、G38号住居跡の床面直上から出土している八稜鏡であるが、文様は不詳であり、小片のため計測も不

能である。須恵器杯・高台杯・高台椀等が共下している。本住居跡の時期は、伴出土器から10世紀後半生

と考えられている。

6　同遺跡N等号住居跡

　同遺跡では、N1号住居跡の壁立上がり肩面からも、鏡が出土している。草花文様をもつ八稜鏡である

が、摩耗が激しい。径7．7儘、重さ35。5gを測る。黒色土器椀、三下皿、砥石等か共伴している。本住居

跡の時期は、伴出土器から11世紀頃と考えられている。

7　渋川市糀屋遺跡2号住居跡

遺跡は、榛名山系丘陵東端の南下傾斜面に展開されている。鏡は、住居跡の北半中央付近から出土して
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いる。出土した鏡は、摩耗と歪みが激しく、全体の1／4が残存するのみであるが、瑞花と双鳳を配した八

稜鏡であり、推定径10cmを測る。羽釜等が共卑しており、本住居跡の時期は、伴出土器から11世紀頃と考

えられている。

8　富岡市本宿遺跡MT127号住居跡

　遺跡は、鏑川流域の河岸段丘に展開され、上野国一宮の貫前神社が近在している。鏡は、127号住居跡

の覆土中（床上20cゆから出土している。出土した鏡は、瑞花双鳥文と思われる八稜鏡で、推定径8．8c螢

を測る。土師器杯・皿・甕等が共回しており、本住居跡の時期は、11世紀前半と考えられている。

9　富岡市下高瀬上之原遺跡13号住居跡

　遺跡は、男帯流域の河岸段丘面・高瀬丘陵上に展開されており、上野国一宮の貫前神社2kmの地点であ

る。鏡は、13号住居跡の胃壁近くの、床上20cmから、出土している。出土した鏡は、文様は不明瞭で外区

の3／5を欠くものの、瑞花双鳥文系の八稜鏡であると思われ、推定径7．6cmを測る。鉄製鋏具、鉄製刀子、

銅鈴の他、土師器杯・高望・蓋・椀・甕、須恵器杯・蓋等が共卸している。鏡をはじめ金属製品は、土器

類とは出土状態が異なり、土器から時期を経た10世紀後半頃の所産と考えられている。

10　山梨県御坂町ニノ宮遺跡83号住居跡

　遺跡は、金灘扇状地の先端部に位置する大集落である。その内の83号住居跡の覆土中から八稜鏡が出土

している。文様は不明瞭であるものの、瑞花文であると思われる。径9。Oc搬を測る。土師器杯・耳皿・甕

等が共伴しており、本住居跡の時期は、！1世紀前半と考えられている。

11　長野県栄村乗落遺跡

　遺跡は、天水山からの支脈尾根上に展開される小集落である。炉をもつ住居跡の床面上から、瑞花双鳥

八稜鏡が出土している。径は9．，Ocmを測る。土師器物、灰紬椀、棒状鉄器、鉄津等が共伴している。本住

居跡の時期は、伴出土器から10世紀後半～11世紀初頃と考えられている。

12　同茅野市判ノ木山西遺跡遷4号住居跡

　遺跡は、尾根上に展開された集落である。14号住居跡の覆土中（？〉から、八稜鏡片が2面分出土して

いる。いずれも火熱を受けたと思われ、遺存状態が悪く、文様は不詳である。また、いずれも1／8程の残

存率であるが、第！例が推定径11．8c雛、第2例が推定径11．k田を測る。鉄製鎌、鉄鎌、刀子、手つくね土

器、土師器杯・椀・皿・甕・羽釜、黒色土器、灰紬椀・皿が大量に共聞しておれ。10世紀後半頃の所産と

考えられている。被災した状況も見られるという。

13　同茅野市横井阿弥陀堂遺跡30号住居跡

　遺跡は、永明寺山麓に展開された集落である。30号住居跡の南隅覆土中に形成された窪地から、①径

8．3cm、②径1！．！cm、③径7．4cmと、大きさの異なる瑞花双鳳（鳥）八稜鏡が、3面分出土している。3枚

の鏡は、一部が重なり、住居跡南コーナーの覆土第2層上面に形成された窪地に、麻糸で編んだ莚を敷い
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た板の上に載せられた状態を呈していたという。本住居跡の時期は、平安時代後期と考えられている。調

査者はまた、近在する溝の埋め戻しに伴い埋設されたものとし、溝に関する祭祀を想定されている。

14同箕輪町大原第二：選跡遷考住居跡

　遺跡は、天竜川東岸の段丘、扇状地に立地している。1号住居跡東壁際の、床より10cm上から、文様は

不詳であるものの、径6．8c鐙を測る八稜鏡が出土している。エ0世紀～11世紀の所産と考えられている。

聴5　干葉県千葉市小食土町文六第2遺跡A－005住居跡

　遺跡は、馬の背山に開析された、舌状台：地に立地している。市内で最も高所である。出土した八花鏡は、

A－005住居跡の床上5cmより出土しているが、住居と鏡の廃棄時期に、大きな時間差は認められないと

いう。八花鏡の文様は、2頭の獅子と2羽の驚が交互に配され、間に雲を置いている。全体に不鮮明であ

るが、一般に狡1狙双驚八花鏡とよばれるものである。径9．7cmを測る。須恵器片口及びカマドから土師器

杯・甕が共伴している。本住居跡の時期は、伴出土器から平安時代中頃と考えられている。

　八稜鏡ではないが、類例として挙げておく。

　住居跡出土の八稜鏡及び八稜鏡を出土した住居跡について、前例と比較しながら本例の位置を確認して

いくこととする。

①時　　期　10世紀後半から11世紀全般に及び、不明確なところもあるが、ほぼこの時期に限定される。

　　　　　　本例は、構成要素からすると、杉山正絹による編年の第V式にあたり、10世紀末から1！世紀

　　　　　　初頭の時期が与えられる。伴出遺物の時期と合致するものである。

②文　様瑞花（草花）文及び瑞花双鳥（鳳）文を基本とするが、バラエティーに富む。本例における

　　　　　　瑞花鴛驚文様の採用は、やはり第V式にあたる。

③大きさ　最小・大原第二遺跡例の6．8c田から、最大・判ノ木山西遺跡第一例の11．8c憩（推定）まで、バ

　　　　　　ラエティーに富む。時期的にも、新しいものほど大きさを増す傾向が見られる。しかし、床

　　　　　　面から出土したものについては、乗落遺跡例の9．Ocmから、正観寺遺跡例の1ユ．2cm（推定）の

　　　　　　ものまで、大きめのサイズが集中している。本病は9．Oc雛であり、全体の中では平均的である

　　　　　　が、床面からの出土の中では、最も小型の部類に属している。

④数　　墨　本例をはじめ、単一の住居跡からは、大部分が単独の出土である。単一の住居跡から複数出

　　　　　　回した例は、阿弥陀堂遺跡の3枚、判ノ木山西遺跡の2枚であり、いずれも覆土中からの出

　　　　　　土である。

⑤鏡の状態鋳出の悪いもの、摩耗の激しいもの、歪みの有るもの等が約半数を占めている。鋳出の善し

　　　　　　悪し、摩耗度、歪みの有無等について、あまり関心が払われた様相は伺えない。

⑥出土位置本例（鏡面を上にして水平）をはじめ、床面（直上），からの出土で、住居の廃棄時に伴うも

　　　　　　のは、正観寺遺跡、天田・三三遺跡（床面に密着）、鳥羽遺跡G38号住居跡、乗落遺跡、文

　　　　　　六三2遺跡がある。また、覆土中からの出土で、住居の埋没過程に伴うものには、下大類遺

　　　　　　跡？、鳥羽遺跡遺跡Nユ号住居跡（壁立ち上がりの序論）、糀屋遺跡（住居北半中央）本宿遺

　　　　　　跡（床上20cm）、下高瀬上之原遺跡（住居の廃絶から時間の経過を経て、直納された状態を
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第72表　　関東甲信地方。住居跡出土の八稜鏡一覧　その1

番号 遺　跡　名 住居高名 出土位置 鏡 共　　伴　　遺　　物 立地 時　　期

1
埼玉県熊谷市一本木前遺跡

13号住居跡 床面直ヒ 瑞花二二八稜鏡
土師質筒台椀、羽釜、鉄津、

u石、滑石製臼玉
沖積地

10世紀末～
P1世紀初

2
群馬県高崎市

ｳ観毒遺跡
72号住居跡 床面直上 草花文八稜鏡片 銅製帯金具、鉄鎌、鉄製鎌 台地 11世紀後半頃

3
　同　　同

V田・川押遺跡
52号住居跡 床面密着 瑞花双鳳へ稜鏡 土師質高台杯・皿、羽釜 台地 11世紀前半頃

4
　同　　門

ｺ大類遺跡
住居跡 覆土中？ 瑞二二鳥八稜鏡 台地 11世紀頃

5 　同群馬町
ｹ羽遺跡

G38号住居跡 床面直上 ？文八稜鏡片 須恵器杯。高台杯・高台椀 台地 想世紀後半頃

6
解
同 N1号住居跡 壁立上山 草花文八稜鏡 黒色土一三、一三懸、砥石 台地 11世紀頃

7 　同渋川市
?ｮ遺跡

2号住居跡 覆土中？ 瑞二二鳳八稜鏡片 羽釜
丘陵

?ﾎ面
11世紀頃

8 　同富岡市
{宿遺跡

題丁127号住居跡 覆土中 八稜鏡片 土師器杯・皿。甕 駈 11世紀前半頃

9
　同　　子
ｺ高瀬上之目遣跡

13号住居跡 覆土中 瑞花物鳥八稜鏡

鉄製鋏具、刀子、銅鈴、

y師器杯。高杯・皿・蓋・i甕、

{恵器杯・蓋
丘陵 10世紀後半頃

10
山梨県御坂町

�ﾌ宮遺跡
83号住居跡 覆土中 瑞花（？）八稜鏡 土師器杯。耳皿。甕 扇状地 11世紀前半

11
長野弥栄村

譌肢竦ﾕ
住居跡 床面直上 瑞花双鳥八稜鏡

土師器椀、十寸椀、棒状鉄器、

S淳
尾根

10世紀末～

P1世紀初

i2 　同茅野市
ｻノ木山西遺跡

14号住居跡 覆土中？ 八稜鏡片2面

鎌、鉄鎌、刀子、手つくね土器
y師器杯。椀・皿。i甕、羽釜、

武F土器灰粕椀・皿
尾根 10世紀後半

13 　同　　同横井
｢弥陀堂遺跡

3◎号住居跡 覆土中
瑞花双手八稜鏡

@　　　　3面
丘陵 平安時代後期

14 　同箕輪町
蛹ｴ第二遺跡

1号住居跡 覆土中 ？文八稜鏡
段丘。

譓�n
10世紀後半～
P1世紀

15
千葉県千葉市

ｶ六第2遺跡
A－005号住居跡 床面近く 俊貌双鶯八花鏡 土師器杯・甕

香状

苒n
平安時代中頃

その2
大きさ

番
号 　　事　　項Z居黒蓋

床面
謔

趾
よ
り
破片 複数

o土

摩耗
祷
c
み

6㎝1 7c臼

c
8（狙 9（麗 10㎝ 11α瞼

鉄弓

ｺ出

鉄品

u石

特殊

笊ｨ
ｺ出

1 一本木前遺跡13号住居跡 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2 正観寺遺跡72号住居跡 ◎ ◎ ○ ◎ ◎

3 天田・川押遺跡52号住居跡 ◎ ◎

4 下大類遺跡住居跡 ○ ◎

5 鳥羽遺跡G38号住居跡 ◎ ◎ ◎

6 鳥羽遺跡N1号住居跡 ○ ＠ ＠ ◎

7 糀屋遺跡2号住居跡 ○ ◎ ◎ ○

8 本宿遺跡藍丁127号住居跡 ◎ ◎ ○

9 稿瀬七源翻3号鋸跡 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

10 二の宮遺跡83号住居跡 ◎ ◎

11 乗落遣跡住居跡 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

12 判ノ木山西遺跡14号住居跡 ○ ◎ ◎2 ◎
○
○ ◎ ◎

13 阿弥陀堂遺跡30号住居跡 ◎ ◎3 ＠ ◎ ◎

14 大原第二遺跡1号住居跡 ◎ ◎ ⑥

15 文六第2遺跡A一◎05号住居跡 ◎ ⑥ ◎

〈表中○は、推定を示す〉

一236一



　　　　　　呈する）、ニノ宮遺跡、判ノ木山西遺跡（火熱を受けたと思われる）、阿弥陀堂遺跡（覆土土

　　　　　　層の境目に形成された窪地に、麻糸で編んだ莚を敷いた板の上に意識的に乗せられた状態を

　　　　　　呈する）、大原第二遺跡（床上10cm）。なお、出土状態の不明な例は、一応、覆土中からの出

　　　　　　土例として扱った。

⑦出土状態本例のように轡形の状態で出土したものと、破片の状態の比率で出土したものとは、およそ

　　　　　　半々であり、出土位置等によって、差は見出せない。

⑧伴出遣物　土器は、杯・椀・皿・i甕を基本とし、時期によって羽釜の混ざる例が現れる。また、本例の

　　　　　　臼玉のように特殊な遺物の出土した住居には、正観寺遺跡（銅製帯金具〉、下高瀬上之原遺跡

　　　　　　（鉄製銃具、銅鈴）、判ノ木山西遺跡（手つくね土器〉がある。また、本例は砥石であるが、

　　　　　　鉄製品及び砥石の出土した住居には、正観寺遺跡（鉄鎌、鉄製鎌）、鳥羽遺跡Nl号住居跡

　　　　　　（砥石〉、下高瀬上之原遺跡（鉄製勢子）、乗落遺跡（棒状鉄器）、判ノ木山西遺跡（鉄製鎌、

　　　　　　鉄弓、鉄製勢子〉がある。さらに、野際と同様鉄壁を出土した住居には、乗落遺跡がある。

⑨住居跡　八稜鏡を出土した住居跡は、各県駅内で一般的な様相を示し、構造上、特出する要素は見出

　　　　　　せない。

⑩立地状況　八稜鏡を住居麻から出土した遺跡の立地は、大きく区分すると、山麓・尾根一高所に立地す

　　　　　　る遺跡、低平な台地上もしくは扇状地等一低所に立地する遺跡に分けられる。本例のように、

　　　　　　低所に立地する遺跡としては、正観寺遺跡、天田・川押遺跡、下大類遺跡、鳥羽遺跡、本宿

　　　　　　遺跡、ニノ宮遺跡、大原第二遺跡がある。また、高所に立地する遺跡としては、糀屋遺跡、

　　　　　　下高瀬上之原遺跡、乗掛遺跡、判ノ木山西遺跡、阿弥陀堂遺跡、文六第2遺跡がある。

⑪位　　置　本例の所在する『別事』は、武蔵国の別府の所在が推定される地である。また東600mには、

　　　　　　式内社・奈良神社があり、傍らに、南北する東山道武蔵路が存在すると考えられている。さ

　　　　　　らに、本遺跡の北方には、男体山がその雄姿を見せており、僅かに目を北西に転ずれば、そ

　　　　　　こには赤城山が雀えたつ地である。群馬県内紫は、同一地域に集中する様相をみせ、全て有

　　　　　　力神社もしくは国府に近在している。まず上野国総社神社（国府）に近在する遺跡として、

　　　　　　正観寺遺跡、鳥羽遺跡、天田・川押遺跡、下大類遺跡があり、上野国一宮の貫前神社に近在

　　　　　　する遺跡として、本宿遺跡、下高瀬上之原遺跡がある。長野県内例は、諏訪盆地を中心とし

　　　　　　て、その近在に判ノ木山西遺跡、阿弥陀堂遺跡が位置し、天竜川に沿ってやや下がった所に

　　　　　　大原第二遺跡が位置している。いずれも、諏訪湖から派生する河川沿い（道路沿い）で、判

　　　　　　ノ木山西遺跡、阿弥陀堂遺跡から釜無川沿いに南下すると、その終着点・甲斐国国府に近在

　　　　　　する遺跡として、ニノ宮遺跡がある。なお、聞落遺跡は、信越国境の山地中にあって、千曲

　　　　　　川近傍の交通路上に位置している。また、糀屋遺跡、文六第2遺跡については、今のところ

　　　　　　他との関連は、うかがえない。

　以上の結果によって、八稜鏡が住居跡の床面から出土した点を基に、一本木前遺跡例の位置をうかがっ

てみることとする。

八稜鏡が住居跡の床面ではなく、覆土から出土した例は、9例（うち3例は推定）であった。

　この中で、判ノ木山西遺跡14号住居跡は、土師器、黒色土器、灰粕陶器、鉄製鎌、鉄鍛、刀子等ととも
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に、2枚分の八稜鏡が破片で出土している。覆土中の土器と、床面出土の土器との問に時期差はみられず、

一気に埋まった状況を呈している。

　下高瀬上之原遺跡13号住居跡は、腸壁に作り出された覆土の傾斜面に沿って、鉄製鋏具、銅鈴、刀子、

不明鉄塊等とともに、一部欠如した八稜鏡が出土している。カマド前の土器群とは出土状況が異なり、覆

土上面（住居の廃絶から時間の経過を経ていることを示す）より、鉄製輝輝、墨筆、脚質、不明鉄塊とと

もに集中して埋納された状態を呈している。

　また、阿弥陀堂遺跡30号住居跡は、覆土土層の境目に形成された窪地に、麻糸で編んだ鑓を敷いた板の

上に、意識的に、欠けていない3枚の八稜鏡が一部重なって載せられた状態を呈するものであった。

　これらの例によると、住居跡覆土出土の八稜鏡は、全てが同じ出土状況でなく、住居の廃絶直後もしく

は、住居の廃絶からほとんど時間差をもたずに、雑然と覆土に含まれて検出される場合と、住居の廃絶か

らしばらく時間が経過した後に、覆土の窪み・傾斜を利用して、時には特別な装置を伴って検出される場

合の、2種類があるようである。こうしてみると前者には、『埋置』という状況はみられず、むしろ『投

棄』・「投供』という性格が与えられる。一方、後者は、鉄製三具、銅鈴、刀子等との集中出土の在り方

や、敷物の存在や複数の八稜鏡が重ねられていた状況が伺えること、さらには時には敷物などの特別な装

置を伴うこと等から、その性格は、まさに、『埋置』・『埋納』であると考えられるのである。

　『埋納』と『投供』について坂井隆氏は、『埋納』を「信仰対象にたいする鎮め物的な意味あいを有し、

物に溜まる使命をおびる行為」とし、『内供』を「鏡自体に祭祀の目的を込めて捨て去る身代わり的性格

を有し、捨て去ることによってその使命を全て終了する行為。いわば使い捨てであるため、鏡は全て日本

的の小型雑筆である」と定義づけている。そして、「廃絶後の埋納」と分類した鏡の性格として、堅穴住

居の廃絶に対する儀礼に使用されたものと考えられるもの、とした。さらに、この儀礼は、「埋門」であ

り、「投供」ではないとしたのである。

　しかしながら、住居の廃絶からしばらく時間が経過した後に埋納された場合の性格としてこれを『埋納』

とすることには同意であるが、『投供』については、「鏡自体に祭祀の目的を込めて捨て去る身代わり的性

格を有し」であり、「捨て去ることによってその使命を全て終了する行為」であるものの、住居・溝など

捨て去る場所に区別がある以上、捨て去る場所は明確に区別されており、「そこに捨て去る」という行為

が重視されていたものである。よって「捨て去る」目的であり、「いわば使い捨てであるため」「鏡は全て

日本製の小型雑鏡」でよいのであり、鋳出しの状況や、破片であるといった鏡自体の状況も全く無視され

たものであっても、よいのである。

　よって、前者の住居廃絶直後もしくは、住居の廃絶からほとんど時間差をもたずに、雑然と覆土に含ま

れて検出される場合には、出土状況や鏡自体の状況が示すとおり、十勝住居の廃絶に対する『投供』儀礼

と成し得るし、後者の住居の廃絶からしばらく時間が経過した後に嬉野された場合には、堅穴住居の廃絶

に対する『埋納』儀礼と成し得るのである。

　さて、八稜鏡が住居跡の床面から出土した遺跡は、6遺跡であった。出土した八稜鏡は、欠けることな

く卜形品の状態のものと、破片のものの両者がみられた。破片の状態で検拙された遺跡は、正観寺遺跡跡

72号住居跡、鳥羽遺跡G38号住居跡である。鳥羽遺跡G38号住居跡は住居跡の中央部からの出土であるも

のの、正観寺遺跡72号住居跡は詳細が不明である。正観寺遺跡からは、銅製帯金具をはじめとして、鉄鍛、

鉄製鎌等の遺物が供伴している。あるいは、鳥羽遺跡G38号住居跡両遺跡例・正観寺遺跡72号住居跡例と
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も、住居跡中央部の一番窪みをもち、床面に近い覆土下層からの出土であったという可能性が考えられる。

　もし、正観寺遺跡例が覆土からの出土であったものならば、鉄製鋏具、銅鈴、三子、不明鉄塊などと供

．に八稜鏡が出土した下高瀬上之原遺跡13号住居跡と共通遺物を有することとなり、こうした鋏具や銅鈴等

の特殊遺物が、所有者の身分を示すものでなく、堅穴住居の廃絶に対する『埋納』儀礼に伴う遺物であり、

山岳信仰遺跡の伴出遺物とも共通性をもつことになる。

　これらから考えてくると、鏡を所持していた者は、鏡を祭祀に使用する呪術的宗教者であり、菊池誠一

氏の、「鏡を祭祀に使用する呪術的宗教者の存在の上に、有力者の私的所有物としての化粧道具」であっ

た可能性は、無いといわざるを得ない。

　一方、一本木前遺跡、天田・川押遺跡、乗落遺跡、文六第2遺跡では、完形品の子骨鏡が出土している。

このうち、床面から密着して出土した天田・川押遺跡例、文六第2遺跡例では、住居・覆土・伴出遺物に

強い特色はみられない。

　これに対して、二二遺跡例は、鏡の径が9cmであること、鉄津が出土しており小鍛冶の存在が考えられ

ること、時期が西暦1000年を挟んだ10世紀～11世紀初頃に比定されることなど、強い特色を示すとともに、

本遺跡との問に多くの共通性も指摘できるのである。

　住居跡床面出土の遺物は、いうまでもなく住居を廃棄した時点における、居住者の生活を最も端的に物

語る、一つの有力な資料である。一般的な生活什器のみの伴出した天田・二野遺跡、文六第2遺跡と、一

般的な什器に加えて鉄津等を出土した一本木前遺跡、乗落遺跡では、自ずからその性格に区別がつけられ

る。しかし、乗落遺跡が尾根上に立地し、灰粕陶器片が多量に出土したのに対し、一本木前遺跡は低地の

自然堤防上に立地し、灰紬陶器は破片も出土していないという、大きく異なる点もある。

　かつて桐原健氏は、八稜鏡を出土した門門遺跡の住居跡について「出土遺物や遺跡規模の小ささから、

小鍛冶の職を有し、灰粕陶器の運搬にも携わった、山中流浪の山の民の居住したもの」であるとした。そ

して、鏡を所持する者について、「ある者は素朴な農耕民の鍛冶に対する畏怖心を十二分に利用し、こと

さら人里離れた隠れ里的な山中において踏輪をふんでの作業を行った」また「ある者は巫祝の徒として平

地の里を訪れ、ホガイゴトを述べた」としたのである。

　この両遺跡の対比によって浮かび上がる、『10世紀末～11世紀初頃』『小鍛冶の職を有する者が居住する

住居からの出土遍『一方が山地・もう一方が平地』『全く欠けていない八稜鏡が床面から出土誰という問題

は、一本木前遺跡例の位置を決する問題である。

　菊池誠一氏は、鏡を出土した集落遺跡について、遺跡の立地と遺跡規摸を基に、①山麓や地域内の高い

所にある規模の小さな遺跡、②低地や扇状地にある規模の小さな遺跡、③台地・低地に立地し、付近に国

府・国分寺・有力社寺などがあり、その地域の政治・文化の中心地域にある大規模な遺跡に3区分した。

　この区分によれば、引落遺跡は①にあたり、一本木前遺跡は③にあたる。そして、菊池氏の分類を基に

したそれぞれの性格づけとして、①②については、「鏡を祭祀に使用する呪術的宗教者の存在」を、③に

ついては、前にみたとおり、「鏡を祭祀に使用する呪術的宗教者の存在の上に、有力者の私的所有物とし

ての化粧道具であった可能性」を指摘している。

　坂井隆：氏は、堅穴から出土した鏡の意味として、層位的な出土状況から、A・廃絶後の埋納、　B・廃絶

時に存在、C・出土状態不明で鉄製品共伴に3区分した。

　この区分によれば、乗落遺跡・一本木前遺跡ともに、Bである。そして坂井氏の分類の性格づけとして、
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　この区分によれば、乗落遺跡・一本木前遺跡ともに、Bである。そして坂井氏の分類の性格づけとして、

A・竪穴住居の廃絶に対する儀礼に使用されたもの、B・竪穴住居の廃絶に対する儀礼に使用されたもの、

もしくは最終使用の前に遺棄されたもの、C・いずれとも考えられるもの、とした。さらに、この儀礼は、

「埋納」であり、「投供」ではないとしたことは、前に述べたとおりである。

　菊池氏と坂井氏の分類を総合すると、乗下遺跡は、遺跡の立地を基にした区分では「鏡を祭祀に使用す

る呪術的宗教者」が存在し、出土状況からの区分では「竪穴住居の廃絶に対する儀礼に使用されたもの、

もしくは最終使用の前に遺棄されたもの」となる。

　一方、一本木前遺跡は、遺跡の立地を基にした区分では「鏡を祭祀に使用する呪術的宗教者の存在の上

に、有力者の私的所有物としての化粧道具であった可能性」であり、出土状況からの区分では「竪穴住居

の廃絶に対する儀礼に使用されたもの、もしくは最終使用の前に遺棄されたもの」となる。

　このように比べると、遺跡の立地が全く異なっても本質的な差がみられるわけてもなく、遺跡の立地を

基にした区分では、不十分といわざるを得ない。むしろ、遺跡の立地状況が全く異なっても、土層など出

土状況を基に、お互いに共通する要素を注視した区分のほうが現実的に思われる。しかしながら坂井氏の

分類による性格づけの、「竪穴住居の廃絶に対する儀礼に使用されたもの、もしくは最終使用の前に遺棄

されたもの」の両者は、現実には区分できない。そして、伴ノ木由西遺跡14号住居四二のように、2次的

な火熱を受けた鏡までが使用されていることからも、何らかの理由によって住居を去る時、『埋納』儀礼

の主役を務める貴：重な品を、そのまま放棄するであろうかという、疑問もある。むしろ、住居跡床面出土

の八稜鏡は、「竪穴住居の廃絶に対する儀礼に使用されたもの」のみの性格づけが相応しいと思われる。

　この八稜鏡が、何時集落内に出現したかについて、菊池町は、「京の文化をいち早く受容することがで

きた国尽・国分寺周辺の集落で始まり」とし、八稜鏡を基とした山岳信仰の広がり方については「山間部

の集落への波及も同時に行われた」としたのである。

　一方坂井氏は、鏡の集落内出現については、菊池氏の論を否定し、「唐式鏡の段階で日本海交通の要地

の寺家（石川県羽子市寺家遺跡）などで始まった竪穴への埋納儀礼が、律令国家が崩壊した時に内陸の山

岳信仰と結び付いて八稜鏡の儀礼が生まれたと思われる」としている。また、八稜鏡を基とした山岳信仰

の広がり方については「『山の民選が自らのそして東山道地域の多くの人々にとっての精神的基盤である

山岳信仰のために使用・製作し、その信仰力の大きさに国庁周辺がひきずられた」としたのである。

　出現について及び、その広がり方については、立地条件の差による時期差は認められず、どちらかへの

伝播は考えられない。よって坂井氏の意見が妥当と考えられる。しかしながら、『山の民』の存在に疑問

をもつものであり、むしろ、一つの特殊技能一例えば小鍛冶一をもつ者が、技術とともに山岳信仰を流布

していったもの、とした方が妥当性は高いと考えられる。そして、こうした人々が、信仰対象の近在地や、

信仰対象の望める地に居住したのも、また当然のことであろう。

　八稜鏡115面が埋納され、八稜鏡祭祀が集中して展開された男体山に対する信仰などは、このような、

東山道を中心にした、幅広い集落で行われた八稜鏡祭祀の広がりが根底にあったことは、想像に難しくな

い○
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はじめに

　熊谷市東別府一本木に所在する一本木前遺跡は、関東平野北部の利根川中流低地に位置している。

利根川中流低地は、熊谷市東部付近を境に上流側は妻沼低地、下流側は加須低地とよばれているこ

とから、本遺跡は妻沼低地に立地している。妻沼低地の表層地質・地形については、堀ロ（1997＞

に、以下のように記載されている。妻沼低地は、最終氷期の浸食谷が完新世を通じて埋積されてき

た地域であり、利根川よって形成された砂～砂礫質の扇状推積物が基盤となっている。緩傾斜では

あるが扇状地性の微地形も認められている。

　今回の発掘調査により、中世の住居や溝、土器祭祀などの遺構と、それに付随して土器や木製品、

鏡などの遺物が数多く検出された。中世の遺構の中には、軽石のような白色粒子が土層段面上で観

察されたため、遺構の年代との関係が問題とされた。また、13号住居跡（SJ－36＞では、八稜鏡

の下位より表面に何かを塗布されたような木片が検出された。今回の自然科学分析調査は、軽石と

みられる白色粒子が認められた遺構の年代を推定することと、出土した木片の樹種とそれに付着す

る物質を明らかにすることを目的としている。

　前者については、テフラ分析を行うことで土壌内に含まれる細粒な軽石などの火山噴出物（いわ

ゆるテフラ）を観察し、テフラの同定を行う。さらに、層位と照らし合わせて遺構の構築、上積に

かかわる年代を検討する。木片及び木片に付着していた黒色物質については、この物質が何である

かを明らかにするため、樹種同定及び赤外分光分析を行い検討するこことする。赤外分光分析は、

物質の多重結合や官能基の構1造がわかるため、有機化合物の大まかな性状を簡易的に調査できる最

適な方法である。また、あらかじめ試料物質が予想できるとき、標準試料など既知の赤外線吸収ス

ペクトルと比較して未知物質の同定および確認ができる（山田，1986）。今回の試料は、木片表面に

塗られた物質である可能性が高いことから、漆を想定して分析を進めることにする。すなわち、標

準試料となる漆の赤外線吸収スペクトルを測定し、黒色物質の赤外線吸収スペクトルと比較して漆

か否かの判断を行う。

1。試料

　今回テフラ分析により時期推定を行う遺構は、3号土器祭祀跡（SX－4．5）、ユ号溝（SD－1）、

および44号住居跡（SJ－12）である。3号土器祭祀跡では、G－G’断面を除いて3層に分層さ

れている。最上位の一層内には、集積した土器が検出されており、黒褐色の土壌中に軽石のような

白色粒子も確認されている。その下位の2層は暗褐色を呈する土壌で、1層同様に白色粒子が見ら

れる。さらに下位の3層は、2層と類似するが酸化鉄を含むんでいる。このうちテフラ分析を行う

試料は、A－A’断面で観察された1層内の土器だまり中の土壌（試料番号ユ）と2層最上部の土

壌（試料番号2）、およびD－D’断面で観察された1層の土壌（試料番号3）、E－E’断面で認

められた1層中土器だまり下位の土壌（試料番号4）の4点である。

　1号溝では、溝の覆土は上位の1層から野僧下底の11層までの11層に分層されている。！層～5

層は粘土ブロック、マンガン粒、軽石粒を含む灰白～黄灰色粘土層である。6層・7層は軽石粒を

多少に含む黒褐色粘土層、8層は灰白色粘土層であり、9層は軽石粒、炭化物を多量に含む黒色粘
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土層（泥炭層）、10層は軽石粒からなる純層、ユ1層は黒褐色粘土と暗褐色粘土の混在層となってい

る。このうち7層（試料番号5）と10層（試料番号6）についてテフラ分析を行う。

　44号住居跡では、住居の覆土は上位より8層～12層の5層に分層されている。8層は焼土が混じ

る炭化物を中心とする褐色土層、9層は下部に炭化物を主体とする灰層を含むにぶい赤褐色シルト

層、！0層は灰色シルトと白色粒子が混じる褐色シルト層、U層は10層より灰色シルトを多く含む褐

色シルト層、12層は11層に類似したにぶい黄褐色シルト層である。このうち、B－B’断面におい

て白色微粒子が観察された10層（試料番号7）についてテフラ分析を行う。

　13号住居跡（SJ－36）では、八稜鏡下（No．125）より木片1と木片IIが出土している。どちらの

試料も、土壌ごと採取された薄い板状の物質で、表面には黒色物質が認められる。試料の状態より

判断して、木片1について樹種同定、木片IIに付着している黒色物質について赤外分光分析を行う

こととする。

2，分析方法

　以下に各分析の処理手順について述べる。

（！）テフラ分析

　試料約20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上

澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた三分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて

観察する。テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対称として観察し、その特徴や

含有量の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と軽石型に分類

する。

（2）樹種同定

　試料は柔らかく、切片作成が不可能であったため、シャーレ内に蒸留水を入れ、その中で試料の

一部を粉砕した。実体顕微鏡で観察しながら、光が透過する薄い破片を拾い出し、ガム・クロラー

ル（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混合液〉で封入してプレパラート

とした。プレパラートは、生物顕微鏡による透過光観察と、落射蛍光装置を用いた観察を行った。

（3＞赤外分光分析

　黒色物質を木片表面より剥離し、105．Cで2時間乾燥させた後、メノウ乳鉢で微粉砕（200メッ

シュ以下）した。この微粉砕試料20～3舳gをシュウ化カリウム（KBr）と1二100の割合で秤量し、

メノウ乳鉢で粉砕・混合した後、ミニバンドプレス（島津製作所製MHP－1）で加圧成形した。

加圧成形試料を次の条件により測定した。

装置：島津製作所製FTIR－8100A
測光値（Measurl捻g　mode）　：％丁

分解能（Resolution）　：4．Ocml

積算回数（No．　O　f　Scaの　　：40回

ゲイン（Gain）　：自動

ミラー速度（Detector）　：2。8㎜／sec

アポダイズ関数（Apodization）　lHaPP－genze1
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測定範囲：4600～400cnrI

測定方法：KBr錠剤法

3．結果

（1）テフラ分析

　3号土器祭祀から採取された4試料からは、軽石と火山ガラ

スが検出され、スコリアは認められなかった。火山ガラスは、

試料番号i～4の全点に微量含まれている。無色透明であり、

緩い曲率をもった薄手平板上の形状を示すバブル型とよばれる

形態である。この火山ガラスは、その形態の特徴より題下一ア

カホや火山灰（K－Ah；町田・新井、1978）および姶良Tn火

山バイ（AT；町田・新井、！976）に由来すると考えられる。

K－Ahは、約6300年前に九州地方の鬼界カルデラから噴出し

た広域テフラであり（町田・新井、1992）、ATは、南九州の

姶良カルデラを給源とし、約2．2－2．5万年前に噴出した広域テ

フラである（町田・新井、1992＞。軽石は、試料番号玉に少量、

試料番号2に微量、試料番号3・4にきわめて微量含まれてい

る。軽石の最大粒径は、試料番号1でL2搬艶、試料番号2で

1．Ommであり、きわめて微量しか含まれない試料番号3・4に

比べてやや径の大きいものが認められる。試料番号1～4の全

点に灰褐色を呈し発泡ががやや不良な軽石が含まれ、さらに試

料番号1・2には白色を呈し発泡がやや良好～やや不良な軽石

が微量含まれている。軽石の中には、斜方輝石の斑晶を包有す

るものもある。これらの軽石は、その特徴より、A，D。1108年

（天仁元年）に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ（As－B；

新井、1979＞に由来すると考えられる。

　！号溝から採取された2試料からは、スコリアと軽石が検出

され、火山ガラスは認められない。スコリアは、試料番号5・

6のどちらにも微量含まれ、黒色を呈し発泡がやや良好～不良

であるものと、灰色を呈し発泡がやや不良であるものが含まれ

ている。最大粒径は試料番号5で1．2㎜、試料番号6で玉．0㎜と、

同じ試料中に含まれる軽石に比べて径は小さい。軽石は、試料

番号5では中量、試料番号6では多量の軽石が認められ、最大

径は4。伽mである。どちらにも灰褐色を呈し発泡がやや不良な

軽石と、わずかに白色を呈し発泡がやや良好～やや不良な軽石

が含まれており、斜方輝石の斑晶を包有するものも認められる。

また、灰色を呈し破砕片のような形状の安山岩片も少量認めら
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れる。このスコリアと軽石および安山岩片は、含有物とそれらの特徴から、前述のAs－Bに由来

するものである。

　44号住居跡第10層の試料では、軽石と火山ガラスが検出され、スコリアは認められなかった。火

山ガラスは、無色透明のバブル型のものが微量認められる。これらは上述のK－AhおよびATに

由来するものと考えられる。軽石は、灰褐色を呈し発泡がやや不良な軽石がきわめて微量認められ

る。軽石の特徴から、前述のAs－Bに由来するものと考えられる。

　以上の結果を表1に示す。

（2）樹種同定

　試料は木片と考えられていたが、保存状態が悪く、組織はほとんど観察できない。僅かに見られ

る組織も潰れており、その特徴を把握することは困難である。そのため、今回の観察結果からは、

試料がどのような物質に由来するのかは不明である。

（3）赤外分光分析　黒色物質の赤外線吸収スペクトルを図1に示す。

　3420、1620、1030cnrlに強い吸収帯、その他に2930、2870、1080、790、690、520、470cm1の吸収

帯が認められる。

4。考察

（1）遺構の年代について

　テフラ分析結果より、3号土器祭祀跡覆土ユ層および2層から、A．D．　llO8年（天仁元年）に噴火

したAs－Bが検出された。1層の試料番号1で少量、その下位の2層の試料番号2で微量含まれ、

下層よりも上層に軽石が多く認められる。このような産状であることから、As－Bが遺構下部埋

積時に降下したとは考えにくい。したがって、覆土中のAs3の産状や本地域におけるAs－Bの

産状を考慮すると、検出されたAs－Bは植物根や、昆虫、動物などによる生物擾乱によって、上

位から下位に拡散した可能性がある。したがって、3号土器祭祀は、As－B降下当時すでに土器

だまりが形成されており、埋積されていた可能性がある。K－AhおよびATの火山ガラスは、拡

散している回状であることと、その噴出年代から、遺構が埋積される過程で周囲の土層から混入し

たものと思われる。

　1号溝では、溝の最下底に近い部分にAs唱が濃集して認められる。断面で観察された状況と、

熊谷付近では純層でなければほとんど認められないスコリアが認められること、比較的径の大きい

軽石が新鮮な状態で認められることなどから、10層はAs－B噴火時に降下埋積した軽石層がその

まま残存したものと考えられる。したがってユ号溝iは、As－Bが降下したA．D．1108年（天仁元年）

にかなり近い時宜に構i築され、As－B降下当時には溝iとして機能していたといえる。また、As－

B降下後は、溝内および溝の周囲から溝底付近にAs3軽石を含む埋積物が流れ込み、溝の埋積

が続いたと考えられる。

　44号住居跡では、覆土最上部の10層に認められたAs－Bはごくわずかであった。このことと、

住居の断面で軽石のような白色粒子がほかに観察されなかった状況を考慮すると、3号土器祭祀跡

と同様に検出されたAs－Bは植物根や、昆虫、動物などによる擾乱によって、10層の上位から！0

層内に拡散した可能性がある。したがって、44号住居は、As－B降下当時にはすでに廃棄され、
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埋積されていたと考えられる。

（2）木片およびそれに付着した黒色物質について

　木片1の顕微鏡観察結果より、試料がとの物質に由来するのか特定できなかった。組織が潰れて

いることから、韓している等の可能性も考えられる。

　木片に付着した黒色物質については、同一条件で測定した標準焼漆の赤外線吸収（IR）スペク

トル（図2）と比較し検討する。図1と図2を比較すると、黒色物質と標準焼漆とは異なる吸収帯

を示している。特に、2900cm－1付近の脂肪族飽和炭素（C－H基）に帰属する吸収帯が顕著である。

このことから、黒色物質は焼漆と同じ化合形態ではないことがわかる。

　一般に有機化合物と言われるものには脂肪族飽和炭素（C－H基〉に帰属する吸収帯があり、遺

跡などで検出される天然アスファルト、號珀などにもその吸収帯は顕著に認められる。しかし、村

江ほか（1993）の報告によると、加熱測定によって得られた現珀の赤外線吸収スペクトルでは、

2900cnr1付近の吸収帯は500．　C付近で消失する結果が得られている。これは、號珀の脂肪族飽和炭

素（C－H基）が芳香族化し、石炭の主成分に同化していくことによると考えられている。また、

実験的ではあるが、当社で実施したアワ、ヒエなどを炭化させて赤外線吸収スペクトルを測定した

データ（未公表）においても、2900c簸r1付近の吸収帯は消失する結果となっている。

　以上のことから、黒色物質の化合物名をここで明確に言及することはできないが、炭化した有機

化合物の可能性が指摘される。なお、一度炭化したものの炭化前の化合物を赤外分光分析によって

復元する調査は現段階では難iしい。
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図版4

発掘調査風景①

発掘調査風景②

発掘調査風景③
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図版5

遺跡近景（北より）
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図版6

1号住居跡

5号住居跡

6号住居跡
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図版7

7号住居跡

9号住居跡

9号住居跡遺物出土状況



図版8

10号住居跡

11号住居跡検出状況

11号住居跡カマド



図版9

11号住居跡遺物出土状況
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ふりがな ふり がな コ 一　ド 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所 在　地 市町村 遺跡番号 （○’”） （○ノ”）
調査期間

（m2）
調査原因

さいたまけんくまがやし
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いっii耽ぎまえ　いせき

齧{木前遺跡
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蜴囀剣ﾊ府
U202 115 360U／17” 139021／39”

～ 10，000 掘劇
あざいっぽんぎまえ

字一本木前1390他 19990331

所収遺跡名 種別
主な時代 主な遺跡 主　な 遺物 特 記　　事 項

一本木前遺跡 集落跡 弥生時代 遺物包含層 弥生式土器
幽一一一一一一回鴨騨麗一一申一 圏”齢闇一一騨P“暢隔輯9騨一一一一一一一一一一冒一一

嘘　　冒　　一　　一　　卿　　噂　　髄　　曜　　嚇　　齢　　鴨　　印　　鱒　　一　　幽　　順　　9　　騨　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　冒　　冒　　一　　需　　冒　　一　　一　　響　　騨 w　　需　　齢　　曽　　瞥　　髄　　響　　謄　　鳳　　一　　印　　齢　　印　　申　　一　　吻　　凹　　璽　　昌　　一　　凹　　一　　一　　一　　一　　冒　　顧　　臨　　鱒　　一　　騨　　榊　　騨　　騨　　鞘　　曽　　胃　　一　　旧　　ロ　　團　　一　　一　　響

古墳時代 土器祭祀跡 1 土師器、須恵器、 土器祭祀跡は、人為的に掘削さ

住居跡 26 石製模造品、 砥石 れた入り江の最奥部に、 馬頭骨

土錘、平磯 を中心にして多量の土師器、須

恵器、石製模造品が配置される。
“　　凹　　9　　昌　　昌　　巳　　雪　　－　　冒　　隔　　騨　　隔　　回　　層　　噸 畔　　一　　望　　薗　　櫓　　一　　騨　　曽　　艀　　幣　　｝　　騨　　一　　P　　彌　　一　　岬　　餉　　餉　　曽　一　　■　　昌　　昌　　9　　冒　　冒

御　　冒　　一　　鼻　　甲　　一　　嘗　　酔　　欄　　糊　　r　　¶　　帽　　串　　甲　　鯛　　唱　　一　　一　　昌　　昌　　一　　冒　　一　　層　　層　　層　　冨　　ロ　　一　　曽　　一　　冒　　一　　一 ，　闇　　脚　営　闇　需　”　刷　雫　一　”　柵　r　一　鼻　曹　一　曽　一　一　　冒　層　一　“　曹　塵　一　鞘　囎　卿　一　齢　潴　一　¶　P　一　一　軸　噂　“　臨　尊

奈良・ 住居跡 45 土師器、須恵器、 13号住居跡の床面から、 多量の

平安時代 土坑 192 土師質土器、 灰粕陶器、 鉄津とと もに、銅鏡 （瑞花鴛驚

井戸 4 鉄製品、三二、 鉄壁、 八稜鏡〉 が出土。

溝 44 土錘、砥石、 石製模造品
一冒層刷層騨一一一幽圏一胴一一

断　　一　　葡　　■　　徽　　槻　　輔　　，　　騨　　一　　鱒　　髄　　一　　■　　響　　曽　　閉　　冊　　冊　　騨　　騨　　｝　　層　　曜　　一　　一　　嘗
棚　　一　　層　　冒　　曹　　ロ　　榊　　瀞　　幣　　常　　一　　r　　r　　胃　　需　　需　　騨　　鴨　　需　　r　　一　　一　　幽　　曽　　9　　一　　一　　一　　一　　層　　顧　　一　　曽　　富　　麿 葡　騨　輔　騨　聯　贈　騨　胴　■　爾　”　需　鴨　騨　甲　，　隔　噂　幽　曽　一　一　一　一　層　層　曹　顧　葡　轄　脚　墜　騨　芦　嘗　胴　剛　　醐　　”　噂　，　噌　一　圏

中　　世 土坑 33
臨一一一一一一曹層冒需需｝弼冊 一側曽膚謄黒棚猟“一尊尊一昌鱒豊昌凹9昌一一曹冒冒騙一

隠　　r　　申　　一　　曽　　憎　　齢　　扁　　r　　輔　　騨　　脚　　鞘　　一　　一　　9　　凹　　8　　一　　一　　謄　　冒　　回　　罹　　幣　　一　　甲　　｝　　，　　｝　　　　　｝　　一　　簡　　僧
用　　錦　　輔　　鼎　　輔　　鱒　　嚇　　闇　　一　　9　　一　　一　　一　　一　　9　　冒　　冒　　曾　　騨　　響　　一　　幽　　曽　　一　　一　　曹　　曹　　闇　　一　　冒　　冒　　榊　　幕　　槻　　脚　　昂　　■　　卿　　凹　　響　　響　　需　　儒　　騨

近　　世 溝 2 磁器
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さくらのまぢ“熊谷”
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